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1
概要
Server Administrator Storage Management は、システム上でローカルに接続された RAID および非 RAID デ

ィスクストレージを設定するための拡張機能を提供します。Storage Management では、すべての対応 

RAID、非 RAID コントローラ、およびエンクロージャのためのコントローラおよびエンクロージャ機能を単

一グラフィカルユーザーインタフェース（GUI）またはコマンドラインインタフェース（CLI）から実行する

ことを可能にします。GUI はウィザード型で、初心者ユーザー向け、および上級ユーザー向け機能を備えて

います。CLI は機能が豊富でスクリプト可能です。Storage Management を使用することにより、データ冗

長性の設定、ホットスペアの割り当て、または故障した物理ディスクの再構築によってデータを保護するこ

とができます。Storage Management のユーザーは、使用するストレージ環境と Storage Management を良

く理解しておいてください.

Storage Management は SATA および SAS をサポートしますが、Fibre Channel はサポートしません。

Storage Management アラートについての情報は、dell.com/openmanagemanuals にある『Dell 

OpenManage Server Administrator メッセージリファレンスガイド』を参照してください。

 

本リリースの新機能

Storage Management の本リリースでは、次の新機能が提供されます。

• 次のオペレーティングシステムのサポート：

– Novell SUSE Linux Enterprise Server 12 Service Pack 1

– Red Hat Enterprise Linux 7.2

– VMware vSphere（ESXi）6.0 アップデート 1

• 次のウェブブラウザのサポート：

– Google Chrome バージョン 45

– Mozilla Firefox バージョン 40

• PERC 9 シリーズハードウェアコントローラ上での 2.5 インチ 4KB SATA ドライブのサポート。

• ソフトウェア RAID S130 コントローラに接続された PowerEdge R730xd の背面 SATA のサポート。

• PowerEdge R730 における PMC SAS エキスパンダのサポート

• Samsung PM1725 NVMe デバイスのサポート

• HBA 330 アダプタおよびミニコントローラのサポート — 「サポートされている非 RAID コントローラ」。

• スロットが 24 個あるバックプレーンでのフレキシブルバックプレーンゾーニング機能のサポート — 
「バックプレーン」。

• ソフトウェア RAID S130 コントローラ上の物理ディスクおよび仮想ディスクレベルでのディスクキャッ
シュポリシーの設定のサポート — 「ディスクキャッシュポリシー」。

• PERC 9 シリーズのハードウェアコントローラ上での非 RAID ディスクキャッシュポリシーの設定のサポ
ート — 「ディスクキャッシュポリシー」。
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メモ: サポートされるオペレーティングシステムおよびサーバーのリストについては、dell.com/
openmanagemanuals で必要なバージョンの OpenManage ソフトウェア にある『OpenManage ソフ
トウェアサポートマトリクス』 を参照してください。

Storage Management をインストールする前に

次項では、Storage Management をインストールする上での考慮事項について説明します。

コントローラファームウェアおよびドライバのバージョン要件

Storage Management が正しく機能するためには、コントローラに必要最小限バージョンのファームウェア

とドライバがインストールされている必要があります。『Server Administrator リリースノート』に記載され

ているファームウェアとドライバは、それらのコントローラでサポートされている最小バージョンを示して

います。これ以降のファームウェアとドライバのバージョンもサポートされています。最新のドライバとフ

ァームウェアの要件については、サービスプロバイダにお問い合わせください

メモ: 最新の storport ドライバをダウンロードするには、support.microsoft.com で Microsoft サポー
ト技術情報記事 KB 943545 を参照してください。

Storage Management のインストールに必要最小限のファームウェアおよびドライバがないと、Storage 

Management はコントローラの表示やその他の機能を実行できない場合があります。コントローラ上に非

対応のファームウェアまたはドライバを検知した場合、Storage Management はアラート 2131 および 2132 

を生成します

アラートメッセージの詳細に関しては、『Server Administrator メッセージリファレンスガイド』を参照して

ください。

対応コントローラ

メモ: 『Server Administrator リリースノート』にリストされたファームウェアとドライバは、これらの
コントローラの最小対応バージョンを示しています。これ以降のファームウェアおよびドライババー
ジョンもサポートされます。最新のドライバおよびファームウェア要件については、サービスプロバイ
ダにお問い合わせください。

Storage Management の本リリースでは次のコントローラがサポートされています。

対応 RAID コントローラ

Storage Management は次の RAID コントローラに対応します。対応 RAID コントローラによって使用され

るテクノロジの詳細に関しては、「RAID コントローラテクノロジ：SATA および SAS」を参照してください。

• PERC 6/E

• PERC 6/I I 内蔵および PERC 6/I アダプタ

• PERC 6/I モジュラー

• SAS 6/iR コントローラ

• PERC S100、PERC S110、PERC S130、および PERC S300

• PERC H200 アダプタ、PERC H200 内蔵、および PERC H200 モジュラー

• PERC H800 アダプタ、PERC H700 アダプタ、PERC H700 内蔵、PERC H700 モジュラー

• PERC H310 アダプタ、PERC H310 ミニモノリシック、PERC H310 ミニブレード、PERC H710 アダプ
タ、PERC H710 モノリシック、PERC H710 ミニモノリシック、PERC H710P アダプタ、PERC H710P モ
ノリシック、PERC H710P ミニモノリシック、および PERC H810 アダプタ
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• PERC H330 アダプタ、PERC H330 ミニモノリシック、PERC H330 ミニブレード、PERC H330 内蔵、
PERC H730 アダプタ、PERC H730 ミニモノリシック、PERC H730 ミニブレード、PERC H730P アダプ
タ、PERC H730P ミニモノリシック、PERC H730P ミニブレード、PERC H730P スリム、および PERC 
H830 アダプタ

• PERC FD33xD/FD33xS

メモ: PERC H200、PERC H7x0、および PERC H8x0 コントローラ は、3TB NL SAS ハードドライブ、
3TB NL SATA ハードドライブ、SATA SSD、および SAS SSD に対応します。

メモ: Storage Management に表示されるコントローラの順序は、ヒューマンインタフェース（HII）お
よび PERC オプション ROM に表示される順序と異なる場合があります。コントローラの順序が原因
で制限が生じることはありません。

サポートされる非 RAID コントローラ

Storage Management は次の非 RAID コントローラをサポートします。

• LSI PCIe U320

• SAS 6Gbps アダプタ

• LSI SAS 9207-8e

• LSI SAS 9300-8e

• LSI SAS 9206-16e

• SAS 12 Gbps アダプタ

• HBA 330

メモ: Storage Management では、LSI SAS ホストバスアダプタ（HBA）コントローラページに ID、状
態、名前、スロット ID、状況、ドライババージョン、Storport ドライババージョン、コネクタ数、お
よび コントローラタスク などのプロパティが表示されます。

メモ: HBA 330 コントローラにエキスパンダがないバックプレーン（パッシブバックプレーン）が接続
されている場合、列挙される物理ディスクは、コネクタ 0 および コネクタ 1 の間で分割されます。例
えば、パッシブバックプレーンに、物理ディスクの最大数である 8 台が接続されている場合、最初の 4 
台がコネクタ 0 以下に一覧表示され、残りの 4 台の物理ディスクがコネクタ 1 以下に一覧表示されま
す。両方のベイが接続されている場合のみ、8 台の物理ディスクすべてが表示されます。1 つのベイし
か接続されていない場合、そのベイに関連づけられている物理ディスクのみが表示されます。

メモ: SAS 12 Gbps アダプタおよび HBA 330 コントローラでは、表示できる 使用可能なレポート は 
「スロット占有レポートの表示」および「物理ディスク ファームウェア バージョンレポートを表示」で
す。

対応エンクロージャ

Storage Management の本リリースでは次のエンクロージャに対応しています。

• 20xS および 21xS ストレージシステム

• 220S および 221S ストレージシステム

• MD1000 および MD1120 ストレージシステム

• MD1200 および MD1220 ストレージシステム

• MD1400 および MD1420 ストレージシステム
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ディスク管理およびボリューム管理のサポート

Storage Management はディスク管理およびボリューム管理を提供しません。ディスク管理およびボリュー

ム管理を実装するには、お使いのオペレーティグシステムが提供するネイティブのディスク管理およびボリ

ューム管理ユーティリティを使用する必要があります。
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2
はじめに
Server Administrator Storage Management は、ハードウェア RAID ソリューションを実装し、中小企業のス

トレージ環境を把握しているシステム管理者を対象としています。

Storage Management は、お使いのシステムに接続されているストレージコンポーネントの設定を可能にし

ます。これらのコンポーネントには、RAID/ 非 RAID コントローラおよびコントローラに接続されるチャネ

ル、ポート、エンクロージャ、ディスクが含まれます。Storage Management を使用することにより、BIOS 

にアクセスせずにコントローラ機能の設定と管理を行うことができます。機能には、データ保護のための仮

想ディスクの設定、RAID レベルとホットスペアの適用機能が含まれます。再構築、トラブルシューティン

グ、しきい値設定など、その他多くのコントローラ機能も開始することができます。ほとんどの機能は、シ

ステムがオンラインのまま、要求の処理を継続しながら設定および管理することが可能です。

Storage Management はストレージコンポーネントの状態を報告します。コンポーネントの状態が変更され

ると、Storage Management はそのコンポーネントの表示をアップデートし、アラートを アラートログ に送

信します。

Storage Management は、状態変更に加えて、仮想ディスクの作成や削除などのユーザー処置、およびその

他多くのイベントのアラートも生成します。アラートの大部分は SNMP トラップを生成します。

Storage Management は、状態の監視と報告以外ではユーザー入力に依存しない処置を自動的に開始するこ

とはなく、Storage Management 処置は、ウィザードおよびドロップダウン メニューの使用によってユーザ

ーが開始します。ただし、Storage Management は、アラートの生成、再構築などのタスクの開始、および

状態変更の実施などを含む、コントローラが実行した処置の報告は行います。

メモ: Storage Management は、コントローラの視点から、ディスクおよびその他ストレージコンポー
ネントの状況変化を報告します。

 

Storage Management の起動

Storage Management は Server Administrator サービスとしてインストールされています。Storage 

Management の全機能は、Server Administrator ツリービューで ストレージ オブジェクトを選択することに

よってアクセスできます。Server Administrator の起動の詳細については、『Server Administrator ユーザーズ

ガイド』を参照してください。

Microsoft Windows を実行しているシステムの場合

Microsoft Windows オペレーティングシステムを実行するローカルシステム上で Server Administrator セッ
ションを開始するには、デスクトップ上の Server Administrator アイコンをクリックし、システム管理者特
権を持つアカウントでログインします。

メモ: 管理者権限は、設定目的上必要です。
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Linux を実行しているシステムとリモートシステムの場合

Linux またはリモートシステム上で Server Administrator セッションを開始するには、デスクトップ上の 
Server Administrator アイコンをクリックし、システム管理者特権を持つアカウントでログインします。

または、ウェブブラウザを開き、アドレスフィールドに次のいずれかを入力して、<Enter> を押します。

https://<ローカルホスト>:1311

ここで <ローカルホスト> とは管理下システムに割り当てた名前で、1311 はデフォルトのポートを示します。

または

https://<IP アドレス>:1311

ここで <IP アドレス> とは管理下システムの IP アドレスで、1311 はデフォルトのポートを示します。

メモ: ブラウザで有効な応答を受信するためには、アドレスフィールドに https:// （http:// ではない）
を入力してください。

ユーザー権限

Server Administrator は、ユーザー、パワーユーザー、およびシステム管理者のユーザーグループを介してセ

キュリティを提供します。各ユーザーグループは Server Administrator 機能に対する異なるアクセスレベル

が割り当てられています。

すべての Storage Management 機能にアクセスするにはシステム管理者権限が必要です。システム管理者

権限によって、ドロップダウンメニュータスクの実行、ウィザードの起動、および omconfig storage コマ

ンドラインインタフェースのコマンドの使用が可能になります。システム管理者権限がないと、ストレージ

コンポーネントの管理および設定は行うことができません。

ユーザーおよびパワーユーザー権限ではストレージ状態を表示することができますが、ストレージの管理と

設定はできません。ユーザーおよびパワーユーザー権限で omreport storage コマンドを使用することはで

きますが、omconfig storage コマンドは使用できません。

ユーザーグループおよび他の Server Administrator セキュリティ機能の詳細については、『Server 

Administrator ユーザーズガイド』を参照してください。

グラフィカルユーザーインタフェースの使用

次の項では、Server Administrator グラフィカルユーザーインタフェース（GUI）を使って Storage 

Management 機能にアクセスする方法について説明します。

ストレージオブジェクト

Server Administrator ツリービューには ストレージ オブジェクトが表示されます。Storage Management 機

能へは、ストレージ オブジェクトを選択するか、ストレージ オブジェクトを展開して下位オブジェクトを選

択することによってアクセスできます。

関連概念

オンラインヘルプの表示
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正常性

プロパティ ページで、正常性 をクリックしてストレージコンポーネントの状態情報を表示します。

関連概念

ストレージの正常性

情報 / 設定

プロパティ ページで、情報 / 設定 をクリックしてストレージオブジェクトのプロパティ情報を表示します。

情報 / 設定 サブタブには、ストレージタスクの実行やウィザードの起動のためのオプションもあります。

Storage Management コマンドラインインタフェースの使
用

Storage Management は豊富な機能を持つコマンドラインインタフェース（CLI）を備えています。CLI の詳

細については、『Server Administrator コマンドラインインタフェースユーザーズガイド』を参照してくださ

い。

オンラインヘルプの表示

Storage Management には広範にわたるオンラインヘルプが用意されています。ストレージ または下位レ

ベルのツリービューオブジェクト が選択されていると、このヘルプを Server Administrator グラフィカルユ

ーザーインタフェースから使用することができます。

オンラインヘルプには次の種類があります。

• 状況依存ヘルプ — 各 Storage Management 画面には  アイコンがあります。このアイコンをクリ
ックして、表示されたページの内容を説明した、状況依存のオンラインヘルプを表示します。

• 目次 — 目次は、状況依存ヘルプにアクセスすると情報が表示されるページで利用できます。

関連概念

ストレージオブジェクト

共通ストレージタスク

本項では、よく実行されるストレージタスクについて説明します。

• 仮想ディスクの作成および設定（RAID 設定）。詳細に関しては、次を参照してください。

– 仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード— このトピックは、簡易設定ウィザード を使用して仮想ディ
スクを作成する方法について説明します。簡易設定ウィザードは、仮想ディスクを作成するための最
も迅速な方法です。初心者ユーザーの方は、簡易設定ウィザードを使用することをお勧めします。

– 仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード— このトピックは、詳細設定 ウィザードを使用して仮想ディ
スクを作成する方法について説明しています。詳細設定ウィザードを使用するには、RAID レベルと
ハードウェアについてよく理解している必要があり、上級ユーザーにお勧めします。

– 仮想ディスク — このトピックは、仮想ディスクの管理に関する詳細情報を記載しています。この情報
には、仮想ディスクの作成と管理に影響するコントローラ固有の考慮事項も記載されています。
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• 仮想ディスクへのホットスペアの割り当て — 仮想ディスクが RAID レベルを使用する場合、仮想ディス
ク内の物理ディスクが故障した場合にデータを再構築するためのホットスペア（バックアップ物理ディス
ク）を割り当てることができます。

– ホットスペアでの仮想ディスクの保護 — このトピックは、ホットスペアの説明およびコントローラ固
有の情報を説明しています。

• 整合性チェックの実行 — 冗長仮想ディスクの整合性の維持 タスクは、仮想ディスクの冗長データの正確
性を検証します。

• 仮想ディスクの再設定 — 仮想ディスクの容量を拡張するため、物理ディスクを仮想ディスクに追加する
ことができます。また、RAID レベルの変更も可能です。詳細については、「仮想ディスクタスク：再設定
（手順 1/3）」を参照してください。
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3
RAID の概念について
Storage Management は、ストレージ管理機能を提供するために Redundant Array of Independent Disks

（RAID）技術を使用します。Storage Management について理解するには、RAID についての概念の他、シス

テムにおいて RAID コントローラとオペレーティングシステムがディスク容量をどのように認識するかにつ

いてもある程度把握しておく必要があります。

 
関連概念

RAID とは?

可用性とパフォーマンスを高めるためのデータストレージの編成

RAID レベルと連結の選択

RAID レベルと連結のパフォーマンスの比較

RAID とは?

RAID は、システム内に搭載または接続された物理ディスク上にあるデータの保存を管理するためのテクノロ

ジです。RAID の重要な要素は、複数の物理ディスクの容量を組み合わせを単一の拡張ディスク容量として扱

うことができるように、物理ディスクをスパンする機能です。RAID のその他の重要な要素には、ディスク障

害が発生した場合にデータを復元するために使用できる冗長データを維持する機能があります。RAID では、

ストライピング、ミラーリング、パリティなどの異なる方法を使用してデータの保存と再構築を行います。

RAID レベルには、データの保存と再構築のために異なる方法を使う異なるレベルがあります。RAID レベル

には、読み書きパフォーマンス、データ保護、ストレージ容量という観点では異なる特徴があります。冗長

データはすべての RAID レベルで維持されるものではなく、一部の RAID レベルでは失われたデータを復元で

きません。選択する RAID レベルは、優先事項がパフォーマンスか、保護か、ストレージ容量かによって変

わります。

メモ: RAB（RAID Advisory Board）は、RAID の実装に使用される仕様を定義しています。RAB は RAID 
レベルを定義しますが、異なるベンダーによる RAID レベルの商用実装は、実際の RAID 仕様が異なる
場合があります。特定のベンダーの実装は、読み取りおよび書き込みパフォーマンスとデータの冗長性
の度合いに影響することがあります。

ハードウェアとソフトウェア RAID

RAID は、ハードウェアとソフトウェアのどちらを使っても実装することができます。ハードウェア RAID を

使用するシステムには、RAID レベルを実装し、物理ディスクに対するデータの読み書きを処理する RAID コ

ントローラがあります。オペレーティングシステム提供のソフトウェア RAID を使用するときは、オペレー

ティングシステムが RAID レベルを実装します。このため、ソフトウェア RAID のみの使用はシステムパフォ

ーマンスを低下させることがあります。ただし、ハードウェア RAID ボリュームとソフトウェア RAID を合わ

せて使用することによって、パフォーマンスと RAID ボリュームの設定の多様性を向上させることができま

す。たとえば、2 つの RAID コントローラ間でハードウェア RAID 5 ボリュームのペアをミラーリングするこ

とによって RAID コントローラの冗長性を提供することができます。
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RAID の概念

RAID では特定の方法を使用してデータをディスクに書き込みます。これらの方法を使うと、RAID でデータ

の冗長性またはパフォーマンスの向上を実現できます。次の方法があります。

• ミラーリング — 1 つの物理ディスクから別の物理ディスクにデータを複製します。ミラーリングを行う
と、同じデータの 2 つのコピーを異なる物理ディスクに保管することでデータの冗長性が得られます。
ミラーのディスクのうち 1 つが失敗すると、システムは影響を受けていないディスクを使用して動作を続
行できます。ミラーリングしたディスクの両方に常に同じデータが入っています。ミラーのいずれも動
作側として機能します。ミラーリングされた RAID ディスクグループは、読み取り操作で RAID 5 ディス
クグループのパフォーマンスと同等ですが、書き込み速度はより高速です。

• ストライピング — 仮想ディスク内のすべての物理ディスク全体にわたって、データを書き込みます。各
ストライプは、仮想ディスク内の各物理ディスクにシーケンシャルパターンを使用して固定サイズの単位
でマップされた連続する仮想ディスクデータアドレスで構成されます。たとえば、仮想ディスクに 5 つ
の物理ディスクがある場合、ストライプは繰り返しなしで物理ディスクの 1 から 5 にデータを書き込み
ます。ストライプで使用される容量は各物理ディスクで同じです。物理ディスク上に存在するストライ
プ部分はストリライプエレメントです。ストライピング自体にはデータの冗長性はありません。ストラ
イピングをパリティと組み合わせることでデータの冗長性を提供します。

• ストライプサイズ — パリティディスクを含まない、ストライプによって消費される総ディスク容量。た
とえば、ストライプは 64KB のディスク容量で、ストライプの各ディスクには 16KB のデータがあるとし
ます。この場合、ストライプサイズは 64KB でストライプエレメントサイズは 16KB です。

• ストライプエレメント — 単一の物理ディスク上にあるストライプの一部分です。

• ストライプエレメントサイズ — ストライプエレメントによって消費されるディスク容量。たとえば、ス
トライプは 64KB のディスク容量で、ストライプの各ディスクには 16KB のデータが存在するとします。
この場合、ストライプサイズは 16KB でストライプエレメントサイズは 64KB です。

• パリティ — ストライピングとアルゴリズムを組み合わせて使用することによって維持される冗長デー
タ。ストライピングを行っているディスクの 1 つが失敗すると、アルゴリズムを使用してパリティ情報か
らデータを再構築することができます。

• スパン — 物理ディスクグループのストレージ容量を RAID 10、50 または 60 の仮想ディスクとして組み
合わせるために使用する RAID 技術。

RAID レベル

各 RAID レベルではミラーリング、ストライピング、パリティを併用することでデータ冗長性や読み書きパ

フォーマンスの向上を実現します。各 RAID レベルの詳細に関しては、「RAID レベルと連結の選択」を参照

してください。

可用性とパフォーマンスを高めるためのデータストレージの
編成

RAID は、ディスクストレージをまとめるための異なる方法または RAID レベルを提供します。一部の RAID 

レベルでは、ディスクの障害発生後にデータを復元できるように冗長データが維持されます。RAID レベルが

異なると、システムの I/O（読み書き）パフォーマンスが影響を受けることがあります。

冗長データを維持するには、追加の物理ディスクを使用する必要があります。ディスク数が増えると、ディ

スク障害の可能性も増加します。I/O パフォーマンスと冗長性に違いがあるため、オペレーティング環境の

アプリケーションと保存するデータの性質によってはある RAID レベルが他の RAID レベルより適している

場合があります。
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連結または RAID レベルを選択する場合は、パフォーマンスとコストに関する次の注意事項が適用されます。

• 可用性または耐障害性 — 可用性または耐障害性とは、システムのコンポーネントの 1 つに障害が発生し
ても動作を継続し、データへのアクセスを提供することができる、システムの能力を指します。RAID ボ
リュームでは、可用性またはフォールトトレランスは冗長データを維持することによって達成できます。
冗長データにはミラー（複製データ）とパリティ情報（アルゴリズムを使用したデータの再構成）が含ま
れています。

• パフォーマンス — 選択する RAID レベルによって、読み取りおよび書き込みパフォーマンスが向上した
り低下したりします。アプリケーションによって、より適している RAID レベルがあります。

• コスト効率 — RAID ボリュームに関連付けられている冗長データまたはパリティ情報を維持するには、追
加のディスク容量が必要です。データが一時的なものである、簡単に複製できる、不可欠ではない、とい
った場合は、データ冗長性のためのコスト増は妥当とは言えません。

• 平均故障間隔（MTBF） — データ冗長性を維持するために追加ディスクを使用することは、常にディスク
障害の可能性を増加させます。冗長データが必要な状況ではこのオプションは避けられませんが、社内の
システムサポートスタッフの仕事量は増加すると考えられます。

• ボリューム — ボリュームは、単一ディスクによる非 RAID 仮想ディスクを指します。O-ROM<Ctrl> <r> 
などの外部ユーティリティを使ってボリュームを作成できます。Storage Management はボリュームの
作成をサポートしません。ただし、十分な空き容量がある場合は、ボリュームを表示し、これらのボリュ
ームからドライブを使って新しいボリュームディスクや既存の仮想ディスクの Online Capacity 
Expansion（OCE）を作成できます。Storage Management ではこのようなボリュームの名前変更と削除
を行うことができます。

RAID レベルと連結の選択

RAID または連結を使用して、複数のディスクのデータストレージをコントロールすることができます。それ

ぞれの RAID レベルまたは連結には異なるパフォーマンスとデータ保護機能があります。

各 RAID レベルまたは連結でデータを保存する方法と、それぞれのパフォーマンスおよび保護機能について

次のトピックで説明します。

• 連結

• RAID レベル 0（ストライピング）

• RAID レベル 1（ミラーリング）

• RAID レベル 5（分散パリティを用いたストライピング）

• RAID レベル 6（追加された分散パリティを用いたストライピング）

• RAID レベル 50（RAID 5 セットにまたがったストライピング）

• RAID レベル 60（RAID 6 セットにまたがったストライピング）

• RAID レベル 10（ミラーセットにまたがったストライピング）

• RAID レベル 1 - 連結（連結ミラー）

• RAID レベルと連結のパフォーマンスの比較

• 非 RAID

関連概念

仮想ディスク再構成と容量拡張の開始とターゲット RAID レベル

連結

Storage Management では、連結は 1 つの物理ディスクまたは複数の物理ディスクに分散するディスク領域

にデータを保管することを指します。1 つ以上のディスクにスパンする場合、連結によって、オペレーティ

ングシステムは複数の物理ディスクを 1 つの物理ディスクとして表示することができます。1 つのディスク

24



に保管されているデータは、単純にボリュームとして認識されます。このディスクは、1 つの物理ディスク

だけで構成される仮想ディスクとして定義することもできます。

複数の物理ディスクに分散するデータはスパンされたボリュームと見なすこともできます。複数の連結され

たディスクは、複数の物理ディスクから構成された 1 つの仮想ディスクとして定義することもできます。

同じディスクの別の領域に分散する動的ボリュームも連結していると見なされます。

連結ボリュームまたはスパンされているボリュームの物理ディスクが失敗すると、ボリューム全体が使用不

可能になります。データが冗長化されていないため、ミラーリングしたディスクまたはパリティ情報からデ

ータを復元することはできません。バックアップからの復元が唯一のオプションです。

連結ボリュームは冗長データを維持するためにディスクスペースを使用しないので、ミラーまたはパリティ

情報を使用するボリュームよりもコスト効率に優れています。連結ボリュームは、一時的か容易に複製可能、

またはデータ冗長化のためのコストに見合わないデータに適しています。また、連結ボリュームは別の物理

ディスクを追加することにより容易に拡張することができます。

• n 個のディスク容量を持つ 1 つの大容量仮想ディスクとして、n 個のディスクを連結します。

• データは最初のディスクがいっぱいになるまで書き込まれてから 2 番目のディスクに移ります。

• 冗長データは保存されません。ディスクに障害が発生すると、大容量の仮想ディスクにも障害が発生しま
す。

• パフォーマンスは向上しません。

• 冗長性はありません。

RAID レベル 0（ストライピング）

RAID 0 はデータのストライピングを使用します。つまり複数の物理ディスクにわたり同じサイズのセグメ

ントにデータを書き込みます。RAID 0 はデータの冗長性を提供しません。
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RAID 0 の特徴

• n 個のディスクを、（最小ディスクサイズ）* n 個分のディスク容量を備えた 1 つの大容量仮想ディスクと
してまとめます。

• データは各ディスクに交互に保存されます。

• 冗長データは保存されません。1 つのディスクに障害が発生すると大容量仮想ディスクにもエラーが発
生し、データを再構築する方法はありません。

• 読み書きのパフォーマンスが向上します。

RAID レベル 1（ミラーリング）

RAID 1 は冗長データを維持する最もシンプルな方式です。RAID 1 では、データは 1 台または複数台の物理デ

ィスクにミラー化（複製）されます。物理ディスクに障害が発生した場合、ミラーの反対側からのデータを

使用してデータを再構築することができます。
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RAID 1 の特徴

• n + n ディスクを n ディスクの容量を持つ 1 つの仮想ディスクとしてグループ化します。Storage 
Management で現在サポートされているコントローラでは、RAID 1 の作成時に 2 つのディスクを選択で
きます。これらのディスクはミラー化されるため、ストレージの総容量はディスク 1 つ分に等しくなりま
す。

• データは両方のディスクに複製されます。

• いずれかのディスクで障害が発生しても、仮想ディスクは継続して機能します。データは障害のあったデ
ィスクのミラーから読み取られます。

• 読み取りパフォーマンスが向上しますが、書き込みパフォーマンスは若干低下します。

• 冗長性でデータを保護します。

• RAID 1 では冗長性なしでデータを保存するのに必要なディスク数の 2 倍のディスクを使用するため、デ
ィスク容量の点ではより高価です。

RAID レベル 5（分散パリティを用いたストライピング）

RAID 5 は、データのストライピングをパリティ情報と組み合わせることでデータの冗長性を提供します。物

理ディスクをパリティ専用に割り当てるのではなく、パリティ情報は物理グループ内のすべての物理ディス

クにストライピングされます。
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RAID 5 の特徴

• n 個のディスクを（n-1）のディスクの容量を持つ 1 つの大容量仮想ディスクとしてグループ化します。

• 冗長情報（パリティ）はすべてのディスクに交互に保存されます。

• ディスクに障害が発生すると、仮想ディスクはまだ機能しますが、劣化状態で動作します。データは障害
の発生していないディスクから再構築されます。

• 読み込みパフォーマンスが向上しますが、書き込みパフォーマンスは低下します。

• 冗長性でデータを保護します。

RAID レベル 6（追加の分散パリティを用いたストライピング）

RAID 6 は、データのストライピングをパリティ情報と組み合わせることでデータの冗長性を提供します。

RAID 5 と同様、パリティは各ストライプに分散されます。ただし RAID 6 では追加の物理ディスクを使用し

て、ディスクグループ内の各ストライプがパリティ情報を持つ 2 つのディスクブロックを維持するという方

法でパリティを維持します。追加パリティは、2 つのディスクに障害が発生した場合にデータを保護します。

次の図には、2 セットのパリティ情報が P および Q として示されています。
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RAID 6 の特徴

• n 個のディスクを（n-2）のディスクの容量を持つ 1 つの大容量仮想ディスクとしてグループ化します。

• 冗長情報（パリティ）はすべてのディスクに交互に保存されます。

• 仮想ディスクは、最大 2 つのディスク障害が発生するまで機能します。データは障害の発生していない
ディスクから再構築されます。

• 読み込みパフォーマンスが向上しますが、書き込みパフォーマンスは低下します。

• データ保護の冗長性は強化されます。

• パリティには、1 スパンあたり 2 つのディスクが必要です。RAID 6 はディスク容量の点でより高価です。

RAID レベル 50（RAID 5 セット全体へのストライピング）

RAID 50 は複数の物理ディスクに分けてストライピングを行います。たとえば、3 つの物理ディスクで実装

された RAID 5 ディスクグループがさらに 3 つの物理ディスク実装されたディスクグループへと継続される

と RAID 50 になります。

ハードウェアで直接サポートされていなくても RAID 50 を実装することは可能です。このような場合、複数

の RAID 5 仮想ディスクを実装してから RAID 5 ディスクをダイナミックディスクに変換します。続いて、す

べての RAID 5 仮想ディスクに分散するダイナミックボリュームを作成します。
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RAID 50 の特徴

• n*s のディスクを s*（n-1）ディスクの容量を持つ 1 つの大容量仮想ディスクとしてグループ化します。
ここで s はスパンの数を、n は各スパンの中のディスク数を表します。

• 冗長情報（パリティ）は、各 RAID 5 スパンの各ディスクに交互に保存されます。

• 読み込みパフォーマンスが向上しますが、書き込みパフォーマンスは低下します。

• 標準 RAID 5 と同量のパリティ情報が必要です。

• データはすべてのスパンにストライプされます。RAID 50 はディスク容量の点でより高価です。

RAID レベル 60（RAID 6 セット全体へのストライピング）

RAID 60 は、RAID 6 として構成された複数の物理ディスクに分けてストライピングします。たとえば、4 つ

の物理ディスクを使用して実装しさらに 4 つの物理ディスクを持つディスクグループを使用して続行する 

RAID 6 ディスクグループは、RAID 60 になります。
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RAID 60 の特徴 

• n*s のディスクを s*（n-2）ディスクの容量を持つ 1 つの仮想ディスクとしてグループ化します。ここで 
s はスパンの数を、n は各スパンの中のディスク数を表します。

• 冗長情報（パリティ）は、各 RAID 6 スパンのすべてのディスクに交互に保管されます。

• 読み込みパフォーマンスが向上しますが、書き込みパフォーマンスは低下します。

• 冗長性の向上によって、RAID 50 よりも優れたデータ保護を提供します。

• RAID 6 と同量に比例するパリティ情報が必要です。

• パリティには、1 スパンあたり 2 つのディスクが必要です。RAID 60 はディスク容量の点でより高価で
す。

RAID レベル 10（ストライプ化ミラー）

RAB は RAID レベル 10 を RAID レベル 1 の実装とみなします。RAID 10 は物理ディスクのミラーリング

（RAID 1）とデータストライピング（RAID 0）の組み合わせです。RAID 10 では、データは複数の物理ディス

クに分かれてストライプされます。ストライプされたディスクグループは別の物理ディスクセットにミラー

されます。RAID 10 はストライプのミラーと考えることができます。
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RAID 10 の特徴

• n 個のディスクを（n/2）ディスクの容量を持つ 1 つの大容量仮想ディスクとしてグループ化します。こ
こで n は偶数を表します。

• データのミラーイメージは物理ディスクのセット全体にストライピングされます。このレベルでは、ミラ
ーリングを通じて冗長性が提供されます。

• いずれかのディスクで障害が起きても、仮想ディスクの動作は中断されません。データはミラーリングさ
れた障害の発生していないディスクのペアから読み取られます。

• 読み取りおよび書き込みパフォーマンスが向上します。

• 冗長性でデータを保護します。

RAID レベル 1 - 連結（連結ミラー）

RAID 1-連結は、複数の物理ディスクペアにわたってスパンされる RAID 1 ディスクグループです。この構成

は連結の利点と RAID 1 の冗長性を組み合わせています。この RAID ではストライピングは関与していませ

ん。

メモ: Storage Management では、RAID 1- 連結仮想ディスクの作成や、RAID 1- 連結への再構成はでき
ません。Storage Management では RAID 1- 連結仮想ディスクのモニタのみができます。
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RAID レベルと連結のパフォーマンスの比較

次の表は、最も一般的な RAID レベルに関するパフォーマンスの特徴を比較したものです。この表は、RAID 

レベルを選択する際の一般的な指針です。使用する環境条件を評価した後で RAID レベルを選択してくださ

い。

メモ: 次の表には、Storage Management でサポートされているすべての RAID レベルが表示されてい

るわけではありません。Storage Management でサポートされるすべての RAID レベルの詳細に関し

ては、「RAID レベルと連結の選択」を参照してください。

表 1. RAID レベルと連結のパフォーマンスの比較

RAID レベル データの可用
性

読み取りパフ
ォーマンス

書き込みパフ
ォーマンス

再構築パフォ
ーマンス

必要な最小デ
ィスク数

使用例

連結 ゲインなし ゲインなし ゲインなし 該当なし コントローラ

によって 1 ま

たは 2

冗長 RAID レ

ベルよりも高

いコスト効

率。非重要デ

ータ向き。

RAID 0 なし 大変良好 大変良好 該当なし N 非重要デー

タ。

RAID 1 優秀 大変良好 良 良 2N（N = 1） 小規模のデー

タベース、デ

ータベースロ

グ、および重

要情報。
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RAID レベル データの可用
性

読み取りパフ
ォーマンス

書き込みパフ
ォーマンス

再構築パフォ
ーマンス

必要な最小デ
ィスク数

使用例

RAID 5 良 連続読み取

り：良。トラ

ンザクション

読み取り：大

変良好

ライトバック

キャッシュを

使用しない限

り普通

普通 N + 1（N = デ

ィスクが最低

限 2 台）

データベー

ス、および読

み取り量の多

いトランザク

ションに使

用。

RAID 10 優秀 大変良好 普通 良 2N x X データの多い

環境（大きい

レコードな

ど）。

RAID 50 良 大変良好 普通 普通 N + 2（N = 最

低限 4 台）

中規模のトラ

ンザクション

またはデータ

量が多い場合

に使用。

RAID 6 優秀 連続読み取

り：良。トラ

ンザクション

読み取り：大

変良好

ライトバック

キャッシュを

使用しない限

り普通

不良 N + 2（N = デ

ィスクが最低

限 2 台）

重要情報。デ

ータベース、

および読み取

り量の多いト

ランザクショ

ンに使。用

RAID 60 優秀 大変良好 普通 不良 X x (N + 2)（N 

= 最低限 2 

台）

重要情報。中

規模のトラン

ザクションま

たはデータ量

が多い場合に

使用。

N = 物理ディスク数

X = RAID セットの数

非 RAID

Storage Management では、不明なメタデータの仮想ディスクは非 RAID ボリュームと見なされます。

Storage Management はこのタイプの仮想ディスクをサポートしません。これらは、削除するか、物理ディ

スクを取り外す必要があります。Storage Management で非 RAID ボリュームの削除 および 名前変更 を行

うことができます。
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4
ストレージ状態およびタスクへのクイック
アクセス
本項では、お使いのシステムのストレージコンポーネントの状態または正常性を判定する様々な方法や、使

用可能なコントローラタスクを素早く起動する方法について解説します。

 
関連概念

ストレージの正常性

ホットスペア保護ポリシー

ストレージコンポーネントの重大度

ストレージプロパティおよび現在の動作

アラートまたはイベント

RAID コントローラにおけるディスクの信頼性のモニタ

アラームを使用したエラーの検知

エンクロージャ温度プローブの使用

ストレージ設定変更をアップデートするための再スキャン

設定変更を表示する際の時間の遅延

残存する書き換え耐性の割合しきい値の設定

ストレージの正常性

ストレージダッシュボード には、各コントローラおよび低レベルストレージコンポーネントの総合的なステ

ータスが表示されます。 たとえば、ストレージシステムの正常性がエンクロージャの低下によって障害を起

こした場合は、エンクロージャの 正常性 と ストレージダッシュボード のコントローラの重大度には、警告

の重大度を示す黄色の感嘆符が表示されます。ストレージダッシュボード のコントローラに警告または重

要状態が表示される場合は、次の処置を実行して、原因を調べます。

• アラートログのチェック をクリックして、アラートログ を表示します。コントローラ、および低レベル
コンポーネントの状態に関連するアラートのアラートログを調べます。アラートログのチェック リンク
は、コントローラが警告/重要状態を表示した場合にのみ表示されます。

• コントローラを選択し、低レベルコンポーネントの状態を詳しく調べます。詳細については、「ストレー
ジコンポーネントの重大度」を参照してください。

• 劣化状態にある仮想ディスクをクリックし、物理ディスクプロパティ ページを表示します。

メモ: 仮想ディスクのリンクは、仮想ディスクの一部である物理ディスクが 警告 または 重要 状態にあ
る場合にのみ表示されます。

低レベルのコンポーネントの状態が、どのようにコントローラ用に表示される状態にロールアップされるか

の詳細については、「ストレージコンポーネントの正常性状態の確認」を参照してください。

関連概念

正常性
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ホットスペア保護ポリシー

ホットスペア保護ポリシーの設定 タスクでは、仮想ディスクに割り当てるホットスペアの数を設定または変

更できます。

割り当てるホットスペアの数を設定した後は、割り当て数が保護ポリシーのしきい値から外れると、設定し

た重大度レベルに基づいてアラートが発行されます。

関連概念

ホットスペア保護ポリシーの設定

専用ホットスペア保護ポリシー

グローバルホットスペア保護ポリシー

ストレージコンポーネントの重大度

コンポーネントの状態は重大度別に表示されます。警告または重要 / エラー状態が示されたコンポーネント

には可能であれば早急に対処し、データロスを防止する必要があります。コンポーネントの状態は、コンポ

ーネントとその下位オブジェクトの状態を組み合わせたものが表示されます。

コンポーネントで警告または重要状態が報告された理由を見つけるには、アラートログ を調べると便利で

す。

表 2. コンポーネントの重大度

重大度 コンポーネントの状態

正常 /OK — コンポーネントは正常に動作していま
す。

警告 / 非重要 — プローブまたはその他の監視デバ
イスによって許容値以上または許容値以下のコンポ
ーネントの測定値が検出されています。コンポーネ
ントは機能するかもしれませんが故障する可能性が
あります。コンポーネントはまた、正常な状態で機
能していない可能性があります。データが失われる
可能性があります。

重要 / 障害 / エラー / 致命的 — コンポーネントが故
障しているか、故障が差し迫った状態です。コンポ
ーネントに対して迅速な対応が必要で、交換が必要
な場合もあります。データ損失が発生している可能
性があります。

関連概念

ストレージコンポーネントの正常性状態の特定

ストレージプロパティおよび現在の動作

情報 / 設定 画面には、ストレージコンポーネントに関する情報が表示されます。これらのプロパティには、

コントローラ上のコネクタ番号（チャネルまたはポート）またはエンクロージャ管理モジュール（EMM）フ

ァームウェアバージョンなどの詳細が含まれています。
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状況 および 進行状況 プロパティには、コンポーネントの現在の動作が表示されます。たとえば、オフライ

ンの物理ディスクにはオフライン状況が表示され、進行プロパティでは、操作（再構築など）完了までの時

間が表示されます。

次項で各コンポーネントのプロパティについて説明します。

• ストレージ情報およびグローバルタスク

• バッテリのプロパティおよびタスク

• コネクタのプロパティおよびタスク

• エンクロージャおよびバックプレーンのプロパティおよびタスク

• 物理ディスクまたは物理デバイスのプロパティ

• 物理ディスクまたは物理デバイスのタスク

• EMM プロパティ

• ファンプロパティ

• 電源装置プロパティ

• 温度プローブプロパティおよびタスク

• 仮想ディスクプロパティおよびタスク

アラートまたはイベント

ストレージ動作により、アラートログにアラートまたはイベントが生成されます。アラートには正常動作に

ついての情報提供のみを目的とするものもありますが、それ以外のアラートは、すぐに対処を必要とする異

常動作を示します。アラートと対応処置の詳細に関しては、『Server Administrator メッセージリファレンス

ガイド』を参照してください。

RAID コントローラにおけるディスクの信頼性のモニタ

Storage Management は SMART が有効になっている物理ディスク上の SMART（Self Monitoring Analysis 

and Reorting Techology）をサポートします。

SMART は各ディスクで予測される障害の分析を行い、障害が予測された場合はアラートを送信します。

RAID コントローラは障害予測のために物理ディスクをチェックし、障害の可能性が見つかるとその情報を 

Storage Management に伝えます。Storage Management は直ちにディスクにアラートアイコンを表示しま

す。さらに Storage Management はアラートログと Microsoft Windows アプリケーションログにもアラー

トを送信します。

メモ: コントローラの I/O の一時停止時に、SMART アラートを受け取らない場合があります。

アラームを使用したエラーの検知

ストレージコンポーネントの一部にはアラームが搭載されており、有効にすると、コンポーネントの障害発

生時にアラートを送信します。

関連概念

コントローラアラームの有効化

コントローラアラームの有効化
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エンクロージャ温度プローブの使用

物理ディスクエンクロージャには温度プローブがあり、エンクロージャが温度の許容範囲を超えると警告が

発せられます。

関連概念

温度プローブ値の設定

ストレージ設定変更をアップデートするための再スキャン

再スキャンタスクは、コントローラに接続したコネクタ（チャネルまたはポート）のストレージをスキャン

して、現在接続されているデバイスの検証またはコネクタで追加または取り外されたデバイスを認識します。

コントローラオブジェクトで再スキャンを行うと、コントローラに接続されているすべてのストレージが再

スキャンされます。再スキャンを実行すると、コントローラは仮想ディスクでの物理ディスクの追加と取り

外し、RAID レベルの変更など、ストレージ設定の変更を認識します。

コントローラオブジェクトの再スキャンにより、次の操作を行うことができます。

• コントローラに接続された新しいディスクを表示する。

• オペレーティングシステムによる仮想ディスクの認識を有効にする。

• Storage Management で新しい仮想ディスクの表示を有効にする。

• 仮想ディスクを拡張した後で追加容量を仮想ディスクで使用できるようにする。

• オフラインディスクのステータスをアップデートする。

• クラスタリソースがフェイルオーバーした後にクラスタ構成で情報をアップデートする。

メモ: 新しい物理ディスクを表示するには、左ペインの上部に表示されるシステム名をクリックする
か、ブラウザのメニューバーから、表示 → 更新 を選択します。

関連概念

取り外しの準備

設定変更を表示する際の時間の遅延

ストレージの設定を変更すると、Storage Management は設定変更に応じて SNMP トラップをすぐに生成し

ます。Storage Management MIB（管理情報ベース）もストレージの設定変更を反映してアップデートされ

ます。しかし、最近のストレージ構成で MIB がアップデートされるまで最長で 5 分を要することがあるた

め、SNMP トラップを受け取ってから Storage Management MIB でクエリを実行して設定の変更を認識でき

るまで、最大 5 分の遅延時間が生じます。この遅延時間は、新しい仮想ディスクを作成しているとき、また

は RAID 1-連結仮想ディスクでミラー解除やミラー分割を実行しているときに顕著にみられます。コントロ

ーラの再スキャンを実行することで、この遅延時間を短縮することができます。

関連概念

コントローラの再スキャン
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5
PCI Express ソリッドステートデバイスサポ
ート
本項では、PCIe（Peripheral Component Interconnect Express）ソリッドステートドライブ（SSD）、およ

びそれに関連するバックプレーンやエクステンダカードなどのデバイスに対する Storage Management デ

バイス管理サポートの概要を説明します。

Storage Management では、PCIe SSD はツリービューのストレージの下に表示されます。Storage 

Management は PCIe SSD デバイスとそれらの様々なプロパティを報告します。

メモ: Storage Management は PCIe SSD サブシステムにおける RAID 管理または設定をサポートしま
せん。

 

PCIe SSD とは?

Peripheral Component Interconnect Express （PCIe）ソリッドステートデバイス（SSD）は、低遅延、高 

IOPS（入出力操作 / 秒）、およびエンタープライズクラスのストレージ信頼性と保守性を必要とするソリュ

ーション向けに設計された、高性能ストレージデバイスです。PCIe SSD は、SLC（シングルレベルセル）

NAND フラッシュテクノロジに基づいて設計されており、高速 PCIe 2.0 準拠インタフェースを備えていま

す。高速 PCIe 2.0 準拠のインタフェースは、I/O バウンドのソリューションのパフォーマンス向上に役立ち

ます。

PCIe SSD の機能

PCIe SSD の主な機能は次のとおりです。

• ホットプラグ対応

• 高性能デバイス

• 2.5 インチ HDD フォームファクタのサポート

PCIe SSD サブシステムプロパティ

PCIe SSD サブシステムは、次のコンポーネントで構成されています。

• バックプレーン

• エクステンダカード

• PCIe ソリッドステートデバイス
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表 3. PCIe SSD サブシステムプロパティ

プロパティ 説明

ID Storage Management によって PCIe SSD サブシス

テムに割り当てられたサブシステム ID が表示され

ます。Storage Management は、システムに接続さ

れたコントローラおよび PCIe SSD サブシステムに 

0 から始まる番号を付けます。この番号は、

omreport コマンドによって報告される PCIe SSD 

サブシステム ID 番号と同じです。コマンドライン

インタフェースの詳細に関しては、『Server 

Administrator コマンドラインインタフェースユー

ザーズガイド』を参照してください。

メモ: CLI コマンドでは、PCIe SSD サブシステ

ム ID がコントローラ ID として表示されます。

ステータス これらのアイコンは、PCIe SSD サブシステムの重大

度または正常性を示します。

 — 正常 /OK

 — 警告 / 非重要

 — 重要 / 失敗 / エラー

名前 サブシステムの名前が表示されます。

スロット ID PCIe SSD サブシステムが連結されたスロットが表
示されます。

メモ: 適用なし と表示された場合、ツリービュ

ーで システム → メイン → システムシャーシ 

→ スロット オブジェクトを選択して 情報 タブ

をクリックすることによって、スロット ID を特

定することができます。このタブの スロット 

ID プロパティには、正しい情報が表示される場

合があります。

状況 サブシステムの状態が表示されます。可能な値は次

のとおりです。

• 準備完了 — サブシステムは正常に機能していま
す。

• 劣化 — サブシステムに障害が発生し、劣化状況
で動作しています。

• 故障 — サブシステムに障害が発生し、機能しな
くなっています。

エクステンダカードの数 サブシステムにあるエクステンダカードの数が表示

されます。エクステンダカードはそれぞれ物理ディ

スクまたはエンクロージャに接続することができま
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プロパティ 説明

す。エクステンダカードは PCIe SSD ポートである

必要があります。

使用可能なレポート スロット占有 レポートを表示できます。詳細に関し

ては、「使用可能なレポート」を参照してください。

PCIe エクステンダカード

PCIe エクステンダカードはシステムのバックプレーンに取り付けられており、シャーシ前面で最大 4 台の 

PCIe SSD デバイスに対する PCIe 接続を提供します。

メモ: PCIe エクステンダカードにはプロパティやタスクはありません。

表 4. PCIe エクステンダカード

プロパティ 説明

ID Storage Management によって PCle エクステンダ
カードに割り当てられた ID が表示されます。

ステータス これらのアイコンは、PCIe エクステンダカードの重

大度または正常性を示します。

 — 正常 /OK

 — 警告 / 非重要

 — 重要 / 失敗 / エラー

名前 エクステンダカード名が表示されます。

状況 エクステンダカードの状態が表示されます。可能な

値は次のとおりです。

準備完了 — エクステンダカードは正常に機能して
います。

劣化 — エクステンダカードに障害が発生し、劣化状
態で動作しています。

故障 — エクステンダカードに障害が発生し、機能し
なくなっています。

関連概念

PCIe SSD とは?

物理デバイスのプロパティ

物理デバイスのプロパティ ページに PCIe SSD 情報を表示して、PCIe SSD タスクを実行することができま

す。PCIe SSD プロパティをすべて表示するには、ページ上部にある 全表示 をクリックします。詳細につい

ては、「物理デバイスタスク」を参照してください。
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次の表に、PCIe SSD の物理デバイスプロパティをリストします。

表 5. 物理デバイスのプロパティ

プロパティ 説明

名前 PCIe SSD の名前を表示します。名前は、ベイ ID と、

PCIe SSD がインストールされたスロットで構成さ

れます。

状況 PCIe SSD の正常性状態を表示します。

バスプロトコル PCIe SSD が使用しているテクノロジを表示します。

デバイスプロトコル Non-Volatile Memory Express（NVMe）などの物理

デバイスのデバイスプロトコルを表示します。

メディア 物理ディスクのメディアの種類を表示します。

デバイスの寿命状況 PCIe SSD の寿命状況を表示します。デバイスの寿
命状況は、次の属性で決定されます：

寿命に対する使用済み割合 — この属性は、使用開始
からの経過時間（最高 3 年）または、書き込み合計
バイト（TBW）のパーセンテージによって決定され
ます。

書き込み保護進行 — この属性は、使用可能なスペア
セクタ数の減少状況によって決定されます。使用可
能なスペアセクタ数が元のプールの 10 パーセント
を下回ると、ドライブは読み取り専用モードになり
ます。

デバイスの寿命状況の可能値：

ドライブ正常性良好 — ドライブは TBW 仕様以内で
使用されています。ドライブの正常性は、使用可能
なスペアブロックが十分にあり、良好です。寿命に
対する使用済み割合と書き込み保護の進展の値が 
100 パーセントを下回っている場合、ドライブの正
常性は良好と言えます。

保証期限満期真近 — ドライブは指定された TBW に
近づいており、保証期限満期が真近であることを示
しています。ただし、使用可能なスペアブロック数
が読み取り専用モードに入るしきい値よりも上回っ
ているため、ドライブは機能します。寿命に対する
使用済み割合が 90 パーセント以上で、書き込み保護
の進展がしきい値である 90 パーセントを下回ると、
ドライブは保証期限満期が真近です。

保証期限切れ — ドライブは TBW のしきい値に到達
し、平均寿命の仕様を満たしました。使用可能なス
ペアブロック数が読み取り専用モードに入るしきい
値よりも上回っているため、ドライブは機能します。
しかし、TBW 仕様を超過しドライブの保証が切れる
と、指定されたデータ保持期間（TBW に到達した後
でドライブからデータを読み取ることができる時
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プロパティ 説明

間）は低下します。寿命に対する使用済み割合の値
が 100 パーセントで、書き込み保護の進展が 100 パ
ーセントを下回ると、ドライブの保証期限は切れま
す。

読み取り専用真近 — ドライブはスペアセクタが不
足し、読み取り専用モードに近づいています。ただ
し、ドライブの正常性状態は良好で、データ保持に
は影響がありません。 寿命に対する使用済み割合の
値が 100 パーセントを下回り、書き込み保護の進展
が 90 パーセント以上であると、ドライブは読み取り
専用モード真近と判断されます。

読み取り専用 — ドライブは読み取り専用モードで
す。ユーザーは開いているファイル（ある場合）を
他のデバイスに保存し、 デバイスを交換または取り
外す必要があります。デバイスを取り付けてから 3 
年以内にこの現象が起こった場合、この不具合は保
証の対象となります。寿命に対する使用済み割合の
値が 100 パーセントを下回り、書き込み保護の進展
が 90 パーセントであると、ドライブは読み取り専用
モードです。

ドライババージョン PCIe SSD サブシステムにインストールされている

ドライバのバージョンを表示します。

メモ: Storage Management は、ドライババージ

ョンを取得できないサブシステムについては 

該当なし と表示します。

残留書き込み耐久率 書き込み作業負荷の量に基づいた SSD 更新 / 交換に
ついての情報を表示します。このフィールドは、
SSD の NAND（否定論理積）型フラッシュチップの
合計数の累積仕様を基に、SSD で使用可能な残りの
プログラムまたは消去サイクルの合計を示します。

メモ: このオプションは Micron PCIe SSD、非揮

発性メモリ Express(NVMe)PCIe SSD および 

SAS/SATA SSD に該当します。

ファームウェアリビジョン 物理デバイスのファームウェアバージョンを表示し

ます。

モデル番号 PCIe SSD の PPID（Piece Part Identification）を表

示します。

容量 デバイスの容量を表示します。

ベンダ ID デバイスのハードウェアベンダーを表示します。

製品 ID デバイスの製品 ID を表示します。

シリアル番号 デバイスのシリアル番号を表示します。

PCIe ネゴシエート済みのリンク速度 物理デバイスの、現在のネゴシエーション後の転送

速度を GT/s で示します。
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プロパティ 説明

PCIe 最大リンク速度 物理デバイスの、可能な転送速度を GT/s で示しま

す。

PCIe ネゴシエート済みのリンク幅 物理デバイスの、現在のネゴシエーション後のリン

ク幅を表示します。

PCIe 最大リンク幅 物理デバイスの、可能リンク幅を表示します。

物理デバイスのタスク

PCIe SSD の物理デバイスのタスクは次のとおりです。

• 点滅と点滅解除

• PCIe SSD での完全初期化の実行

• PCIe SSD の取り外しの準備

• ログのエクスポート

• NVMe PCIe SSD での暗号消去の実行

物理デバイスのタスクを実行するには、次の手順を行います。

1. システム ツリーの Server Administrator ウィンドウで、ストレージ ツリーオブジェクトを展開してス
トレージコンポーネントオブジェクトを表示します。

2. PCIe SSD サブシステム オブジェクトを展開します。

3. コネクタオブジェクトを展開します。

4. エンクロージャ（バックプレーン）オブジェクトを展開します。

5. 物理デバイス オブジェクトを選択します。

6. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューからタスクを選択します。

7. 実行 をクリックします。

PCIe SSD の点滅および点滅解除

点滅 タスクで、デバイス上の LED の 1 つを点滅させ、システム内のデバイスを見つけることができます。こ

のタスクを使用して障害のあるデバイスを確認できます。点滅解除 を選択して 点滅 タスクをキャンセルす

るか、点滅が止まらない物理デバイスの LED を停止させます。

Micron PCIe SSD で完全初期化を有効にする

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

注意: 完全初期化では、ディスク上のすべてのデータが完全に消去されます。

注意: VMware ESXi ホストでは、Micron PCIe SSD の完全初期化を実行する前に、 まず最初にその中
に保存されているすべてのデータを削除することが重要です。それを怠ると、システムが不安定になる
可能性があります。

暗合された物理デバイスを消去するには、完全初期化 タスクを選択します。このタスクは以下で使用可能で

す：
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• 未設定 SED ドライブ

• 外部設定の暗号化ドライブ

• 未設定の外部 SED ドライブ（暗号キーがコントローラにない場合も使用可）

関連タスク

• Micron PCIe SSD での完全初期化の実行

Micron PCIe SSD での完全初期化の実行

Micron PCIe SSD で完全初期化を実行すると、すべてのブロックが上書きされて Micron PCIe SSD 上のすべ

てのデータが永久に失われる結果となります。完全初期化の間、ホストは Micron PCIe SSD にアクセスでき

ません。

メモ: 完全初期化中にシステムが再起動したり電源が失われると、動作はキャンセルされます。システ

ムを再起動して処理を再開する必要があります。

関連タスク

• Storage Management での完全初期化の検索方法

Storage Management での完全初期化の検索方法

Storage Management でこのタスクを検索するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. コネクタ オブジェクトを展開します。

4. エンクロージャまたは バックプレーン オブジェクトを展開します。

5. 物理デバイス オブジェクトを選択します。

6. クリアする物理デバイスの タスク ドロップダウンメニューから、完全初期化 を選択します。

7. 実行 をクリックします。

PCIe SSD の取り外しの準備

PCIe SSD は秩序だったホットスワップをサポートしており、デバイスがインストールされているシステムを
停止または再起動することなく、デバイスを追加または取り外すことができます。

注意: 識別 LED パターン（点滅動作）は、安全な取り外し と同じ LED パターンです。取り外しの準備
操作を開始するときは、物理的に PCIe SSD を取り外す前に、システムから PCIe SSD にアクセスでき
なくなっていることを確認してください。

注意: データの損失を避けるため、デバイスを物理的に取り外す前に取り外しの準備タスクを行うこと
が必要です。

メモ: 順序どおりのホットスワップがサポートされるのは、対応オペレーティングシステムを実行する
対応 Dell システムに PCle SSD が取り付けられている場合のみです。お使いの PCIe SSD 向けに正し
い設定が行われていることを確認するには、システム固有のオーナーズマニュアルを参照してくださ
い。

メモ: PCIe SSD のための 取り外しの準備 タスクは VMware vSphere（ESXi）6.0 オペレーティングシ
ステムを実行するシステムでサポートされていますが、それより前のバージョンの VMware vSphere
（ESXi）オペレーティングシステムではサポートされません。

45



取り外しの準備 タスクを実行して、システムから PCIe SSD を安全に取り外します。このタスクにより、デ

バイスのステータス LED が点滅します。取り外しの準備 タスクを開始した後、次の条件でデバイスを安全に

取り外すことができます。

• PCIe SSD が安全な取り外し LED パターンで点滅している。

• PCIe SSD にシステムからアクセスできない。

ログのエクスポート

エクスポートログには PCIe SSD のデバッグ情報が含まれ、トラブルシューティングに役立ちます。物理デ

バイスの使用可能なタスク のドロップダウンリストから信頼性ログをエクスポートできます。

NVMe PCIe SSD での暗号消去の実行

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

メモ: NVMe PCIe SSD のホットプラグ後、NVMe PCIe SSD が Storage Management に表示されるまで

には数秒かかる場合があります。

注意: 暗号消去では、ディスク上のすべてのデータが完全に消去されます。

NVMe PCIe SSD で暗号消去を実行すると、すべてのブロックが上書きされて NVMe PCIe SSD 上のすべての

データが永久に失われる結果となります。暗号消去の間、ホストは NVMe PCIe SSD にアクセスできません。

メモ: 暗号消去中にシステムが再起動したり電源が失われると、動作はキャンセルされます。システム

を再起動して処理を再開する必要があります。

メモ: VMware vSphere（ESXi）オペレーティングを実行するシステムでは、Storage Management は 

暗号消去 タスクのみを実行し、タスクの状態は報告しません。暗号消去 タスクが一部の NVMe デバイ

スに対して期待どおりに機能しない場合でも、状態は Server Administrator に報告または表示されませ

ん。

関連タスク

• Storage Management での暗号消去の実行方法

関連タスク

Storage Management での暗号消去の実行方法

Storage Management での暗号消去の実行方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. コネクタ オブジェクトを展開します。

4. エンクロージャまたは バックプレーン オブジェクトを展開します。

5. 物理デバイス オブジェクトを選択します。

6. クリアする物理デバイスの タスク ドロップダウンメニューから、暗号消去 を選択します。

7. 実行 をクリックします。

関連参照文献

NVMe PCIe SSD での暗号消去の実行
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スロット内の PCIe SSD カードのプロパティ

スロット内の PCIe SSD カードは、Storage Management 内の物理ディスクに似ています。この PCIe SSD カ

ードは、エンクロージャまたはバックプレーンに接続される PCIe エクステンダカードとは異なり、PCIe SSD 

サブシステムに直接接続されます。スロット内の PCIe SSD カードの プロパティ ページで、PCIe SSD につ

いての情報を表示し、PCIe SSD タスクを実行することができます。スロット内の PCIe SSD カードの完全な

プロパティを表示するには、ページ上部にある 全表示 をクリックします。詳細については、「スロット内の 

PCIe SSD カードタスク」を参照してください。

次の表に、スロット内の PCIe SSD カードのプロパティを示します。

表 6. スロット内の PCIe SSD カードのプロパティ

プロパティ 説明

ID Storage Management によってスロット内の PCIe 
SSD カードに割り当てられた ID が表示されます。

ステータス これらのアイコンは、スロット内の PCIe SSD カード
の重大度または正常性を示します。

 — 正常 /OK

 — 警告 / 非重要

 — 重要 / 失敗 / エラー

 — 不明

名前 スロット内の PCIe SSD カードの名前を、スロット 
<X> 内の PCIe SSD として表示します。ここで、<X> 
は前面シャーシスロット番号を示します。

状況 スロット内の PCIe SSD カードの状態を表示します。
可能な値は次のとおりです。

準備完了 — スロット内の PCIe SSD カードが正常に
機能しています。

劣化 — スロット内の PCIe SSD カードに障害が発生
し、劣化状態で動作しています。

故障 — スロット内の PCIe SSD カードで障害が発生
し、機能しなくなっています。

デバイス名 スロット内の PCIe SSD カードの名前を表示します。
名前は、ベイ ID と、スロット内の PCIe SSD カード
が取り付けられているスロットで構成されていま
す。

バスプロトコル PCIe SSD が使用しているテクノロジを表示します。
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プロパティ 説明

デバイスプロトコル 不揮発性メモリ（NVMe）など、スロット内の PCIe 
SSD カードのデバイスプロトコルが表示されます。

メディア デバイスのメディアタイプを表示します。

ドライババージョン PCIe SSD サブシステムにインストールされている
ドライバのバージョンを表示します。

メモ: Storage Management は、ドライババージ
ョンを取得できないサブシステムについては 
該当なし と表示します。

残留書き込み耐久率 書き込み作業負荷の量に基づいた SSD 更新 / 交換に
ついての情報を表示します。このフィールドは、
SSD の NAND（否定論理積）型フラッシュチップの
合計数の累積仕様を基に、SSD で使用可能な残りの
プログラムまたは消去サイクルの合計を示します。

メモ: このオプションは Micron PCIe SSD、非揮
発性メモリ Express(NVMe)PCIe SSD および 
SAS/SATA SSD に該当します。

ファームウェアリビジョン デバイスの現在のファームウェアバージョンを表示
します。

モデル番号 PCIe SSD の PPID（Piece Part Identification）を表
示します。

容量 デバイスの容量を表示します。

ベンダ ID デバイスのハードウェアベンダーを表示します。

製品 ID デバイスの製品 ID を表示します。

シリアル番号 デバイスのシリアル番号を表示します。

PCIe ネゴシエート済みのリンク速度 デバイスの現在のネゴシエート済みの転送速度を 
GT/s で示します。

PCIe 最大リンク速度 デバイスの可能な転送速度を GT/s で示します。

PCIe ネゴシエート済みのリンク幅 デバイスの現在のネゴシエート済みのリンク幅を表
示します。

PCIe 最大リンク幅 デバイスの可能リンク幅を表示します。

フォームファクタ デバイスのフォームファクタを表示します。可能な
値は次のとおりです。

アドインカード — HHHL デバイス

2.5 インチ — HHHL デバイス以外の物理デバイス

サブベンダー デバイスのベンダー名を表示します。

スロットカード内の PCIe SSD タスク

スロットカード内の PCIe SSD では、次のタスクを実行できます。
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• スロットカード内の PCIe SSD のログのエクスポート

• スロットカード内の PCIe SSD での暗号消去の実行

スロットカード内の PCIe SSD タスクを実行するには、次の手順を実行します。

1. システム ツリーの Server Administrator ウィンドウで、ストレージ ツリーオブジェクトを展開してス
トレージコンポーネントオブジェクトを表示します。

2. PCIe SSD サブシステム オブジェクトを展開します。

3. コネクタオブジェクトを展開します。

4. スロット内の PCIe SSD オブジェクトを選択します。

5. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューからタスクを選択します。

6. 実行 をクリックします。

スロットカード内の PCIe SSD のログのエクスポート

このエクスポートログには PCIe SSD のデバッグ情報が含まれ、トラブルシューティングに役立ちます。使

用可能タスク のドロップダウンリストからスロットカード内の PCIe SSD に関する信頼性ログをエクスポー

トすることができます。

NVMe PCIe SSD に対する Storage Management でのログのエクスポートの検索方法

Storage Management でこのタスクを検索するには、次の手順を実行します。

メモ: この操作は NVMe PCIe SSD でのみサポートされています。

1. ストレージ ツリーオブジェクトを展開して、コントローラオブジェクトを表示します。

2. PCIe SSD サブシステムを展開します。

3. 物理ディスクを選択します。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから ログのエクスポート を選択します。

5. 実行 をクリックします。

ログのエクスポート ページが表示されます。

6. ログのエクスポート ページに、以下の属性が表示されます。

• ホスト名

• パス

• ファイル名 — このテキストボックスに、ログファイルのカスタムファイル名を入力することができ
ます。エクスポートされるログファイルは、ファイル拡張子 log で保存され、このファイル拡張子
は、ユーザーが入力する他のファイル拡張子で上書きすることはできません。デフォルトのファイル
名は、NVME_<device name>_<monthdayhourminutesecond>.log です。

メモ: カスタムファイル名に、MS-DOS の予約語および特殊文字を使用することはできません。
MS-DOS の予約語に関する詳細については、https://support.microsoft.com/en-us/kb/71843 
を参照してください。有効な特殊文字と無効な特殊文字の詳細については、https://
support.microsoft.com/en-us/kb/177506 を参照してください。

7. ログのエクスポート をクリックして、ファイルをエクスポートします。

関連概念

PCIe SSD とは?

スロット内の NVMe PCIe SSD カードでの暗号消去の実行

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。
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メモ: NVMe PCIe SSD のホットプラグ後、NVMe PCIe SSD が Storage Management に表示されるまで

には数秒かかる場合があります。

注意: 暗号消去では、ディスク上のすべてのデータが完全に消去されます。

NVMe PCIe SSD で暗号消去を実行すると、すべてのブロックが上書きされて NVMe PCIe SSD 上のすべての

データが永久に失われる結果となります。暗号消去の間、ホストは NVMe PCIe SSD にアクセスできません。

メモ: 暗号消去中にシステムが再起動したり電源が失われると、動作はキャンセルされます。システム

を再起動して操作を再開する必要があります。

メモ: VMware vSphere（ESXi）オペレーティングを実行するシステムでは、Storage Management は 

暗号消去 タスクのみを実行し、タスクの状態は報告しません。暗号消去 タスクが一部の NVMe デバイ

スに対して期待どおりに機能しない場合でも、状態は Server Administrator に報告または表示されませ

ん。

関連タスク

• スロット内の PCIe SSD カードのための Storage Management での暗号消去の実行方法

スロット内の PCIe SSD カードのための Storage Management での暗号消去の実行方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. コネクタ オブジェクトを展開します。

4. スロット内の PCIe SSD オブジェクトを選択します。

5. クリアする物理デバイスの タスク ドロップダウンメニューから、暗号消去 を選択します。

6. 実行 をクリックします。

PCIe SSD サブシステムの正常性

物理デバイスのロールアップ正常性状態を示します。物理デバイスの個別正常性状態は、それぞれ該当する

レベルに表示されます。

関連概念

バックプレーン

バックプレーンファームウェアバージョン

バックプレーン

PCIe SSD はシステムの PCIe SSD バックプレーンに接続されます。対応 PCIe SSD 数はシステムによって異

なります。

メモ: PCIe SSD は PCIe SSD バックプレーンで使用する必要があります。SAS/SATA デバイスを PCIe 
SSD バックプレーンに挿入したり、PCIe SSD デバイスを SAS/SATA バックプレーンに挿入したりしな
いでください。

関連概念

PCIe SSD サブシステムの正常性
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バックプレーンファームウェアバージョン

バックプレーンファームウェアバージョン情報は、PCIe SSD サブシステムの 情報 / 設定 ページに表示され

ます。

メモ: ファームウェアバージョンは PCIe SSD 用にサポートされる唯一のバックプレーンプロパティで
す。

関連概念

PCIe SSD サブシステムの正常性
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6
ストレージ情報およびグローバルタスク
ストレージ 情報および グローバルタスク ウィンドウを使用して、システムのストレージコンポーネントま

たはデバイスの高レベル情報を確認します。これらのウィンドウでは、システムに接続された全コントロー

ラに影響するグローバルタスクを起動することもできます。

 
関連概念

ストレージプロパティ

グローバルタスク

ストレージコントローラのプロパティ

ストレージプロパティ

ストレージのツリー表示オブジェクトには、次のプロパティが含まれています。

表 7. ストレージプロパティ

プロパティ 定義

ステータス これらのアイコンはストレージコンポーネントの重

大度または正常性を示します。詳細については、「ス

トレージコンポーネントの重大度」を参照してくだ

さい。

 — 正常 /OK

 — 警告 / 非重要

 — 重要 / 失敗 / エラー

スマートサーマルシャットダウン サーマルシャットダウンが有効または無効のどちら

になっているかを表示します。

グローバルタスク

グローバルタスクを実行するには、グローバルタスク ドロップダウンメニューからタスクを選択し、実行 を
クリックします。

グローバルタスク ドロップダウンボックスには、次のメニューが表示されます。

• ホットスペア保護ポリシーの設定

• 残存する書き換え耐性の割合しきい値の設定
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残存する書き換え耐性の割合しきい値の設定

PCIe および SAS/SATA SSD では、残存する書き換え耐性の割合しきい値の設定 がサポートされています。
残存する書き換え耐性の割合しきい値の設定 オプションは、お使いのシステムの構成に基づいて、PCIe SSD 
のみ、SAS/SATA SSD のみ、またはそれら両方のしきい値レベルの管理における追加機能を提供します。

メモ: この操作はソフトウェア RAID コントローラに接続されている SSD ではサポートされていませ
ん。

残存する書き換え耐性の割合しきい値の設定するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウの システム ツリーで、ストレージ ツリーオブジェクトを選択します。

ストレージの プロパティ ウィンドウが表示されます。

2. 情報 / 設定 サブタブをクリックして詳細を表示します。

3. グローバルタスク 下で、ドロップダウンメニューから 残存する書き換え耐性の割合しきい値の設定 を
選択します。

メモ: ストレージダッシュボード にある 残存する書き換え耐性の割合しきい値の設定 リンクをク

リックすることでこの操作にアクセスすることもできます。

4. 実行 をクリックします。

次のオプションを表示した 残存する書き換え耐性の割合しきい値の設定 ウィンドウが開きます。

• PCIe SSD のしきい値の設定（1～100）- すべての PCIe SSD のデフォルトしきい値を表示します。

• SAS/SATA SSD のしきい値の設定（1～100）- すべての SAS/SATA SSD のデフォルトしきい値を表示
します。

5. 使用可能なオプションのいずれか一方、または両方にしきい値を入力して、変更の適用 をクリックしま
す。

メモ: 使用可能なオプションのどちらかに新しいしきい値を入力せずに 変更の適用 をクリックす

ると、エラーメッセージが表示されます。新しいしきい値を入力して 変更の適用 をクリックする

と、タスクが正常に終了します。

6. 変更の適用 をクリックした後、Storage Management が新しいしきい値でシステムをアップデートしま
す。

タスクが完了すると、情報 / 設定 ウィンドウにリダイレクトされます。

メモ: 新しく入力されたしきい値は、Server Administrator をアップグレードした後も保持されま

す。

メモ: 残存する書き換え耐性の割合しきい値が設定されたしきい値を下回ると、アラートがログに

記録され、その SNMP トラップが受信されます。SNMP トラップの詳細に関しては、dell.com/
openmanagemanuals で『Dell OpenManage SNMP リファレンスガイド』を参照してください。

表 8. 残存する書き換え耐性の割合しきい値のポーリング間隔

デバイスタイプ しきい値のポーリング間隔

NVMe PCIe SSD 5 分

NVMe PCIe SSD 以外 24 時間

SAS/SATA SSD 7 日

ストレージコントローラのプロパティ

各コントローラについて表示される情報は、コントローラの特徴によって異なります。
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メモ: 『Server Administrator リリースノート』にリストされたファームウェアとドライバは、これらの

コントローラの最小対応バージョンを参照してください。これ以降のファームウェアとドライババー

ジョンもサポートされています。最新のドライバおよびファームウェア要件については、サービスプロ

バイダにお問い合わせください。

表 9. コントローラプロパティ

プロパティ 定義

ステータス コントローラの状態が表示されます。

ID omreport CLI コマンドによって報告されるコント

ローラ ID が表示されます。

名前 コントローラの名前が表示されます。コントローラ

の詳細を確認するには、コントローラ名の上にある

名前をクリックします。

スロット ID コントローラが接続されているスロットが表示され

ます。Storage Management の表示は、スロット ID 

を表示できないコントローラは スロット使用不可、

内蔵コントローラは 内蔵 と表示されます。

メモ: スロット使用不可 と表示された場合、ツ

リービューで システム → メイン → システム

シャーシ → スロット オブジェクトを選択して 

情報 タブを選択することによってスロット ID 

を確認することができます。このタブの スロ

ット ID プロパティに正しい情報が表示されま

す。

状況 コントローラの状態が表示されます。可能な値は次

のとおりです。

• 準備完了 — このコントローラは正常に機能して
います。

• 劣化 — コントローラのコンポーネントに不具合
が発生し、劣化状況で動作しています。

• 故障 — コントローラの 1 つ、または複数のコン
ポーネントに不具合が発生し、機能しなくなりま
した。

Firmware Version（ファームウェアバージョン） コントローラで使用可能なファームウェアのバージ

ョンを表示します。

必要最小限のファームウェアバージョン Storage Management が必要とする最小ファームウ

ェアバージョンが表示されます。このプロパティ

は、コントローラのファームウェアが最小要件を満

たしていない場合にのみ表示されます。

ドライババージョン コントローラにインストールされているドライバの

バージョンを表示します。

必要最小限のドライババージョン Storage Management が必要とする最小ドライババ

ージョンが表示されます。このプロパティは、コン
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プロパティ 定義

トローラのドライバが最小要件を満たしていない場

合にのみ表示されます。

コネクタ数 コントローラで使用可能なコネクタ数が表示されま

す。各コネクタは物理ディスクまたはエンクロージ

ャに接続できます。コネクタは、コントローラのタ

イプに応じて SCSI チャネルまたは SAS ポートにす

ることができます。

再構築率 再構築率は、システムで障害の発生したディスクで

再構築が必要になったときに、再構築専用で使用可

能なリソースの割合です。再構築率の詳細に関して

は、「再構成率の設定」を参照して下さい。

アラーム状況 コントローラ上のアラームが有効化または無効化さ

れているかどうかが示されます。

クラスタモード コントローラがクラスタ構成の一部であるかどうか

を示します。

ストレージコンポーネント

接続されたコントローラの詳細に関しては、「コントローラ」を参照して下さい。
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7
コントローラ
本章は、Storage Management の対応コントローラおよびコントローラの機能について説明します。

 
関連概念

RAID コントローラテクノロジ：SATA および SAS

接続されたコントローラの識別方法

非 RAID コントローラの説明

コントローラとは?

ほとんどのオペレーティングシステムは、データの読み取りと書き込みをディスクに対して直接行わず、読

み取りと書き込みの指示をコントローラに送信します。コントローラはシステムにあるハードウェアで、デ

ィスクと直接対話してデータの書き込みと取得を行います。コントローラにはコネクタ（チャネルまたはポ

ート）があり、これらは 1 台 / 複数の物理ディスク、または物理ディスクを格納するエンクロージャに接続

されています。RAID コントローラは、ディスクの境界をスパンして、複数のディスクの容量を使用して拡張

ストレージ容量（または仮想ディスク）を作成することができます。

コントローラは、再構築の開始、ディスクの初期化など、その他多くのタスクも実行します。コントローラ

がこれらのタスクを完了するには、ファームウェアおよびドライバと呼ばれる特別なソフトウェアを必要と

します。正常に機能するには、コントローラに必要最小限バージョンのファームウェアとドライバがインス

トールされている必要があります。

Storage Management は様々なタイプのコントローラに対応します。システムに対応コントローラがある場

合、GUI のシステム ツリービューの ストレージ オブジェクトを展開することでコントローラが表示されま

す。コントローラを選択して、コントローラタスクの実行やコントローラプロパティの表示を行うタブを表

示することができます。

それぞれのコントローラには、データの読み取りおよび書き込みを行い、タスクを実行する方法において異

なる特徴があります。ストレージを最も効率的に管理するには、これらの特徴を理解することが役立ちます。

次の項では対応コントローラとそれらの機能について説明します。

RAID コントローラテクノロジ：SATA および SAS

Storage Management は、SATA および SAS テクノロジを使用する RAID コントローラをサポートしていま

す。本項では、対応 RAID コントローラが使用するテクノロジを説明します。これらのコントローラの詳細

については、「対応機能」、およびコントローラハードウェアマニュアルを参照してください。

SAS RAID コントローラ

次の RAID コントローラは、SAS（シリアルアタッチド SCSI）テクノロジを使用します。

• PERC 6/E
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• PERC 6/I コントローラシリーズ

• SAS 6/iR コントローラシリーズ

• PERC S100、S110、S130、および S300 コントローラ

• PERC H200、H700、および H800 コントローラ

• PERC H310 アダプタ、PERC H310 ミニモノリシック、PERC H310 ミニブレード、PERC H710 アダプ
タ、PERC H710 ミニブレード、PERC H710 ミニモノリシック、PERC H710P アダプタ、PERC H710P ミ
ニブレード、PERC H710P ミニモノリシック、および PERC H810 アダプタコントローラ

• PERC H330 アダプタ、PERC H330 ミニモノリシック、PERC H330 ミニブレード、PERC H330 内蔵、
PERC H730 アダプタ、PERC H730 ミニモノリシック、PERC H730 ミニブレード、PERC H730P アダプ
タ、PERC H730P ミニモノリシック、PERC H730P ミニブレード、PERC H730P スリム、および PERC 
H830 アダプタ

• PERC FD33xD/FD33xS

RAID コントローラ機能

それぞれのコントローラには異なる機能があります。お使いのシステムに複数のコントローラが接続されて

いる場合、各コントローラの 情報 / 設定 ページに表示されるタスクが異なることがあります。

コントローラでは、読み取り、書き込み、およびキャッシュのポリシーの他、ホットスペアの処理方法が異

なる場合もあります。仮想ディスクの作成およびホットスペアの割当を行う場合はこれらの違いに注意する

ようにしてください。

次の項目は RAID コントローラの機能のいくつかを説明したものであり、より詳しい説明へのリンクが表示

されています。コントローラがサポートする機能については、「対応機能」を参照してください。

• ホットスペア — RAID コントローラでは、ホットスペアは故障したディスクのバックアップです。「ホッ
トスペアでの仮想ディスクの保護」を参照してください。

• データの再構築 — 故障した物理ディスクが冗長仮想ディスクの一部である場合、その物理ディスクから
データを再構築できます。「冗長情報の再構築」を参照してください。

• 仮想ディスク拡張 — 仮想ディスク拡張により仮想ディスクにディスクを追加することで、仮想ディスク
をオンラインにしたままディスク容量を拡張することができます。この機能はオンライン容量拡張
（OLCE）とも呼ばれます。「仮想ディスクタスク」を参照してください。

• RAID 移行 — 仮想ディスクの作成後に RAID レベルを変更することができます。「仮想ディスクの再設定
または移行」を参照してください。

• 物理および仮想ディスクの別のコントローラへの移動 — この機能によって、物理および仮想ディスクを 
1 つのシステムから別のシステムへ移動することができます。「物理および仮想ディスクのシステム間移
動」を参照してください。

• 読み取り、書き込み、およびキャッシュポリシー — データの読み取りおよび書き込みの方法はコントロ
ーラによって異なります。読み取り、書き込み、およびキャッシュポリシーはデータ暗号化とシステム性
能に影響します。「RAID コントローラの読み取り、書き込み、キャッシュ、およびディスクキャッシュポ
リシー」を参照してください。

• 整合性チェック — 整合性チェックは、仮想ディスクの冗長データの整合性を判断します。必要な場合は、
この機能が冗長情報を再構築します。「冗長仮想ディスクの整合性の維持」を参照してください。

• 巡回読み取り — 巡回読み取りはディスクエラーを検出してディスクの故障とデータの損失または破壊を
防止します。詳細については、「巡回読み取りモードの設定」を参照してください。

• ディスクの移行または外部設定 — 一部のコントローラでは、1 つ、または複数の仮想ディスクを含む物
理ディスクを別のコントローラに移動することができます。移動先のコントローラは外部設定（仮想ディ
スク）の認識とインポートが可能です。詳細については、「外部設定操作」を参照してください。
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コントローラ — 対応 RAID レベル

RAID コントローラによって対応する RAID レベルが異なる場合があります。コントローラが対応している 

RAID レベルの詳細に関しては、「対応機能」を参照して下さい。

コントローラ — 対応ストライプサイズ

仮想ディスクの作成時に、仮想ディスク用のストライプサイズを指定する必要があります。コントローラが

異なれば、対応可能なストライプサイズの制限も異なります。コントローラがサポートするストライプサイ

ズの詳細に関しては、「対応機能」のコントローラの仮想ディスク仕様の項を参照してください。

RAID コントローラの読み取り、書き込み、キャッシュ、お
よびディスクキャッシュポリシー

仮想ディスクの作成時に、仮想ディスクの読み取り、書き込み、およびキャッシュポリシーを指定できます。

次のサブセクションでこれらのポリシーについて説明しています。

関連概念

仮想ディスクポリシーの変更

読み取りポリシー

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

読み取りポリシーは、コントローラがデータを探すときに、仮想ディスクの連続セクタを読み取るかどうか

を指定します。

• 先読み — コントローラはデータシーク時に仮想ディスクの連続セクタを読み取ります。データが仮想デ
ィスクの連続セクタに書かれている場合、先読み ポリシーによってシステムパフォーマンスが向上しま
す。

• 先読みなし — 先読みなしポリシーを選択すると、コントローラは先読みポリシーを使用しません。

• 読み取りキャッシュ有効 — コントローラはキャッシュ情報を読み取って、要求されたデータがキャッシ
ュに存在するかを検証してからディスクからデータを取得します。まず最初にキャッシュ情報を読み取
ることにより、読み取りパフォーマンスが高速化します。これは、データがキャッシュに存在する場合、
ディスクよりもキャッシュからより素早く取得できるためです。

• 読み取りキャッシュ無効 — コントローラはキャッシュではなくディスクから直接データを取得します。

書き込みポリシー

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

書き込みポリシーは、コントローラが書き込み要求完了信号を、データがキャッシュに保存された直後、ま

たはディスクに書き込まれた後のどちらの時点で送信するかを指定します。

• ライトバック — コントローラは、データがコントローラのキャッシュに保存されたがディスクには書き
込まれていない時点で、書き込み要求完了信号を送信します。ライトバックキャッシュは、後続の読み取
り要求が、ディスクと比べてキャッシュからより素早くデータを取得できるため、パフォーマンスが向上
します。ただし、ディスクへのデータ書き込みを阻むシステム障害の発生時に、データ損失が生じる可能
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性があります。他のアプリケーションでも、処置がデータがディスクにあると想定したときに、問題が発
生する可能性があります。

メモ: Storage Management では、バッテリを装備しないコントローラに対して ライトバック ポリ
シーを選択できません。例外は PERC S100 と PERC S300 のみです。この制限によって、停電発生
時において、バッテリを装備しないコントローラのデータ損失を防止します。一部のコントローラ
では、ライトバック ポリシーが Storage Management で使用可能ではなくても、コントローラ 
BIOS で使用可能である場合があります。

• ライトバック強制 — コントローラにバッテリが搭載されているかどうかに関係なく、書き込みキャッシ
ュが有効になります。コントローラにバッテリが搭載されていない場合、強制ライトバックキャッシング
が使用されると、電源障害時にデータの損失が発生する可能性があります。

• ライトバック有効 — コントローラのファームウェアは、指定した期間内に充電済みバッテリーの存在を
検出できない場合、書き込みキャッシュを無効化します。たとえば、一部のコントローラでは、ファーム
ウェアが 72 時間以内に充電済みバッテリーを検出できない場合、書き込みキャッシュが無効化されま
す。

• ライトスルー — コントローラは、データがディスクドライブに書き込まれた後でのみ書き込み要求完了
信号を送信します。ライトスルーキャッシュは、ディスクドライブにデータが無事に書き込まれた後にの
みデータが利用可能になるとシステムが判断することから、ライトバックキャッシュよりも優れたデータ
セキュリティを提供します。

メモ: ライトスルーは、クラスタモード有効時のデフォルトの書き込みポリシー設定です。

• ライトキャッシュ有効保護 — コントローラはデータを物理ディスクに書き込む前にライトキャッシュに
書き込みます。ライトキャッシュへの書き込みはディスクへの書き込みより時間がかからないため、ライ
トキャッシュはシステムのパフォーマンスを向上させます。データがライトキャッシュに書き込まれた
後、システムは自由に他の操作を続けることができます。その間、コントローラはデータをライトキャッ
シュから物理ディスクに書き込んで書き込み操作を完了します。ライトキャッシュ有効保護 ポリシー
は、コントローラに正常に機能するバッテリがある場合にのみ使用可能です。正常に機能するバッテリが
あれば、停電があってもデータをライトキャッシュから物理ディスクに確実に書き込むことができます。

メモ: Storage Management では、バッテリを装備しないコントローラに対して ライトキャッシュ
有効保護 リシーを選択できません。この制限によって、停電発生時において、バッテリを装備しな
いコントローラのデータ損失を防止します。バッテリが装備されていないコントローラで 仮想デ
ィスクの作成詳細ウィザード を使用すると、ウィザードは ライトキャッシュ無効 を唯一使用可能
なオプションとして表示するか、どの書き込みポリシーも表示しません。

• ライトキャッシュ無効 — コントローラに正常に機能するバッテリが装備されていない場合は、これが唯
一使用可能なオプションです。

キャッシュポリシー

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

ダイレクト I/O およびキャッシュ I/O ポリシーは、特定の仮想ディスクでの読み取りに適用されます。この

設定は先読みポリシーには影響しません。キャッシュポリシーは次のとおりです。

• キャッシュ I/O — すべての読み取りがキャッシュメモリでバッファされることを指定します。

• ダイレクト I/O — 読み取りがキャッシュメモリでバッファされないことを指定します。ダイレクト I/O 
を使用する場合、データは読み取り要求中にコントローラキャッシュとホストシステムに同時転送されま
す。後続の読み取り要求で同じデータブロックからのデータが必要な場合、コントローラキャッシュから
直接読み取ることができます。ダイレクト I/O 設定はキャッシュポリシー設定を上書きしません。ダイ
レクト I/O はデフォルト設定です。

メモ: キャッシュポリシーは、バッテリが搭載されていないコントローラではサポートされません。
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ディスクキャッシュポリシー

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

メモ: ソリッドステートディスク（SSD）および SAS 12 Gbps アダプタは、キャッシュポリシー機能に
対応していません。

ディスクキャッシュポリシー機能は、PERC ハードウェアコントローラに接続されている非 RAID SAS/SATA 

物理ディスク（HDD）と、ソフトウェア RAID S130 コントローラに接続されている RAID SAS/SATA 物理デ

ィスクでサポートされています。この機能は、コントローラのモードに依存せず、コントローラが RAID ま

たは HBA モードで実行されている場合に通常通り機能します。

仮想ディスクの全メンバーの物理ディスクキャッシュポリシーを設定するには、ディスクキャッシュポリシ

ーを有効にします。この機能を有効にすると、物理ディスクはデータを物理ディスクに書き込む前に物理デ

ィスクキャッシュに書き込みます。データはディスクに書き込むよりもキャッシュに書き込む方が早いた

め、この機能を有効にするとシステムのパフォーマンスが向上します。

PERC ハードウェアコントローラに接続されている非 RAID ディスクのディスクキャッシュポリシーのオプ

ションは、次のとおりです。

• 有効 — ディスクキャッシュポリシーは有効です。

• 無効 — ディスクキャッシュポリシーは無効です。

• 変更なし — ディスクはデフォルトの書き込みキャッシュモードを使用します。

メモ: 変更なし オプションは、ファームウェアバージョンが最新の PERC 9 ハードウェアコントロ
ーラでのみ適用可能です。

メモ: 物理ディスクのディスクキャッシュポリシー設定を工場 出荷時のデフォルト設定に復元した
い場合は、サーバーを再起動する必要があります。

ソフトウェア RAID S130 コントローラに接続されている RAID ディスクのディスクキャッシュポリシーのオ

プションは、次のとおりです。

• デフォルト — ディスクはデフォルトの書き込みキャッシュモードを使用します。

• 有効 — ディスクキャッシュポリシーは有効です。

• 無効 — ディスクキャッシュポリシーは無効です。

• 非整合 — このオプションでは、仮想ディスク内のすべての物理ディスクにおけるディスクキャッシュポ
リシーが一様ではありません。例えば、ある仮想ディスクに 3 台の物理ディスクが含まれており、1 台目
の物理ディスクのディスクキャッシュポリシーが 有効、2 台目の物理ディスクでは 無効、3 台目の物理
ディスクでは デフォルト になっている場合がこれに当たります。この場合、その仮想ディスクのディス
クキャッシュポリシーの状態は 非整合 と表示されます。

メモ: SATA ドライブベースの仮想ディスクでは、ディスクキャッシュポリシーのデフォルト設定は有
効になっており、SAS ドライブベースの仮想ディスクでは無効になっています。

メモ: SAS 6i/R および PERC H200 コントローラシリーズでは、ディスクキャッシュポリシー設定は仮
想ディスクを作成した後に初めて使用可能になります。

関連タスク

• 仮想ディスクポリシーの変更
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PERC コントローラにおけるバックグラウンド初期化

PERC コントローラでは、冗長仮想ディスクのバックグラウンドの初期化が仮想ディスクの作成 0～5 分後に

自動的に開始されます。冗長仮想ディスクのバックグラウンド初期化によって、仮想ディスクは冗長データ

の維持と書き込みパフォーマンスの向上に備えます。たとえば、RAID 5 仮想ディスクのバックグラウンド初

期化完了後、パリティ情報が初期化されます。RAID 1 仮想ディスクのバックグラウンド初期化完了後は、物

理ディスクがミラーリングされます。

バックグラウンド初期化プロセスは、冗長データで今後発生する可能性のある問題をコントローラが識別し

て修正するために役立ちます。この点では、バックグラウンド初期化プロセスは整合性チェックに似ていま

す。

バックグラウンドの初期化は完了するまで実行する必要があります。キャンセルすると、バックグラウンド

の初期化は 0～5 分以内に自動的に再開されます。バックグラウンド初期化の実行中、読み取りおよび書き

込み操作のようなプロセスは実行可能ですが、仮想ディスクの作成などのプロセスは並行して実行できませ

ん。これらのプロセスによって、バックグラウンド初期化はキャンセルされます。

関連概念

バックグラウンドの初期化のキャンセル

バックグラウンド初期化率の設定

非 RAID コントローラの説明

非 RAID SCSI および SAS コントローラは、SCSI および SAS デバイスをサポートする非 RAID コントローラ

です。これらのコントローラは非 RAID であるため、仮想ディスクをサポートしません。これらの非 RAID コ

ントローラと、それらに接続された SCSI および SAS デバイスは Storage Management で管理できます。

メモ: 対応機能はコントローラによって異なります。

非 RAID SCSI コントローラ

LSI PCI-e U 320 非 RAID コントローラは、Small Computer System Interface(SCSI) を使用します。

非 RAID SAS コントローラ

次の非 RAID コントローラは、SAS（シリアルアタッチド SCSI）テクノロジを使用します。

• SAS 6Gbps アダプタ

• LSI SAS 9207-8e

• LSI SAS 9300-8e

• LSI SAS 9206-16e

• SAS 12 Gbps アダプタ

• HBA 330

メモ: Storage Management では、LSI SAS ホストバスアダプタ（HBA）コントローラページに ID、状
態、名前、スロット ID、状況、ドライババージョン、Storport ドライババージョン、コネクタ数、お
よび コントローラタスク などのプロパティが表示されます。
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メモ: HBA 330 コントローラにエキスパンダがないバックプレーン（パッシブバックプレーン）が接続
されている場合、列挙される物理ディスクは、コネクタ 0 および コネクタ 1 の間で分割されます。例
えば、パッシブバックプレーンに、物理ディスクの最大数である 8 台が接続されている場合、最初の 4 
台がコネクタ 0 以下に一覧表示され、残りの 4 台の物理ディスクがコネクタ 1 以下に一覧表示されま
す。両方のベイが接続されている場合のみ、8 台の物理ディスクすべてが表示されます。1 つのベイし
か接続されていない場合、そのベイに関連づけられている物理ディスクのみが表示されます。

メモ: SAS 12 Gbps アダプタおよび HBA 330 コントローラでは、表示できる 使用可能なレポート は 
「スロット占有レポートの表示」および「物理ディスク ファームウェア バージョンレポートを表示」で
す。

ファームウェアまたはドライババージョン

ファームウェアまたはドライババージョンウィンドウを使用して、コントローラのファームウェアおよびド

ライバの情報を表示します。ファームウェアおよびドライバの詳細に関しては、「Storage Management をイ

ンストールする前に」を参照して下さい。

関連概念

ファームウェア / ドライバのプロパティ

ファームウェア / ドライバのプロパティ

ファームウェアおよびドライバのプロパティは、コントローラのモデルによって異なります。ファームウェ

アおよびドライバのプロパティを、次の表に示します。

メモ: 『Server Administrator リリースノート』にリストされたファームウェアとドライバは、これらの
コントローラの最小対応バージョンを示しています。これ以降のファームウェアおよびドライババー
ジョンもサポートされます。最新のドライバおよびファームウェア要件については、サービスプロバイ
ダに問い合わせください。

表 10. ファームウェア / ドライバのプロパティ

プロパティ 定義

Firmware Version（ファームウェアバー
ジョン）

コントローラにインストールされているファームウェアのバー
ジョンが表示されます。

メモ: Storage Management は、ファームウェアバージョ
ンを取得できない一部のコントローラについて 該当なし 
と表示します。

必要最小限のファームウェアバージョン Storage Management が必要とする最小ファームウェアバージ
ョンが表示されます。このプロパティは、コントローラのファ
ームウェアが最小要件を満たしていない場合にのみ表示されま
す。

ドライババージョン コントローラにインストールされているドライバのバージョン
が表示されます。

メモ: Storage Management は、ドライババージョンを取
得できない一部のコントローラについて 該当なし と表示
します。

必要最小限のドライババージョン Storage Management が必要とする最小ドライババージョンが
表示されます。このプロパティは、コントローラのドライバが
最小要件を満たしていない場合にのみ表示されます。
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プロパティ 定義

Storport ドライババージョン システムにインストールされている Storport ドライバのバー
ジョンが表示されます。

必要最小限の Storport ドライババージョ
ン

Storage Management が必要とする最小 Storport ドライババ
ージョンが表示されます。このプロパティは、コントローラの 
Storport ドライバが最小要件を満たしていない場合にのみ表示
されます。このオプションは Microsoft Windows オペレーテ
ィングシステムを実行しているシステムにのみ該当します。

メモ: 最新の storport ドライバをダウンロードするには、
support.microsoft.com で Microsoft サポート技術情報記
事 KB 943545 を参照してください。

コントローラの正常性

コントローラの正常性ページには、コントローラとコントローラに接続されたコンポーネントの状態が表示

されます。

関連概念

ストレージコンポーネントの重大度

コントローラ情報

コントローラコンポーネント

コントローラコンポーネント

接続されているコンポーネントに関しては、次を参照してください。

• RAID コントローラバッテリ

• ファームウェアまたはドライババージョン

• コネクタ

メモ: エンクロージャを 冗長パスモード で接続した場合、コネクタは 論理コネクタ として表示さ
れます。

• 仮想ディスク

コントローラプロパティとタスク

コントローラプロパティとタスクウィンドウを使用して、コントローラについての情報を表示してコントロ

ーラタスクを実行します。

メモ: 『Server Administrator リリースノート』にリストされたファームウェアとドライバは、これらの

コントローラの最小対応バージョンを参照してください。これ以降のファームウェアとドライババー

ジョンもサポートされています。最新のドライバおよびファームウェア要件については、サービスプロ

バイダにお問い合わせください。

表 11. コントローラプロパティ

プロパティ 定義

ID Storage Management によってコントローラに割り当てられた ID が表

示されます。Storage Management はシステムに接続されたコントロー
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プロパティ 定義

ラにゼロから順に番号を振ります。この番号は omreport CLI コマンド

でレポートされるコントローラ ID 番号と同じです。コマンドラインイ

ンタフェースの詳細については、『Server Administrator コマンドライン

インタフェースユーザーズガイド』を参照してください。

ステータス これらのアイコンはストレージコンポーネントの重大度または正常性を

示します。

詳細については、「ストレージコンポーネントの重大度」を参照してくだ
さい。

•  — 正常 /OK

•  — 警告 / 非重要

•  — 重要 / 失敗 / エラー

名前 コントローラの名前が表示されます。

メモ: PowerEdge FD332 ストレージスレッドについては、名前が次

のように表示されます。

• シングルコントローラ — PERC FD33xS（前面シャーシスロット 
<Y> 内の Integrated RAID Controller<X>。ここで、X にはコン
トローラ番号、Y には前面シャーシスロット番号が表示されま
す。

• デュアルコントローラ — PERC FD33xD（前面シャーシスロット 
<Y> 内の Integrated RAID Controller<X>。ここで、X にはコン
トローラ番号、Y には前面シャーシスロット番号が表示されま
す。

スロット ID コントローラが接続されているスロットを表示します。PowerEdge 

FD332 ストレージスレッドの場合、名前は PCI スロット <Y><X> と表示

され、Y には前面シャーシスロット番号、X にはコントローラ番号が表示

されます。

メモ: システム → メイン → システムシャーシ → スロット オブジ

ェクトを選択し、情報 タブをクリックすることによってスロット ID 

を特定することもできます。

状況 コントローラの状態が表示されます。可能な値は次のとおりです。

• 準備完了 — このコントローラは正常に機能しています。

• 劣化 — コントローラに不具合が発生し、劣化モードで動作していま
す。

• 故障 — コントローラに不具合が発生し、機能しなくなりました。

Firmware Version（ファームウ

ェアバージョン）

コントローラにインストールされているファームウェアのバージョンが

表示されます。

メモ: Storage Management は、ファームウェアバージョンを取得で

きない一部のコントローラについて 該当なし と表示します。
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プロパティ 定義

必要最小限のファームウェアバ

ージョン 

Storage Management が必要とする最小ファームウェアバージョンが表

示されます。このプロパティは、コントローラのファームウェアが最小

要件を満たしていない場合にのみ表示されます。

ドライババージョン コントローラにインストールされているドライバのバージョンが表示さ

れます。

メモ: Storage Management は、ドライババージョンを取得できない

一部のコントローラについて 該当なし と表示します。

必要最小限のドライババージョ

ン 

Storage Management が必要とする最小ドライババージョンが表示され

ます。このプロパティは、コントローラのドライバが最小要件を満たし

ていない場合にのみ表示されます。

コネクタ数 コントローラのコネクタ数が表示されます。各コネクタは物理ディスク

またはエンクロージャに接続できます。コネクタは、コントローラのタ

イプに応じて SCSI チャネルまたは SAS ポートにすることができます。

再構築率 再構築率とは、再構築が必要になったときに、故障したディスクの再構

築専用に使われるシステムで利用可能なリソースの割合です。再構築率

の詳細については、「再構築率の設定」を参照してください。

メモ: 復帰可能ホットスペア 操作の値は、再構成率 プロパティに設

定された値と同じです。

BGI 率 バックグラウンド初期化（BGI）率は、仮想ディスクの作成後にバックグ

ラウンド初期化の実行専用に使用されるシステムで利用可能なリソース

の割合です。BGI 率の詳細については、「バックグラウンド初期化率の設

定」を参照してください。

整合性チェック率 整合性チェック率は、冗長仮想ディスクでの整合性チェックの実行専用

に使用されるシステムで利用可能なリソースの割合です。詳細について

は、「整合性チェック」を参照してください。

再構成率 再構成率は、ディスクグループへの物理ディスクの追加、またはディス

クグループに常駐する仮想ディスクの RAID レベル変更後におけるディ

スクグループ再構成専用のシステムで使用できるリソースの割合です。

再構成率の詳細については、「再構成率の設定」を参照してください。

エラー時の整合性チェックの中

止

エラー時に、整合性チェック 操作を停止することができます。このプロ

パティはコントローラのファームウェアバージョンが 6.1 以降のコント

ローラでのみ使用可能です。

復帰可能ホットスペアとメンバ

ー交換の許可

予想可能な障害が発生した場合にデータを自動的に物理ディスクからホ

ットスペアにコピーしたり、劣化したディスクを交換するためにホット

スペアから物理ディスクにコピーできるようにします。詳細について

は、「復帰可能ホットスペアの有効化」を参照してください。

負荷バランス I/O 要求をルーティングするため、同じエンクロージャに接続された両方

のコントローラポートまたはコネクタを自動的に使用する機能を提供し

ます。このプロパティはコントローラのファームウェアバージョンが 

6.1 以降の SAS コントローラでのみ使用可能です。
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プロパティ 定義

予測エラー時のメンバーの自動

交換

予測エラーが発生した場合に物理ディスクからホットスペアへのデータ

の自動コピーを有効にします。このプロパティは、復帰可能ホットスペ

アとメンバー交換の許可プロパティと併用します。

冗長パスビュー Storage Management が冗長パス構成を検出したかどうかを示します。

Storage Management は、両方のコントローラポートが統合モードの同

じエンクロージャに接続されている場合に冗長パス構成を検出します。

詳細については、「冗長パス構成の設定」を参照してください。

暗号化対応 コントローラに暗号化対応機能があるかを示します。可能な値は はい 

と いいえ です。

暗号化キーが存在 コントローラが暗号化キーを確立したかどうかを示します。可能な値は 

はい と いいえ です。

暗号化モード コントローラが ローカルキー管理（LKM） を使用している、または なし 

かを示します。詳細については、「暗号化キーの管理」を参照してくださ

い。

T10 保護情報機能 コントローラがデータ整合性をサポートしているかどうかを示します。

可能な値は はい と いいえ です。

キャッシュメモリサイズ コントローラのキャッシュメモリサイズが表示されます。

巡回読み取りモード コントローラの 巡回読み取りモード の設定が表示されます。可能な値

は次のとおりです。

• 自動 — 巡回読み取りはシステムで継続的に実行されます。巡回読み
取りの 1 反復が完了すると、次の巡回読み取りがコントローラで指定
された時間内に開始されます。このモードでは、巡回読み取りを手動
で開始または停止するオプションはありません。

• 手動 — 巡回読み取り処理を手動で開始または停止できます。

• 無効 — 巡回読み取り処理が無効になっていることを示します。

巡回読み取りの詳細については、「巡回読み取りモードの設定」および

「巡回読み取りの開始と停止」を参照してください。

巡回読み取り状況 巡回読み取り処理の現在の状況を表示します。可能な値は次のとおりで

す。

• 準備完了 — 巡回読み取り処理が有効で、次回の指定時または手動開
始時に実行されます。

• アクティブ — 巡回読み取り処理が実行中です。

• 停止 — 巡回読み取りは停止されています。

巡回読み取りの詳細については、「巡回読み取りモードの設定」を参照し

てください。

巡回読み取り率 巡回読み取り 操作の実行専用のシステムリソースの割合が表示されま

す。巡回読み取り率 は、巡回読み取りタスクに割り当てられるシステム

リソース量を変更します。巡回読み取り率 は 0～100% に設定できます。

ここで、

• 0% — コントローラでの優先順位は最低に指定され、システムパフォ
ーマンスへの影響は最も低くなります。
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プロパティ 定義

• 100% — コントローラでの優先順位は最高に指定され、システムパフ
ォーマンスへの影響はより大きくなります。

巡回読み取りの反復 巡回読み取りの反復 の回数が表示されます。巡回読み取りの詳細につい

ては、「巡回読み取りモードの設定」を参照してください。

クラスタモード コントローラがクラスタ構成の一部であるかどうかを示します。

永続的なホットスペア ホットスペアが永続的かどうか表示されます。可能な値は次の通りで

す：

• 有効 — ホットスペアドライブに対応するスロットは永続的です。ス
ロット内のドライブは、ホットスペアになる資格があればホットスペ
アとして機能します。ドライブに外部データが含まれていると、その
データは上書きされます。

• 無効 — ホットスペアドライブに対応するスロットが永続的ではあり
ません。ドライブがスロットから取り外され、任意のドライブが挿入
されると、そのスロットはホットスペアとして機能しなくなります。
ドライブをもう一度手動でホットスペアに割り当てる必要がありま
す。

コントローラタスク コントローラの設定と管理が可能です。コントローラの詳細について

は、「コントローラタスク」を参照してください。

使用可能なレポート 巡回読み取りレポート、整合性チェックレポート、スロット占有レポー

ト、および物理ディスクファームウェアバージョンレポート を表示でき

ます。使用可能なレポートの詳細については、「使用可能なレポート」を

参照してください。

現在のコントローラモード 選択されているハードウェアコントローラのモードを表示します。可能

な値は RAID または HBA です。コントローラモードを変更するには、

「コントローラモードの変更」を参照してください。

前面シャーシスロット 前面シャーシスロット番号を表示します。このプロパティは、

PowerEdge FD332 ストレージスレッドのみに適用されます。

PowerEdge FD332 の詳細については、dell.com/poweredgemanuals に
ある『Dell PowerEdge FD332 オーナーズマニュアル』を参照してくださ
い。

関連概念

インストールされているファームウェアバージョンの特定方法

コントローラタスク

使用可能なレポート

コントローラタスク

コントローラタスクを実行するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。
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4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューからタスクを選択します。

5. 実行 をクリックします。

メモ: 対応機能はコントローラによって異なります。使用可能なタスク ドロップダウンメニューに表
示されるタスクは、選択されたコントローラによって異なります。コントローラまたはシステム設定の
制限によりタスクを実行できない場合は、使用可能タスクなし オプションが表示されます。

コントローラタスク

コントローラで使用可能なタスクを以下にリストします。

• コントローラの再スキャン

• 仮想ディスクの作成

• コントローラアラームの有効化

• コントローラアラームの無効化

• コントローラアラームをオフにする

• コントローラアラームのテスト

• 再構築率の設定

• 設定のリセット

• コントローラログファイルのエクスポート

• 外部設定操作

• 外部設定のインポート

• 外部設定のインポートまたはリカバリ

• 外部設定のクリア

• バックグラウンド初期化率の設定

• 整合性チェック率の設定

• 再構成率の設定

• 巡回読み取りモードの設定

• 巡回読み取りの開始と停止

• 保存キャッシュの管理

• コントローラプロパティの変更

• 物理ディスク電源の管理

• 暗号化キーの管理

• RAID 対応ディスクへの変換

• 非 RAID ディスクへの変換

• コントローラモードの変更

• RAID0 の自動設定操作

コントローラの再スキャン

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

SCSI コントローラでは、再スキャンによって、コントローラに接続されている全コンポーネントの設定変更

（新規または取り外したデバイスなど）がアップデートされます。再スキャンの実施時期については、「スト

レージ設定変更をアップデートするための再スキャン」を参照してください。
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メモ: コントローラの再スキャンは非 RAID SCSI コントローラではサポートされていません。非 RAID 
SCSI コントローラにおける設定変更を Storage Management で表示可能にするにはシステムの再起
動が必要です。再起動をしないと、設定変更が Storage Management のグラフィカルユーザインタフ
ェース（GUI）に反映されません。

関連概念

設定変更を表示する際の時間の遅延

コントローラの再スキャン

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開して、コントローラオブジェ
クトを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. コントローラタスク ドロップダウンメニューから 再スキャン を選択します。

5. 実行 をクリックします。

コントローラプロパティの変更 ドロップダウンメニューからこのタスクを検索することもできます。
関連概念

コントローラプロパティの変更

仮想ディスクの作成

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード を起動するには、仮想ディスク作成 タスクを選択します。

関連概念

仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード

コントローラアラームの有効化

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

コントローラのアラームを有効化するには、アラームの有効化 タスクを選択します。有効化すると、デバイ

ス故障時にアラームが鳴ります。

関連概念

アラームを使用したエラーの検知

コントローラアラームの無効化

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

アラームの無効化 タスクを選択してコントローラのアラームを無効化します。無効化すると、デバイス故障

時にアラームが鳴りません。
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コントローラアラームをオフにする

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

コントローラのアラームをオフにするには、アラームの静止 タスクを選択します。ただし、コントローラア

ラームはその後のデバイス障害に対して引き続き有効となります。

コントローラアラームのテスト

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

コントローラのアラームが機能しているかをテストするには、アラームのテスト タスクを選択します。アラ

ームが約 2 秒間鳴ります。

再構築率の設定

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

再構築率の設定 タスクにより、コントローラの再構築率を変更できます。

再構築中、物理ディスクの全内容が再構築されます。再構築率（0～100% に設定可能）は、故障した物理デ

ィスクの再構築専用のシステムリソースの割合を示します。0% では、コントローラでの再構築の優先順位は

最下位となり、完了までにかかる時間は最長ですが、システムパフォーマンスへの影響は最も低くなります。

再構築率 0% は、再構築が停止または一時停止されるという意味ではありません。

100% では、コントローラでの再構築の優先順位は最上位となり、完了までにかかる時間は最短ですが、こ

の設定はシステムパフォーマンスへの影響が最も高くなります。

PERC コントローラでは、コントローラファームウェアも次のタスクのシステムリソースの割り当て制御に

再構築率設定を使用します。

• 整合性チェックの実行

• バックグラウンド初期化。「バックグラウンド初期化のキャンセル」を参照してください。

• 完全初期化。BIOS 設定に応じて、完全初期化と高速初期化のどちらが行われるかが決まります。「フォー
マット、初期化、低速および高速初期化」を参照してください。

• 再設定。「仮想ディスクタスク：再設定（手順 1/3）」を参照してください。

関連概念

冗長情報の再構築

再構築率の変更

Storage Management の再構築率の設定の検索方法
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再構築率の変更

再構築率を変更するには、次の手順を実行します。

1. 新規再構築率の設定（0～100） フィールドに数値を入力します。値は 0～100 の範囲内にする必要があ
ります。

2. 変更の適用 をクリックします。

終了して変更をキャンセルするには、前のページに戻る をクリックします。

Storage Management の再構築率の設定の検索方法

1. ストレージ ツリーオブジェクトを展開して、コントローラオブジェクトを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. 情報 / 設定 をクリックします。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから 再構築率の設定 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

コントローラプロパティの変更 ドロップダウンメニューからこのタスクを検索することもできます。

コントローラの設定のリセット

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

設定のリセット タスクでは、コントローラの全情報を消去し、新しい設定を実行できるようにします。この

操作はコントローラの全データと仮想ディスクを破壊し、ホットスペアの割り当ても全て解除します。

このリセット操作を行った後はストレージを完全に再設定する必要があります。

注意: 設定のリセットは、コントローラに接続されたすべての仮想ディスクにある全データを完全に破
壊します。これらの仮想ディスクにシステムまたはブートパーティションが存在する場合は、それも破
壊されます。

メモ: コントローラ設定のリセットは外部設定を削除しません。外部設定を削除するには、外部設定の
クリア タスクを選択します。

メモ: このタスクは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポートされ
ません。

関連概念

コントローラ設定のリセット

Storage Management での設定のリセットの検索方法

コントローラプロパティの変更

コントローラ設定のリセット

コントローラの設定をリセットするには、次の手順を実行します。

1. コントローラの設定のリセットで破壊される仮想ディスクを確認します。必要に応じてバックアップを
取ります。ページ下部の 点滅 をクリックして、その仮想ディスクに含まれる物理ディスクを点滅させま
す。

2. コントローラの全情報を消去する準備が整ったら、設定のリセット をクリックします。

コントローラの設定をリセットせずに終了するには、前のページに戻る をクリックします。
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Storage Management での設定のリセットの検索方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. 情報 / 設定 をクリックします。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから 設定のリセット を選択します。

5. 実行 をクリックします。

コントローラプロパティの変更 ドロップダウンメニューからこのタスクを検索することもできます。

コントローラログファイルのエクスポート

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

ログのエクスポート タスクは、コントローラのログをテキストファイルにエクスポートします。このログは

コントローラのアクティビティの詳細情報を提供するため、トラブルシューティングで役立ちます。

Microsoft Windows が実行されるシステムでは、ログファイルは windows または winnt ディレクトリにエ

クスポートされます。Linux が実行されるシステムでは、ログファイルは /var/log ディレクトリにエクスポ

ートされます。

コントローラに応じて、ログファイル名は afa_<mmdd>.log または lsi_<mmdd>.log となります。ここで、

<mmdd> は 月と曜日です。

メモ: VMware ESXi 環境では、作成されるログファイル（lsiexport.log）はひとつのみです。ファイル
が存在する場合は、ログファイルのエクスポートによって既存のログファイルが上書きされます。

メモ: キャッシュのないコントローラでは、ログの保存やログファイルのエクスポートはできません。

関連概念

PCIe SSD とは?

コントローラログファイルのエクスポート

Storage Management でのログのエクスポートの検索方法

NVMe PCIe SSD に対する Storage Management でのログのエクスポートの検索方法

コントローラプロパティの変更

コントローラログファイルのエクスポート

1. 準備が完了したら ログファイルのエクスポート をクリックします。

2. コントローラのログファイルをエクスポートせずに終了するには、前のページに戻る をクリックしま
す。

Storage Management でのログのエクスポートの検索方法

Storage Management でこのタスクを検索するには、次の手順を実行します。

1. ストレージ ツリーオブジェクトを展開して、コントローラオブジェクトを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. 情報 / 設定 をクリックします。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから ログのエクスポート を選択します。
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5. 実行 をクリックします。

コントローラプロパティの変更 ドロップダウンメニューからこのタスクを検索することもできます。

外部設定操作

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

外部設定操作 タスクは、インポートできる外部設定のプレビューを表示します。

メモ: このタスクは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポートされ
ません。

メモ: 外部設定操作 タスクは、ファームウェアバージョン 6.1 以降を搭載した PERC 6 および SAS コン
トローラでのみ使用できます。

外部設定は、1 つのコントローラから別のコントローラへ移動された物理ディスク上のデータです。移動さ

れた物理ディスクにある仮想ディスクは、外部設定と見なされます。

メモ: システムでオペレーティングシステムを実行している最中に外部エンクロージャのケーブルを抜
くことは推奨されません。ケーブルを抜くと、接続の再確立時に外部設定が生じる原因となる可能性が
あります。

外部設定操作 タスクは、コントローラが外部設定を検出した場合にのみ表示されます。このオプションを選

択して 実行 をクリックし、外部設定プレビュー ページを表示します。

外部設定プレビュー ページでは、外部ディスクのプレビューが表示され、外部ディスクのインポート、リカ

バリ、クリアなどの操作を行うことができます。ロックされた外部設定もインポートまたはクリアすること

が可能です。

ローカルキー管理（LKM） を使用してロックされた外部設定が検出された場合、関連付けられた 暗号化キー

識別子 が表示され、ドライブをロック解除するためのパスフレーズを入力するよう求められます。

外部設定のロック解除をせずにロックされていない外部設定のプレビュー、インポート、またはクリアへ進

むには、省略 または 続行 をクリックします。

外部設定をインポートまたはクリアしたくない場合、または対応する 暗号化キー識別子 に関連するパスフレ

ーズを失くした場合は、その物理ディスクに インスタント暗号化削除 タスクを実行してください。

注意: インスタント暗号化削除タスクを実行すると、その物理ディスク上のすべてのデータが消去され
ます。

非対応の RAID レベルや不完全ディスクグループなど、一部の条件下では外部仮想ディスクのインポートや

リカバリが妨げられる場合があります。

関連概念

外部設定プロパティ

Storage Management での外部設定操作タスクの検索方法

外部設定のインポート

外部設定のインポートまたはリカバリ

外部設定のクリア

暗号化キーの管理

即時暗号化消去の有効化
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外部設定プロパティ

次の表では、外部ディスクとグローバルホットスペア用に表示されるプロパティについて説明しています。

表 12. 外部設定プロパティ

プロパティ 定義

ステータス これらのアイコンはストレージコンポーネントの重大度または正常性を示し

ます。

•  — 正常 /OK

•  — 警告 / 非重要

•  — 重要 / 失敗 / エラー

詳細については、「ストレージコンポーネントの重大度」を参照してくださ
い。

名前 リンクとして使用できる外部設定の名前が表示されます。このリンクから外

部ディスクを構成する物理ディスクにアクセスできます。

状況 外部設定の現在の状況を表示します。可能な値は次のとおりです。

• 準備完了 — 外部ディスクのインポートが可能で、インポート後に正常に
機能します。

• 劣化 — 外部ディスクは劣化状況にあり、インポート後に再構築されます。

• 故障 — 外部ディスクに障害が発生し、機能しなくなっています。外部デ
ィスクはインポートできません。

外部設定は次のいずれかの理由により、劣化または故障状況にある可能性が
あります。

• 欠落した物理ディスク — 対象の仮想ディスク内の物理ディスクのどれか
が欠落しているか、使用できません。

• 欠落したスパン — ハイブリッド仮想ディスクの 1 つ、または複数のスパ
ンが欠落しています。

• 古い物理ディスク — 構成内の 1 つ、または複数の物理ディスクに、仮想
ディスク内の他のディスクに関連のある古いデータが含まれている可能
性があります。そのため、インポートした仮想ディスクのデータの整合性
が損なわれています。

• 仮想ディスクの非対応設定 — 仮想ディスクに非対応の RAID レベルが存
在します。

• インポートおよびエクスポート — インポートに使用できる仮想ディスク
が、エクスポートに使用できる仮想ディスクの数を超えています。

• 互換性のない物理ディスク — 物理ディスクの設定が RAID ファームウェ
アによって認識されません。

• 孤立したドライブ — 外部設定内の物理ディスクには、既にアレイ（外部
またはネイティブアレイ）の一部である別の物理ディスクと一致する設定
情報が含まれています。

メモ: その他の該当する物理ディスクのタスクおよびプロパティについ

ては、「物理ディスクまたは物理デバイスのプロパティ」および「物理デ

ィスクまたは物理デバイスのタスク」を参照してください。

レイアウト 外部設定の RAID レベルが表示されます。

74



プロパティ 定義

備考 外部仮想ディスクの情報を提供します。仮想ディスクをインポートできない

場合は、エラーの理由が表示されます。

• 最大数超過 — インポート用に選択した仮想ディスクの数は、対応ディス
クの最大数を超えています。

• 欠落した物理ディスクまたはスパン — インポートされる仮想ディスク内
の 1 つ、または複数の物理ディスクまたはスパンが欠落しています。

• 非対応 — 選択した RAID レベルをコントローラがサポートしていません。

• 孤立したドライブ — 物理ディスクが交換され、RAID ボリュームの一部で
はなくなりました。設定をクリアする必要があります。

• 古い物理ディスク — インポートされる仮想ディスク内の物理ディスクに
は、古いデータが含まれています。

• 一部外部 — 仮想ディスクが既存の設定の一部です。この仮想ディスク内
の一部の物理ディスクが外部ディスクです。

専用ホットスペア 外部ディスクが専用ホットスペアであるかを表示します。

このプロパティ情報に基づいて、外部設定をインポート、リカバリ、またはクリアするかを決定できます。

Storage Management での外部設定操作タスクの検索方法

ファームウェアバージョン 6.1 の SAS コントローラの場合

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開して、コントローラオブジェ
クトを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. コントローラタスク ドロップダウンメニューから 外部設定操作 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

外部設定のインポート

一部のコントローラでは外部設定のインポートが可能で、物理ディスクの移動後も仮想ディスクが喪失され

ません。

準備完了 または 劣化 状況の仮想ディスクを含む外部設定のみインポートができます。つまり、すべての仮

想ディスクデータが存在する必要がありますが、仮想ディスクが冗長 RAID レベルを使用している場合は追

加の冗長データは不要です。

たとえば、外部設定に RAID 1 仮想ディスクのミラーリングの片方のみが含まれる場合、仮想ディスクは 劣

化 状況なのでインポートできます。一方、元は 3 台の物理ディスクを使用する RAID 5 として設定された物

理ディスク 1 台のみが外部設定に含まれる場合、RAID 5 仮想ディスクが 失敗 状況にあり、インポートでき

ません。

仮想ディスクの他に、コントローラには、1 台のコントローラでホットスペアとして割り当てられた後、別

のコントローラに移動された物理ディスクが含まれる場合があります。外部設定のインポート タスクは新

しい物理ディスクをホットスペアとしてインポートします。物理ディスクが以前のコントローラで専用ホッ

トスペアとして設定されたがホットスペアが割り当てられた仮想ディスクが外部設定に存在しないという場

合、物理ディスクはグローバルホットスペアとしてインポートされます。
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コントローラが外部設定を検出した場合にのみ 外部設定のインポート タスクが表示されます。物理ディス

クの状況をチェックして、物理ディスクに外部設定（仮想ディスクまたはホットスペア）が含まれるかを識

別することもできます。物理ディスク状況が 外部 の場合、物理ディスクに仮想ディスクのすべてまたは一部

が含まれるか、ホットスペア割り当てがあります。

インポートできない不完全な外部設定がある場合は、外部設定のクリア オプションを使用して物理ディスク

上の外部データを消去できます。

メモ: 外部設定のインポートタスクは、コントローラに追加された物理ディスクにあるすべての仮想デ
ィスクをインポートします。複数の外部仮想ディスクが存在する場合は、全設定がインポートされま
す。

関連概念

外部設定プロパティ

外部設定のインポートまたはリカバリ

リカバリ操作では、劣化、障害、欠落仮想ディスクを正常な状態に回復しようとします。仮想ディスクは、

電力損失、ケーブル接続の障害、またはその他の障害によってコントローラとの通信が途絶えると、劣化、

障害、または欠落状況になります。リカバリ操作の完了後は、再構築またはバックグラウンド初期化が自動

的に開始される場合があります。

仮想ディスクのデータはリカバリ後に非整合になる場合があります。外部設定のインポート / リカバリ タ

スクの完了後は仮想ディスクのデータを検証してください。

場合によっては、仮想ディスクデータが不完全なため、仮想ディスクをリカバリできないこともあります。

外部設定をインポートまたはリカバリするには、次の手順を実行します。

インポート / リカバリ をクリックして、コントローラに取り付けられた物理ディスク上の全仮想ディスクを

インポートまたは回復します。

外部設定をインポートまたはリカバリせずに終了するには、キャンセル をクリックします。

Storage Management での外部設定のインポートまたはリカバリの検索方法

ファームウェアバージョン 6.1 以降の SAS コントローラの場合

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開して、コントローラオブジェ
クトを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. コントローラタスク ドロップダウンメニューから 外部設定操作 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

6. 外部設定プレビュー ページで インポート / リカバリ をクリックします。

ファームウェアバージョンが 6.0 以前の SAS コントローラの場合は、コントローラ タスクから 外部設定の

インポート / リカバリ を選択してください。
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外部設定のクリア

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

物理ディスクを 1 つのコントローラから別のコントローラに移動した後で、物理ディスクに仮想ディスクの

すべてまたは一部（外部設定）が含まれることが判明する場合があります。以前使用した物理ディスクに外

部設定（仮想ディスク）が含まれるかを識別するには、物理ディスク状況をチェックします。物理ディスク

状況が 外部 の場合は、物理ディスクに仮想ディスクのすべてまたは一部が含まれます。外部設定のクリア 

タスクを使用して、新しく接続した物理ディスクから仮想ディスク情報をクリアまたは消去します。

メモ: 外部設定のクリア タスクは、コントローラに追加された物理ディスク上の全データを恒久的に破
壊します。複数の外部仮想ディスクが存在する場合、すべての設定が消去されます。データの破壊では
なく仮想ディスクのインポートが望ましい場合もあります。

外部設定をクリアするには、次の手順を実行します。

外部設定のクリア をクリックして、コントローラに追加された物理ディスク上のすべての仮想ディスクをク

リアまたは消去します。

外部設定をクリアせずに終了するには、キャンセル をクリックします。

関連概念

Storage Management での外部設定のクリアの検索方法

外部設定のインポート

外部設定のインポートまたはリカバリ

Storage Management での外部設定のクリアの検索方法

ファームウェアバージョン 6.1 以降の SAS コントローラの場合

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. コントローラタスク ドロップダウンメニューから 外部設定操作 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

6. 外部設定のプレビュー ページで クリア をクリックします。

ファームウェアバージョンが 6.0 以前の SAS コントローラの場合は、コントローラタスク ドロップダウンメ

ニューから 外部設定のクリア を選択してください。

外部仮想ディスク内の物理ディスク

外部仮想ディスク内の物理ディスク ページには、外部設定に含まれる物理ディスクと専用ホットスペア（存

在する場合）が表示されます。

次の表では、外部設定内の物理ディスクのプロパティについて説明しています。
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表 13. 物理ディスクのプロパティ

プロパティ 定義

ステータス これらのアイコンはストレージコンポーネントの重大度または正常性を示し

ます。

•  — 正常 /OK

•  — 警告 / 非重要

•  — 重要 / 失敗 / エラー

詳細については、「ストレージコンポーネントの重大度」を参照してくださ
い。

名前 物理ディスク名が表示されます。名前はコネクタ番号の後にディスク番号を

付けたものです。

状況 物理ディスクの現在の状況が表示されます。

インポート後の状況 物理ディスクのインポート後の状況が表示されます。物理ディスクは次のい

ずれかの状況でインポートができます。

• オンライン — 物理ディスクはインポートされた仮想ディスクの一部であ
り、正常に機能します。

• オフライン — 物理ディスクは仮想ディスクへのインポート後、オフライ
ンです。

• 外部 — 物理ディスクを含む仮想ディスクをインポートできず、物理ディ
スクは外部状態のままです。

• 再構築 — 仮想ディスクのインポート後に、物理ディスクは再構築されま
す。

• 交換 — メンバーディスクの交換 タスクが物理ディスクで実行されます。
メンバーディスクの交換の詳細に関しては、「メンバーディスクの交換」
と「復帰可能ホットスペアの有効化」を参照してください。

容量 ディスクの容量が表示されます。

障害予測 物理ディスクが Self-Monitoring Analysis and Reporting Technology

（SMART）アラートを受信しており、障害が予測されているかどうかが表示さ

れます。SMART 障害予測分析の詳細については、「RAID コントローラにおけ

るディスク信頼性の監視」を参照してください。物理ディスクの交換の詳細

については、「SMART アラートを受信する物理ディスクの交換」を参照して

ください。

また、物理ディスクが SMART 予測エラーに関するアラートを生成したかを確
認するためにアラートログを見直すことも推奨されます。これらのアラート
は SMART アラートの原因を特定する手助けになります。SMART アラートに
対して次のアラートが生成されます。

• 2094

• 2106

• 2107

• 2108

• 2109

• 2110
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プロパティ 定義

• 2111

アラートメッセージの詳細に関しては、『Server Administrator メッセージリ
ファレンスガイド』を参照してください。

Progress（進行状況） 物理ディスクで実行中の操作の進行状況が表示されます。

バスプロトコル 物理ディスクが使用している技術が表示されます。可能な値は次のとおりで

す。

• SAS — シリアルアタッチド SCSI

• SATA — シリアル ATA

デバイスプロトコル Non-Volatile Memory Express（NVMe）などの物理デバイスのデバイスプロ

トコルを表示します。

認定 ドライブに、サービスプロバイダによってテストされ、完全に要件を満たす

ファームウェアがあることを示します。サービスプロバイダによる認定がな

いドライブも機能する可能性がありますが、サーバーでの使用はサポートさ

れず、推奨されません。

メディア 物理ディスクのメディアタイプを表示します。可能な値は次のとおりです。

• HDD — ハードディスクドライブ。HDD は、磁性面を持つ高速回転プラッ
タ上にデジタル符号化データを保存する、不揮発性ストレージデバイスで
す。

• SSD — ソリッドステートドライブ。SSD は、ソリッドステートメモリを
使用して永続的なデータを保存するデータストレージデバイスです。

• 不明 — Storage Management は物理ディスクのメディアタイプを判断で
きません。

使用されている RAID ディ

スク容量

コントローラの仮想ディスクが使用している物理ディスク容量が表示されま

す。このプロパティは、非 RAID コントローラに接続された物理ディスクには

適用されません。

特定の状況では、物理ディスクの一部が実際に使用されていても、 使用され
ている RAID ディスク容量 にゼロ（0）の値が表示されます。これは、使用さ
れている容量が 0.005GB 以下の場合に起こります。使用されているディス
ク容量を計算するアルゴリズムは 0.005GB 以下の数字または 0 未満の数字
を丸め、0.006～0.009GB の使用ディスク容量は 0.01GB に丸めます。

使用できる RAID ディスク

容量 

ディスク上の使用できる容量が表示されます。このプロパティは、非 RAID コ

ントローラに接続された物理ディスクには適用されません。

ホットスペア ディスクがホットスペアとして割り当てられているかを示します。このプロ

パティは、非 RAID コントローラに接続された物理ディスクには適用されませ

ん。

ベンダ ID ディスクのハードウェアベンダが表示されます。

製品 ID デバイスの製品 ID を表示します。

ファームウェアリビジョン 物理デバイスのファームウェアバージョンを表示します。

シリアル番号 ディスクのシリアル番号が表示されます。
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プロパティ 定義

PCIe ネゴシエート済みの

リンク速度

物理デバイスの、現在のネゴシエーション後の転送速度を GT/s で示します。

PCIe 最大リンク速度 物理デバイスの、可能な転送速度を GT/s で示します。

製造日 物理ディスクが製造された月日が表示されます。

製造週 物理ディスクが製造された年の週が表示されます。

製造年 物理ディスクが製造された年が表示されます。

SAS アドレス 物理ディスクの SAS アドレスが表示されます。SAS アドレスは各 SAS ディ

スクに固有です。

インポート後の状態 外部設定インポート後の物理ディスクの状態が表示されます。可能な値は次

のとおりです。

• 外部

• オンライン

• オフライン

• 交換済み

• 再構築

暗号化対応 物理ディスクが自己暗号化ディスク（SED）かどうかが表示されます。可能な

値は はい と いいえ です。

暗号化済み 物理ディスクがコントローラに対して暗号化されているかどうかが表示され

ます。可能な値は はい と いいえ です。非 SED の場合、値は 該当なし です。

パーツ番号 理ディスクの一意の部品表（BOM）割当番号が表示されます。4 から 8 番目

の数字は、そのモデルのドライブのサービスプロバイダのパーツ番号を示し

ます。

PCIe ネゴシエート済みの

リンク幅

物理デバイスの、現在のネゴシエーション後のリンク幅を表示します。

PCIe 最大リンク幅 物理デバイスの、可能リンク幅を表示します。

バックグラウンド初期化率の設定

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

バックグラウンド初期化率の設定 タスクは、バックグラウンド初期化タスク専用のシステムリソースの容量

を変更します。

バックグラウンド初期化率は、バックグラウンド初期化実行専用のシステムリソースの割合を表し、0～100% 

に設定できます。0% では、コントローラでのバックグラウンド初期化の優先順位は最下位となり、完了まで

にかかる時間は最長ですが、システムパフォーマンスへの影響は最も低くなります。バックグラウンド初期

化率 0% は、初期化が停止または一時停止されるという意味ではありません。
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100% では、バックグラウンド初期化はコントローラに対して最優先になり、バックグラウンド初期化の時

間が最短になりますが、システムパフォーマンスに与える影響は最も大きくなります。

関連概念

PERC コントローラにおけるバックグラウンド初期化

コントローラのバックグラウンド初期化率の変更

1. 新規 BGI 率の設定（0～100） フィールドに数値を入力します。値は 0～100 の範囲内にする必要があ
ります。

2. 変更の適用 をクリックします。終了して変更をキャンセルするには、前のページに戻る をクリックしま
す。

Storage Management でのバックグラウンド初期化率の検索方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開して、コントローラオブジェ
クトを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから バックグラウンド初期化率の設定 を選択します。

5. 実行 を選択します。

コントローラプロパティの変更 ドロップダウンメニューからこのタスクを検索することもできます。

関連概念

コントローラプロパティの変更

整合性チェック率の設定

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

整合性チェック率の設定 タスクは、整合性チェックタスク専用のシステムリソースの容量を変更します。

整合性チェック率は、バックグラウンド初期化実行専用のシステムリソースの割合を表し、0～100% に設定

できます。0% では、コントローラでの整合性チェックの優先順位は最下位となり、完了までにかかる時間は

最長ですが、システムパフォーマンスへの影響は最も低くなります。整合性チェック率 0% は、チェックが

停止または一時停止されるという意味ではありません。

100% では、整合性チェックはコントローラに対して最優先になり、整合性チェックの時間が最短になりま

すが、システムパフォーマンスに与える影響は最も大きくなります。

関連概念

整合性チェックの実行

コントローラの整合性チェック率の変更

1. 新規整合性チェック率の設定（0～100） フィールドに数値を入力します。値は 0～100 の範囲内にする
必要があります。

2. 変更の適用 をクリックします。

終了して変更をキャンセルするには、前のページに戻る をクリックします。
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Storage Management での整合性チェック率の設定の検索方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開して、コントローラオブジェ
クトを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから 整合性チェック率の設定 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

コントローラプロパティの変更 ドロップダウンメニューからこのタスクを検索することもできます。

関連概念

コントローラプロパティの変更

再構成率の設定

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

再構成率の設定 タスクは、再構成タスク専用のシステムリソースの容量を変更します。

再構成タスクでは、RAID レベルの変更または仮想ディスクの再構成の後に、仮想ディスクを再作成します。

再構成率は 0% から 100% まで設定可能で、再構成タスクの実行専用に使用できるシステムリソースの割合

を表します。0% では、再構成はコントローラに対して優先度が最も低くなり、完了まで最大の時間がかか

り、システムパフォーマンスに与える影響が少なくなります。再構成率 0% は、再構成が停止または一時停

止されるという意味ではありません。

100% では、再構成はコントローラに対して最優先になり、再構成の時間が最短になりますが、システムパ

フォーマンスに与える影響は最も大きくなります。

関連概念

仮想ディスクの再構築または移行

コントローラの再構成率の変更

1. 新規再構成率の設定（0～100） フィールドに数値を入力します。値は 0～100 の範囲内にする必要があ
ります。

2. 変更の適用 をクリックします。終了して変更をキャンセルするには、前のページに戻る をクリックしま
す。

Storage Management での再構成率の設定の検索方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開して、コントローラオブジェ
クトを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから 再構成率の設定 を選択します。

5. 実行 を選択します。

コントローラプロパティの変更 ドロップダウンメニューからこのタスクを検索することもできます。
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関連概念

コントローラプロパティの変更

冗長パス構成の設定

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

冗長パスは、ファームウェアバージョン 6.1 以降を使用する外部 PERC カードのみでサポートされます。シ

ステム内部の冗長パスはサポートされません。MD1xxx エンクロージャがサポートされます。

冗長パスでは、エンクロージャは 統合 モードにする必要がありますが、特定のポート接続は不要です。コン

トローラポートから EMM 入力 ポートへの接続はいずれも、2 本のケーブルが使用されていれば冗長パスに

なります。ただし、冗長パスを削除した状態でも、フィールドには冗長パスと表示されたままになります。

冗長パスは、Storage Management でクリアされたときにのみ表示されなくなります。

デイジーチェーンシナリオでは、複数のエンクロージャを冗長パスモードのコントローラに接続できます。

デイジーチェーンエンクロージャの PERC 6/E コントローラには、最大 3 台の MD1000 および MD1120 が

接続可能です。デイジーチェーンエンクロージャの PERC H800 および PERC H810 コントローラには、最

大 4 台の MD1200 および MD1220 が接続可能です。デイジーチェーンエンクロージャの PERC H830 コン

トローラおよび SAS 12 Gbps アダプタには、最大 4 台の MD1400 および MD1420 が接続可能です。デイジ

ーチェーン構成の例（PERC 6/E コントローラ）については、次の画像を参照してください。

コネクタと最初のエンクロージャ間の通信チャネルが失われた場合、冗長パス構成も失われます。この場合、

論理コネクタの正常性が重要と表示されます。論理コネクタの 情報 / 設定 ページに移動して、パスの正常性 

の詳細を表示します。このシナリオの概要は、下の表を参照してください。
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表 14. コントローラとエンクロージャ 1 間のパス

論理コネクタの正常性 コントローラとエンクロージャ 1 間のパス

コネクタ 0（C0） コネクタ 1（C1）

使用可能 使用可能

使用可能 Disconnected（切断）

Disconnected（切断） 使用可能

ただし、2 台のエンクロージャ間の通信チャネルが失われた場合は、冗長パス構成が劣化し、論理コネクタ

の正常性も劣化と表示されます。このシナリオの概要は、下の表を参照してください。

表 15. エンクロージャ n とエンクロージャ n+1 間のパス

論理コネクタの正常性 エンクロージャ n とエンクロージャ n+1 間のパス

コネクタ 0（C0） コネクタ 1（C1）

使用可能 使用可能

使用可能 Disconnected（切断）

Disconnected（切断） 使用可能

上記のシナリオでは、エンクロージャの状態が警告モードで表示されます。エンクロージャ ページの 情報 / 
設定 をクリックすると、正常状態のエンクロージャコンポーネント（EMM、ファン、物理ディスク、電源装

置、温度）がすべて表示されます。パス障害 メッセージはエンクロージャがコントローラへの通信パスを失

ったことを示し、エンクロージャが冗長パスモードではなくなったことを示します。

関連概念

パスの正常性

コネクタの冗長パスビューのクリア

冗長パスビューのクリア

システムと Storage Management を再起動したら、論理コネクタにパス障害メッセージが表示された場合に

ついて考えてみます。2 つ目のコネクタのプラグを意図的に抜いた可能性があります。この場合、パス障害

メッセージは該当しません。接続したケーブルの不具合、またはケーブルがコントローラに適切に接続され

ていない可能性があります。いずれの場合も、Storage Management には、システムが再起動前は冗長パス

構成だったが、今はそうではないことが表示されます。冗長パスモードが不要であることが確かな場合は、

コントローラプロパティの変更 コントローラタスクにある 冗長パスビューのクリア を使用して既存の冗長

パスビューをクリアします。このオプションを選択すると冗長パスビューがクリアされ、コネクタがユーザ

ーインタフェースに コネクタ 0 および コネクタ 1 として表示されます。

関連概念

冗長パス構成の設定

論理コネクタのプロパティとタスク
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巡回読み取りモードの設定

メモ: このタスクは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポートされ
ません。

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

巡回読み取りはディスクエラーを検出してディスクの不具合とデータの損失または破壊を防止します。巡回

読み取りの設定 タスクは、仮想ディスクまたはホットスペアとして使用されるディスクにのみ適用可能で

す。

巡回読み取りの設定 タスクは、バックグラウンドで実行され、可能であれば修正を行います。巡回読み取り

モードの設定 が 自動 に設定されている場合、コントローラが一定時間アイドル状態で他のバックグラウン

ドタスクがアクティブではないときに、巡回読み取りが開始されます。このシナリオでは、ディスクでの入

力 / 出力アクティビティがない間にディスクエラーの識別および修正を行えるため、巡回読み取りはシステ

ムパフォーマンスを向上させます。

巡回読み取りタスクと競合するコントローラのアクティビティに基づいて、コントローラは巡回読み取り専

用のシステムリソース量を調整します。コントローラアクティビティが活発な場合、巡回読み取りタスクの

専用システムリソースは少なくなります。

次の状況では、巡回読み取りが物理ディスク上で実行されません。

• 物理ディスクが仮想ディスクに含まれていない、またはホットスペアとして割り当てられている。

• 仮想ディスクに物理ディスクが含まれ、現在次のタスクのうち 1 つを実行している。

– 再構築

– 再設定または再構成

– バックグラウンド初期化

– 整合性チェック

さらに、巡回読み取りは高負荷の I/O 動作中は一時停止され、その I/O が終了すると再開されます。

関連概念

巡回読み取りの開始と停止

巡回読み取りモードの設定

目的の巡回読み取りモードオプションを選択します。使用可能なオプションは次のとおりです。

• 自動 — 巡回読み取りタスクを開始します。タスク完了後は、指定された期間内に自動的に再実行されま
す。たとえば、一部のコントローラでは巡回読み取りは 4 時間ごとに実行され、他のコントローラでは 7 
日ごとに実行されます。巡回読み取りタスクは、タスクの各反復が完了した後の指定期間内に再開され、
システム上で継続的に実行されます。巡回読み取りタスクが 自動 モードで実行中にシステムが再起動し
た場合、巡回読み取りは 0 パーセント（0%）から再開します。巡回読み取りタスクを 自動 モードに設定
すると、ユーザーがタスクを開始または停止することはできません。自動 モードはデフォルト設定です。

メモ: 自動モードにおいて巡回読み取りタスクが実行される頻度に関する詳細は、お使いのコントロ
ーラのマニュアルを参照してください。

• 手動 — 巡回読み取りの開始と停止 を使用して巡回読み取りタスクを開始および停止することができま
す。モードを 手動 に設定しても巡回読み取りタスクは開始されません。巡回読み取りが 手動 モードで
実行されている最中にシステムが再起動した場合、巡回読み取りは再開されません。
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• 無効化 — 巡回読み取りタスクはシステム上で実行されません。

Storage Management での巡回読み取りモードの設定の検索方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開して、コントローラオブジェ
クトを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから 巡回読み取りの設定 モードを選択します。

5. 実行 をクリックします。

コントローラプロパティの変更 ドロップダウンメニューからこのタスクを検索することもできます。

関連概念

コントローラプロパティの変更

巡回読み取りの開始と停止

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

メモ: ソリッドステートドライブ (SSD) では、巡回読み取り操作に対応していません。

メモ: このタスクは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポートされ
ません。

巡回読み取りの設定 モードが 手動 に設定されているときは、巡回読み取りタスクを開始、またはタスク実

行中にタスクを停止することができます。

特定の状況下では 巡回読み取り タスクを実行できません。

巡回読み取りタスクを開始または停止をする には、次の手順を実行します。

巡回読み取りの開始 または 巡回読み取りの停止 をクリックします。

メモ: PERC 9 シリーズのハードウェアコントローラでは、巡回読み取りの停止 タスクに 巡回読み取り
が中断されました が表示され、PERC 9 より前のコントローラでは、巡回読み取りの停止 タスクに 巡
回読み取りが停止されました が表示されます。

巡回読み取りを開始または停止せずに終了するには、前のページに戻る をクリックします。

関連概念

巡回読み取りモードの設定

Storage Management での巡回読み取りタスクの開始と停止の検索方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開して、コントローラオブジェ
クトを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから 巡回読み取りの開始 または 巡回読み取りの停止 を選
択します。

5. 実行 をクリックします。
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コントローラプロパティの変更 ドロップダウンメニューからこのタスクを検索することもできます。

関連概念

コントローラプロパティの変更

コントローラプロパティの変更

メモ: このタスクは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポートされ
ません。

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

コントローラプロパティの変更 タスクは、複数のコントローラプロパティを同時に変更するオプションを提

供します。このタスクは ファームウェアバージョンが 6.1 以降の SAS コントローラでのみ使用可能です。

コントローラプロパティの変更 タスクを使用すれば、次のプロパティの一部またはすべてを変更できます。

• 再構築率

• BGI 率

• 整合性チェック率

• 再構成率

• エラー時の整合性チェックの中止

• 復帰可能なホットスペア　

• 負荷バランス

• 予測エラー時のメンバーの自動交換

• 冗長パスビュー

• 永続的なホットスペア

メモ: これらのプロパティは、コマンドラインインタフェースを使って設定することも可能です。詳細
については、『Server Administrator コマンドラインインタフェースユーザーズガイド』を参照してくだ
さい。

関連概念

コントローラの再スキャン

Storage Management でのコントローラプロパティの変更の検索方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開します。

2. ストレージダッシュボード ページで、使用可能なタスク ドロップダウンメニューから コントローラプ
ロパティの変更 を選択します。

3. 実行 をクリックします。

Storage Management でのコントローラプロパティの変更の検索方法 2 

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開して、コントローラオブジェ
クトを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. コントローラタスク ドロップダウンメニューから コントローラプロパティの変更... を選択します。

5. 実行 をクリックします。
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物理ディスク電源の管理

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

物理ディスク電源の管理 では、物理ディスクの電力消費量を管理できます。

メモ: 物理ディスク電源の管理 タスクは、PERC H700、H800、H310、および H330 カードでホット
スペアと未設定ディスクをスピンダウンすることによって提供されます。PERC H710、H710P、H810、
H730P、H730、H830、および PERC FD33xD/FD33xS カードも、追加の省電力モードを備えた 物理デ
ィスク電源の管理 タスク、設定済みドライブのスピンダウン、および 自動ディスク省電力（アイドル 
C） オプションをサポートします。

メモ: このタスクは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポートされ
ません。

電力消費量を管理するには、次のモードのうちひとつを有効化することができます。

• 省電力モードなし — これはコントローラのデフォルトのモードです。このモードでは、すべての省電力
機能が無効になります。

• バランス省電力モード — I/O 遅延を抑えながら良好な省電力機能を提供します。

• 最大省電力モード — 全ドライブに対し、最大限の省電力機能を提供します。

• カスタム省電力モード — 省電力設定のカスタマイズが可能です。この電力モードを選択するとデフォル
ト値が入力されます。有効にする機能の選択とクリアが可能です。サービス品質（QoS） を選択して設
定ドライブの省電力をカスタマイズすることが可能で、これには、スピンアップする 開始時刻 および 時
間間隔 を設定します。

サービス品質（QoS） 機能を有効にするには、次の手順を実行します。

1. カスタム省電力モード を選択します。

2. 設定済みドライブのスピンダウン オプションで 有効化 を選択します。

関連概念

物理ディスク電源の管理オプションのプロパティ

未設定ドライブおよびホットスペアの物理ディスク電源

カスタム省電力モードによる物理ディスク電源の管理

QoS オプションによる物理ディスク電源の管理

QoS オプションの時間間隔の管理

物理ディスク電源の管理オプションのプロパティ

次の表では、物理ディスク電源の管理 オプションのプロパティを示します。

表 16. 物理ディスク電源の管理プロパティ

プロパティ 定義

未設定ドライブのスピンダウン 有効 オプションを選択した場合、指定された時間間
隔中に操作されなかった未設定ディスクをスピンダ
ウンします。

ホットスペアのスピンダウン 有効 オプションを選択した場合、指定された時間間
隔中にホットスペアで読み取り / 書き込み操作が実
行されないと、ホットスペアがスピンダウンされま
す。
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プロパティ 定義

設定済みドライブのスピンダウン 有効 オプションを選択した場合、指定された時間間
隔中に操作されなかった設定済みディスクをスピン
ダウンします。

自動ディスク省電力（アイドル C） 追加省電力機能のために 自動ディスク省電力（アイ
ドル C） 機能を 有効 または 無効 にします。有効化
すると、レガシードライブに影響を与えずに新世代
の省電力が有効化されます。

スピンダウンの時間間隔 ホットスペアと未設定ドライブをスピンダウンする
までの時間間隔を設定します。

サービス品質（QOS）

サービス品質（QoS）設定の有効化 これを選択して、スピンアップ動作の開始時刻と間
隔を仮想ディスクレベルで設定します。

メモ: このオプションは、設定済みドライブのス
ピンダウン オプションが選択されている場合
にのみ使用できます。

開始時刻（HH:MM） バッテリ学習サイクルの開始時刻を表示します。こ
のオプションは、サービス品質設定の有効化 が選択
されている場合にのみ使用可能です。

スピンアップの時間間隔（時間単位） バッテリ学習サイクルのスピンアップの時間間隔を
表示します。時間間隔は 1～24 時間に設定できま
す。

関連概念

物理ディスク電源の管理

未設定ドライブおよびホットスペアの物理ディスク電源

1. 未設定ドライブのスピンダウン および ホットスペアのスピンダウン オプションで 有効 を選択します。

2. 変更の適用 をクリックします。終了して変更をキャンセルするには、前のページに戻る をクリックしま
す。

関連概念

物理ディスク電源の管理

カスタム省電力モードによる物理ディスク電源の管理

カスタム省電力モード で物理ディスクの電源管理を行うには、次の手順を実行します。

1. カスタム省電力モード オプションを選択します。

2. 残りのパラメータを 物理ディスク電源の管理 ページで編集します。または次の項で説明するように 
QoS セクションでオプションを設定することもできます。

関連概念

物理ディスク電源の管理
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QoS オプションによる物理ディスク電源の管理

QoS オプションで物理ディスク電源を管理するには、次の手順を実行します。

1. カスタム省電力モード オプションを選択します。

2. 設定済みドライブのスピンダウン ドロップダウンメニューで、有効 を選択します。

3. サービスの品質（QoS） オプションが有効化されます。

スピンアップの 開始時刻 および 時間間隔 を入力します。

4. 適用 をクリックします。

関連概念

物理ディスク電源の管理

QoS オプションの時間間隔の管理

QoS オプションの時間間隔を仮想ディスクレベルで管理するには、次の手順を実行します。

1. サービス品質（QoS） ページで、QoS 設定の有効化 を選択します。

2. 開始時刻 を設定します。

開始時刻の範囲は 1～24 時間です。

3. 変更の適用 をクリックします。

メモ: サービス品質設定の有効化 オプションは、設定済みドライブのスピンダウン オプションが有

効の場合にのみ有効化されます。

関連概念

物理ディスク電源の管理

Storage Management での物理ディスク電源の管理の検索方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開して、コントローラオブジェ
クトを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから 物理ディスク電源の管理 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

保存キャッシュの管理

保存キャッシュ管理 機能は、コントローラキャッシュデータを無視または復元するオプションを提供しま

す。

ライトバックポリシーでは、データは物理ディスクに書き込まれる前にキャッシュに書き込まれます。仮想

ディスクがオフラインになるか、何らかの理由で削除されると、キャッシュ内のデータは失われます。

キャッシュ内のデータは、意図しないケーブル障害または停電によっても失われる場合があります。このよ

うな障害の場合、仮想ディスクのリカバリ、またはキャッシュのクリアが行われるまで、Storage 

Management は保存キャッシュまたはダーティキャッシュに書き込まれたデータを保持します。

この機能はファームウェアバージョン 6.1 以降を搭載した SAS コントローラでのみ使用できます。
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コントローラの状態は保存キャッシュに影響されます。コントローラに保存キャッシュがある場合、コント

ローラの状態は劣化と表示されます。

注意: Storage Management を使用して保存キャッシュを管理できない場合もあります。たとえば、D1 
と D2 という 2 つのディスクのある RAID 1 レベルを使用しているとします。D2 を取り外すと、仮想デ
ィスクが劣化してコントローラキャッシュのデータが D1 に書き込まれます。そのため、D1 に最新デ
ータがあります。ここで D2 を再度挿入して D1 を取り外すと、仮想ディスクは劣化状態のままで最新
データもありません。

保存キャッシュを破棄できるのは、次の条件がすべて満たされる場合に限られます。

• コントローラに外部設定がない。クリックしてプレビュー を選択して外部設定の詳細を表示します。「外
部設定操作」を参照してください。

• コントローラにオフラインまたは欠落した仮想ディスクがない。オフラインまたは欠落した仮想ディス
クがある場合は、これらの仮想ディスクのバックアップがあることを確認してください。

• どの仮想ディスクへのケーブルも切断されていない。

暗号化キー

コントローラは暗号化キーを使用して SED へのアクセスをロックまたはロック解除します。各暗号化対応

コントローラには、それぞれ暗号化キー 1 つのみを作成できます。

LKM を使用している場合は、暗号化キー識別子とパスフレーズを入力して暗号化キーを作成する必要があり

ます。

暗号化キー識別子

暗号化キー識別子 は パスフレーズ に対してユーザーが指定したテキストラベルです。この識別子は、外部

暗号化された SED ドライブのインポートの認証中に、どの パスフレーズ を入力するかを判断するために役

立ちます。

パスフレーズ

パスフレーズ は、コントローラが暗号化キーを作成するために使用するユーザー指定の文字列です。

メモ: 暗号化キーおよびパスフレーズのガイドラインの詳細については、  アイコンを 暗号化キーの
管理 ページでクリックしてください。

関連概念

暗号化キーの管理

暗号化キーの作成と LKM の有効化

選択したコントローラで暗号化キーを作成するには、次の手順を実行します。

1. ローカルキー管理（LKM）を有効にする オプションを選択します。

2. 暗号化キー識別子 を入力します。

暗号化キー識別子 には、数字、英字（大文字と小文字の両方が使用可能）、英数字以外の文字、または

これらの任意の組み合わせを使用できます。

メモ: 暗号化キー識別子 と パスフレーズ のガイドラインについては、ページ上の  アイコンを

クリックしてください。

3. パスフレーズ を入力します。
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パスフレーズ には最低 1 文字の数字、英字（大文字と小文字の両方が使用可能）、および英数字以外の

文字（スペースを除く）を含める必要があります。

メモ: Server Administrator Storage Management では、パスフレーズ テキストボックスの下にパ

スフレーズ候補が表示されます。

4. 暗号化キー資格情報を分散 Web サーバーを実行しているシステム上のファイルに保存する場合は、エス
クロー チェックボックスを選択します。

パス フィールドが表示されます。ファイルを保存するパスを入力します。パスには .xml 拡張子が付く

ファイル名を含めるようにしてください。保存したファイルには、SAS アドレス、暗号化キー識別子、

パスフレーズ、修正日の情報が含まれます。このファイルは今後の参照用に使用できます。

注意: パスフレーズ を忘れると、回復することはできないことを理解しておくことが重要です。忘

れたパスワードに関連付けられた物理ディスクを別のコントローラに移動した場合、またはコント

ローラが故障したり交換された場合、そのディスクのデータにアクセスできなくなります。

メモ: 暗号化キー識別子 または パスフレーズ のファイルに特殊文字 &、 " 、<、> などが含まれる

場合、それぞれ &amp; 、&quot;、&lt; 、&gt; と書き換えられます。

メモ: ファイルの保存中にシステムがクラッシュした場合、そのバックアップファイルが指定した

場所に保存されます。

5. パスフレーズを使用することの影響を理解したことを示すチェックボックスを選択して、変更の適用 を
クリックします。

コントローラの 情報 / 設定 ページで、暗号化キーが存在 が はい に設定され、暗号化モード が LKM に

設定されます。

暗号化キーの変更または削除

コントローラに設定済みの暗号化キーがある場合は、コントローラの暗号化キーを変更することができます。

暗号化したコントローラの暗号化キーは、暗号化仮想ディスクがない場合にのみ削除できます。

暗号化キーを変更するには、新規暗号化キー識別子 と パスフレーズ を入力します。現在の パスフレーズ の

認証が求められます。変更を適用する前に、パスフレーズの重要性およびパスフレーズを保存しない場合の

影響に関するメモをお読みください。

暗号化キーを変更すると、新しい暗号化キーを使用するようにコントローラの既存の設定がアップデートさ

れされます。以前に暗号化ドライブを取り外している場合は、その暗号化ドライブのインポートに古いパス

フレーズでの認証を行う必要があります。

暗号化キーの変更時には、新しい暗号化キー資格情報を分散 Web サーバーを実行しているシステム上のファ

イルに保存またはアップデートすることができます。エスクロー チェックボックスを選択します。コント

ローラの暗号化キー資格情報をすでに保存した場合、ファイルのパスを入力することによってそのコントロ

ーラの資格情報がアップデートされます。資格情報が新しいコントローラ用である場合、詳細が同じファイ

ルに追加されます。

資格情報をファイルに保存していない場合、ファイルを保存するパスを入力することができます。パスに

は .xml 拡張子が付くファイル名が含まれる必要があります。変更の適用時に、このファイルが資格情報付き

で作成されます。

暗号化キーを削除すると、暗号化仮想ディスクを作成できなくなり、暗号化された未設定の自己暗号化ドラ

イブはすべて消去されます。ただし、暗号化キーの削除は外部ディスクの暗号化またはデータには影響しま

せん。暗号化キー資格情報をファイルに保存した場合、暗号化キーを削除してもファイルは削除されません。

ファイルの管理はシステム管理者の責任です。
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暗号化キーの管理

メモ: このタスクは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポートされ
ません。

メモ: 暗号化の設定に SED は必須ではありません。暗号化設定は仮想ディスクおよび SED の設定に使
用されます。

メモ: コントローラで暗号化が無効になっている場合、SED ドライブを使用して作成された仮想ディス
クの暗号化を手動で有効にします。 コントローラの暗号化が有効になった後で仮想ディスクが作成さ
れた場合でも、暗号化された仮想ディスクを作成するには、仮想ディスクの作成中に詳細設定ウィザー
ド で暗号化オプションを選択する必要があります。

暗号化対応コントローラでは、暗号化キーの管理 タスクによって LKM モードの暗号化を有効化できます。

LKM を有効化すると、暗号化対応コントローラで暗号化キーを作成してローカルに保存できます。暗号化キ

ーの変更と削除も可能です。

メモ: このタスクは PERC H7x0 および H8x0 コントローラでのみ使用できます。

関連概念

パスフレーズ

Storage Management の暗号化キーの管理タスク

Storage Management の暗号化キーの管理タスクに移動するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開します。

2. ストレージダッシュボード → 使用可能なタスク ドロップダウンメニュー → 暗号化キーの管理...と移動
します。

3. 実行 をクリックします。

Storage Management の暗号化キーの管理タスク — 方法 2

別の方法で Storage Management の 暗号化キーの管理 タスクに移動するには、次の手順を実行します。

1. ストレージ ツリーオブジェクトを展開して、コントローラオブジェクトを表示します。

2. 暗号化対応コントローラオブジェクトを選択します。

3. 情報 / 設定 をクリックします。

4. コントローラタスク ドロップダウンメニューから 暗号化キーの管理.... を選択します。

5. 実行 をクリックします。

コントローラが暗号化対応で暗号化キーが存在しない場合、暗号化キーの作成 ページが表示されます。それ
以外の場合は、暗号化キーの変更または削除 ページが表示されます。

非 RAID ディスクへの変換

対応 PERC アダプタで、次の手順を実行します。

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

メモ: このタスクは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポートされ
ません。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで ストレージ を展開し、コントローラオブジェク
トを表示します。 
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2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. コントローラタスク ドロップダウンメニューで 非 RAID への変換 タスクを選択します。

準備完了 状況のディスクが表示されます。

5. 変換するドライブを選択します。

6. 適用 をクリックします。

ディスクが変換されたという確認が表示されます。

関連概念

RAID 対応ディスクへの変換

RAID 対応ディスクへの変換

対応 PERC アダプタで、次の手順を実行します。

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

メモ: このタスクは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポートされ
ません。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで ストレージ を展開し、コントローラオブジェクト
を表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. コントローラタスク ドロップダウンメニューで RAID 対応ディスクへの変換 を選択します。

非 RAID ディスクが表示されます。

5. 変換するドライブを選択します。

6. 適用 をクリックします。

ディスクが変換されたという確認が表示されます。

関連概念

非 RAID ディスクへの変換

コントローラモードの変更

コントローラモードを RAID（Redundant Array of Independent Disks）、またはホストバスアダプタ（HBA）
モードに変更することができます。コントローラモードを変更するには、次の手順を実行します。

メモ: このオプションは、PowerEdge RAID Controller 9（PERC 9）以降のハードウェアコントローラ
シリーズのみでサポートされています。

メモ: コントローラモードを RAID から HBA、または HBA から RAID に変更する場合、特定の機能が異
なる場合があります。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで ストレージ を展開し、コントローラオブジェクト
を表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. コントローラタスク ドロップダウンメニューで、コントローラモードの変更... を選択し、実行 をクリッ
クします。
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コントローラモードの変更 ウィンドウが表示されます。現在のコントローラモード セクションには、コ

ントローラのモード（RAID または HBA）が表示されます。

5. コントローラモードの変更 セクションから RAID または HBA を選択し、変更の適用 をクリックします。

6. 変更の適用 をクリックした後で次のいずれかのエラーメッセージが表示された場合は、OK をクリック
してから 前のページに戻る をクリックし、エラーメッセージにリストされたオプションを無効化または
削除して、手順 1～5 を繰り返します。

• コントローラは、すでに選択したモードで実行されています。 - 現在のコントローラモード セクシ
ョンでコントローラモードをチェックしてから、続行します。

• コントローラに外部設定が存在している間は、コントローラモードを変更できません。 - 外部設定を
すべて削除してから、コントローラモードを変更する手順を繰り返します。

• コントローラ上に保存されたキャッシュが存在している間は、コントローラモードを変更できませ
ん。 - 保存されたキャッシュを削除してから、コントローラモードを変更する手順を繰り返します。

• コントローラに仮想ディスクが存在している間は、コントローラモードを変更できません。 - 仮想デ
ィスクをすべて削除してから、コントローラモードを変更する手順を繰り返します。

• コントローラにホットスペアが存在している間は、コントローラモードを変更できません。 - ホット
スペアをすべて削除してから、コントローラモードを変更する手順を繰り返します。

• セキュリティキーがコントローラに割り当てられている間は、コントローラモードを変更できませ
ん。 - セキュリティキーを削除してから、コントローラモードを変更する手順を繰り返します。

7. 変更を適用するには、サーバーを再起動する必要があります。コントローラモードを変更してよろしい
ですか? というメッセージが表示されたら、OK をクリックします。

8. サーバーを再起動して、コントローラモードを正常に変更します。

関連リンク

• コントローラタスク

RAID0 の自動設定操作

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

準備完了 状態にあるすべての物理ディスクを RAID0 仮想ディスクに自動設定するには、この機能を使用す
ることができます。この機能は、最新ファームウェアバージョンを備えた PERC 9 シリーズのハードウェア
コントローラでサポートされています。

メモ: RAID0 の自動設定操作がサポートされるのは、SAS および SATA HDD のみです。サーバー内に使
用可能な SSD がある場合、この機能は RAID0 の自動設定操作実行時にその SSD を無視します。

メモ: 単一のストレージコントローラ上で RAID0 の自動設定操作を実行する時にサポートされる物理
ディスクの最大数は 192 台です。準備完了 状態にある物理ディスクだけが、RAID 0 仮想ディスクに設
定されます。

続行する前に、物理ディスクの詳細ページに移動して、物理ディスクが 準備完了 状態かどうかを検証しま

す。物理ディスクを RAID 0 仮想ディスクに設定するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

4. コントローラタスク ドロップダウンメニューで RAID0 の自動設定 を選択し、実行 をクリックします。

RAID0 の自動設定 ウィンドウが表示されます。このウィンドウに表示されるメッセージを読んでから

続行します。

5. 確認 をクリックして物理ディスクを設定します。

95



自動設定操作は、設定と使用可能な 準備完了 状態の物理ディスクの数に応じて完了に時間がかかる場合

があります。RAID0 の自動設定 操作が成功するのは、アラートログ がアップデートされている場合の

みです。詳細については、アラートログ をチェックしてください。

メモ: 準備完了 状態の物理ディスクが存在しない場合にこの手順を繰り返しても、RAID0 の自動設定操
作はエラーメッセージを表示することなく要求を自動的に無視します。アラート、およびアラートの対
応処置の詳細については、dell.com/openmanagemanuals で、『Server Administrator メッセージリフ
ァレンスガイド』を参照してください。

使用可能なレポートの表示 

レポートを表示するには、次の手順を実行します。

1. ストレージ ツリーオブジェクトを展開して、コントローラオブジェクトを表示します。

2. コントローラオブジェクトを選択します。

3. 情報 / 設定 をクリックします。

4. レポートの選択 ドロップダウンメニューからレポートを選択します。

5. 実行 をクリックします。

使用可能なレポート

• 巡回読み取りレポートの表示

• 整合性チェックレポートの表示

• スロット占有レポートの表示

• 物理ディスクファームウェアバージョンレポートの表示

巡回読み取りレポートの表示

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

巡回読み取りレポートは、コントローラで実行されたすべての巡回読み取りについての情報を時系列に沿っ

て提供します。最終実行時刻や結果などの情報を示します。巡回読み取りが失敗した場合は、その理由が表

示されます。

関連概念

巡回読み取りモードの設定

Storage Management での巡回読み取りレポートの表示の検索方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ をクリックします。

2. レポートの選択 ドロップダウンメニューから 巡回読み取りレポートの表示 を選択します。

3. 実行 をクリックします。

整合性チェックレポートの表示

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。
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整合性チェックレポートは、コントローラで実行されたすべての整合性チェックについての情報を時系列に

沿って提供します。最終実行時刻や結果などの情報を示します。整合性チェックが失敗した場合は、その理

由が表示されます。

関連概念

整合性チェックの実行

Storage Management での整合性チェックレポートの表示の検索方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ をクリックします。

2. レポートの選択 ドロップダウンメニューから 整合性チェックレポートの表示 を選択します。

3. 実行 をクリックします。

スロット占有レポートの表示

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

スロット占有レポートの表示 によって、すべてのエンクロージャおよびバックプレーンの空きスロットと使

用中スロットの詳細が表示できます。このタスクは、物理ドライブスロットの占有を示すダイアグラムを提

供します。各スロットにマウスを合わせて、物理ディスク ID、状況、サイズなどの詳細を表示します。

物理ディスクファームウェアバージョンレポートの表示

メモ: このオプションは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポート
されません。

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

物理ディスクファームウェアバージョンレポート は、現在のファームウェアと、現在使用可能なファームウ

ェアおよびレガシードライブモデルのリストとを比較します。

メモ: HDD ファームウェアバージョンレポートを生成するには、ドライブのネゴシエート可能な速度と
モデル番号が hddfwver.csv ファイルのエントリ索引用キーとして使用されます。ドライブのネゴシエ
ート可能な速度がコントローラから取得できない場合は、ドライブのモデル番号が hddfwver.csv ファ
イルのエントリ索引用キーとして使用されます。

レポートは各コントローラごと、またはストレージシステム全体で実行できます。

各コントローラレポートには、ストレージ → コントローラ → 情報 / 設定 → 使用可能なレポート → 物理デ

ィスクファームウェアバージョンレポートの表示 → 実行 とクリックします。

ストレージシステムレポートには、ストレージ → 情報 / 設定 → グローバルタスク → 物理ディスクファーム

ウェアバージョンレポートの表示 → 実行の順に選択します。

最新の比較ファイル（hddfwver.csv）がない場合は、最新版をダウンロードするためにサービスプロバイダ

にお問い合わせください。次の場所で、既存の hddfwver.csv ファイルを新しいファイルと置き換えます。

Windows を実行しているシステムの場合

C:\<Program Files (x86)>\Dell\SysMgt\sm
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C:\Program Files は、システムに応じて異なる場合があります。

Linux を実行しているシステムの場合

/opt/dell/srvadmin/etc/srvadmin-storage/hddfwver.csv

ESXi を実行しているシステムの場合

/etc/cim/dell/srvadmin/srvadmin-storage/hddfwver.csv

すべての物理ディスクの既存ファームウェアが最新である場合、次のメッセージが表示されます。

There are no physical disks available that require firmware update.

関連概念

物理ディスクファームウェアバージョンレポートのプロパティ

物理ディスクファームウェアバージョンレポートのプロパティ

レポートには、次の表にリストされるように、ファームウェアアップグレードが必要なドライブの情報が表

示されます。

表 17. 物理ディスクファームウェアバージョンレポートのプロパティ

プロパティ 定義

名前 アップデートが必要な各ドライブの関係または場所が表示さ

れます。この関係は、次の例のように、ドライブの場所の 2 桁

または 3 桁のマッピングで示されます

2 桁マッピング： 0:1 = コントローラ 0: スロット 1、3 桁マッ
ピング： 1:0:4 = コントローラ 1: コネクタ 0: スロット 4

モデル番号 特定 OEM ベンダのドライブ、およびドライブ容量と関連付け

られている一意の番号が表示されます。

Firmware Version（ファームウェアバージ

ョン） 

システム内の特定ドライブ上で現在実行されているファーム

ウェアのバージョンが表示されます。

使用可能な最新ファームウェアバージョ

ン 

比較ファイルのファームウェアバージョンと比較されるファ

ームウェアバージョンが表示されます。

Nautilus EFI Nautilus はオフラインのファームウェアアップデートに使用

するツールです。Nautilus EFI は対応サーバーの第 11 世代で

機能するツールのバージョンです。このツールは、複数ドライ

ブタイプの 1 回のスキャンでのアップデート、および 

procedure boot のアップデートを行い、USB キーから実行さ

れます。Nautilus EFI 列にパーツ番号が入力されている場合、

そのドライブは第 11 世代のサーバーに搭載されて出荷されて

います。ダウンロードすると、このツールは ドライブファーム

ウェアのダウンロード の下に NautilusEFIAxx_ZPE.exe 形式

のファイル名で表示されます。

Nautilus DOS Nautilus はオフラインのファームウェアアップデートに使用

するツールです。Nautilus DOS は SAS / SATA ドライブ装備の
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プロパティ 定義

対応サーバー第 9～11 世代で機能するツールのバージョンで

す。このツールは、複数ドライブタイプの 1 回のスキャンでの

アップデート、および procedure boot のアップデートを行い、

USB キー、Preboot eXecution Environment（PXE）、または 

CD-ROM から実行されます。Nautilus DOS 列にパーツ番号

が入力されている場合、そのドライブは第 9～11 世代のサーバ

ーに搭載されて出荷されています。ダウンロードすると、この

ツールは ドライブファームウェアのダウンロード の下に 

NautilusAxx_ZPE.exe 形式のファイル名で表示されます。

DUP 再起動必須 このフィールドが はい に設定されている場合、Update 

Package（DUP）フィールドは空白になりません。このフィー

ルドはオンライン DUP の可用性を示します。DUP は、オンラ

イン実行可能ファイル経由でのファームウェアペイロードへ

の送信を許可しますが、ファームウェアは次のシステム再起動

までディスクにコミットされません。そのため、オンライン実

行可能ファイルを起動できるアプリケーションまたはスクリ

プトを使用して 1 対多のオンライン配布を実行することが可

能です。

DUP 単一のドライブファミリーで実行される単一の実行可能ファ

イルです。Nautilus と違って、異なるドライブをアップデート

するには異なる DUP パッケージを使う必要があります。1 つ

の DUP パッケージは、その DUP パッケージに該当する全ドラ

イブを 1 回の実行でアップデートします。DUP は再起動する

ことなくオンラインで実行できます。DUP オンラインファー

ムウェアアップグレード中は I/O 操作を停止するか、少なくと

も低下させることを推奨します。

パーツ番号 ドライブ障害発生時、物理ディスクファームウェアバージョン

レポートの表示 を実行して故障したドライブのパーツ番号を

確認し、ドライブにアップデートが必要なものがあるかどうか

をチェックできます。
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8
PERC 9 ハードウェアコントローラのサポー
ト
PowerEdge RAID Controller（PERC）シリーズのエンタープライズクラスコントローラは、強化されたパフ

ォーマンス、より優れた信頼性とフォールトトレランス、およびシンプル化された管理のために設計されて

おり、堅牢なインフラストラクチャを作成し、サーバーの稼働時間の最大化を援助するための強力かつ管理

しやすい方法を提供します。PERC 9 シリーズのハードウェアコントローラの導入は、ストレージソリュー

ションの向上も実現します。

新しい PERC 9 シリーズのハードウェアコントローラは、次のストレージ拡張機能をサポートします。

• PERC 9 ハードウェアコントローラでの RAID レベル 10 仮想ディスクのサポート 

• アドバンスドフォーマット 4KB セクタハードディスクドライブのサポート

• T10 標準保護情報（PI）- データ整合性フィールド

メモ: Storage Management に表示されるコントローラの順序は、ヒューマンインタフェース（HII）お
よび PERC オプション ROM に表示される順序と異なる場合があります。コントローラの順序が原因
で制限が生じることはありません。

 

PERC 9 ハードウェアコントローラでの RAID レベル 10 仮
想ディスク作成のサポート 

RAID レベル 10 は、ドライブ故障時における最高速のリカバリ機能と、高パフォーマンスおよび冗長性を必

要とするユーザーのためのソリューションです。RAID レベル 10 セットアップの維持には費用がかかりま

すが、RAID レベル 1 と RAID レベル 0 のプロパティが組み合わされていることにより、いくつかの利点があ

ります。

PERC 9 ハードウェアコントローラでの RAID レベル 10 仮想ディスク作成は、不均等スパン機能をサポート

します。PERC 9 ハードウェアコントローラで RAID レベル 10 仮想ディスクを作成するときは、ファームウ

ェアがセットアップのための優先スパンレイアウトを提案します。

メモ: PERC 9 ハードウェアコントローラを使用した RAID レベル 10 仮想ディスクセットアップでは、

最小 4 台から最大 256 台の物理ディスクを使用することができます。

PERC 9 ハードウェアコントローラでは、次のウィザードを使用して RAID レベル 10 仮想ディスクを作成す

ることができます。

• 簡易設定ウィザード

• 詳細設定ウィザード

メモ: PERC 9 ハードウェアコントローラでの仮想ディスクの作成手順は、他の PERC ハードウェア
コントローラと同じです。

関連タスク
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• 仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード

• 仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード

不均等スパンでの RAID レベル 10 仮想ディスクの作成

不均等スパンでの RAID レベル 10 仮想ディスクの作成機能は、Storage Management ユーザーインタフェー

ス（UI）とコマンドラインインタフェース（CLI）で使用できます。Storage Management CLI についての情

報は、『Server Administrator コマンドラインインタフェースガイド』を参照してください。

• 選択された最小（および均等）数の物理ディスク数に基づいて、PERC 9 ハードウェアコントローラ上の

ファームウェアが、優先されるスパンのレイアウトを推奨します。

メモ: Storage Management CLI からの RAID レベル 10 仮想ディスクの作成コマンドは、PERC 9 ハ
ードウェアコントローラ上のオプションパラメータ [spanlength=<n>] をサポートしません。

• 詳細設定ウィザード は、PERC 9 ハードウェアコントローラ上での RAID レベル 10 仮想ディスクの作成
でスパンの長さを選択するオプションを提供しません。

• PERC 9 ハードウェアコントローラの 簡易設定ウィザード で作成された RAID レベル 10 仮想ディスク

のスパンレイアウトには、PERC 9 ハードウェアコントローラのファームウェアによって推奨されたスパ

ンレイアウトが使用されます。

メモ: Storage Management では、RAID レベル 10 の仮想ディスクの作成に、PERC 9 ハードウェア
コントローラファームウェア推奨のスパンレイアウトが使用されます。

• PERC 9 ハードウェアコントローラファームウェア推奨のレイアウトは、同じ物理ディスクのセットで同

じです。

• インテリジェントミラーリング 機能は PERC 9 ハードウェアコントローラでサポートされています。

• PERC 9 ハードウェアコントローラで 詳細設定ウィザード を使用して仮想ディスクを作成する場合、 選
択された物理ディスク の下のスパンのレイアウト情報は表示されません。

• PERC 9 ハードウェアコントローラでのスライスされた RAID レベル 10 仮想ディスクの作成では、均等

スパンがサポートされます。

• 詳細設定ウィザード を介した、RAID レベル 10 仮想ディスク用に選択された物理ディスクのグループ化

は、PERC 9 ハードウェアコントローラではサポートされていません。

• 外部構成を PERC 9 ハードウェアコント以前から PERC 9 ハードウェアコントローラにインポートする

場合、RAID レベル 10 仮想ディスクハードウェアのスパンレイアウトは同じです。

• RAID レベル 10 仮想ディスクの外部構成を PERC 9 ハードウェアコントローラから別の PERC 9 ハード

ウェアコントローラにインポートする場合、スパンレイアウトは変更されません。

メモ: 外部構成 （RAID レベル 10 仮想ディスク以外）を PERC 9 ハードウェアコントローラから 
PERC 9 以前のハードウェアコントローラにインポートすることはサポートされません。

関連タスク

• 仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード

• 仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード

アドバンスドフォーマット 4KB セクタハードディスクドラ
イブのサポート

Storage Management での PERC 9 シリーズハードウェアコントローラのサポート導入により、レガシー 

512B セクタハードディスクドライブを使用するユーザーがアドバンスドフォーマット 4KB セクタハードデ
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ィスクドライブに移行することが可能になりました。4KB セクタハードディスクドライブは、8 台の 512B 

セクタハードディスクドライブに保存されていたデータを 1 つの 4096B（4K）セクタに統合することによ

り、ストレージ表面メディアをより効率的に活用します。4KB セクタハードディスクドライブのデータ統合

機能は、データ効率性とエラー訂正機能の向上を実現します。

Storage Management は PERC 9 ハードウェアコントローラに接続された 4KB セクタハードディスクドラ

イブでの仮想ディスクの作成をサポートします。

メモ: 4KB セクタハードディスクドライブは、PERC 9 シリーズハードウェアコントローラより前のコ

ントローラではサポートされません。4KB セクタハードディスクドライブが PERC 9 より前のハード

ウェアコントローラに接続されると、4KB セクタハードディスクドライブは 非対応 として表示されま

す。

• 詳細設定ウィザード を使用して仮想ディスクを作成するときは、セクタサイズ ドロップダウンリストか

ら物理ディスクセクタを選択することができます。使用できるオプションは次のとおりです。

– 512B

– 4 KB

• ハードディスクドライブセクタの混在は Storage Management では許可されないため、仮想ディスクの

作成に 4KB セクタハードディスクドライブと 512B セクタハードディスクドライブの両方を使用するこ

とはできません。

メモ: システムに 512e セクタハードディスクドライブがある場合、512e セクタハードディスクド
ライブは 512B セクタハードディスクドライブとして識別 / 報告され、512B セクタハードディスク
ドライブと同様に動作します。

ホットスペアに関する考慮事項 — 4K セクタハードディスクドライブ

以下は、PERC 9 ハードウェアコントローラでサポートされる 4KB セクタハードディスクドライブのための

ホットスペア（専用またはグローバルホットスペア）に関する考慮事項です。

• 512B セクタハードディスクドライブで作成された仮想ディスク用の専用ホットスペアとして 4KB セク

タハードディスクドライブを割り当てることはできません。その逆の場合も同様です。

• 作成された仮想ディスクが 512B セクタハードディスクドライブのみで構成されている場合、グローバル

ホットスペアとして 4KB セクタハードディスクドライブを割り当てることはできません。その逆の場合

も同様です。

• 作成された仮想ディスクに 4KB セクタハードディスクドライブと 512B セクタハードディスクドライブ

がある場合、グローバルホットスペアとして 4KB セクタハードディスクドライブを割り当てることがで

きます。その逆の場合も同様です。

メモ: この処置を実行すると、警告メッセージが表示されます。

関連タスク

• 仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード

再構成に関する考慮事項 — 4KB セクタハードディスクドライブ

512B セクタハードディスクドライブで構成されている仮想ディスクで 4KB セクタハードディスクドライブ

を再構成することはできません。その逆の場合も同様です。
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T10 標準保護情報（PI） — データ整合性フィールド

Storage Management への PERC 9 ハードウェアコントローラの導入は、ストレージソリューションにおけ

る必要不可欠な変化をもたらしました。データ整合性は、システムに保存されたデータの寿命全体を通じて

データの正確性と一貫性を保証することから、ストレージソリューションには不可欠な要素です。データ整

合性は、障害の警告発生時におけるデータ損失からシステムを守るための、実用的なソリューションです。

PERC 9 ハードウェアコントローラでサポートされるこの新しい機能は、仮想ディスクに対する T10 保護情

報（PI）の設定を可能にします。T10 保護情報（PI）機能は、エラーを検出するため、ドライブに書き込ま

れたデータ、およびドライブから読み取られたデータを検証します。

メモ: 詳細設定ウィザード を使用して仮想ディスクを作成する場合は、仮想ディスクタイプの選択 ドロ

ップダウンリストから T10 PI オプションを選択して有効化することができます。

関連タスク

• 仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード

• 仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード

ホットスペアに関する考慮事項 - T10 保護情報機能

以下は、PERC 9 ハードウェアコントローラ上の T10 保護情報（PI）対応物理ディスクのためのホットスペ

ア（専用またはグローバルホットスペア）に関する考慮事項です。

• T10 PI 有効の仮想ディスクへの専用ホットスペアとして割り当てることができるのは T10 PI 対応物理デ

ィスクのみです。

• PERC 9 ハードウェアコントローラ上の T10 PI 無効の仮想ディスクには、T10 PI 対応または非対応の物

理ディスクを専用ホットスペアとして割り当てることができます。

• T10 PI 無効の仮想ディスクと共に T10 PI 有効の仮想ディスクが存在する場合、T10 PI 非対応の物理ディ

スクのグローバルホットスペアとしての割り当ては正常に行われます。

メモ: この処置を実行するとエラーメッセージが表示されます。

• T10 PI 無効の仮想ディスクのみが存在する場合は、T10 PI 対応物理ディスクをグローバルホットスペア

として割り当てることができます。

• T10 PI 非対応の物理ディスクを使用して T10 PI 有効の仮想ディスクを再構成することはできません。

関連タスク

• 仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード

• 仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード
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9
エンクロージャとバックプレーン
物理ディスクはエンクロージャに収容、またはシステムのバックプレーンに接続することができます。エン

クロージャはシステムに外部接続されますが、バックプレーンとその物理ディスクはシステム内蔵です。

 
関連概念

エンクロージャ

バックプレーン

バックプレーン

バックプレーン オブジェクトは、Storage Management ツリー表示でコントローラと コネクタ オブジェク

トを展開することによって表示できます。Storage Management はバックプレーンおよび接続された物理デ

ィスクの状態を表示します。バックプレーンはエンクロージャに似ています。バックプレーンで、コントロ

ーラのコネクタと物理ディスクはエンクロージャに接続されますが、外部エンクロージャに関連付けられた

管理機能（温度プローブ、アラームなど）はありません。

フレキシブルバックプレーンゾーニング

フレキシブルバックプレーンゾーニングは、Storage Management に導入された機能であり、これを使用す

ると単一のエクスパンダにより 2 つの PERC ハードウェアコントローラをバックプレーンまたは内蔵ドラ

イブアレイに接続することができます。この構成を使用すると、Storage Management はバックプレーンを 

2 つの PERC ハードウェアコントローラに分割することができ、その結果として、システムのパフォーマン

スは向上します。フレキシブルバックプレーンゾーニングが有効になっている場合、2 台の PERC ハードウ

ェアコントローラに接続されているすべてのバックプレーンに、同じバックプレーンの ID が表示されます。

フレキシブルバックプレーンゾーニングでは、第 1 のコントローラに接続されている物理ディスクおよび仮

想ディスクは、第 2 のコントローラには表示されず、その逆も同様です。例えば、第 1 のコントローラを使

用して仮想ディスクを作成した場合、第 1 のコントローラに接続されている物理ディスクのみが列挙され、

操作の対象となります。これは、特定のコントローラーのスロット占有レポートを表示するときにも同じこ

とが言えます。

フレキシブルバックプレーンゾーニング機能は、PowerEdge R630 および R730xd の、スロットが 24 個あ

るバックプレーンでのみサポートされています。PowerEdge R730xd で、スロットが 26 個ある場合、背面

ポートの隣にある追加の 2 つのスロットについては、この構成では考慮されません。

PCIe SSD エクステンダカードがバックプレーンに接続されている場合は、その PCIe SSD スロットはゾーン

から除外されます。これは、フレキシブルバックプレーンゾーニングでは、NVMe ドライブはサポートされ

ていないためです。サポートされている構成は、12+12、16+8、8+16、20+4、および 4+20 です。例えば、

16+8 の構成では、16 個のスロットが第 1 のコントローラに割り当てまたは接続され、第 2 のコントローラ

が自動的に残りの 8 個のスロットを引き受けます。

メモ: フレキシブルバックプレーンゾーニングは、RACADM を介してのみ設定可能で、Storage 

Management を介しては設定できません。
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メモ: フレキシブルバックプレーンゾーニングは PERC（内部）シリーズのコントローラ（PERC H730 

アダプタおよび PERC H730 ミニ）でのみサポートされています。 この機能は PERC H330 アダプタお

よび PERC H330 ミニではサポートされていません。

エンクロージャ

Storage Management はさまざまなエンクロージャと、それらのコンポーネントの管理を可能にします。エ

ンクロージャに収容された物理ディスクの管理に加え、エンクロージャのファン、電源装置、温度プローブ

の状態も監視できます。これらのコンポーネントは、Storage Management ツリービューでコントローラ、

コネクタ、エンクロージャのオブジェクトを展開して表示できます。

Storage Management ではエンクロージャをホットプラグすることができます。ホットプラグとは、オペレ

ーティングシステムの実行中に、コンポーネントをシステムに追加することを意味します。

メモ: この機能を使用するには、物理デバイスが最新のファームウェアを搭載したコントローラに接続
されている必要があります。最新の対応ファームウェアについては、サービスプロバイダにお問い合わ
せください。

エンクロージャをホットプラグまたはホット再設定した後で左のツリーを更新すると、状態と設定の変更が

表示されます。システムを再起動する必要はありません。

メモ: Storage Management ではエンクロージャのホット取り外しはできません。この変更を Storage 
Management で有効にするためシステムを再起動してください。

Storage Management は、アラートログに表示されるアラートでエンクロージャの状態変化を通知します。

次の項では、Storage Management が提供するエンクロージャコンポーネントおよび管理機能の詳細につい

て説明しています。

• エンクロージャ物理ディスク

• エンクロージャファン

• エンクロージャ電源装置

• エンクロージャ温度プローブ

• エンクロージャ管理モジュール（EMM） 

• エンクロージャとバックプレーンの正常性

• エンクロージャおよびバックプレーンのプロパティおよびタスク

エンクロージャ物理ディスク

エンクロージャ物理ディスクはツリービューのエンクロージャオブジェクト下に表示されます。ツリーから

ディスクを選択して状態情報を表示します。

エンクロージャファン

ファンはエンクロージャ冷却モジュールのコンポーネントです。エンクロージャファンは、ツリービューの 

ファン オブジェクト下に表示されます。ファンを選択して状態情報を表示することができます。
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ファンプロパティ

表 18. ファンプロパティ

プロパティ 定義

ステータス これらのアイコンはストレージコンポーネントの重大度または正常
性を示します。

 — 正常 /OK

 — 警告 / 非重要

 — 重大 / 失敗 / エラー

詳細については、「ストレージコンポーネントの重大度」を参照して
ください。

名前 ファンの名前が表示されます。

状況 ファンのステータスが表示されます。可能値には以下があります。

• 準備完了 — ファンは正常に機能しています。

• 劣化 — ファンに不具合が発生し、劣化モードで動作しています。

• オフライン — ファンまたは電源装置がエンクロージャから取り
外されました。

• 故障 — ファンに不具合が発生し、機能しなくなっています。
Storage Management は、SES コマンドを使ったエンクロージャ
との通信ができません。故障 状況は、エンクロージャが Storage 
Management からの状態クエリに応答しない場合（たとえば、ケ
ーブルの切断など）に表示されます。

• 欠落 — ファンがエンクロージャに存在しません。

パーツ番号 ファンのパーツ番号が表示されます。

このプロパティは、E.17 ファームウェア以降を備えた 22xS エンクロ
ージャでは表示されません。

Speed（速度） ファン速度を示します。値は rpm で表示されます。ファンが オフ
ライン 状況の場合、速度 プロパティの値は 不明 になります。

ファン速度を変更させる原因となるイベントについての情報は、ハー
ドウェアマニュアルを参照してください。

エンクロージャ電源装置

エンクロージャ電源装置は、ツリービューの 電源装置 オブジェクト下に表示されます。電源装置 オブジェ

クトを選択して状態情報を表示することができます。
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電源装置プロパティ

表 19. 電源装置プロパティ

プロパティ 定義

ステータス これらのアイコンはストレージコンポーネントの重大度または正常
性を示します。

 — 正常 /OK

 — 警告 / 非重要

 — 重要 / 失敗 / エラー

詳細については、「ストレージコンポーネントの重大度」を参照して
ください。

名前 電源装置の名前が表示されます。

状況 電源装置の状態が表示されます。

• 準備完了 — 電源装置が正常に動作しています。

• 劣化 — 電源装置に不具合が発生し、劣化モードで動作していま
す。

• 故障 — 電源装置に不具合が発生し、機能しなくなっています。
Storage Management は、SES コマンドを使ったエンクロージャ
との通信ができません。故障 状況は、何らかの理由でエンクロー
ジャが Storage Management からの状態クエリに応答しない場
合に表示されます。例えば、ケーブルの接続が切断されると、こ
の状況が表示されます。

• 欠落 — 電源装置がエンクロージャ内に存在しません。

パーツ番号 電源装置のパーツ番号が表示されます。

このプロパティは、E.17 ファームウェア以降を備えた 22xS エンクロ
ージャでは表示されません。

Firmware Version（ファームウェア
バージョン）

電源装置のファームウェアバージョン番号が表示されます。

エンクロージャ温度プローブ

エンクロージャ温度プローブは 温度 オブジェクト下に表示されます。温度 オブジェクトを選択して状態情

報を表示することができます。状態情報には、現在の温度（摂氏）、および温度プローブの警告と障害しきい

値が含まれます。

障害しきい値には変更できないデフォルト値がありますが、警告しきい値は設定可能です。

関連概念

温度プローブプロパティおよびタスク

関連タスク

エンクロージャ温度のチェック

温度プローブ値の設定
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温度プローブプロパティとタスクの設定

温度プローブの設定 をクリックして、温度プローブの警告しきい値を変更するためのウィザードを起動しま

す。警告しきい値は、エンクロージャ内の各温度プローブで変更できます。

温度プローブの設定ウィザードの起動方法

温度プローブの設定 ウィザードを起動するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開して、コントローラオブジェ
クトを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. コネクタ オブジェクトを展開します。

4. エンクロージャオブジェクトを展開します。

5. 温度 オブジェクトを選択します。

6. 温度プローブの設定 をクリックします。

温度プローブプロパティおよびタスク

お使いのエンクロージャがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。このウィンドウを使用して、エンクロージャの温度プローブに関する情報を表示します。

表 20. 温度プローブプロパティ

プロパティ 定義

ステータス これらのアイコンはストレージコンポーネントの重
大度または正常性を示します。

 — 正常 /OK

 — 警告 / 非重要

 — 重要 / 失敗 / エラー

詳細については、「ストレージコンポーネントの重大
度」を参照してください。

メモ: 一部のエンクロージャでは、Storage 
Management が現在のエンクロージャ温度と
温度プローブ状態を表示するまで短い遅れが生
じる場合があります。詳細については、
「Storage Management で温度プローブ状態の
アップデート前に遅延が生じる」を参照してく
ださい。

名前 温度プローブの名前が表示されます。

状況 温度プローブの状態が表示されます。

• 準備完了 — 温度プローブが正常に動作していま
す。

• 劣化 — 温度プローブに不具合が発生し、劣化モ
ードで動作しています。

• 故障 — 温度プローブに不具合が発生し、機能し
なくなっています。Storage Management は、
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プロパティ 定義

SES コマンドを使ったエンクロージャとの通信
ができません。故障状況は、何らかの理由でエン
クロージャが Storage Management からの状態
クエリに応答しない場合に表示されます。例え
ば、ケーブルの切断は 故障 状況が表示される原
因となります。

• 最小警告しきい値超過 — エンクロージャの温度
が最小警告しきい値を下回りました。

• 最大警告しきい値超過 — エンクロージャの温度
が最大警告しきい値を上回りました。

• 欠落 — 温度プローブがエンクロージャ内に存在
しません。

• 非アクティブ — 温度プローブはエンクロージャ
内に存在しますが、監視対象の EMM が取り付け
られていません。

読み取り 温度プローブによって報告されたエンクロージャの
現在の温度が表示されます。

警告しきい値 最小 プロパティと 最大 プロパティは、現在警告し
きい値に設定されている温度を示します。

Failure Threshold 最小 プロパティと 最大 プロパティは、現在エラー
しきい値に設定されている温度を示します。

関連概念

エンクロージャ温度プローブ

関連タスク

エンクロージャ温度のチェック

温度プローブ値の設定

エンクロージャ管理モジュール（EMM）

エンクロージャに取り付けられたエンクロージャ管理モジュール（EMM）は、ツリービューの EMM オブジ

ェクト下に表示されます。EMM オブジェクトを選択して、各 EMM モジュールと状態情報を表示することが

できます。

エンクロージャには 1 つ、または複数の EMM が格納されている場合があります。EMM モジュールはエンク

ロージャのコンポーネントを監視します。対象コンポーネントは次のとおりです。

• ファン

• 電源装置

• 温度プローブ

• 物理ディスクの挿入または取り外し

• エンクロージャの LED

エンクロージャのアラームが有効な場合、特定の条件が発生すると EMM がアラームをアクティブ化します。

アラームの有効化とアラームをアクティブ化する条件の詳細については、「エンクロージャアラームの有効

化」を参照してください。EMM の詳細については、エンクロージャのハードウェアマニュアルを参照してく

ださい。
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エンクロージャ内のすべての EMM モジュールには同じファームウェアバージョンをインストールする必要

があります。個々の EMM モジュールのプロパティを表示してファームウェアバージョンを確認できます。

エンクロージャの EMM ファームウェアバージョンの検証

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ
い。

EMM のファームウェアはエンクロージャと同じレベルにする必要があります。EMM ファームウェアの間で

不一致があると EMM の状態が劣化として表示されます。

EMM ファームウェアバージョンを検証するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ ダッシュボードをクリックします。

2. EMM オブジェクトが表示されるまで、ツリービューを展開します。

3. EMM オブジェクトを選択します。各 EMM ファームウェアバージョンが、右ペインの ファームウェア
バージョン 列に表示されます。

エンクロージャの EMM 関連の情報は、「エンクロージャ管理モジュール（EMM）」を参照してください。

EMM プロパティ

表 21. EMM プロパティ

プロパティ 定義

ステータス これらのアイコンはストレージコンポーネントの重大度ま
たは正常性を示します。

 — 正常 /OK

 — 警告 / 非重要

 — 重要 / 失敗 / エラー

 — 不明

詳細については、「ストレージコンポーネントの重大度」を
参照してください。

名前 EMM 名を表示します。

状況 EMM の現在の状況が表示されます。可能な値は次のとお
りです。

• 準備完了 — EMM は正常に機能しています。

• 劣化 — EMM に不具合が発生し、劣化モードで動作して
います。

• 故障 — EMM に不具合が発生し、機能しなくなっていま
す。Storage Management は、SES コマンドを使ったエ
ンクロージャとの通信ができません。故障 状況は、何ら
かの理由でエンクロージャが Storage Management か
らの状態クエリに応答しない場合に表示されます。例
えば、ケーブルの切断などです。

• 欠落 — EMM がエンクロージャに存在しません。
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プロパティ 定義

• 未取り付け — EMM がエンクロージャ内に存在しませ
ん。

パーツ番号 EMM モジュールのパーツ番号が表示されます。

タイプ EMM が SCSI SES モジュール であるか、SCSI ターミネータ 
であるかを表示します。

SCSI SES モジュール — SCSI SES モジュールは、ホストサ
ーバーに報告する SCSI Enclosure Services（SES）および 
SCSI Accessed Fault-Tolerant Enclosures（SAFTE）、すべ
てのシステム LED インジケータの制御、および温度センサ
ー、冷却モジュール、電源装置などあらゆる環境エレメン
トの監視を提供します。

SCSI ターミネータ — SCSI ターミネータカードは、220S ま
たは 221S エンクロージャが EMM の冗長 SCSI SES モジュ
ールタイプで設定されていない場合にのみ使用されます。
2 つの SCSI SES モジュールを搭載したシステムでは、SCSI 
ターミネーションは EMM を介して行われます。

Firmware Version（ファームウェアバージョ
ン） 

EMM にロードされたファームウェアのバージョンを示し
ます。エンクロージャ内の全 EMM モジールには、同じレベ
ルのファームウェアをインストールする必要があります。

メモ: 複数のバックプレーンでは、ファームウェアバー
ジョンはアップストリームおよびダウンストリームバ
ージョンとして表示されます。

SCSI 率 SCSI エンクロージャの EMM がサポートする SCSI の最高
速度が表示されます。

エンクロージャとバックプレーンの正常性

エンクロージャまたはバックプレーン、およびそれらに接続されているコンポーネントについての状態が表

示されます。

エンクロージャとバックプレーンの情報

エンクロージャとバックプレーンについての情報は、次の項を参照して下さい。

• エンクロージャとバックプレーン
• エンクロージャとバックプレーンのプロパティ
• エンクロージャおよびバックプレーンタスク

エンクロージャとバックプレーンのコンポーネント

接続されたコンポーネントについての情報は、「物理ディスクまたは物理デバイス」を参照してください。

エンクロージャおよびバックプレーンのプロパティおよびタスク

エンクロージャまたはバックプレーンについての情報を表示し、エンクロージャタスクを実行することがで

きます。

関連概念
エンクロージャとバックプレーンのプロパティ
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エンクロージャおよびバックプレーンタスク

エンクロージャとバックプレーンのプロパティ

表 22. エンクロージャとバックプレーンのプロパティ

プロパティ 定義

ID エンクロージャまたはバックプレーンの ID が表示されます。

ステータス これらのアイコンはストレージコンポーネントの重大度また
は正常性を示します。詳細については、「ストレージコンポー
ネントの重大度」を参照してください。

 — 正常 /OK

 — 警告 / 非重要

 — 重要 / 失敗 / エラー

メモ: エンクロージャが 冗長パスモード のコントローラ

（詳細については「冗長パス設定」を参照）に接続されて

いる場合、EMM への接続が 1 つでも喪失すると、エンク

ロージャの状態が劣化と表示される原因となる可能性が

あります。

名前 エンクロージャまたはバックプレーンの名前が表示されます。

状況 エンクロージャまたはバックプレーンの状態が表示されます。

可能な値は次のとおりです。

• 準備完了 — エンクロージャまたはバックプレーンが正常
に機能しています。

• 劣化 — エンクロージャに不具合が発生し、劣化状況で動作
しています。この状況はバックプレーンには該当しませ
ん。

• 故障 — エンクロージャまたはバックプレーンに不具合が
発生し、機能しなくなっています。

コネクタ エンクロージャまたはバックプレーンに接続されたコネクタ

数が表示されます。この数値はコントローラハードウェアの

コネクタ番号と一致します。コントローラのタイプに応じて、

コネクタは SCSI チャネルまたは SAS ポートになり得ます。

エンクロージャ ID Storage Management によってコントローラに割り当てられ

たエンクロージャ ID が表示されます。Storage Management 

はコントローラに接続されたエンクロージャにゼロから順に

番号を振ります。この番号は omreport コマンドでレポート

されるエンクロージャ ID 番号と同じです。コマンドラインイ

ンタフェースの詳細については、『Server Administrator コマン

ドラインインタフェースユーザーズガイド』を参照してくださ

い。
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プロパティ 定義

ターゲット ID バックプレーン（サーバー内蔵）またはコントローラコネクタ

が接続されているエンクロージャの SCSI ID が表示されます。

デフォルト値は 6 です。

構成 エンクロージャの動作モードが表示されます。可能な値は次

のとおりです。

• 結合 — エンクロージャが結合バスモードで動作している
ことを示します。

• 分割 — エンクロージャが分割バスモードで動作している
ことを示します。

• 統合 — エンクロージャが統合モードで動作していること
を示します。

• クラスタ — エンクロージャがクラスタモードで動作して
いることを示します。クラスタモードはクラスタ対応 
RAID コントローラでのみ使用可能です。詳細については、
「PERC コントローラにおけるバックグラウンド初期化」を
参照してください。

結合、分割、クラスタモードの詳細については、エンクロージ
ャのハードウェアマニュアルを参照してください。これらの
異なるモードに適合するためのエンクロージャのケーブル配
線方法については、エンクロージャのハードウェアマニュアル
を参照してください。

220S または 221S エンクロージャでバス設定スイッチを切り
替えると、エンクロージャの電源が切れます。詳細について
は、「220S および 221S エンクロージャでのモード変更」を参
照してください。

EMM が 1 つしかないバージョン 1.8 カーネルの古い 200S エ
ンクロージャでは 結合バス モードではなく 分割バス モード
が表示される場合があります。統合バス または クラスタ モ
ードはこれらの状況に該当する場合に表示されます。

Firmware Version（ファームウェアバージ

ョン） 

エンクロージャファームウェアのバージョンが表示されます。

メモ: 複数のバックプレーンをサポートするシステムで

は、ファームウェアバージョンはアップストリームおよ

びダウンストリームバージョンとして表示されます。

Service Tag（サービスタグ） エンクロージャのサービスタグが表示されます。エンクロー

ジャは一意のサービスタグ番号で識別され、この情報は、サポ

ートの問い合わせ電話を適切な担当者に転送するために使用

されます。

エクスプレスサービスコード エンクロージャは、一意のエクスプレスサービスコードおよび

サービスタグナンバーによって識別されます。この情報は、こ

の情報は、サポートの問い合わせ電話を適切な担当者に転送す

るために使用されます。

Asset Tag（資産タグ） エンクロージャのアセットタグ情報が表示されます。このプ

ロパティは アセットデータの設定 タスクで変更できます。
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プロパティ 定義

アセット名 エンクロージャに割り当てられた名前が表示されます。この

プロパティは アセットデータの設定 タスクで変更できます。

バックプレーンパーツ番号 エンクロージャバックプレーンのパーツ番号が表示されます。

SAS アドレス SAS バックプレーンの SAS アドレスが表示されます。

分割バスパーツ番号 エンクロージャ分割バスモジュールのパーツ番号が表示され

ます。分割バスは、エンクロージャ背面では単一の三角形記号

で示されます。

エンクロージャパーツ番号 エンクロージャのパーツ番号が表示されます。

エンクロージャアラーム エンクロージャ上のアラームが有効化または無効化されてい

るかどうかが示されます。

エンクロージャおよびバックプレーンタスク

ドロップダウンメニューのエンクロージャタスクを実行するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ ダッシュボードを展開してコントロ
ーラオブジェクトを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. コネクタ オブジェクトを展開します。

4. エンクロージャオブジェクトを選択します。

5. ストレージのプロパティ画面で、情報 / 設定 をクリックします。

6. エンクロージャタスク ドロップダウンメニューからタスクを選択します。

7. 実行 をクリックします。

エンクロージャ — 使用可能なタスク

ドロップダウンメニューのエンクロージャタスクは次のとおりです。

• コントローラアラームの有効化

• エンクロージャアラームの無効化

• アセットデータの設定

• エンクロージャの LED の点滅

• 温度プローブ値の設定

コントローラアラームの有効化

お使いのエンクロージャがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

アラームの有効化 タスクを選択してエンクロージャのアラームを有効化します。有効化すると、次のイベン

トの発生時にアラームが鳴ります。

• エンクロージャ温度が警告しきい値を超えた。

• 電源装置、ファン、またはエンクロージャ管理モジュール（EMM）が故障した。

• 分割バスが取り付けられていない。分割バスは、エンクロージャ背面では単一の三角形記号で示されま
す。
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関連概念

アラームを使用したエラーの検知

エンクロージャアラームの無効化 

お使いのエンクロージャがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

アラームの無効化 タスクを選択してエンクロージャのアラームを無効化します。アラームはエンクロージ

ャが温度の警告しきい値を超えた時、またはファン、電源装置、コントローラの故障などのその他のエラー

状況が発生しても鳴りません。すでにアラームが鳴っている場合は、このタスクで止めることができます。

アセットデータの設定

お使いのエンクロージャがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

エンクロージャのアセットタグとアセット名を変更できます。指定した新しいアセットタグとアセット名

は、エンクロージャの 情報 / 設定 に表示されます。

エンクロージャのアセットタグとアセット名の変更
エンクロージャのアセットタグおよびアセット名を変更するには、次の手順を実行します。

1. 新規アセットタグ フィールドに新しいアセットタグ名を入力します。

使用している環境の、在庫番号またはその他の有用な情報を指定することができます。アセットタグは

通常、エンクロージャハードウェアを示しています。

2. 新規アセット名 フィールドに新しいアセット名を入力します。

ストレージ環境を把握しやすい名前を指定することができます。たとえばアセット名で、エンクロージ

ャに保管されているデータのタイプやエンクロージャの場所を示すことができます。

3. 変更の適用 をクリックします。

変更を保存せずに終了する場合は、エンクロージャ情報ページに戻る をクリックします。

関連概念

アセットデータの設定

Storage Management でのアセットデータの設定の検索方法
Storage Management でこのタスクを検索するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. コネクタ オブジェクトを展開します。

4. エンクロージャオブジェクトを選択します。

5. 情報 / 設定 をクリックします。

6. エンクロージャタスク ドロップダウンメニューから アセットデータの設定 を選択します。

7. 実行 をクリックします。

エンクロージャの LED の点滅

お使いのエンクロージャがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

点滅 タスクを選択して、エンクロージャの LED を点滅させます。このタスクは、エンクロージャの検索に使

用することをお勧めします。エンクロージャの LED は色と点滅パターンが異なる場合があります。点滅の
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色とパターンが何を示すかの詳細については、エンクロージャのハードウェアマニュアルを参照してくださ

い。

温度プローブ値の設定

お使いのエンクロージャがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

温度プローブはエンクロージャの温度を監視します。各温度プローブには警告しきい値とエラーしきい値が

あります。警告しきい値は、エンクロージャが許容範囲外の高温または低温に達しつつあることを示します。

警告しきい値は変更可能です。

エラーしきい値は、エンクロージャの温度が最小しきい値を下回った、または最大しきい値を超えており、

データ損失が発生する可能性があることを示します。エラーしきい値のデフォルト値は変更できません。

関連概念

エンクロージャ温度プローブ

温度プローブプロパティおよびタスク

エンクロージャ温度プローブの使用

エンクロージャ温度のチェック
お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ
い。

温度をチェックするには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ ダッシュボードをクリックします。

2. 温度 オブジェクトが表示されるまで、ツリービューを展開します。

3. 温度 オブジェクトを選択します。温度プローブによって報告された温度が、右ペインの 読み取り値 列
に摂氏で表示されます。

関連概念

エンクロージャ温度プローブ

温度プローブプロパティおよびタスク

温度プローブの警告しきい値の変更
温度プローブは、温度プローブ セクションにリストされています。温度プローブの警告しきい値を変更する
には、次の手順を実行します。

1. 変更するプローブを選択します。

2. 新規温度プローブ値の設定 ページで 新しい値の設定 を選択します。

3. 最小警告しきい値 テキストボックスに、エンクロージャでの最小許容温度を摂氏で入力します。このテ
キストボックスのラベルに指定可能な範囲が表示されます。

4. 最大警告しきい値 テキストボックスに、エンクロージャでの最大許容温度を摂氏で入力します。このテ
キストボックスのラベルに指定可能な範囲が表示されます。

5. 変更の適用 をクリックします。

デフォルト値に戻すには、デフォルト値にリセット ボタンを選択して 変更の適用 をクリックします。

デフォルト値は 最小警告しきい値 と 最大警告しきい値 テキストボックスに表示されます。

メモ: 一部のエンクロージャでは、現在のエンクロージャ温度と温度プローブ状態が表示されるま

でに Storage Management で短い遅延が発生する場合があります。

関連概念

Storage Management で温度プローブ状態のアップデート前に遅延が生じる
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Storage Management での温度プローブ値の設定の検索方法
Storage Management でこのタスクを検索するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラオブジェクトを展開します。

3. コネクタオブジェクトを展開します。

4. エンクロージャオブジェクトを選択します。

5. 情報 / 設定 をクリックします。

6. エンクロージャタスク ドロップダウンメニューから 温度プローブ値の設定 を選択します。

7. 実行 をクリックします。

使用可能なレポート

スロット占有レポートの表示

スロット占有レポートの表示

メモ: このオプションは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポート
されません。

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

占有スロットレポートの表示 タスクでは、空のスロット、占有済みスロット、または選択されたエンクロー

ジャのバックプレーンゾーニング機能で分割されたスロットを表示できます。 このレポートには、物理ドラ

イブスロットの占有状況を示す、ダイアグラムが表示されます。 各スロット上にマウスを移動させると、物

理ディスク ID 、状況、サイズなどの詳細を表示することができます。

フレキシブルバックプレーンゾーニングの詳細については、「バックプレーン」を参照して ください。

Storage Management でのスロット占有レポートの表示の検索方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. コネクタオブジェクトを選択します。

4. エンクロージャオブジェクトを選択します。

5. 情報 / 設定 をクリックします。

6. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから スロット占有レポートの表示 を選択します。

7. 実行 をクリックします。

バックプレーンがフレキシブルバックプレーンゾーニングをサポートしている場合、表示中のコントロ

ーラのスロットのみが、空か占有中に関わらず表示されます。もう一方のコントローラに接続されてい

るスロットはグレーアウト表示になり、情報は表示されません。フレキシブルバックプレーンゾーニン

グの詳細については、「バックプレーン」を参照してください。

220S と 221S エンクロージャでのモードの変更

220S または 221S エンクロージャでバス設定スイッチを切り替える前に、エンクロージャの電源を切るよう

にしてください。バス設定スイッチは、エンクロージャを分割バス、結合バス、またはクラスタモードに変
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更するために使用されます。220S または 221S エンクロージャモードをエンクロージャの電源がオンのま

ま変更すると、そのエンクロージャは Storage Management に表示されなくなり、その他異常な動作が発生

する場合があります。また、これらのエンクロージャのバス設定スイッチは頻繁な切り替えには適していま

せん。

エンクロージャ管理

エンクロージャタスクに加えて、エンクロージャの管理には次の操作が必要な場合があります。

• エンクロージャのサービスタグの識別 — エンクロージャのサービスタグを識別するには、ツリービュー
でエンクロージャを選択し、情報 / 設定 をクリックします。情報 / 設定 ページはサービスタグとその他
のエンクロージャプロパティを表示します。

• エンクロージャのエクスプレスサービスコードの識別 — エクスプレスサービスコードは、サービスタグ
を数字で表したものです。テクニカルサポートに問い合わせる際、自動電話応答システムにエクスプレス
サービスコードを入力できます。エンクロージャのエクスプレスサービスコードを特定するには、ツリー
ビューでエンクロージャを選択し、情報 / 設定 をクリックします。情報 / 設定 はエクスプレスサービス
コードとその他のエンクロージャプロパティを表示します。

• 物理ドライブの取り外し準備 — 物理ドライブの取り外し準備は物理ディスクコマンドです。「取り外し
の準備」を参照してください。

• トラブルシューティング — トラブルシューティング手順の詳細に関しては、「トラブルシューティング」
を参照してください。

• 間違った物理ディスクの取り外し — 取り外す予定のディスクの LED 表示を点滅させることによって、誤
った物理ディスクの取り外しを防ぐことができます。「物理ディスクの点滅および点滅停止」を参照して
ください。

• 誤った物理ディスクをすでに取り外してしまった場合は、次を参照してください。

– 間違った物理ディスクを取り外してしまった場合のリカバリ

– エンクロージャの空いているコネクタの特定

– エンクロージャ温度のチェック

– エンクロージャの EMM ファームウェアバージョンの検証

エンクロージャの空いているコネクタの特定

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ
い。

空いているコネクタにまだエンクロージャを取り付けていない場合は、この目的のために使用できるコント

ローラ上のコネクタを特定する必要があります。空いているコネクタを特定するには、次の手順を実行しま

す

1. Server Administrator ウィンドウの システム ツリーで、ストレージ を展開します。

2. コントローラオブジェクトを展開します。

使用可能なコネクタが表示されます。これらのコネクタはゼロから順に番号がつけられます。

3. ストレージに接続されていないコネクタを特定します。コネクタが既にストレージに接続されている場
合は、コネクタオブジェクトがエンクロージャまたはバックプレーンと、接続されている物理ディスク
を表示するために展開可能です。ツリービューで展開できないコネクタオブジェクトが、現在ストレー
ジに接続されていない空きコネクタです。Storage Management は各コネクタ番号を表示します。これ
らの数字は、コントローラハードウェアのコネクタ番号に対応しています。これらの番号を使用して、
ツリービューに表示されている空きコネクタのうち、コントローラハードウェアに空きコネクタがある
ものを特定することができます。
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エンクロージャコンポーネント

接続されているコンポーネントに関しては、次を参照してください。

• 物理ディスクまたは物理デバイスのプロパティ

• EMM プロパティ

• ファンプロパティ

• 電源装置プロパティ

• 温度プローブプロパティおよびタスク
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10
コネクタ
コントローラには、ディスクを接続できるコネクタ（チャネルまたはポート）が 1 つ、または複数あります。

システムにエンクロージャを接続して外部からコネクタにアクセス（外付けディスク用）、またはシステムの

バックプレーンに接続してコネクタに内部からアクセス（内蔵ディスク用）することができます。コントロ

ーラ上のコネクタは、ツリービューでコントローラオブジェクトを展開して表示することができます。

メモ: PCIe SSD では、コネクタは PCIe SSD エクステンダと呼ばれます。

 

チャネル冗長性

異なるコントローラチャネルに接続された物理ディスクを使用する仮想ディスクを作成することができま

す。物理ディスクは、外部エンクロージャまたはバックプレーン（内部エンクロージャ）にある場合があり

ます。仮想ディスクが異なるチャネルに冗長データを維持している場合、これらの仮想ディスクはチャネル

冗長です。チャネル冗長性とは、いずれかのチャネルに障害が発生しても、別のチャネルに冗長データが存

在するため、データが失われないことを意味します。

チャネル冗長性は、仮想ディスク作成の詳細設定ウィザードを使用する際に、異なるチャネルの物理ディス

クを選択することによって実装されます。

メモ: チャネルの冗長性は、複数チャネを持ち外付けディスクエンクロージャに接続されているコント
ローラにのみ適用されます。

チャネル冗長仮想ディスクの作成

メモ: チャネルの冗長性は、複数チャネを持ち外付けディスクエンクロージャに接続されているコント
ローラにのみ適用されます。

次の手順は、チャネル冗長性を使用する仮想ディスクの作成方法について説明しています。

1. 次の手順を実行して、仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード を起動します。

a. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ ダッシュボードをクリックしま
す。

b. チャネル冗長仮想ディスクを作成しているコントローラを特定し、仮想ディスク オブジェクトが表
示されるまでコントローラオブジェクトを展開します。

c. 仮想ディスク を選択し、仮想ディスクの作成ウィザードに進む をクリックします。

d. 仮想ディスクの詳細設定ウィザード をクリックします。

2. 仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード の手順に従います。

3. 仮想ディスクの作成をキャンセルするには、ウィザードの終了 をクリックします。この手順では、仮想
ディスクで使用するチャネルとディスクを選択します。この選択により仮想ディスクがチャネル冗長か
どうかが決まります。
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チャネル冗長性の実装には、特定の RAID レベルと設定要件があります。使用する各チャネルで、同じ

数の物理ディスクを選択する必要があります。異なる RAID レベルで使用できる物理ディスクの数の詳

細に関しては、「仮想ディスクごとの物理ディスク台数」を参照してください。RAID レベルのコントロ

ーラ固有の実装についての詳細は、「コントローラ - 対応 RAID レベル」を参照してください。

PERC コントローラにおけるチャネル冗長仮想ディスク用の物理ディスクの作成

次の項では、PERC コントローラ における RAID 10 または RAID 50 を使用したチャネル冗長仮想ディスクの

作成について説明します。

RAID 10 を使用したチャネル冗長仮想ディスクの作成

RAID 10 を使用してチャネル冗長仮想ディスクを作成するには、次の手順を実行します。

1. 2 つのチャネルそれぞれに 1 台の物理ディスクを選択します。

2. 2 つのチャネルそれぞれに追加ディスクを選択します。これで RAID 10 に必要な最小ディスク数が選択
されています。

希望のディスク数を選択するまで、手順 2 を繰り返します。

3. 続行 をクリックして終了します。

RAID 50 を使用したチャネル冗長仮想ディスクの作成

RAID 50 を使用してチャネル冗長仮想ディスクを作成するには、次の手順を実行します。

1. 3 つのチャネルそれぞれに 1 台の物理ディスクを選択します。

2. 3 つのチャネルそれぞれに追加ディスクを選択します。これで RAID 10 に必要な最小ディスク数が選択
されています。

希望のディスク数を選択するまで、手順 2 を繰り返します。

3. 続行 をクリックして終了します。

コネクタ正常性

コネクタ正常性ページには、コネクタおよびコネクタに接続されたコンポーネントの状態が表示されます。

コントローラ情報

コントローラについての情報は、「コントローラ」を参照してください。

コネクタコンポーネント

接続されているコンポーネントの情報に関しては、「エンクロージャとバックプレーン」を参照してくださ

い。

コネクタのプロパティおよびタスク

コネクタについての情報を表示して、コネクタのタスクを実行するには、コネクタのプロパティとタスクペ

ージを使用します。
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表 23. コネクタのプロパティ

プロパティ 定義

これらのアイコンはストレージコンポーネントの重大度ま
たは正常性を示します。

 — 正常 /OK

 — 警告 / 非重要

 — 重要 / 失敗 / エラー

詳細に関しては、「ストレージコンポーネントの重大度」を

参照してください。重大度のうち警告または重要は、コネ

クタがエンクロージャなどの接続されているデバイスと通

信できない状態を示す場合があります。接続されているデ

バイスの状態をチェックしてください。詳細に関しては、

「正しく接続されているケーブル」および「ハードウェア問

題の特定」を参照してください。

名前 コネクタ番号が表示されます。

状況 コネクタの状態が表示されます。可能な値は次のとおりで

す。

• 準備完了 — このコネクタは正常に機能しています。

• 劣化 — コネクタに障害が発生しており、劣化した状態
で動作しています。

• 故障 — コネクタに障害が発生し、機能しなくなってい
ます。

コネクタタイプ コネクタが RAID モードまたは SCSI モードのどちらで動作

しているかが表示されます。コネクタはコントローラタイ

プによって SCSI コネクタまたは SAS ポートのいずれかに

なります。

末端 コネクタの末端タイプを示します。可能な値は次のとおり

です。

• ナロー — 8 ビットのデータバスです。

• ワイド — 16 ビットのデータバスです。

• 不明 — 末端タイプが不明です。

• 末端なし — SCSI コントローラでは、このプロパティは
データバスに末端がないことを示します。このプロパ
ティは末端タイプが 不明 である場合にも表示されま
す。

SCSI 率 SCSI デバイスの SCSI 速度を表示します。

関連概念

コネクタの再スキャン

コントローラコネクタの再スキャン
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コネクタの再スキャン

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

SCSI コントローラでは、再スキャン タスクはコントローラのコネクタを再スキャンして、現在接続されてい

るデバイスの検証またはコネクタに新しく追加されたデバイスの認識を行います。コネクタでの再スキャン

の実行は、コントローラでの再スキャンの実行に似ています。再スキャンのスケジュールに関しては、「スト

レージ設定変更をアップデートするための再スキャン」を参照してください

メモ: 再スキャンは非 RAID SCSI コントローラではサポートされていません。Storage Management 
で非 RAID SCSI コントローラの設定変更を認識するには、システムを再起動します。再起動しないと、
設定変更は Storage Management のグラフィカルユーザーインタフェース（GUI）に反映されません。

コントローラコネクタの再スキャン

コントローラコネクタを再スキャンするには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーの下にある、ストレージ ダッシュボードを展開し、
コントローラオブジェクトを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. コネクタオブジェクトを選択します。

4. コネクタの プロパティ ページで、情報 / 設定 をクリックします。

5. コネクタタスク ドロップダウンメニューから 再スキャン を選択します。

6. 実行 をクリックします。

論理コネクタのプロパティとタスク

論理コネクタ（冗長パスモードのコネクタ）に関する情報を表示してコネクタのタスクを実行するには、論

理コネクタのプロパティとタスクページを使用します。

表 24. 論理コネクタのプロパティ

プロパティ 定義

これらのアイコンはストレージコンポーネントの重大度

または正常性を示します。

 — 正常 /OK

 — 警告 / 非重要

 — 重要 / 失敗 / エラー

詳細については、「ストレージコンポーネントの重大度」

を参照してください。

重大度のうち警告または重要は、コネクタがエンクロージ
ャなどの接続されているデバイスと通信できない状態を
示します。接続されているデバイスの状態をチェックし
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プロパティ 定義

てください。詳細に関しては、「正しく接続されているケ
ーブル」および「ハードウェア問題の特定」を参照してく
ださい。

名前 コネクタ番号を表示します。デフォルト値は 0 です。

状況 コネクタの状態が表示されます。可能な値は次のとおり

です。

• 準備完了 — このコネクタは正常に機能しています。

• 劣化 — コネクタに障害が発生しており、劣化した状態
で動作しています。

• 故障 — コネクタに障害が発生し、機能しなくなってい
ます。

コネクタタイプ コネクタが RAID モードで動作しているかどうかを表示し

ます。コネクタは常に SAS コネクタです。

関連概念

パスの正常性

パスの正常性

コネクタのパスの正常性は、正常、警告、または重要として表されます。可能な値には、使用可能、劣化、

または 故障 があります。

すべてのエンクロージャコンポーネント（EMM、ファン、物理ディスク、電源装置、および温度）が正常な

状態にあることが判明しているにもかかわらず、エンクロージャの正常性が劣化と表示される場合は、その

エンクロージャの 情報 / 設定 サブタブを選択して パスエラー の詳細を表示します。

関連概念

冗長パス構成の設定

論理コネクタのプロパティとタスク

コネクタの冗長パスビューのクリア

冗長パスビューが必要でない場合は、コネクタポートをエンクロージャから物理的に取り外してからシステ

ムを再起動します。システムの再起動後もユーザーインタフェースには論理コネクタが引き続き表示されま

すが、状態は重要と表示されます。冗長パスモードをクリアするには、コントローラタスク から 冗長パスビ

ューのクリア を選択します。

このオプションを選択すると冗長パスビューがクリアされ、コネクタがユーザーインタフェースに コネクタ 

0 および コネクタ 1 として表示されます。

関連概念

冗長パス構成の設定
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コネクタコンポーネント

接続されているコンポーネントの詳細に関しては、「エンクロージャとバックプレーンのプロパティとタス

ク」を参照してください。
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11
テープドライブ
テープドライブには、データをバックアップできるテープバックアップユニット（TBU）が複数搭載されて

います。Storage Management は、データバックアップ用に使用される TBU を列挙します。特定のコントロ

ーラに関連付けられたテープドライブは、コントローラ ページの テープドライブ で表示できます。

 

テープドライブのプロパティ

表 25. テープドライブのプロパティ

プロパティ 定義

ID テープドライブの ID を表示します。

名前 テープドライブの名前を表示します。

バスプロトコル テープドライブのバスプロトコルタイプを表示します。

メディア テープドライブのメディアタイプを表示します。

ベンダ ID ベンダーの ID を表示します。

製品 ID 製品の ID を表示します。

SAS アドレス テープドライブの SAS アドレスを表示します。
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12
RAID コントローラバッテリ
一部の RAID コントローラにはバッテリが使用されています。コントローラにバッテリがあれば Storage 

Management でツリービューのコントローラオブジェクトにバッテリが表示されます。

停電が発生した場合、コントローラバッテリは、不揮発性キャッシュメモリ（SRAM）にはあってもディスク

にはまだ書き込まれていないデータを保存します。バッテリは最低 24 時間のバックアップを提供するよう

に設計されています。

RAID コントローラをサーバーに初めて取り付けるときは、バッテリの充電が必要な場合があります。

アラートメッセージの詳細に関しては、『Server Administrator メッセージリファレンスガイド』を参照して

ください。

 
関連概念

バッテリのプロパティおよびタスク

学習サイクルの開始

バッテリの遅延学習サイクルの開始

バッテリのプロパティおよびタスク

バッテリについての情報を表示して、バッテリタスクを実行するには、バッテリのプロパティとタスクペー

ジを使用します。

表 26. バッテリのプロパティ

プロパティ 定義

ステータス これらのアイコンはストレージコンポーネントの重大度または正常性を示し

ます。

•  — 正常 /OK

•  — 警告 / 非重要

•  — 重要 / 失敗 / エラー

詳細については、「ストレージコンポーネントの重大度」を参照してください。

名前 バッテリの名前が表示されます。

状況 バッテリのステータスが表示されます。可能値には以下があります。

• 充電中 — バッテリはバッテリ学習サイクルの再充電段階にあります。詳
細に関しては、「学習サイクルの開始」を参照してください。

• 不在 — コントローラにバッテリがありません。
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プロパティ 定義

• 故障 — バッテリが故障したため、交換の必要があります。

学習モード バッテリの学習モードを表示します。可能値は次の通りです：

• 自動 — Storage Management は、設定された時間に基づいて、自動的に学
習サイクルを実行します。

• 警告 — 学習サイクルがデフォルトの 90 日間を過ぎています。

バッテリが 警告 モードの場合、コントローラの状況は劣化として表示されま

す。

メモ: 警告 はファームウェアバージョン 6.1 以降の SAS コントローラで

のみ使用できます。

次の学習時間 コントローラファームウェアが次の学習サイクルを開始するまでに残ってい

る日数と時間を表示します。

最大学習遅延 バッテリの学習サイクルを遅延できる最大の日数と時間を表示します。コン

トローラのファームウェアはバッテリの学習サイクルを自動的に開始します。

学習サイクルの停止または一時停止は不可能ですが、遅延することはできま

す。詳細に関しては、「バッテリの遅延学習サイクルの開始」および「学習サ

イクルの開始」を参照してください。

関連概念

バッテリ — 使用可能なタスク

バッテリタスク

バッテリタスクにアクセスするには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーの下にある、ストレージ ダッシュボードを展開し、
コントローラオブジェクトを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. バッテリ を選択します。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューからタスクを選択します。

5. 実行 をクリックします。

バッテリ — 使用可能なタスク

次のバッテリタスクを使用できます。

• 学習サイクルの開始

• バッテリの透過的学習サイクル

• バッテリの遅延学習サイクルの開始

関連概念

バッテリのプロパティおよびタスク
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学習サイクルの開始

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

学習サイクルの開始 タスクを選択して、バッテリの学習サイクルを開始します。

バッテリの学習サイクルでは、コントローラバッテリを放電してからフル充電します。

学習サイクルではバッテリの内蔵回路を再調整し、コントローラがこのバッテリで電源喪失時にコントロー

ラのキャッシュをあらかじめ指定された期間保持できるかを判断できるようにします。

学習サイクルの進行中は、停電中にバッテリがキャッシュを維持できない場合があります。コントローラが 

ライトバックキャッシュ ポリシーを使用している場合、コントローラは、学習サイクルが完了するまで ライ

トスルーキャッシュ ポリシーに変更されます。ライトスルーキャッシュポリシーはディスクに直接データ

を書き込むため、停電時にキャッシュでのデータ損失リスクを低減します。

メモ: コントローラを 強制ライトバックキャッシュ ポリシーに設定している場合、キャッシュポリシー
は学習サイクル中に変更されません。強制ライトバックキャッシュ ポリシーを使用しているときは、
学習サイクルの進行中における停電発生時にデータ損失が発生する可能性があります。

コントローラのファームウェアは、90 日ごとに学習サイクルを自動的に開始します。学習サイクルの開始時

間をさらに 7 日間遅延させることができますが、それを過ぎるとファームウェアは自動的に学習サイクルを

開始します。

メモ: バッテリの充電中は、学習サイクルを実行できません。バッテリの充電中にコントロールのファ
ームウェアまたはユーザーが学習サイクルを開始すると、バッテリの学習状況に「要求済み」と表示さ
れます。バッテリが完全に充電されると学習サイクルが開始されます。

関連概念

バッテリの遅延学習サイクルの開始

バッテリの透過的学習サイクル

PERC H710 および PERC H810 コントローラは、バッテリ内の電池残量を定期的に計算して十分な電源を確

保する、透過的学習サイクル（TLC）に対応しています。この動作は自動的に実行され、システムまたはコ

ントローラのパフォーマンスには影響しません。コントローラは 90 日に 1 回、バッテリに自動で TLC を実

行し、充電量の調整および測定を行います。この操作は必要に応じて手動で実行することができます。

バッテリの遅延学習サイクルの開始

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

コントローラファームウェアは、90 日ごとにバッテリの学習サイクルを自動的に開始します。学習サイクル

を実行しているファームウェアを停止することはできませんが、学習サイクルの開始時期を最長 7 日まで遅

延させることができます。

関連概念

学習サイクルの開始

RAID コントローラバッテリ
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バッテリ学習サイクルの遅延

1. 日 テキストボックスに数値を入力します。値は 0～7 の範囲にする必要があります。この値はバッテリ
の学習サイクルを遅延する日数を示します。学習サイクルは、最大 7 日まで遅延できます。

2. 時間 テキストボックスに数値を入力します。値は 0～23 の範囲にする必要があります。この値はバッ
テリの学習サイクルを遅延する時間を示します。

3. 変更の適用 をクリックします。

変更を保存せずに終了する場合は、バッテリ情報ページに戻る をクリックします。

Storage Management での学習サイクル遅延を探す方法

Storage Management でこのタスクを検索するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラオブジェクトを展開します。

3. バッテリオブジェクトを選択します。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから 学習サイクルの遅延 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

関連概念

バッテリのプロパティおよびタスク

学習サイクルの開始

バッテリの遅延学習サイクルの開始
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13
物理ディスクまたは物理デバイス
物理ディスクまたは物理デバイスは、エンクロージャ内にあるか、コントローラに接続されています。RAID 

コントローラでは、物理ディスクまたはデバイスを使って仮想ディスクを作成します。

 
関連概念

物理ディスクタスク

物理ディスクまたは物理デバイスの交換のためのガイドライ
ン

交換用ディスクが、ストレージエンクロージャ内の物理ディスクまたはデバイスと常に同じモデルであると

は限りません。ディスクを交換する際は、次のガイドラインに従ってください。

• アレイ内のドライブは、同じ容量またはそれ以上の容量のドライブと交換してください。

• ドライブを交換する際は、バス速度を考慮してください。同じアレイ内で、バス速度が同じまたはそれ以
上のドライブの交換がサポートされています。同じアレイ内で 3 GB および 6 GB ドライブのどちらも使
用できます。ただし、6 GB ドライブを 3 GB ドライブと交換することはお勧めできません。機能的に問
題はありませんが、パフォーマンスに影響をおよぼす恐れがあります。3 GB ドライブの 6 GB ドライブ
への交換はサポートされています。これは、レガシーパーツの消耗により保証サービスが必要な場合に頻
繁に発生します。

• ドライブを交換する際は回転数/分（RPM）を考慮してください。同じアレイ内での回転速度が同じかそ
れ以上のドライブの交換がサポートされています。同じエンクロージャ内で 10000 rpm および 15000 
rpm ドライブのどちらも使用できます。ただし、15000 rpm ドライブを 10000 rpm ドライブと交換する
ことはお勧めできません。機能的に問題はありませんが、パフォーマンスに影響を及ぼす恐れがありま
す。10000 rpm ドライブの 15000 rpm ドライブへの交換はサポートされています。このシナリオは、パ
ーツを入手できない場合に、サービス用在庫から入手したパーツに交換する場面で発生します。

• SAS および SATA ドライブは同じバックプレーン上ではサポートされていますが、同じ仮想ディスク内で
はサポートされません。

• ソリッドステートドライブ（SSD）およびハードディスクドライブ（HDD）は同じバックプレーン上では
サポートされていますが、同じ仮想ディスク内ではサポートされません。

メモ: SSD、SAS、および SATA ドライブを組み合わせる場合を除き、サポートされるのはアップグレー
ドのみです。

システムへの新しいディスクの追加

1. 新しい物理ディスク（単数か複数）または物理デバイスの取り付けまたは接続を行います。取り付けま
たは接続の詳細に関しては、ディスク付属のマニュアルを参照してください。

2. 次の手順を実行します。
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SATA コントローラの場合

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラのプロパティページでディスクが接続されているコントローラを選択し、情報 / 設定 をク
リックします。

3. コントローラタスク から再スキャンを選択します。

4. 実行 をクリックします。

再スキャン後、ツリー表示に新しいディスクが表示されます。新しいディスクが表示されない場合は、

システムを再起動してください。

SAS コントローラ向け

1. システムが新しいディスクを識別したことを確認するアラートを、アラートログでチェックします。
2052 または 2294 アラートを受け取る場合があります。アラートメッセージに関しては、『Server 
Administrator メッセージリファレンスガイド』を参照してください。

2. 更新（）をクリックするか、画面を変更して 表示内容を更新します。

メモ: 右ペインにある 更新 ボタンをクリックすると、右ペインのみが更新されます。左ペインのツ

リービューで新しい物理ディスクを表示するには、左ペインの上部に表示されたシステム名をクリ

ック、またはブラウザで 表示 → 更新 とクリックします。

表示を更新すると、新しい物理ディスクまたは物理デバイスがツリービューに表示されます。新しいデ

ィスクが表示されない場合は、コンピュータを再起動してください

関連情報

• 仮想ディスクの一部となっているディスクを交換する場合は、「ディスクの交換」を参照してくださ
い。

• 仮想ディスク内に新しいディスクを含める場合は、「コントローラの仮想ディスクに関する考慮事項」
を参照してください。

• 詳細については、「RAID コントローラテクノロジ：SATA および SAS」を参照してください。

SMART アラートを受けた物理ディスクの交換

SMART（Self-Monitoring, Analysis and Reporting Technology）アラートは、ディスクが間もなく障害を起
こす可能性があることを予測するメッセージです。物理ディスクが SMART アラートを受け取っている場合
は、ディスクを交換してください。次の手順に従って SMART アラートを受け取っているディスクを交換し
ます。

132



ディスクが冗長仮想ディスクの一部になっている場合

注意: データ損失の可能性を避けるため、SMART アラートを受信した物理ディスクを取り外す前に、整
合性チェックを行ってください。整合性チェックは、冗長仮想ディスク内ですべてのデータがアクセス
可能であることを確認し、不良ブロックがあるときには冗長性を使ってそれを修正します。場合によっ
ては、整合性チェックを実行しないと、データが失われることがあります。たとえば、SMART アラー
トを受信している物理ディスクに不良ディスクブロックが存在し、ディスクを取り外す前に整合性チェ
ックを実行しない場合に発生することがあります。

1. SMART アラートを受けている物理ディスクを含む冗長仮想ディスクを選択し、整合性チェック タスク
を実行します。詳細に関しては、「整合性チェックの実行」を参照してください

2. SMART アラートを受信しているディスクを選択し、オフライン タスクを実行します。

3. ディスクを手動で取り外します。

4. 新しいディスクを挿入します。新しいディスクが交換するディスクと同じサイズかそれ以上であること
を確認します。一部のコントローラでは、より大きなサイズのディスクを挿入しても、追加ディスク容
量を使用できない場合が’あります。ディスク容量の考慮事項の詳細に関しては、「コントローラの仮想
ディスクに関する考慮事項」を参照してください。この手順を完了すると、仮想ディスクが冗長になる
ため再構築が自動的に開始されます。

ディスクが冗長仮想ディスクの一部になっていない場合

1. 仮想ディスクのデータをバックアップします。

2. 仮想ディスクを削除します。

3. SMART アラートを受信しているディスクを交換します。

4. 新しい仮想ディスクを作成します。新しい仮想ディスクが元の仮想ディスクと同じサイズかそれ以上で
あることを確認します。仮想ディスク作成におけるコントローラ固有の情報に関しては、「コントローラ
の仮想ディスクに関する考慮事項」および「PERC S100、S110 および S300 コントローラ上の仮想ディ
スクに関する考慮事項」を参照してください。

5. 元の仮想ディスクからバックアップデータを復元して、新しく作成した仮想ディスクに保存します。

関連概念

RAID コントローラにおけるディスクの信頼性のモニタ

その他のディスク手順

• 故障したディスクの交換

• 間違った物理ディスクを取り外してしまった場合のリカバリ

• システム間の物理ディスクおよび仮想ディスクの移動

• トラブルシューティング

物理ディスクまたは物理デバイスのプロパティ

物理ディスクまたは物理デバイスについての情報を表示して物理ディスクまたは物理デバイスを実行するに

は、物理ディスクまたは物理デバイスのプロパティのページを使用してください。

メモ: 物理デバイスは PCIe SSD のみに該当します。
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表 27. 物理ディスクのプロパティ

プロパティ 定義

ステータス これらのアイコンはストレージコンポーネントの重大度または正常

性を示します。

 — 正常 /OK

 — 警告 / 非重要

 — 重要 / 失敗 / エラー

詳細については、「ストレージコンポーネントの重大度」を参照して

ください。

電源状態 物理ドライブの電源状態を表示します。電源状態は、H700 コントロ

ーラおよび H800 コントローラのみで表示され、仮想ディスクペー

ジの物理ディスクには表示されません。

スピンダウン 物理ドライブのスピンダウン完了状態を示します。指定された期間

中ドライブ上で無動作状態が続いた場合、ホットスペアと未設定ディ

スクのみがスピンダウン完了状態になることができます。

移行 物理ドライブがスピンダウン完了状態からスピンアップ完了状態に

移行中であることを示します。

スピンアップ 物理ドライブがスピンアップ完了状況であることを示します。

名前 物理ディスクまたはデバイスの名前が表示されます。この名前には、

コネクタ番号と、その後に続くディスク番号が含まれています。

状況 物理ディスクまたはデバイスの現在の状態が表示されます。可能な

値は次のとおりです。

• 準備完了 — 物理ディスクまたはデバイスが正常に機能していま
す。ディスクが RAID コントローラに取り付けられている場合に
は、準備完了 はディスクが仮想ディスクで使用できることを示し
ます。物理ディスクまたはデバイスを仮想ディスクで使用する
と、状況は オンライン に変更されます。

• オンライン — 物理ディスクが仮想ディスクの一部であり、正常
に機能しています。詳細に関しては、「オンラインとオフライン
の設定」を参照してください。

• 劣化 — 物理ディスクまたはデバイスに障害が発生し、劣化 状況
で稼働しています。

• 故障 — 物理ディスクまたはデバイスに障害が発生し、動作しなく
なっています。この状態は、冗長仮想ディスクの一部である物理
ディスクまたはデバイスがオフラインになったか非アクティブ
になったときにも表示されます。詳細に関しては、「オンライン
とオフラインの設定」を参照してください。

• オフライン — 物理ディスクまたはデバイスが故障したか、無効
セグメントが含まれています。無効セグメントの削除 タスクが
物理ディスクドロップダウンメニューに表示されているかどう
かを確認してください。表示されている場合、物理ディスクでコ
ントローラを再スキャンする（「コントローラの再スキャン」）
か、または無効セグメントを削除（「無効セグメントの削除」）を
実行します。このタスクが表示されていない場合、物理ディスク
やデバイスは復元できません。
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プロパティ 定義

• 再構築中 — 冗長仮想ディスクからのデータが、物理ディスクま
たはデバイス上に再構築されています。

• 非互換 — 物理ディスクまたはデバイスが再構築に適していませ
ん。物理ディスクまたはデバイスは小さすぎるか、あるいは互換
性のない技術を使用しています。たとえば、SAS ディスクを 
SATA ディスクで、あるいは SATA ディスクを SAS ディスクで再
構築することはできません。

• 取り外し済み — 物理ディスクまたはデバイスが取り外されてい
ます。この状況は、仮想ディスクの一部である物理ディスクにの
み該当します。

• クリア — クリア タスクが物理ディスクまたはデバイスで実行さ
れています。物理ディスクまたはデバイスが低速初期化されて
いる仮想ディスクのメンバーの場合も、物理ディスクまたはデバ
イスによって クリア 状況が表示されることがあります。詳細に
関しては、「物理ディスクのクリアとクリアのキャンセルの実行」
および「低速および高速初期化」を参照してください。

• SMART アラートが検知されました — 物理ディスクまたはデバ
イスで SMART アラート（予測エラー）が検出されています。物
理ディスクまたはデバイスは故障する可能性があり、交換する必
要があります。この状況は、非 RAID コントローラに接続された
物理ディスクまたはデバイスに該当します。

• 不明 — 物理ディスクまたはデバイスが故障したか、使用できない
状態です。場合によっては、フォーマット、初期化、低速および
高速初期化 タスクを実行することで、物理ディスクまたはデバイ
スを使用可能な状態に戻すことができます。フォーマット、初期
化、低速および高速初期化 タスクが物理ディスクまたはデバイス
のドロップダウンメニューに表示されない場合、このディスクま
たはデバイスは回復できません。

• 外部 — 物理ディスクは別のコントローラから移動されたもの
で、仮想ディスクの全部または一部（外部設定）を含んでいま
す。電源喪失、ケーブル障害、または他のエラーイベントにより
コントローラとの通信を失った物理ディスクまたはデバイスも、
外部 状態を表示することがあります。詳細に関しては、「外部設
定操作」を参照してください。

• 非対応 — 物理ディスクまたはデバイスが非対応の技術を使用し
ているか、サービスプロバイダ認定のものではない可能性があり
ます。この物理ディスクは、Storage Management で管理できま
せん。

• 交換 — メンバーディスクの交換 タスクが物理ディスクまたはデ
バイスで実行されます。メンバーディスクの交換の詳細に関し
ては、「メンバーディスクの交換」と「復帰可能ホットスペアの
有効化」を参照してください。

メモ: データのコピー操作は、このタスクの実行中いつでも
キャンセルできます。

• 非 RAID — 非 RAID ディスクは、未設定のディスクとは異なり、
オペレーティングシステムに認識されるので、ダイレクトパスス
ルーモードでのディスクの使用が可能になります。H310 コント
ローラでサポートできる非 RAID ディスクの最大数は 64 です

非 RAID ディスクには次のタスクを実行できます。

• 位置指定オプションでの識別。

• 点滅または点滅停止操作の実行。

• ディスクの起動可能なデバイスとしての選択。

このディスクでは、次のタスクは実行できません。

• ディスクのオフラインまたはオンラインへの強制。
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プロパティ 定義

• 仮想ディスクの一部としての選択。

• ホットスペアの割り当て。

• 再構築、コピーバック、メンバー交換、または再構築のソースま
たはターゲットとして選択。

• 節電のためのスピンダウン。

• 起動可能なデバイスとしての選択。

認定 物理ディスクまたはデバイスがサービスプロバイダ認定のものかど

うかを表示します。

ミラーセット ID 別の物理ディスクまたはデバイスからデータを複製したメンバー物

理ディスクまたはデバイスの、ミラーセット ID を表示します。

容量 ディスクの容量が表示されます。

障害予測 物理ディスクまたはデバイスが SMART アラートを受信したかどう

か、またその結果、障害が予測されるかどうかを表示します。SMART 

予測エラーの分析の詳細に関しては、「RAID コントローラにおける

ディスク信頼性の監視」を参照してください物理ディスクの交換に関

する詳細に関しては、「SMART アラートを受けた物理ディスクの交

換」を参照してください。

アラートログを見直し、SMART 予測エラーに関するアラートを物理
ディスクまたはデバイスが生成していないかどうかも確認してくだ
さい。これらのアラートは SMART アラートの原因の識別に役立ち
ます。次のアラートは SMART アラートの応答として生成されます。

• 2094

• 2106

• 2107

• 2108

• 2109

• 2110

• 2111

アラートメッセージの詳細に関しては、『Server Administrator メッ
セージリファレンスガイド』を参照してください。

Progress（進行状況） 物理ディスクまたはデバイス上で実行中の操作の進行状況が表示さ

れます。

暗号化対応 物理ディスクまたはデバイスが自己暗号化ディスク（SED）かどうか

が表示されます。可能な値は はい または いいえ です。

暗号化済み 物理ディスクがコントローラに対して暗号化されているかどうかが

表示されます。可能な値は はい と いいえ です。非 SED の場合、値

は 該当なし です。

バスプロトコル 物理ディスクまたはデバイスが使用している技術を表示します。可

能な値は次のとおりです。

• SAS

• SATA
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プロパティ 定義

デバイスプロトコル Non-Volatile Memory Express（NVMe）などの物理デバイスのデバ

イスプロトコルを表示します。

メディア 物理ディスクまたはデバイスのメディアタイプが表示されます。可

能な値は次のとおりです。

• HDD — ハードディスクドライブ。HDD は、磁性面を持つ高速回
転プラッタ上にデジタル符号化データを保存する、不揮発性スト
レージデバイスです。

• SSD — ソリッドステートドライブ。SSD は、ソリッドステートメ
モリを使用して永続的なデータを保存するデータストレージデ
バイスです。

• 不明 — Storage Management は物理ディスクまたはデバイスの
メディアタイプを判断できません。

残留書き込み耐久率 書き込み作業負荷の量に基づいた SSD 更新 / 交換についての情報を

表示します。このフィールドは、SSD の NAND（否定論理積）型フ

ラッシュチップの合計数の累積仕様を基に、SSD で使用可能な残り

のプログラムまたは消去サイクルの合計を示します。

メモ: このオプションは Micron PCIe SSD、非揮発性メモリ 

Express(NVMe)PCIe SSD および SAS/SATA SSD に該当します。

使用されている RAID ディスク容量 このプロパティには、コントローラの仮想ディスクが使用している物

理ディスクまたはデバイスの容量が表示されます。このプロパティ

は、非 RAID コントローラに取り付けられた物理ディスクまたはデバ

イスには 適用されません。

場合によっては、物理ディスクまたはデバイスの容量の一部が使用さ
れているにもかかわらず、使用されている RAID ディスク容量の値に
ゼロが表示されることがあります。この現象は使用容量が 0.005 
GB 以下の場合に発生します。使用されたディスク容量を計算する
アルゴリズムは 0.005 GB 以下の数値を 0 に丸めます。0.006 GB 
から 0.009 GB の間の使用ディスク容量は 0.01 GB に丸められま
す。

使用できる RAID ディスク容量 ディスク上の使用できる容量が表示されます。このプロパティは、非 

RAID コントローラに接続された物理ディスクには 適用されません。

ホットスペア ディスクがホットスペアに割り当てられているかどうかが表示され

ます。このプロパティは、非 RAID コントローラに取り付けられた物

理ディスクには 適用されません。

ベンダ ID ディスクのハードウェアベンダが表示されます。

製品 ID デバイスの製品 ID を表示します。

ファームウェアリビジョン 物理デバイスのファームウェアバージョンを表示します。

シリアル番号 ディスクのシリアル番号が表示されます。

パーツ番号 物理ディスクの PPID（Piece Part Identification）を表示します。

T10 保護情報機能 物理ディスクがデータ整合性をサポートしているかどうかを示しま

す。可能な値は はい と いいえ です。
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プロパティ 定義

セクタサイズ 物理ディスクのセクタサイズが表示されます。可能なオプションは 

512B および 4KB です。

PCIe ネゴシエート済みのリンク速

度

物理デバイスの、現在のネゴシエーション後の転送速度を GT/s で示

します。

PCIe 最大リンク速度 物理デバイスの、可能な転送速度を GT/s で示します。

製造日 物理ディスクが製造された月日を表示します。

製造週 物理ディスクが製造された週を表示します。

製造年 物理ディスクが製造された年を表示します。

SAS アドレス 物理ディスクの SAS アドレスが表示されます。SAS アドレスは各 

SAS ディスクに固有です。

PCIe ネゴシエート済みのリンク幅 物理デバイスの、現在のネゴシエーション後のリンク幅を表示しま

す。

PCIe 最大リンク幅 物理デバイスの、可能リンク幅を表示します。

物理ディスクまたは物理デバイスのタスク

物理ディスクまたは物理デバイスのタスクを実行するには、次の手順を行います。

1. ストレージ ツリーオブジェクトを展開して、コントローラオブジェクトを表示します。

2. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

3. コネクタ オブジェクトを展開します。

4. エンクロージャまたは バックプレーン オブジェクトを展開します。

5. 物理ディスク または 物理デバイス オブジェクトを選択します。

6. コントローラの プロパティ ページで 情報 / 設定 をクリックします。

7. ドロップダウンメニューからタスクを選択します。

8. 実行 をクリックします。

メモ: コントローラによって対応機能が違います。このため、タスクドロップダウンメニューに表

示されるタスクが、ツリー表示で選択されたコントローラによって異なることがあります。コント

ローラやシステムの設定による制限のためタスクが実行できない場合は、タスクのドロップダウン

ボックスに「タスクなし」のみが表示されます。

物理ディスクタスク

物理ディスク上で実行可能なタスクは、次のとおりです。

• 物理ディスクの点滅および点滅解除

• 不良セグメントの削除

• グローバルホットスペアの割り当てと割り当て解除

• 取り外しの準備
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• オンラインおよびオフラインの設定

• データの再構築

• 再構築のキャンセル

• 物理ディスクのクリアおよびクリアのキャンセルの実行

• 復帰可能なホットスペアを有効にする

• 即時暗号化消去の有効化

• RAID 対応ディスクへの変換

• 非 RAID ディスクへの変換

物理ディスクの点滅および点滅解除 

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

点滅 タスクを使って、エンクロージャ内のディスクを見つけやすくするために LED を 1 つ点滅させることが

できます。このタスクは、故障したディスクを見つける際に役立ちます。

ほとんどのコントローラでは、点滅 タスクは短時間後（通常 30～60 秒後）に自動的にキャンセルされま

す。点滅解除 を選択して 点滅 タスクをキャンセルするか、点滅が止まらない物理デバイスの LED を停止さ

せます。

メモ: 点滅 および 点滅解除 タスクは、ホットスワップ物理ディスク（キャリア内のディスク）でのみ
サポートされています。LSI PCI-e U320 コントローラを使用する場合、点滅および点滅解除 タスクは、
サーバーまたはエンクロージャに挿入可能なキャリアに含まれる物理ディスクに対して使用できます。
物理ディスクがキャリアに含まれておらず、SCSI ケーブル（通常はリボンケーブル）で接続するよう
に設計されている場合、点滅 および 点滅解除 タスクは使用できません。

不良セグメントの削除

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

不良セグメントの削除 タスクを使って、使用できないディスク容量を回復します。不良 または 孤立 したデ

ィスクセグメントとは、次のいずれかの理由のために使用できない物理ディスクまたは物理デバイスの容量

を指します。

• 不良セグメントは破損した物理ディスクまたは物理デバイスの容量である。

• 不良セグメントは仮想ディスクに含まれているが、仮想ディスクは物理ディスクまたは物理デバイスのこ
の容量を使用していない。

• 物理ディスクまたは物理デバイスに複数の仮想ディスクが含まれている。この場合は、いずれかの仮想デ
ィスクに含まれていないディスク容量が使用できない可能性があります。

• 不良セグメントはコントローラから切断されてから再度接続された物理ディスクまたは物理デバイスに
存在する。

取り外しの準備

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。
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取り外し準備 タスクを使用して物理ディスクまたは物理デバイスをスピンダウンし、エンクロージャまたは

バックプレーンから安全に取り外せるようにします。このタスクは、データの損失を防ぐためにディスクま

たはデバイスを取り外す前に実行してください。

このタスクを行うとディスクの LED が点滅します。次の条件に従って安全にディスクまたはデバイスを取

り外すことができます。

• ディスクがスピンダウンするまで約 30 秒間待つ。

• 最初の点滅パターンが別の点滅パターンに変化するまで、またはライトが点滅しなくなるまで待つ。

取り外し準備を実行すると、物理ディスクまたは物理デバイスは準備完了状態ではなくなります。物理ディ

スクまたはデバイスをエンクロージャまたはバックプレーンから取り外す、または交換すると、物理ディス

クまたはデバイスはスピンアップして準備完了状態に戻ります。

場合によっては、コントローラにディスクまたはデバイスの取り外しなどの設定変更を認識させるために、

再スキャンが必要になることがあります。

メモ: この手順は、ホットスペアとして割り当てられている物理ディスクもしくはデバイス、または仮
想ディスクの一部である物理ディスクもしくはデバイスには使用できません。さらに、この手順はホッ
トスワップ物理ディスクまたはデバイス（キャリア内に存在するディスク）のみでサポートされていま
す。

関連概念

ストレージ設定変更をアップデートするための再スキャン

データの再構築

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

再構築 タスクを使うと、冗長仮想ディスク内の物理ディスクに障害が発生したときにデータを再構築するこ

とができます。

メモ: ディスクの再構築には数時間かかることがあります。

関連概念

冗長仮想ディスクの一部になっている故障ディスクの交換

再構築のキャンセル

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

再構築のキャンセル タスクを使用して進行中の再構築をキャンセルすることができます。再構築をキャン

セルすると、仮想ディスクの状態は劣化のままになります。さらに別の物理ディスクに障害が発生した場合、

仮想ディスクにも障害が発生し、データを失う可能性があります。障害が発生した物理ディスクはすぐに再

構築することをお勧めします。

メモ: ホットスペアに割り当てられている物理ディスクの再構築をキャンセルした場合、データを復元
するには同じ物理ディスクの再構築を再初期化します。物理ディスクの再構築をキャンセルしてから
別の物理ディスクをホットスペアに割り当てても、新しく割り当てたホットスペアでデータは再構築さ
れません。元のホットスペアの物理ディスクで再構築を再初期化する必要があります。
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グローバルホットスペアの割り当てと割り当て解除

注意: SAS 6/iR コントローラでは、二つの物理ディスクをグローバルホットスペアとして割り当てるこ
とができます。SAS 6/iR コントローラで物理ディスクをグローバルホットスペアとして割り当てる
と、物理ディスクのデータ損失につながる可能性があります。システムまたはブートパーティションが
これらの物理ディスク上にある場合、これも破棄される可能性があります。重要データを含んでいない
物理ディスクのみを割り当ててください。

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

グローバルホットスペアは、ディスクグループの一部になっている未使用のバックアップディスクです。ホ

ットスペアはスタンバイモードになります。仮想ディスクで使用されている物理ディスクに障害が発生する

と、割り当てられたホットスペアが有効になり、システムに割り込みされたり介入要求されることなく、故

障した物理ディスクと置換されます。ホットスペアが有効になると、故障した物理ディスクを使用していた

すべての冗長仮想ディスクのデータが再構築されます。

ホットスペアの割り当ては、ディスクの割り当てを解除し、必要に応じて別のディスクを割り当てることで

変更できます。複数の物理ディスクをグローバルホットスペアとして割り当てることができます。

メモ: SAS 6/iR コントローラでは、ブートパーティションを持つ物理ディスクをホットスペアとして割
り当てることはできません。

メモ: PERC S100 および S300 コントローラでは、グローバルホットスペア上に空き容量があれば、故
障した物理ディスクを交換した後もスペアとして機能します。

グローバルホットスペアの割り当てと割り当て解除は手動で行う必要があります。グローバルホットスペア

は特定の仮想ディスクには割り当てられません。仮想ディスクにホットスペアを割り当てる場合（仮想ディ

スク内のエラーが発生した物理ディスクを置き換えます）、専用ホットスペアの割り当てと割り当て解除 を

使用します。

メモ: 仮想ディスクを削除する場合に、コントローラに関連付けられた最後の仮想ディスクを削除する
と、割り当てられたグローバルホットスペアがすべて自動的に割り当て解除されることがあります。デ
ィスクグループの最後の仮想ディスクを削除すると、割り当て済みの専用ホットスペアがすべて自動的
にグローバルホットスペアになります。

メモ: PERC H310、H700、H710、H710P、H800、H810、H730P、H830, および PERC FD33xD/FD33xS 
コントローラでは、選択したドライブのいずれかが スピンダウン 状況である場合、「The current 
physical drive is in the spun down state. Executing this task on this drive 
takes additional time, because the drive needs to spun up」（現在の物理ドライブは

スピンダウンの状態です。このドライブでこのタスクを実行するには、ドライブがスピンアップする必
要があるため、さらに時間がかかります）というメッセージが表示されます。

ホットスペアに関連したサイズ要件とその他の考慮事項を把握しておいてください。

関連概念

ホットスペアでの仮想ディスクの保護

PERC 6/E および PERC 6/I コントローラ上のホットスペアに関する考慮事項

PERC S100 および PERC S300 コントローラ上のホットスペアに関する考慮事項

SAS 6/iR のグローバルホットスペアに関する考慮事項
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オンラインまたはオフライン状態での物理ディスクの設定

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

オンライン および オフライン タスクは、冗長仮想ディスクに含まれ PERC コントローラに接続されている

物理ディスクのみを対象にしています。

オフライン タスクは、取り外し前にディスクを無効にする場合に使用します。オンライン タスクは、オフラ

インディスクを再度有効にする場合に選択します。場合によっては、故障したディスクで オンライン タスク

を使用して、ディスクのデータの回復を試みることができます。

関連概念

一部のコントローラにおける物理ディスクオンラインコマンドの使用

物理ディスクをオンラインまたはオフラインにする

物理ディスクをオンラインまたはオフラインにするには、次の手順を実行します。

1. オンラインまたはオフラインにする必要のある物理ディスクを確認します。このタスクを実行するとデ
ータが損失することがあります。必要に応じてデータをバックアップします。物理ディスクを点滅させ
るには 点滅 をクリックします。

2. 準備ができたら オンライン または オフライン をクリックするか、前のページに戻る をクリックしま
す。

Storage Management でオンラインまたはオフラインを見つけるには

Storage Management でこのタスクを検索するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. コネクタ オブジェクトを展開します。

4. エンクロージャまたは バックプレーン オブジェクトを展開します。

5. 物理ディスク オブジェクトを選択します。

6. オンラインまたはオフラインにする物理ディスクの タスク ドロップダウンメニューから オンライン ま
たは オフライン を選択します。

7. 実行 をクリックします。

物理ディスクのクリアおよびクリアのキャンセルの実行

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

物理ディスクのクリアタスクを使用して物理ディスク上のデータを消去します。クリア タスクは、準備完了

状態にあるデータを含んだ物理ディスク、またはクリア状態にある物理ディスクに適用されます。

メモ: 低速初期化されている仮想ディスクのメンバーである物理ディスクは、クリア状態を表示する場
合があります。物理ディスクで クリアのキャンセル タスクを実行すると、仮想ディスク全体に対して 
低速初期化 タスクがキャンセルされます。

物理ディスクをクリアするには、次の手順を実行します。

142



1. 消去する物理ディスクを確認します。必要なデータがないことを確認し、必要であればバックアップを
取ります。物理ディスクを点滅させるには 点滅 ボタンをクリックします。 

2. 物理ディスクの情報をすべて消去する準備ができたら、クリア をクリックします。物理ディスクを消去
せずに終了するには、前のページに戻る をクリックします。

関連概念

フォーマット、初期化、低速および高速初期化

低速初期化の考慮事項

Storage Management からこのタスクを見つけるには

Storage Management でこのタスクを検索するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. コネクタ オブジェクトを展開します。

4. エンクロージャまたは バックプレーン オブジェクトを展開します。

5. 物理ディスク オブジェクトを選択します。

6. クリアする物理デバイスの タスク ドロップダウンメニューから クリア を選択します。

7. 実行 をクリックします。

復帰可能なホットスペアを有効にする

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

復帰可能なホットスペア タスクを選択して、ホットスペアから物理ディスクにデータをコピーします。

仮想ディスク内の物理ディスクが失敗すると、失敗したディスク内のデータは割り当てられたホットスペア

にコピーされます。失敗したディスクを新しい物理ディスクと交換し、かつ 復帰可能なホットスペア タスク

を有効にした場合、データはホットスペアから新しいディスクにコピーされます。

復帰可能なホットスペア タスクを使うと、予測エラーイベントが発生した際に物理ディスクからホットスペ

アにデータをコピーすることもできます。

復帰可能なホットスペアが有効で、かつ 物理ディスクで SMART を使用できる場合、コントローラファーム

ウェアは仮想ディスク内の SMART が有効なディスクからホットスペアへのデータの自動コピーを開始しま

す。

メモ: 復帰可能なホットスペア タスクを使うには、必ずホットスペアを仮想ディスクに割り当ててくだ
さい。

メモ: ディスクで SMART が有効でない、または 予測エラー時に自動交換 オプションが無効の場合は、
失敗したディスクは自動的に交換されません。

復帰可能なホットスペアを有効にする

復帰可能なホットスペアを有効にするには、以下の操作を行います。

1. コントローラプロパティの変更 ページで、復帰可能なホットスペアを有効にする および 予測可能な失
敗でメンバーを自動的に交換するを有効にします。

2. 変更の適用 をクリックします。
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Storage Management からコントロールタスクを見つけるには

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. 復帰可能なホットスペアタスクを有効にするコントローラオブジェクトを選択します。

3. コントローラプロパティページで、 情報 / 設定 をクリックします。

4. コントローラタスク ドロップダウンリストボックスから、コントローラプロパティの変更 を選択し、実
行 をクリックします。

メモ: 復帰可能なホットスペアの再構築率は、コントローラに定義されたものと同じです。

即時暗号化消去の有効化

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

注意: 即時暗号化消去では、ディスク上のすべてのデータが完全に消去されます。

即時暗号化消去 タスクを選択して、暗号化されている物理ディスクを消去します。このタスクは以下に対し

て使用できます。

• 未設定 SED ドライブ

• 外部設定の暗号化ドライブ

• 未設定の外部 SED ドライブ（暗号キーがコントローラにない場合も使用可）

関連概念

暗号化キーの管理

Storage Management から即時暗号化消去を見つけるには

Storage Management でこのタスクを検索するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. コネクタ オブジェクトを展開します。

4. エンクロージャまたは バックプレーン オブジェクトを展開します。

5. 物理ディスク オブジェクトを選択します。

6. クリアする物理デバイスの タスク ドロップダウンメニューから 即時暗号化消去 を選択します。

7. 実行 をクリックします。

RAID 対応ディスクへの変換

このタスクにより、ディスクではすべての RAID 操作が可能になります。

メモ: このタスクは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポートされ
ません。
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非 RAID ディスクへの変換

このタスクにより、ディスクが 非 RAID ディスクに変換されます。ディスクを非 RAID ディスクに変換する

と、そのディスクは未設定の良好なディスクとは異なりオペレーティングシステムに認識され、ダイレクト

パススルーモードでのディスクの使用が可能になります。

メモ: このタスクは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポートされ
ません。
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14
仮想ディスク
仮想ディスクとは、RAID コントローラによって 1 つまたは複数の物理ディスクから作成されたストレージを

意味します。仮想ディスクは複数の物理ディスクから作成されますが、オペレーティングシステムはこれを 

1 つのディスクとして認識します。使用する RAID レベルによって、ディスク障害発生時に仮想ディスクが冗

長データを保持したり、特定の性能属性を備えています。詳細に関しては、「RAID の概念についての理解」

を参照してください。

メモ: 仮想ディスクは RAID コントローラでのみ作成できます。

 
関連概念

RAID の概念について

関連タスク

仮想ディスクの削除

仮想ディスクを作成する前の考慮事項

異なるコントローラでは仮想ディスクの実装方法にそれぞれ特徴があります。これらの特徴には、ディスク

容量の使用方法、コントローラごとの仮想ディスク数などがあります。コントローラで仮想ディスクを作成

する前にこれらの特徴について理解しておくと役立ちます。

次の項目では、仮想ディスクに適用されるコントローラ情報について説明します。

• コントローラの仮想ディスクに関する考慮事項

• 冗長仮想ディスクおよび非冗長仮想ディスクに同じ物理ディスクを使用することに関連する問題

• Linux を実行するシステムでの仮想ディスクに関する考慮事項

• 仮想ディスクあたりのディスク数

• コントローラごとの仮想ディスク数

• 仮想ディスクの最大サイズの計算

次の項目も参照してください。

• RAID コントローラの読み取り、書き込み、キャッシュ、およびディスクキャッシュポリシー

• ホットスペアについて

• コントローラ - 対応ストライプサイズ

• ストレージ設定変更をアップデートするための再スキャン

• 設定変更を表示する際の時間の遅延

メモ: 本マニュアルのほか、コントローラに付属のハードウェアのマニュアルにも目を通してください。
このマニュアルとともにハードウェアのマニュアルを読むことで、コントローラの制限についてより深
い理解を得ることができます。
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コントローラの仮想ディスクに関する考慮事項

この項に記載される考慮事項に加え、次のコントローラに関する「仮想ディスクごとの物理ディスク数」に

説明されているコントローラの制限事項にも留意してください。

• PERC 6/E、および PERC 6/I

• PERC H310 アダプタ、PERC H310 ミニモノリシック、および PERC H310 ミニブレード

• PERC H700、PERC H710 アダプタ、PERC H710 ミニブレード、PERC H710 ミニモノリシック

• PERC H800、PERC H810 アダプタ

• PERC H330 アダプタ、PERC H330 ミニモノリシック、PERC H330 ミニブレード、PERC H330 内蔵

• PERC H730P アダプタ、PERC H730P ミニモノリシック、PERC H730P ミニブレード、PERC H730P ス
リム

• PERC H730 アダプタ、PERC H730 ミニモノリシック、PERC H730 ミニブレード

• PERC H830 アダプタ

• PERC FD33xD/FD33xS

メモ: Storage Management に表示されるコントローラの順序は、ヒューマンインタフェース（HII）お
よび PERC オプション ROM に表示される順序と異なる場合があります。コントローラの順序が原因
で制限が生じることはありません。

仮想ディスクを作成する場合、次の事項に留意してください。

• コントローラでの仮想ディスクの作成 — 仮想ディスクを作成する際には、どの物理ディスクを仮想ディ
スクに含めるかを指定します。作成した仮想ディスクは指定の物理ディスクにスパンされます。仮想デ
ィスクのサイズによっては、仮想ディスクが物理ディスク上のすべての容量を使用しないこともありま
す。物理ディスクの残りの容量は、物理ディスクが同じサイズでない限り 2 番目の仮想ディスクに使用
することはできません。さらに物理ディスクのサイズが同じで 2 番目の仮想ディスクに残りの容量を使
用する場合、この新しいディスクを拡張して元の仮想ディスクに含まれていない物理ディスクを含めるこ
とはできません。

• コントローラにおける仮想ディスクの削除および作成時の容量割り当て — 仮想ディスクを削除する際
は、削除する仮想ディスクによって使用されていた物理ディスク上で容量を解放するか、空き容量を作成
します。ディスクグループにいくつかの仮想ディスクを作成した場合、仮想ディスクを削除すると、物理
ディスク上の様々な場所に空き容量ができることになります。新しい仮想ディスクを作成すると、コント
ローラでは物理ディスクの空き容量のうちどれを新しい仮想ディスクに割り当てるか判断する必要があ
ります。PERC コントローラは、最も大きい空き容量を見つけ、これを新しい仮想ディスクに割り当てま
す。

• 2TB の SCSI 制限 — PERC コントローラに作成する仮想ディスクは、合計サイズ 2TB 以上の物理ディス
クからは作成できません。これはコントローラ実装に関する制限です。たとえば、最終的な仮想ディスク
のサイズに関係なく、サイズが 73GB の物理ディスを 30 個以上選択することはできません。このサイズ
のディスクを 30 個以上選択しようとすると、2TB の制限に達するため、選択する物理ディスクの数を減
らすようにポップアップメッセージが表示されます。2TB 制限は業界全体の SCSI 制限です。

• 仮想ディスクの拡張 — 再設定 タスクは、メンバーの物理ディスクの全容量を使用する仮想ディスクの拡
張のみに使用できます。

• 仮想ディスクの再設定 — 同じ物理ディスクを使用する仮想ディスクが複数ある場合は、再設定 タスクを
使用できません。ただし、物理ディスクセットに仮想ディスクが 1 つしか存在しない場合は、その仮想デ
ィスクを再設定できます。

• コントローラ上に保存されない仮想ディスク名 — 作成する仮想ディスクの名前は、コントローラ上に保
存されません。異なるオペレーティングシステムを使って再起動した場合、新しいオペレーティングシス
テムが独自の命名規則を使って仮想ディスク名を変更することがあります。

• クラスタが有効になっているコントローラでの仮想ディスクの作成と削除 — クラスタが有効になってい
るコントローラから仮想ディスクを作成または削除する際は、特に考慮しなければならない点がありま
す。
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• チャネルの冗長性の実装 — 1 つまたは複数のチャネルに冗長データが維持される仮想ディスクは、チャ
ネルが冗長化されています。チャネルの 1 つが失敗すると、冗長データが別のチャネルに存在するためデ
ータが失われることはありません。

メモ: チャネル冗長性の詳細に関しては、「チャネルの冗長性とサーマルシャットダウン」を参照し
てください。

• データの再構築 — 冗長と非冗長仮想ディスク両方で使用される場合、障害が発生した物理ディスクは再
構築ができません。この状況で障害が発生した物理ディスクを再構築する場合は、非冗長仮想ディスクを
削除する必要があります。

• S110 のディスクグループの概念に関する考慮事項 — ディスクグループとは、1 つ、または複数の仮想デ
ィスクが作成される RAID コントローラに接続されたディスクを論理的にグループ化したものです。そ
の際、ディスクグループのすべての仮想ディスクはディスクグループのすべての物理ディスクを使用しま
す。現在の実装では、論理デバイス作成の再に、混在したディスクグループのブロックがサポートされて
います。

物理ディスクはディスクグループにまとめられるので、1 つのディスクグループで RAID レベルが混在するこ

とはありません。

Storage Management サーバーは、仮想ディスクの作成時にディスクグループの概念を実装します。機能的

には、ある物理ディスクのグループが最初の仮想ディスクの作成に使用されると、そのディスクの未使用容

量は、仮想ディスクを拡張するか、未使用容量内に新しい仮想ディスクを作成するためのみに使用されます。

これらの仮想ディスクは同じ RAID レベルになります。

また、既存の混在構成は影響を受けません。ただし、混在構成を作成することはできません。

仮想ディスクでの読み書き、再構築、およびディスクの削除を行うことができます。

以前のソフトウェア RAID バージョンから移行され、複数の RAID レベルで構成されたディスクセットでは、

仮想ディスクを作成することはできません。

関連概念

チャネル冗長性

関連タスク

仮想ディスクタスク：再設定（手順 1/3）

PERC S100、S110、S130、および S300 コントローラの仮想ディスクに関する考
慮事項

仮想ディスクを作成する場合、次の事項に留意してください。

• 容量割り当て — 新しい仮想ディスクを作成する際、PERC S100、PERC S110、PERC S130、および PERC 
S300 コントローラは、物理ディスク上の空き容量のうち最も大きな領域を新しい仮想ディスクに割り当
てます。

• データの再構築 — 冗長と非冗長仮想ディスクに障害が発生した物理ディスクを使用する場合、冗長仮想
ディスクのみが再構築されます。

メモ: コントローラの制限の詳細に関しては、「仮想ディスクごとの物理ディスク数」を参照してくださ
い。

メモ: ソフトウェア RAID コントローラを使用して仮想ディスクを作成するときは、その仮想ディスク
にリンクされている物理ディスクに関連する情報が、短時間の遅延後、Storage Management に列挙ま
たは表示されます。情報表示の遅れは、機能制限の原因にはなりません。パーシャル仮想ディスクを作
成している場合は、Storage Management で、各パーシャル仮想ディスクの作成プロセスの間に十分な
時間の余裕を持たせることが推奨されます。
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メモ: ソフトウェア RAID S110 および S130 コントローラ上で、物理ディスク（SATA SSD または HDD）
が仮想ディスクから削除され、同じ物理ディスクが一瞬の間に即座に仮想ディスクに再挿入され（ホッ
トプラグ）た場合、仮想ディスクの状態は 準備ができましたと表示され、物理ディスクの状態は オン
ラインとして表示されます。ただし、同じ物理ディスクが少しの遅延の後に再挿入されると、仮想ディ
スクの状態が 劣化として表示され、物理ディスクの状態は準備ができましたと表示されます。

メモ: ソフトウェア RAID コントローラでは、仮想ディスクを作成できるのは SATA ドライブを使用し
た場合のみです。

関連概念

仮想ディスクあたりのディスク数

Linux を実行するシステムでの仮想ディスクに関する考慮事項

Linux オペレーティングシステムのバージョンによって、仮想ディスクサイズは 1TB に制限されます。1TB 

以上の仮想ディスクを作成する前に、オペレーティングシステムがこの仮想ディスクサイズをサポートして

いるかどうかを確認してください。お使いのオペレーティングシステムのサポート内容は、そのオペレーテ

ィングシステムのバージョンおよびこのオペレーティングシステムに対して実行したアップデートや修正の

内容によって異なります。また、周辺機器の容量が 1TB 超の仮想ディスクに対応しているかも調べてくださ

い。詳細に関しては、ご使用のオペレーティングシステムおよび周辺機器のマニュアルを参照してください。

仮想ディスクあたりのディスク数

仮想ディスクに含める物理ディスク数には制限があります。これらの制限はコントローラによって異なりま

す。仮想ディスクの作成で、コントローラは一部のストライプとスパン（物理ディスクのストレージを組み

合わせる方法）をサポートします。ストライプとスパンの合計数が制限されているため、使用できる物理デ

ィスク数も限られます。ストライプとスパンの制限によって、連結および RAID レベルは次のような影響を

受けます。

• 最大スパン数は、RAID 10 、RAID 50、および RAID 60 に影響します。

• 最大ストライプ数は、RAID 0、RAID 5、RAID 50、RAID 6 および RAID 60 に影響します。

• 1 つのミラー内の物理ディスク数は常に 2 です。このプロパティは RAID 1 および RAID 10 に影響しま
す。

RAID 50 および RAID 60 の場合、他の RAID レベルで使用できる数以上の物理ディスクを使用することがで

きます。ファームウェアバージョン 6.1 を搭載した SAS コントローラ上の RAID 10 は最大 256 の物理ディ

スクを使用できます。ただしコントローラのコネクタ数は、RAID 10、RAID 50、または RAID 60 を使用した

ときに仮想ディスクに含める物理ディスク数を制限します。これは、限られた数の物理ディスクしか物理的

にコントローラに接続できないためです。

仮想ディスクがサポートする物理ディスクの最大数に関する情報は、「サポートされる機能」でコントローラ

の仮想ディスク要件を参照してください。

関連概念

PERC S100、S110、S130、および S300 コントローラの仮想ディスクに関する考慮事項

コントローラごとの仮想ディスク数

コントローラで作成可能な仮想ディスク数には制限があります。コントローラがサポートする仮想ディスク

の最大数に関しては、「対応機能」でそのコントローラ用の仮想ディスク仕様を参照してください。
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仮想ディスクの最大サイズの計算

仮想ディスクの作成簡易設定ウィザード には、仮想ディスクサイズの最大および最小値が表示されます。本

項では、仮想ディスクの最大サイズがコントローラタイプに基づいて計算される方法について説明します。

コントローラタイプを識別するには、「RAID コントローラテクノロジ：SATA および SAS」を参照してくださ

い。

SATA RAID コントローラ

SATA RAID コントローラの使用時は、コントローラが選択した RAID レベルと、コントローラに接続された

適切な物理ディスクすべてによって提供される物理ディスク容量に基づいて、仮想ディスクの最大サイズを

算出します。たとえば、コントローラに空き容量のある 12 台の物理ディスクが含まれており、RAID 5 を指

定した場合、RAID 5 には 12 台の物理ディスクを含むことが可能であることから、コントローラは 12 台の物

理ディスクが提供する空き容量に基づいて仮想ディスクの最大サイズを計算します。

SAS RAID コントローラ

SAS コントローラを使用する場合、コントローラは選択した RAID レベルの作成に必要な最小物理ディスク

数から提供される最大空きディスク容量を基に、仮想ディスクの最大サイズを計算します。たとえば、RAID 

5 を指定した場合は、3 台の物理ディスクを基に最大仮想ディスクサイズを計算します。これは、仮想ディ

スク数が 3 台あれば RAID 5 を作成できるためです。

チャネル冗長仮想ディスク

仮想ディスクを作成する場合、異なるチャネルに接続されているディスクを使ってチャネルの冗長性を実装

することができます。この設定は、サーマルシャットダウンの対象となるエンクロージャ内のディスクに使

用することができます。

メモ: チャネルの冗長性は、複数チャネを持ち外付けディスクエンクロージャに接続されているコント
ローラにのみ適用されます。

関連概念

チャネル冗長性

関連タスク

チャネル冗長仮想ディスクの作成

仮想ディスクの作成

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

RAID 機能を実装するには、仮想ディスクを作成する必要があります。仮想ディスクとは、RAID コントロー

ラによって 1 つまたは複数の物理ディスクから 作成されたストレージを指します。仮想ディスクは複数の

物理ディスクから作成されますが、オペレーティングシステムはこれを単一のディスクとして認識します。

仮想ディスクを作成する前に、「仮想ディスクを作成する前の考慮事項」を理解しておく必要があります。

Storage Management は仮想ディスクの作成に役立つウィザードを提供します。

• 仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード は、使用可能な容量とコントローラの考慮事項に基づいて適切
な仮想ディスクレイアウトを算出します。このウィザードを使用すると、推奨選択を使用して仮想ディス
クを迅速に作成することができます。
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• 仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード では、仮想ディスクの読み取り、書き込み、キャッシュポリシ
ーを指定できます。また、使用される物理ディスクとコントローラコネクタを選択することもできます。
詳細設定ウィザードを使用するには、RAID レベルとハードウェアに関する詳細な知識が必要です。

関連概念

RAID とは?

仮想ディスクの削除

チャネル冗長性

仮想ディスクの再構築または移行

物理ディスクまたは物理デバイスのプロパティ

物理ディスクまたは物理デバイスのタスク

仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード

仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード

仮想ディスクの再構築または移行

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ
い。

仮想ディスクを再構築または移行することで、仮想ディスクの容量を増やしたり RAID レベルを変更したり

することができます。

メモ: ソフトウェア RAID S110 および S130 コントローラ上で、物理ディスク（SATA SSD または HDD）
が仮想ディスクから削除され、同じ物理ディスクが一瞬の間に即座に仮想ディスクに再挿入され（ホッ
トプラグ）た場合、仮想ディスクの状態は 準備ができましたと表示され、物理ディスクの状態は オン
ラインとして表示されます。ただし、同じ物理ディスクが少しの遅延の後に再挿入されると、仮想ディ
スクの状態が 劣化として表示され、物理ディスクの状態は準備ができましたと表示されます。

仮想ディスクを再構築するには、次の手順を実行します。

1. 仮想ディスク再構築と容量拡張の開始とターゲット RAID レベルについての情報を確認します。

2. ツリービューで、仮想ディスクが存在するコントローラを特定します。仮想ディスク オブジェクトが表
示されるまでコントローラオブジェクトを展開します。

3. 仮想ディスクの タスク ドロップダウンリストボックスから 再構築 タスクを選択し、実行 をクリックし
ます。

4. 再構築ウィザードを使用して、再構築 タスクを完了します。

仮想ディスク再構成と容量拡張の開始とターゲット RAID レ
ベル

仮想ディスクの作成後、仮想ディスクを再構成できるかどうかは、コントローラ、RAID レベル、および利用

可能な物理ディスクに応じて異なります。

表 28. 仮想ディスクを再構成する場合に想定できるシナリオ

コントローラ 開始 RAID レベル ターゲット RAID レベル コメント

PERC 6/E、PERC 6/I、
PERC H800 アダプタ、
PERC H700 アダプタ、
PERC H700 統合、および 
PERC H700 モジュラー、

RAID 0 RAID 1 ディスクを 1 台追加

RAID 0 RAID 0、RAID 5 ディスクを少なくとも 1 
台追加

151



コントローラ 開始 RAID レベル ターゲット RAID レベル コメント

PERC H310 アダプタ、
PERC H310 ミニモノリ
シック、PERC H310 ミニ
ブレード、PERC H710 ア
ダプタ、PERC H710 ミニ
ブレード、PERC H710 ミ
ニモノリシック、PERC 
H710P アダプタ、PERC 
H710P ミニブレード、
PERC H710P ミニモノリ
シック、PERC H810 アダ
プタ、PERC H330 アダプ
タ、PERC H330 ミニモノ
リシック、PERC H330 ミ
ニブレード、PERC H330 
内蔵、PERC H730 アダプ
タ、PERC H730 ミニモノ
リシック、PERC H730 ミ
ニブレード、PERC 
H730P アダプタ、PERC 
H730P ミニモノリシッ
ク、PERC H730P ミニブ
レード、PERC H730P ス
リム、PERC H830 アダプ
タ、PERC FD33xD/
FD33xS

RAID 0 RAID 6 RAID 6 には最低 4 台の
ディスクが必要です。

RAID 0 から RAID 6 への
再構成には、RAID 6 に必
要な最低ディスク数（4 
台）を超える場合でも、
少なくとも 2 台の追加デ
ィスクが必要です。

RAID 1 RAID 0 ディスクの追加あり、ま
たはなし

RAID 1 RAID 5、RAID 6 ディスクを少なくとも 1 
台追加

RAID 6 には最低 4 台の
ディスクが必要です。

RAID 5 RAID 0 ディスクの追加あり、ま
たはなし

RAID 5 RAID 5、RAID 6 ディスクを少なくとも 1 
台追加

RAID 6 には最低 4 台の
ディスクが必要です。

RAID 6 RAID 0、RAID 5 ディスクの追加あり、ま
たはなし

RAID 6 RAID 6 ディスクを少なくとも 1 
台追加

RAID 10 RAID 10 ディスクの追加なし

SAS 6/iR 該当なし 該当なし 該当なし

PERC S100、S110、
S130、および S300

RAID 0 RAID 0 追加ディスクあり、また
はなし

RAID 1 RAID 1 追加ディスクなし

RAID 5 RAID 5 追加ディスクあり、また
はなし

RAID 10 RAID 10 追加ディスクなし

メモ: Storage Management に表示されるコントローラの順序は、ヒューマンインタフェース（HII）お
よび PERC オプション ROM に表示される順序と異なる場合があります。コントローラの順序が原因
で制限が生じることはありません。

メモ: ソフトウェア RAID コントローラを使用して仮想ディスクを作成するときは、その仮想ディスク
にリンクされている物理ディスクに関連する情報が、短時間の遅延後、Storage Management に列挙ま
たは表示されます。情報表示の遅れは、機能制限の原因にはなりません。パーシャル仮想ディスクを作
成している場合は、Storage Management で、各パーシャル仮想ディスクの作成プロセスの間に十分な
時間の余裕を持たせることが推奨されます。

メモ: RAID 10 仮想ディスクの再構成操作は、インテリジェントミラーリングではサポートされません。
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関連概念

RAID レベルと連結の選択

冗長仮想ディスクの整合性の維持

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ
い。

仮想ディスクの 整合性チェック タスクで、冗長（パリティ）情報の正確さを確認します。このタスクは冗長

仮想ディスクにのみ適用されます。必要であれば 整合性チェック タスクが冗長データを再構築します。

仮想ディスクの冗長情報を確認するには、次の手順を実行します。

1. ツリービューで、仮想ディスクが存在するコントローラを特定します。仮想ディスク オブジェクトが表
示されるまでコントローラオブジェクトを展開します。

2. 仮想ディスクの タスク ドロップダウンリストボックスから 整合性チェック タスクを選択し、実行 をク
リックします。

冗長情報の再構築

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

冗長仮想ディスクがある場合、エラーのあった物理ディスクの内容を新しいディスクまたはホットスペアに

再構築できます。再構築は通常の動作中に行うことができますが、パフォーマンスが劣化します。

関連概念

故障したディスクの交換

再構築率の設定

再構築が上手くいかない場合

仮想ディスクの不良ブロックの管理

仮想ディスクの不良ブロックとは、1 台または複数台のメンバー物理ディスクにある不良ブロックです。不

良ブロックのある仮想ディスクでの読み取り操作は失敗する場合があります。

Storage Management は重要アラート（2387）を生成し、仮想ディスク上に不良ブロックがあることを通知

します。

仮想ディスクの不良ブロックは、コントローラがディスクのスキャンを必要とする操作を行うときに検出さ

れます。このアラートが生成される可能性のある操作の例には次のようなものがあります。

• 整合性チェック

• 再構築

• 仮想ディスクフォーマット

• I/O

• 巡回読み取り
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物理ディスク不良ブロックのリカバリは、RAID レベルと仮想ディスクの状態によって異なります。仮想ディ

スクが冗長構成の場合は、コントローラは物理ディスク上の不良ブロックを回復できます。仮想ディスクが

冗長構成でない場合は、物理ディスクの不良ブロックが仮想ディスクの不良ブロックの原因になります。

表 29. 仮想ディスクの不良ブロックの発生シナリオ例

RAID レベル仮想ディス
ク

状況 シナリオ 結果

RAID 0 劣化 物理ディスク上に 1 つの
不良ブロックがある。

冗長性がないため、コン
トローラはピアディスク
からデータを再生成でき
ません。この結果、仮想
ディスクの不良ブロック
が発生します。

RAID 5 準備完了 物理ディスク上に 1 つの
不良ブロックがある。

コントローラは、ピアデ
ィスクからデータを再生
成して不良ブロックに書
き込みを送信します。そ
の後ディスクは論理ブロ
ックアドレッシング
（LBA）を別の物理的な場
所に再マップします。こ
れで問題が解決します。

RAID 5 劣化 物理ディスク上に 1 つの
不良ブロックがある。

ドライブが 1 つ欠落して
いるため、コントローラ
はピアディスクからデー
タを再生成できません。
この結果、仮想ディスク
の不良ブロックが発生し
ます。

RAID 5 準備完了 2 台の物理ディスク上の
同じ場所に不良ブロック
が 1 つある。

コントローラはピアディ
スクからデータを再生成
できません。この結果、
仮想ディスクの不良ブロ
ックが発生します。

RAID 6 一部劣化（1 台の物理ディ
スクが故障 / 欠落）

物理ディスク上に 1 つの
不良ブロックがある。

コントローラは、ピアデ
ィスクからデータを再生
成して不良ブロックに書
き込みを送信します。そ
の後ディスクは LBA を
別の物理的な場所に再マ
ップします。これで問題
が解決します。

RAID 6 劣化（2 台の物理ディス
クが故障 / 欠落）

物理ディスク上に 1 つの
不良ブロックがある。

コントローラはピアディ
スクからデータを再生成
できません。この結果、
仮想ディスクの不良ブロ
ックが発生します。

RAID 6 準備完了 物理ディスク上に 1 つの
不良ブロックがある。

コントローラは、ピアデ
ィスクからデータを再生
成して不良ブロックに書
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RAID レベル仮想ディス
ク

状況 シナリオ 結果

き込みを送信します。そ
の後ディスクは論理ブロ
ックアドレッシング
（LBA）を別の物理的な場
所に再マップします。こ
れで問題が解決します。

不良ブロックのクリアに関する推奨事項

Storage Management では、不良ブロックの警告をクリアすることができます。不良ブロックをクリアする
には、次の手順を推奨します。

1. 検証 オプションを選択した状態で仮想ディスクのバックアップを行います。

次の 2 つのシナリオが発生する可能性があります。

• バックアップ操作が 1 つまたは複数のファイルで失敗する。この場合は、前回のバックアップからフ
ァイルを復元します。ファイルを復元した後、手順 2 に進みます。

• バックアップ操作がエラーなしで完了する。これは、仮想ディスク上の書き込まれた部分に不良ブロ
ックがないことを示します。

この後も引き続き不良ブロック警告を受け取る場合、不良ブロックは非データ領域にあります。手順 2 

に進みます。

2. 巡回読み取り を実行し、システムイベントログをチェックして新しい不良ブロックが検出されないこと
を確認します。

不良ブロックがまだ存在する場合は、手順 3 に進みます。存在しない場合は、状態が解決しているので

手順 3 に進む必要はありません。

3. これらの不良ブロックをクリアするには、仮想ディスクの不良ブロックのクリア タスクを実行します。

この 仮想ディスクの不良ブロックのクリア 機能は、PERC H310 アダプタ、PERC H310 ミニモノリシッ

ク、PERC H310 ミニブレード、PERC H700、PERC H710 アダプタ、PERC H710 ミニブレード、PERC 

H710 ミニモノリシック、PERC H710P アダプタ、PERC H710P ミニブレード、PERC H710P ミニモノ

リシック、PERC H800、PERC H810 アダプタ、PERC H330 アダプタ、PERC H330 ミニモノリシック、

PERC H330 ミニブレード、PERC H330 内蔵、PERC H730 アダプタ、PERC H730 ミニモノリシック、

PERC H730 ミニブレード、PERC H730P アダプタ、PERC H730P ミニモノリシック、PERC H730P ミ

ニブレード、PERC H730P スリム、PERC H830 アダプタ、および PERC FD33xD/FD33xS に提供されま

す。

仮想ディスクプロパティおよびタスク

仮想ディスクのプロパティとタスクウィンドウを使用して、仮想ディスクについての情報を表示し、仮想デ

ィスクタスクを実行します。

オプションメニューで次を行います：

パーティションの更新：使用可能仮想ディスク用にオペレーティングシステムコマンドを使ってパーティシ

ョンが作成されたら、クリックして仮想ディスクパーティションデータを更新します。

仮想ディスクの作成ウィザードに進む：仮想ディスクの作成ウィザードを起動します。
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関連概念

仮想ディスクのプロパティ

仮想ディスクタスク

物理ディスク — 使用できるタスク

仮想ディスクのプロパティ

仮想ディスクプロパティは、コントローラのモデルに応じて異なる場合があります。

表 30. 仮想ディスクのプロパティ

プロパティ 定義

ステータス これらのアイコンはストレージコンポーネントの重大度または正常性
を示します。

 — 正常 /OK

 — 警告 / 非重要

 — 重要 / 失敗 / エラー

詳細については、「ストレージコンポーネントの重大度」を参照してく
ださい。

名前 仮想ディスク名を表示します。

状況 仮想ディスクの状態が表示されます。可能な値は次のとおりです。

• 準備完了 － 仮想ディスクが正常に機能しています。

• 劣化 — 冗長仮想ディスクの物理ディスクはオンラインになってい
ません。

• 再同期中 — 整合性チェックが仮想ディスクで実行されています。

再同期中状況の間に仮想ディスクで 整合性チェックのキャンセル 
を実行すると、仮想ディスクは 冗長性失敗 状況になる原因となりま
す。

• 再同期の一時停止 — 仮想ディスクの整合性チェックが一時停止さ
れています。

• 再生成中 — 仮想ディスク内の物理ディスクが再構築中です。

• 再構成中 — 仮想ディスクの設定が変更されています。仮想ディス
クに含まれる物理ディスクは新しい設定をサポートするように変更
されています。

• 失敗 — 仮想ディスクの 1 つまたは複数のコンポーネントにエラー
が発生し、機能が停止しています。

• 冗長性失敗 — この状況は、仮想ディスクの初期整合性チェックがキ
ャンセルされたか、正常に行われなかった場合に表示されます。ま
た、RAID 1、RAID 10 または RAID 1 連結仮想ディスクで物理ディス
クの故障が発生したときにも表示されることがあります。さらに、
仮想ディスクが冗長性失敗状況を表示する原因となり得る、その他
の仮想ディスクおよびファームウェア関連状況もあります。仮想デ
ィスクが冗長性失敗状況にあるときは、整合性チェックの実行で仮
想ディスクが準備完了状況に戻る場合があります。

• バックグラウンド初期化 — 仮想ディスク上でバックグラウンド初
期化が実行されています。
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プロパティ 定義

• フォーマット中 — 仮想ディスクがフォーマットされています。詳
細については、「フォーマット、初期化、低速および高速初期化」を
参照してください。

• 初期化中 — 仮想ディスクが初期化されています。詳細については、
「フォーマット、初期化、低速および高速初期化」を参照してくださ
い。

一部のコントローラでは、仮想ディスク状況はコントローラが I/O 
操作を行うまでアップデートされません。詳細については、「物理デ
ィスク状態変更を検知するための I/O と再起動要件」を参照してく
ださい。

• 劣化冗長 — この状況は、冗長仮想ディスク内の物理ディスクがオン
ラインではないが、仮想ディスクが引き続きアクセス可能で機能し
ている RAID 6 および RAID 60 に該当します。

パーティション このプロパティは、仮想ディスクにパーティションがあるかどうかを表
示します。可能な値は、なし および パーティション 情報ページへのリ
ンクです。

仮想ディスクの不良ブロック 仮想ディスクに不良ブロックがあるかどうかを表示します。

暗号化済み 仮想ディスクが暗号化されているかを表示します。可能な値は はい ま
たは いいえ です。

ホットスペアポリシー違反 ホットスペア保護ポリシーの違反があったかどうかが表示されます。

メモ: このプロパティは、ホットスペア保護ポリシーを設定した場
合にのみ表示されます。詳細に関しては、「ホットスペア保護ポリ
シーの設定」を参照してください。

T10 保護情報状態 仮想ディスクのデータ整合性状態が表示されます。可能なオプション
は、有効 および 無効 です。

レイアウト RAID レベルを表示します。

Size（サイズ） 仮想ディスクの合計容量が表示されます。

仮想ディスクサイズの計算アルゴリズムでは、0.005 以下の値が 0.00 
に四捨五入され、0.006 から 0.009 の間の値は 0.01 にに四捨五入され
ます。たとえば、仮想ディスクサイズ 819.725 は 819.72 に四捨五入さ
れます。仮想ディスクサイズ 819.726 は 819.73 に四捨五入されます。

デバイス名 このオブジェクトのオペレーティングシステムデバイス名が表示され
ます。

バスプロトコル 仮想ディスクに含まれる物理ディスクが使用する技術を表示します。
可能な値は次のとおりです。

• SAS

• SATA

メディア 仮想ディスク内にある物理ディスクのメディアタイプが表示されます。
可能な値は次のとおりです。

• HDD

• SSD

• 不明 — Storage Management は物理ディスクのメディアタイプを
判断できません。
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プロパティ 定義

メモ: 仮想ディスクに HDD と SSD を混在させることはできませ
ん。また、仮想ディスクに SAS と SATA ドライブを混在させるこ
ともできません。

読み取りポリシー コントローラが選択された仮想ディスクに使用している読み取りポリ
シーが表示されます。「RAID コントローラの読み取り、書き込み、キャ
ッシュ、およびディスクキャッシュポリシー」を参照してください。

書き込みポリシー コントローラが選択された仮想ディスクに使用している書き込みポリ
シーが表示されます。「RAID コントローラの読み取り、書き込み、キャ
ッシュ、およびディスクキャッシュポリシー」を参照してください。

キャッシュポリシー コントローラが選択された仮想ディスクに使用しているキャッシュポ
リシーが表示されます。「RAID コントローラの読み取り、書き込み、キ
ャッシュ、およびディスクキャッシュポリシー」を参照してください。

ストライプサイズ 仮想ディスクのストライプサイズが表示されます。

ディスクキャッシュポリシー 仮想ディスクの一部である物理ディスクのディスクキャッシュポリシ
ーが有効か無効かを表示します。「RAID コントローラの読み取り、書き
込み、キャッシュ、およびディスクキャッシュポリシー」を参照してく
ださい。

仮想ディスクタスク

仮想ディスクのドロップダウンメニュータスクを実行するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開して、コントローラオブジェ
クトを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. 仮想ディスクオブジェクトを選択します。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューからタスクを選択します。

5. 実行 をクリックします。

メモ: 対応機能はコントローラによって異なります。使用可能なタスク ドロップダウンボックス

に表示されるタスクは、ツリービューで選択したコントローラに応じて異なる場合があります。コ

ントローラやシステムの設定制限のために実行できるタスクがない場合は、使用可能なタスク ド

ロップダウンボックスに タスクなし と表示されます。

物理ディスク — 使用できるタスク

次のリストは、仮想ディスクの 使用可能なタスク ドロップダウンボックスに表示される使用可能なタスクの

一覧です。

• 仮想ディスクの再設定

• フォーマット、初期化、低速および高速初期化

• バックグラウンドの初期化のキャンセル

• 無効セグメントの回復

• 仮想ディスク上のデータの削除

• 専用ホットスペアの割り当てと割り当て解除

• 整合性チェックの実行
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• 整合性チェックのキャンセル

• 整合性チェックの一時停止

• 整合性チェックの再開

• 仮想ディスクの点滅と点滅停止

• 仮想ディスクの名前変更

• ミラーの分割

• ミラーの解除

• 再構築のキャンセル

• 仮想ディスクポリシーの変更

• メンバーディスクの交換

• 仮想ディスクの不良ブロックのクリア

• 仮想ディスクの暗号化

仮想ディスクの再設定

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

再設定 タスクでは、仮想ディスクのプロパティを変更することができます。たとえばこのタスクを使用して

物理ディスクを追加したり RAID レベルを変更することが可能です。

関連タスク

仮想ディスクタスク：再設定（手順 1/3）

仮想ディスクタスク：再設定（手順 2/3）

仮想ディスクタスク：再設定（手順 3/3）

フォーマット、初期化、低速および高速初期化

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

フォーマット、初期化、低速初期化、または 高速初期化 タスクでは、仮想ディスク上のファイルの消去とフ

ァイルシステムの削除を行うことができます。一部のコントローラでは、使用する前に仮想ディスクを初期

化する必要があります。

関連概念

低速および高速初期化

低速初期化の考慮事項

バックグラウンドの初期化のキャンセル

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

バックグラウンドの初期化のキャンセル タスクでは、仮想ディスクでのバックグラウンドの初期化をキャン

セルすることができます。

PERC コントローラでは、仮想ディスクが作成されると、冗長仮想ディスクのバックグラウンド初期化が自

動的に開始されます。初期化はバックグラウンドで実行されるため、初期化の実行中に他の処理を続行する

ことができます。
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冗長仮想ディスクのバックグラウンド初期化は、仮想ディスクをパリティ情報用に準備し、書き込みパフォ

ーマンスを向上させます。バックグラウンド初期化は最後まで完了させることが重要です。ただしバックグ

ラウンド初期化をキャンセルすることもできます。キャンセルすると、コントローラは後でバックグラウン

ド初期化を再開始します。

関連概念

PERC コントローラにおけるバックグラウンド初期化

無効セグメントの回復

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

無効セグメントの復元 タスクでは、破損した RAID 5 仮想ディスクからデータを回復します。不良セグメン

トの復元 タスクは、RAID 5 仮想ディスクに含まれた物理ディスクの破損した部分からのデータの再構築を試

みます。無効セグメントの復元 タスクは、パリティまたは冗長情報を使用して失われたデータを再構築しま

す。このタスクを使用しても失われたデータを回復できない場合があります。

仮想ディスク上のデータの削除

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

削除 タスクを使用すると、仮想ディスクのすべてのデータが破壊されます。

関連タスク

仮想ディスクの削除

整合性チェックの実行

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

整合性チェック タスクは、冗長（パリティ）情報の正確さを検証します。このタスクは冗長仮想ディスクに

のみ適用されます。必要なときは、整合性チェック タスクが冗長データを再構築します。仮想ディスクが失

敗した冗長性状態にある場合、整合性チェックを実行することによって、仮想ディスクを準備完了状態に戻

すことができる可能性があります。

関連概念

整合性チェック率の設定

整合性チェックのキャンセル

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

整合性チェックのキャンセル タスクは、進行中の整合性チェック操作を停止します。

整合性チェックの一時停止

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。
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整合性チェックの一時停止 タスクは、進行中の整合性チェックを一時停止します。

メモ: 整合性チェックの一時停止は、仮想ディスクの 状況 プロパティをただちに 再同期化一時停止 に
アップデートします。進行状況 プロパティは最大 3 秒まで進行し続ける場合があります。この遅延
は、ポーリングタスクがタスク情報をクエリして表示をアップデートするのに最大 3 秒かかることがあ
るために発生します。

整合性チェックの再開

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

整合性チェックの再開 タスクは、一時停止された後に整合性チェックを再開します。

仮想ディスクの点滅と点滅停止

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

点滅 および 点滅停止 タスクを使用して、仮想ディスクに含まれる物理ディスクのライトの点滅または点滅

停止を行うことができます。

仮想ディスクの名前変更

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

名前の変更 タスクでは、仮想ディスク名を変更することができます。

関連概念

仮想ディスクの名前変更

再構築のキャンセル

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

再構築のキャンセル タスクを使用して進行中の再構築をキャンセルすることができます。再構築をキャン

セルすると、仮想ディスクの状態は劣化のままになります。さらに別の物理ディスクに障害が発生した場合、

仮想ディスクにも障害が発生し、データを失う可能性があります。障害が発生した物理ディスクはすぐに再

構築することをお勧めします。

メモ: ホットスペアに割り当てられている物理ディスクの再構築をキャンセルした場合、データを復元
するには同じ物理ディスクの再構築を再初期化します。物理ディスクの再構築をキャンセルしてから
別の物理ディスクをホットスペアに割り当てても、新しく割り当てたホットスペアでデータは再構築さ
れません。元のホットスペアの物理ディスクで再構築を再初期化する必要があります。

仮想ディスクポリシーの変更

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。
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ポリシーの変更 タスクでは、仮想ディスクの読み取り、書き込み、またはキャッシュポリシーを変更するこ

とができます。読み取り、書き込み、およびキャッシュのポリシーへの変更は、選択した仮想ディスクにの

み適用されます。このタスクは、コントローラ上のすべての仮想ディスクのポリシーを変更するものではあ

りません。

関連概念

RAID コントローラの読み取り、書き込み、キャッシュ、およびディスクキャッシュポリシー

メンバーディスクの交換

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

メンバーディスクの交換 タスクは、メンバー設定の交換 オプションを提供することにより、仮想ディスクの

メンバーである物理ディスクから別の物理ディスクにデータをコピーすることを可能にします。異なるアレ

イグループから複数のデータコピーを開始できます。

関連タスク

仮想ディスクタスク：メンバーディスクの交換（手順 1/2）

仮想ディスクタスク：メンバーディスクの交換（手順 2/2）

仮想ディスクの不良ブロックのクリア

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

仮想ディスクの不良ブロックのクリア タスクでは、仮想ディスク上の不良ブロックをクリアすることができ

ます。この機能は、PERC H700、H710 アダプタ、PERC H710 ミニブレード、PERC H710 ミニモノリシッ

ク、PERC H710P アダプタ、PERC H710P ミニブレード、PERC H710P ミニモノリシック、PERC H800、

PERC H810 アダプタ、PERC H330 アダプタ、PERC H330 ミニモノリシック、PERC H330 ミニブレード、

PERC H330 内蔵、PERC H730 アダプタ、PERC H730 ミニモノリシック、PERC H730 ミニブレード、PERC 

H730P アダプタ、PERC H730P ミニモノリシック、PERC H730P ミニブレード、PERC H730P スリム、PERC 

H830 アダプタ、および PERC FD33xD/FD33xS のみに適用されます。

仮想ディスクの暗号化

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

仮想ディスクの暗号化 タスクは、暗号化されていない仮想ディスクを暗号化します。この機能は以下の条件

を満たすコントローラにのみ適用できます。

• 暗号化対応である（PERC H700、PERC H710 アダプタ、PERC H710 ミニブレード、PERC H710 ミニモ
ノリシック、PERC H710P アダプタ、PERC H710P ミニブレード、PERC H710P ミニモノリシック、PERC 
H800、PERC H810 アダプタ、PERC H730 アダプタ、PERC H730 ミニモノリシック、PERC H730 ミニ
ブレード、PERC H730P アダプタ、PERC H730P ミニモノリシック、PERC H730P ミニブレード、PERC 
H730P スリム、PERC H830 アダプタ、および PERC FD33xD/FD33xS）

• 暗号化キーがある

• 自己暗号化ドライブ（SED）仮想ディスクがある
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仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ
い。

仮想ディスクの作成ウィザード では、ウィザードタイプと RAID レベルを選択することができます。仮想デ

ィスク作成の簡易設定ウィザード は、使用可能な容量とコントローラの考慮事項に基づいて適切な仮想ディ

スク設定を算出します。独自の仮想ディスク設定を選択するには、詳細設定ウィザード オプションを選択し

てください。

仮想ディスクを作成する前に、「仮想ディスクを作成する前の考慮事項」の情報をよくお読みください。「RAID 

レベルと連結の選択」も確認してください。

メモ: このタスクは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポートされ
ません。

仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード を使用して仮想ディスクを作成するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ページの左側で、ストレージ を展開します。

2. <PERC コントローラ> をクリックします。

3. 仮想ディスク をクリックします。

コントローラ上の仮想ディスク <コントローラ名> ページ が表示されます。

4. 仮想ディスクの作成ウィザードに進む をクリックします。

仮想ディスクの作成ウィザード（手順 1）<コントローラ名> ページが表示されます。

5. 簡易設定ウィザード オプションを選択し、ドロップダウンリストから RAID レベル を選択します。

• コントローラによっては、連結 することで複数のディスクのストレージ容量を組み合わせたり、1 台
の物理ディスクを使用して仮想ディスクを作成することができます。 連結 を使用するときにサポー
トされる物理ディスク台数についての詳細は、「仮想ディスクごとの物理ディスク台数」を参照して
ください。連結 を使用してもデータ冗長性は提供されず、読み取り / 書き込みのパフォーマンスに
も影響しません。

• ストライピングを行うには、RAID 0 を選択します。ディスクを n 台のディスクを n ディスク台の容
量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクとしてグループ化します。データは交互にディスクに保管され
るため、均等に配分されます。データ冗長性はこのモードでは提供されません。読み取り / 書き込み
パフォーマンスが向上します。

• ディスクのミラーリングには RAID 1 を選択します。この選択では、2 台のディスクがディスク 1 台
分の容量を備えたひとつの仮想ディスクとしてグループ化されます。データは両方のディスクに複
製されます。ディスクに不具合が生じたときでも、仮想ディスクは引き続き機能します。この機能に
よってデータ冗長性と優れた読み込みパフォーマンスが提供されますが、書き込みパフォーマンスは
若干遅くなります。RAID 1 を用いるには、システム上に物理ディスクが最低 2 台必要です。

• 分散パリティ使用のストライピングには、RAID 5 を選択します。この選択は、n 台のディスクを、
ディスク（n-1）台分の合計容量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクにグループ化します。ディスクに
不具合が生じても、仮想ディスクは引き続き機能します。この機能では、より良いデータ冗長性と読
み取りパフォーマンスが提供されますが、書き込みパフォーマンスが低下します。RAID 5 を使用す
るには、システムに少なくとも 3 台の物理ディスクが必要です。

• 追加の分散パリティを使用するストライピングには、RAID 6 を選択します。 この選択は、n 台のデ
ィスクを、ディスク（n-2）台分の容量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクにグループ化します。仮想
ディスクは、最大 2 台のディスク障害までに対して機能し続けます。RAID 6 では読み取りのパフォ
ーマンスが向上しますが、書き込みは遅くなります。RAID 6 を使用するためには、システムに少な
くとも 4 台の物理ディスクが必要です。

• ミラーセットへのストライピングに RAID 10 を選択 — この選択では、n 台のディスクがディスク
（n/2） 台分の合計容量を備えたひとつの大きな仮想ディスクとしてグループ化されます。データは
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複製されたミラーペアディスク全体にストライピングされます。ディスクが故障したときも、仮想デ
ィスクは引き続き機能します。データは、ミラーペアディスクの残った方から読み込まれます。この
機能は、最も優れたエラー保護と、読み込みおよび書き込みパフォーマンスを提供します。RAID 10 
を用いるには、システム上に物理ディスクが最低 4 台必要です。

• 複数の物理ディスクのスパンにストライピングを実装するには、RAID 50 を選択します。RAID 50 は 
n*s 台のディスクを s*（n-1）台分のディスク容量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクとしてグループ
化します。ここで、s はスパン数、n は各スパン内のディスク数を表します。

• 複数の RAID 6 のスパンにストライピングを実装するには、RAID 60 を選択します。RAID 60 は n*s 
台のディスクを s*（n-2）台分のディスク容量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクとしてグループ化し
ます。ここで、s はスパン数、n は各スパン内のディスク数を表します。RAID 60 では、データ保護
と読み込み性能は向上しますが、書き込み性能は若干低下します。

6. 続行 をクリックします。

関連概念

仮想ディスクの作成

仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード

仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード（手順 2）

仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード - <コントローラ名> ページに、選択した RAID レベルの属性概要が

表示されます。属性には バスプロトコル、ストライプエレメントサイズ、読み取りポリシー、および選択し

た物理ディスクが含まれます。選択した RAID レベルには、仮想ディスク属性のデフォルト値（RAID レベル

を除く）が推奨されます。

1. 名前 フィールドに、仮想ディスクの名前を入力します。

仮想ディスクの名前には英数字、スペース、ダッシュ、およびアンダースコアのみを使用できます。最

大文字数はコントローラによって異なります。多くの場合、最大文字数は 15 文字です。仮想ディスク名

の始めと終わりにスペースを使用することはできません。

メモ: 仮想ディスクにはそれぞれ固有の名前を付けることが推奨されます。同じ名前の仮想ディス

クがあると、生成されたアラートの区別が困難になります。

メモ: 物理ディスクが SMART アラートを受信している場合、そのディスクを仮想ディスクで使用

することはできません。SMART アラートに関する詳細については、「RAID コントローラにおける

ディスク信頼性の監視」を参照してください。

2. サイズ フィールドに、仮想ディスクのサイズを入力します。

仮想ディスクのサイズは、 サイズ フィールドの近くに表示される最大値および最小値内である必要があ

ります。仮想ディスクの最大サイズの算出方法については、「最大仮想ディスクサイズの計算」を参照し

て下さい。

場合によっては、仮想ディスクは指定したサイズより若干大きくなります。仮想ディスクの作成ウィザ

ード は、物理ディスク容量の一部を使用不可状態することを避けるため、仮想ディスクのサイズを調節

します。

3. 終了 をクリックして仮想ディスクの作成を完了します。

PERC H700 および PERC H800 コントローラでは、選択したドライブのいずれかがスピンダウンされた

状態である場合、次のメッセージが表示されます。

The below listed physical drive(s) are in the Spun Down state. Executing 
this task on these drive(s) takes additional time, because the drive(s) 
need to spun up.
メッセージには、スピンダウン状態にあるドライブの ID が表示されます。
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選択を変更したい場合は、前のページに戻る をクリックし、仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード ペ

ージに戻ります。

仮想ディスクの作成をキャンセルするには、ウィザードの終了 をクリックします。

仮想ディスクが コントローラの仮想ディスク<コントローラ名> ページに表示されます。

仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ
い。

仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード では、仮想ディスクの読み取り、書き込み、キャッシュポリシー、

および RAID レベル、バスプロトコル、メディアタイプ、暗号化ディスクなどのパラメータを指定できます。

また、物理ディスクとコントローラコネクタも選択できます。詳細設定ウィザードを使用するには、RAID レ

ベルとハードウェアについて良く理解しておく必要があります。ウィザードに推奨仮想ディスク設定を選択

させる場合は、簡易設定ウィザード オプションを選択します。

仮想ディスクを作成する前に、「仮想ディスクを作成する前の考慮事項」の情報をよくお読みください。「RAID 

レベルと連結の選択」も確認してください。

メモ: このタスクは、HBA モードで実行されている PERC ハードウェアコントローラではサポートされ
ません。

仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード を使用して仮想ディスクを作成するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ページの左側で、ストレージ を展開します。

2. <PERC Controller> をクリックします。

3. 仮想ディスク をクリックします。

コントローラ上の仮想ディスク <コントローラ名> ページ が表示されます。

4. 仮想ディスクの作成ウィザードに進む をクリックします。

仮想ディスクの作成ウィザード（手順 1）<コントローラ名> ページが表示されます。

5. 詳細設定ウィザード オプションを選択します。

6. 仮想ディスクの作成に暗号化物理ディスクのみが使用されることを確実にするには、暗号化仮想ディス
クの作成 ドロップダウンリストから はい を選択してください。

RAID レベルの選択肢は、暗号化物理ディスクの台数に基づいて使用可能になります。

いいえ を選択する場合、RAID レベルはシステム上に存在する物理ディスクの合計台数に基づいて使用

可能になります。

7. ドロップダウンリストから必要な RAID レベルを選択します。

• コントローラによっては、連結 することで複数のディスクのストレージ容量を組み合わせたり、1 台
の物理ディスクを使用して仮想ディスクを作成することができます。 連結 によってサポートされる
物理ディスク台数についての詳細は、「仮想ディスクごとの物理ディスク台数」を参照してください。
連結 を使用してもデータ冗長性は提供されず、読み取り / 書き込みのパフォーマンスにも影響しま
せん。

• ストライピングを行うには、RAID 0 を選択します。ディスクを n 台のディスクを n ディスク台の容
量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクとしてグループ化します。データは交互にディスクに保管され
るため、均等に配分されます。データ冗長性はこのモードでは提供されません。読み取り / 書き込み
パフォーマンスが向上します。

• ディスクのミラーリングには RAID 1 を選択します。 この選択は、2 つのディスクを 1 つのディスク
の容量を持つ 1 つの仮想ディスクとしてグループ化します。データは両方のディスク上に複製され
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ます。ディスクに不具合があっても仮想ディスクは機能を続行します。この機能ではデータの冗長
性と優れた読み取りパフォーマンスが提供されますが、書き込みパフォーマンスは若干低下します。
RAID 1 を使うためには、システムに少なくとも 2 つの物理ディスクが必要です。

• 分散パリティ使用のストライピングには、RAID 5 を選択します。この選択は、n 台のディスクを、
ディスク n-1 台分の容量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクにグループ化します。ディスクに不具合
が生じても、仮想ディスクは引き続き機能します。この機能では、より良いデータ冗長性と読み取り
パフォーマンスが提供されますが、書き込みパフォーマンスが低下します。RAID 5 を使用するには、
システムに少なくとも 3 台の物理ディスクが必要です。

• 追加の分散パリティを使用するストライピングには、RAID 6 を選択します。 この選択は、n 台のデ
ィスクを、ディスク n-2 台分の容量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクにグループ化します。仮想デ
ィスクは、最大 2 台のディスク障害までに対して機能し続けます。RAID 6 では読み取りのパフォー
マンスが向上しますが、書き込みは遅くなります。RAID 6 を使用するためには、システムに少なく
とも 4 台の物理ディスクが必要です。

• ミラーセットにまたがったストライピングには、RAID 10 を選択します。この選択は、n 台のディス
クを、ディスク n÷2 台分の容量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクにグループ化します。データはレ
プリケートされたディスクのミラーリングペア全体にストライピングされます。ディスクに不具合
が生じても、仮想ディスクは機能を続行します。データはミラーリングペアの残った方のディスクか
ら読み取られます。この機能は、最高のエラー保護と読み取り / 書き込みパフォーマンスを提供しま
す。RAID 10 を使用するためには、システムに少なくとも 4 台の物理ディスクが必要です。ファーム
ウェアバージョン 6 以降の PERC コントローラでは、RAID 10 で 22 台または 26 台の物理ドライブ
を使用したシングルスパンの仮想ディスクを作成できます。

• インテリジェントミラーリング — 選択される物理ディスクに基づいて、スパン構成を自動的に計算
します。

スパンはこの画面には表示されません。続行 を選択して、概要 画面でスパングループを表示します。

仮想ディスクの作成をキャンセルするには、ウィザードの終了 をクリックします。

Storage Management は、次のように最適なスパン構築を計算します。

– スパン計算の決定：

* 選択したディスクから活用できるディスク数を計算します。

* I/O パフォーマンスを向上させるためのスパン数の最大化

– 物理ディスク用のミラーの決定: ミラーは最大限の冗長性を確保するように決定されます。ま
た、アルゴリズムは物理ディスクのミラーのために、サイズがほとんど同じ物理ディスクとペア
化しようとします。ただし、インテリジェントミラーリング では、サイズが冗長性よりも優先さ
れます。

アルゴリズムは次の順序で候補ミラーを決定します。

* エンクロージャと同じレベルで同じサイズのコネクタ全体

* レベルは異なるがサイズが同じのエンクロージャ内のコネクタ全体

* 同じコネクタと同じサイズのディスクに接続されたエンクロージャ全体

* 許容範囲内のサイズ差がある物理ディスクを持つエンクロージャ内

* エンクロージャと同じレベルで許容範囲内のサイズ差があるコネクタ全体

* エンクロージャと同じレベルではないが、許容範囲内のサイズ差の物理ディスクを持ったエ
ンクロージャ内のコネクタ全体

サイズ差が許容範囲外の場合は、ディスクはミラーされず、スパンからドロップされます。スパンの
数とスパン内のディスクの数は再計算されます。

メモ: シンプルかつ最適な構成のため、エンクロージャ全体での RAID 10 の設定には インテリ
ジェントミラーリング を使用することを推奨します。

メモ: インテリジェントミラーリング で構成したエンクロージャ全体における冗長性を表示す
るには、仮想ディスクをクリックし、代替エンクロージャにある各スパンの物理ディスク ID を
表示します。
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• 複数の物理ディスクのスパンにストライピングを実装するには、RAID 50 を選択します。RAID 50 は 
n×s 台のディスクを s×（n-1）台分のディスク容量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクとしてグループ
化します。ここで、s はスパン数、n は各スパン内のディスク数を表します。

• 複数の RAID 6 のスパンにストライピングを実装するには、RAID 60 を選択します。RAID 60 は n×s 
台のディスクを s×（n-2）台分のディスク容量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクとしてグループ化し
ます。ここで、s はスパン数、n は各スパン内のディスク数を表します。RAID 60 では、データ保護
と読み込み性能は向上しますが、書き込み性能は若干低下します。

8. バスプロトコル を選択します。

利用できるオプションは次のとおりです。

• SAS

• SATA

9. メディアタイプ を選択します。

利用できるオプションは次のとおりです。

• HDD

• SSD

バスプロトコル および メディアタイプ についての詳細は、「仮想ディスクプロパティとタスク」を参照

してください。

10. 続行 をクリックします。

使用できるコネクタと物理ディスクが記載された 仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード（手順 2/3）- 
<コントローラ名> ページが開きます。

関連タスク

仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード

仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード（手順 2）

仮想ディスクの作成ウィザード（手順 1）<コントローラ名> ページで選択した RAID レベルに応じて、仮想

ディスク作成の詳細設定ウィザード（手順 2/3）-<コントローラ名> ページに仮想ディスクの設定に使用で

きるディスクとコネクタ（チャネルまたはポート）が表示されます。

メモ: 暗号化仮想ディスクを作成する場合は、暗号化物理ディスクのみが表示されます。それ以外の場
合は、暗号化物理ディスクと非暗号化物理ディスクの両方が表示されます。

以下は表示例です。

コネクタ 0

ページの コネクタ セクションにはコントローラのコネクタと、それぞれのコネクタに接続されたディスクが

表示されます。仮想ディスクに含めるディスクを選択します。この例では、コントローラにはディスクが 5 

台接続された単一のコネクタがあります。

• 物理ディスク 0:0

• 物理ディスク 0:1

• 物理ディスク 0:2

• 物理ディスク 0:3

• 物理ディスク 0:4

選択した物理ディスク
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このページの 選択した物理ディスク のセクションには、選択したディスクが表示されます。この例では、2 

台のディスクが選択されています。

• 物理ディスク 0:0

• 物理ディスク 0:1

それぞれの RAID レベルには、選択する必要のあるディスク数についての特定要件があります。RAID 10、

RAID 50、および RAID 60 には、各ストライプまたはスパンに含める必要のあるディスク数の要件もありま

す。

コントローラがファームウェアバージョン 6.1 以降の SAS で、RAID 10、RAID 50 または RAID 60 を選択し

た場合、ユーザーインタフェースに以下が表示されます。

• すべてのディスク — 全エンクロージャ内の物理ディスクのすべてを選択することができます。

• エンクロージャ — エンクロージャ内のすべての物理ディスクを選択できます。

メモ: すべてのディスク と エンクロージャ オプションでは、スパンを構成する物理ディスクを選択し
てから、そのスパンを編集することができます。続行する前に、スパンを削除して、異なる物理ディス
クでスパンを再度指定することができます。

• スパン当たりのディスク数 — 各スパンのディスクの数を選択することができます（デフォルト = 2）。こ
のオプションはファームウェアバージョンが 6.1 以降の SAS コントローラでのみ用いることができま
す。

メモ: このオプションは、仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード（手順 2/3） ページ インテリジ
ェントミラーリング でのみ使用できます。

メモ: ファームウェアバージョン 6.1 以降の SAS コントローラでは、RAID 10 はスパンごとに偶数の
ディスク数のみ、および 32 台のディスクがあるスパンを最大 8 個サポートします。

例えば、それぞれに 6 台の物理ディスクをもつエンクロージャがコントローラに 3 台あるとします（利

用可能なディスクの合計数は 3 x 6 =18 ディスクです）。各スパンにディスクを 4 台選択する場合、コン

トローラはスパンを 4 つ作成します（18 ディスク÷スパンあたり 4 ディスク = 4 スパン）。最後のエンク

ロージャに残った 2 台のディスクは RAID 10 には含まれません。

• シングルスパン仮想ディスクの作成に使用するディスク数 リストボックスを選択 — PERC コントローラ
用に物理ドライブを 22 台または 26 台備えたシングルスパン仮想ディスクを作成することができます。
このリストボックスオプションは、手順 1 で RAID 10 を選択し、システムに物理ドライブが 22 台以上あ
る場合にのみ表示されます。

メモ: 仮想ディスクの作成ウィザード ページで選択された、仮想ディスクパラメータに適合した物
理ディスクのみが表示されます。

必要なコネクタと、対応する物理ディスクを選択し、続行 をクリックします。

仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード（手順 3）

仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード（手順 3/3 ） - <コントローラ名> のページに、選択した RAID レベ

ルの属性概要が表示されます。属性には バスプロトコル、ストライプエレメントサイズ、読み込みポリシ

ー、および選択した物理ディスクが含まれます。選択した RAID レベルには、仮想ディスク属性のデフォル

ト値（RAID レベルを除く）が推奨されます。

1. 名前 フィールドに、仮想ディスクの名前を入力します。

仮想ディスクの名前には英数字、スペース、ダッシュ、およびアンダースコアのみを使用できます。最

大文字数はコントローラによって異なります。多くの場合、最大文字数は 15 文字です。
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仮想ディスク名の始めと終わりにスペースを使用することはできません。仮想ディスクにはそれぞれ固

有の名前を付けることが推奨されます。同じ名前の仮想ディスクがあると、生成されたアラートの区別

が困難になります。

2. サイズ フィールドに、仮想ディスクのサイズを入力します。

仮想ディスクのサイズは、サイズ フィールドの近くに表示されている最小値と最大値の範囲内である必

要があります。

場合によっては、仮想ディスクは指定したサイズより若干大きくなります。仮想ディスクの作成ウィザ

ード は、物理ディスク容量の一部を使用不可状態することを避けるため、仮想ディスクのサイズを調節

します。

メモ: 物理ディスクが SMART アラートを受けている場合、仮想ディスクには使用できません。

メモ: 複数のチャネルを持つコントローラの場合、チャネル冗長の仮想ディスクを作成することが

可能な場合があります。

選択した RAID レベルと仮想ディスクのサイズに応じて、このページに仮想ディスクの設定に使用でき

るディスクとコネクタ（チャネルまたはポート）が表示されます。

メモ: サイズ フィールドに、選択した RAID 設定に基づいた仮想ディスクのデフォルトサイズが表

示されます。これには異なるサイズを指定することができます。仮想ディスクのサイズは、サイズ 

フィールドの近くに表示されている最小値と最大値の範囲内である必要があります。場合によっ

ては、仮想ディスクは指定したサイズより若干大きくなります。仮想ディスクの作成ウィザード 

は、物理ディスク容量の一部を使用不可状態することを避けるため、仮想ディスクのサイズを調節

します。

3. ストライプエレメント サイズのドロップダウンリストボックスからストライプサイズを選択します。
ストライプサイズとは、各ストライプが単一のディスク上で消費する容量を指します。

4. それぞれのドロップダウンリストボックスから、必要な読み取り、書き込み、およびディスクキャッシ
ュポリシーを選択します。これらの選択はコントローラによって異なる可能性があります。

メモ: バッテリが搭載されていないコントローラについては、書き込みポリシーのサポートに制限

があります。またバッテリを搭載していないコントローラではキャッシュポリシーはサポートさ

れません。

メモ: 仮想ディスク作成の詳細設定ウィザードで 暗号化仮想ディスクの作成 オプションを選択し

た場合は、仮想ディスク属性の概要 の 暗号化仮想ディスク 属性が はい という値と共に表示され

ます。

スパン編集 をクリックして、仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード で作成したスパンを編集します。

スパン編集 オプションは、コントローラがファームウェア 6.1 以降の SAS コントローラであり、RAID 

10 を選択した場合にのみ使用可能になります。

メモ: スパン編集 をクリックすると、すでに適用されているインテリジェントミラーリングは無効

になります。

5. 終了 をクリックして仮想ディスクの作成を完了します。

仮想ディスクが コントローラの仮想ディスク<コントローラ名> ページに表示されます。
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PERC H700 および PERC H800 コントローラでは、選択したドライブのいずれかがスピンダウンされた

状態である場合、次のメッセージが表示されます。

The below listed physical drive(s) are in the spun down state. Executing 
this task on these drive(s) takes additional time, because the drive(s) 
need to spun up.
メッセージには、スピンダウン状態にあるドライブの ID が表示されます。

選択を変更したい場合は、前のページに戻る をクリックし、仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード ページ

に戻ります。

仮想ディスクの作成をキャンセルするには、ウィザードの終了 をクリックします。

仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード（手順 3/3） - <コントローラ名> ページで、専用ホットスペアに適

している物理ディスクのそれぞれの横にチェックボックスが表示されます。専用ホットスペアを割り当てる

場合は、 物理ディスク のチェックボックスを選択します。

作成している仮想ディスク用のホットスペアに適した物理ディスクがコントローラにない場合は、物理ディ

スク チェックボックスは表示されません。例えば、使用可能な物理ディスクが、仮想ディスクを保護するに

は小さすぎるなどといった場合です。物理ディスク チェックボックスが表示されない場合は、サイズの小さ

い仮想ディスクを指定、異なる RAID レベルを使用、またはディスクの選択を変更する必要がある場合があ

ります。

メモ: 暗号化仮想ディスクを作成している場合は、ホットスペアの候補として暗号化物理ディスクが表
示されます。

関連概念
仮想ディスクの最大サイズの計算
RAID コントローラにおけるディスクの信頼性のモニタ

チャネル冗長性
RAID とは?
RAID コントローラの読み取り、書き込み、キャッシュ、およびディスクキャッシュポリシー

書き込みポリシー

スパン編集

スパンあたりの物理ディスクの数は、編集モードでは変更することはできません。利用可能な物理ディスク

が十分ある場合、スパンを数を減らしたり、増やすことができます。また、スパンの内容は、スパンを削除

して、スパンを構成する新しい物理ディスクを選択することによって変更することができます。

仮想ディスクを正しく作成するには、最低 2 つのスパンが常に存在する必要があります。

メモ: スパン編集 を選択すると、すでに適用されている インテリジェントミラーリング は無効になり
ます。

仮想ディスクタスク：再設定（手順 1/3）
お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ
い。

再設定 タスクでは、仮想ディスク設定の変更が可能です。このタスクを使用して RAID レベルを変更し、物

理ディスクを追加して仮想ディスクのサイズを大きくすることができます。コントローラの中には、物理デ

ィスクを削除できるものもあります。
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仮想ディスクの再設定を続行する前に、「仮想ディスクの再設定および容量拡張の開始とターゲット RAID レ

ベル」および「RAID レベルと連結の選択」の情報をよくお読みください。

メモ: クラスタモードで作動しているコントローラでは仮想ディスクを再設定することはできません。

メモ: 1 つのコントローラには最大 64 の仮想ディスクを作成できます。この制限数に達すると、コント
ローラでの仮想ディスクの再設定は行えなくなります。ただし、IR および PERC H200 コントローラで
は、作成可能な仮想ディスクは 2 つだけです。

メモ: Linux オペレーティングシステムを実行しているシステムでは、オペレーティングシステムが存
在するものと同じコントローラで再設定を行うと、その再設定が完了するまで、システムパフォーマン
スが極度に遅くなる場合があります。

メモ: 追加の物理ディスクで仮想ディスクを再設定する場合、物理ディスクは、対応されるバスプロト
コル、メディアタイプ、セクターサイズ、T10 保護情報機能、および暗号化機能が備えられている必要
があります。

メモ: 「コントローラの仮想ディスクに関する考慮事項」を参照することをお勧めします。この項には、
これらのコントローラ上にある仮想ディスクの再設定にも適用される考慮事項が含まれています。

関連概念

仮想ディスクの再設定

RAID とは?

仮想ディスクの削除

チャネル冗長性

仮想ディスクの再構築または移行

物理ディスクまたは物理デバイスのプロパティ

物理ディスクまたは物理デバイスのタスク

仮想ディスク作成の詳細設定ウィザード

仮想ディスク作成の簡易設定ウィザード

仮想ディスクの再設定（手順 1/3）

1. 仮想ディスクに含める物理ディスクを選択します。仮想ディスクの容量は物理ディスクを追加すること
で拡張することができます。 一部のコントローラでは、物理ディスクを削除することもできます。

物理ディスクの選択に行う変更は、選択した物理ディスク 表に表示されます。

メモ: 複数のチャネルを持つコントローラの場合、チャネル冗長の仮想ディスクを作成することが

可能な場合があります。

メモ: PERC H310 アダプタ、PERC H310 ミニモノリシック、PERC H310 ミニブレード、PERC 

H700、PERC H710 アダプタ、PERC H710 ミニブレード、PERC H710 ミニモノリシック、PERC 

H710P アダプタ、PERC H710P ミニブレード、PERC H710P ミニモノリシック、PERC H800、

PERC H810 アダプタ、PERC H330 アダプタ、PERC H330 ミニモノリシック、PERC H330 ミニ

ブレード、PERC H330 内蔵、PERC H730 アダプタ、PERC H730 ミニモノリシック、PERC H730 

ミニブレード、PERC H730P アダプタ、PERC H730P ミニモノリシック、PERC H730P ミニブレ

ード、PERC H730P スリム、PERC H830 アダプタ、および PERC FD33xD/FD33xS コントローラ

では、選択された物理ドライブのいずれかが スピンダウン 状況の場合、システムがスピンダウン

されたドライブの ID と、それらのドライブでのタスク実行の遅延を示すメッセージを表示します。
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メモ: PERC H310 アダプタ、PERC H310 ミニモノリシック、PERC H310 ミニブレード、PERC 

H700、PERC H710 アダプタ、PERC H710 ミニブレード、PERC H710 ミニモノリシック、PERC 

H710P アダプタ、PERC H710P ミニブレード、PERC H710P ミニモノリシック、PERC H800、

PERC H810 アダプタ、PERC H330 アダプタ、PERC H330 ミニモノリシック、PERC H330 ミニ

ブレード、PERC H330 内蔵、PERC H730 アダプタ、PERC H730 ミニモノリシック、PERC H730 

ミニブレード、PERC H730P アダプタ、PERC H730P ミニモノリシック、PERC H730P ミニブレ

ード、PERC H730P スリム、PERC H830 アダプタ、および PERC FD33xD/FD33xS では、ディス

クグループに使用可能な空き容量がある場合、仮想ディスクの容量を拡張することができます。仮

想ディスク容量を拡張するには、容量の拡張 をクリックします。

2. 続行 をクリックして次のページに進むか、キャンセルする場合は ウィザードの終了 をクリックします。

関連概念

チャネル冗長性

Storage Management での再設定の検索方法

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. 仮想ディスク オブジェクトを選択します。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンボックスから 再設定 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

仮想ディスクタスク：再設定（手順 2/3）
お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ
い。

仮想ディスク再設定手順 2 ページでは、再設定された仮想ディスクの RAID レベルとサイズを選択すること

ができます。

手順 1 で 容量の拡張 を選択した場合、このページで仮想ディスクの容量を拡張することができます。容量の

拡張 オプションはファームウェアバージョン 7.1 以降の PERC H310、H330、H700、H710、H710P、PERC 

H800、H810、H730、H730P、H830 および FD33xD/FD33xS コントローラ上のみで表示されます。

仮想ディスクの再設定（RAID レベルとサイズの変更）：手順 2/3

1. 仮想ディスク用に新規 RAID レベルを選択 — 使用できる RAID レベルは、選択した物理ディスクの数と
コントローラによって異なります。次は、可能な RAID レベルを説明しています。

• コントローラによっては、連結によって複数のディスクの記憶容量を結合したり、単一の物理ディス
クのみを使用して仮想ディスクを作成することができます。連結 の使用時に、コントローラが単一
の物理ディスク、または複数ディスクをサポートするかについては、「仮想ディスクごとの物理ディ
スク数」を参照してください。連結の使用はデータ冗長性を提供せず、読み込みおよび書き込みパフ
ォーマンスに影響することもありません。

• ストライピングに RAID 0 を選択 — この選択では、n 台のディスクが n 台のディスクの合計容量を
備えたひとつの大きな仮想ディスクとしてグループ化されます。データを均等に分配するため、デー
タはディスクに対して交互に保存されます。このモードにはデータ冗長性はありませんが、読み込み
および書き込みパフォーマンスが向上されます。

• ディスクのミラーリングに RAID 1 を選択 — この選択は、2 つのディスクを 1 つのディスクの容量を
持つ 1 つの仮想ディスクとしてグループ化します。データは両方のディスク上に複製されます。1 
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つのディスクに不具合が生じても、仮想ディスクは引き続き機能します。この機能ではデータの冗長
性と優れた読み取りパフォーマンスが提供されますが、書き込みパフォーマンスは若干低下します。
RAID 1 を使用するには、システムに少なくとも 2 台の物理ディスクが必要です。

• 分散パリティ使用のストライピングに RAID 5 を選択 — この選択は、n 台のディスクがディスク
（n-1）台分の合計容量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクとしてグループ化されます。ディスクに不
具合が生じても、仮想ディスクは引き続き機能します。この機能では、より良いデータ冗長性と読み
取りパフォーマンスが提供されますが、書き込みパフォーマンスが低下します。RAID 5 を使用する
には、システムに少なくとも 3 台の物理ディスクが必要です。

• 追加のパリティ情報を伴うストライピングに RAID 6 を選択 — この選択では、n 台のディスクがディ
スク（n-2）台分の合計容量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクとしてグループ化されます。2 組のパ
リティ情報がすべてのディスクに交互に保存されます。仮想ディスクは、最大 2 台のディスク障害
まで機能し続けます。

• ミラーセットへのストライピングに RAID 10 を選択 — この選択では、n 台のディスクがディスク
（n/2）台分の合計容量を持つ 1 つの大きな仮想ディスクとしてグループ化されます。データは複製
されたミラーペアディスク全体にストライピングされます。ディスクに不具合が生じても仮想ディ
スクは引き続き機能し、データは残ったミラーペアディスクから読み取られます。この機能は、最も
優れたエラー保護と、読み取りおよび書き込みパフォーマンスを提供します。RAID 10 を用いるに
は、システムに少なくとも 4 台の物理ディスクが必要です。

メモ: 

– RAID 10 仮想ディスクの再設定は、最新ファームウェアバージョンを持つ PERC 9 シリーズ
ハードウェアコントローラにのみ該当します。

– その他の RAID レベルの仮想ディスクは、RAID 10 仮想ディスクに変換することはできませ
ん。

– RAID 10 仮想ディスクは、他の RAID レベルの仮想ディスクに変換することはできません。

– RAID 10 仮想ディスクの再設定は、物理ディスク台数が偶数の場合にのみサポートされま
す。

– RAID 10 仮想ディスクの再設定は、最大 32 のディスクにのみ許可されています。

– RAID 10 仮想ディスクの再設定操作は、32 ディスクでのシングルスパンにのみ該当します。

– RAID 10 仮想ディスクの再設定操作は、インテリジェントミラーリングではサポートされま
せん。

メモ: RAID 10 パーシャル仮想ディスクでは、ディスクサイズまたは容量を増やす方法は 2 とお
りのみです。

– パーセント値を大きくすることで、容量を拡張する。

– 元の RAID 10 仮想ディスクにディスクを追加する。

2. サイズ フィールドに、再設定した仮想ディスクのサイズを入力します。最低および最大許容サイズがサ
イズフィールドの下に表示されます。これらの値は、「仮想ディスクタスク：再設定（手順 1/3）」で選
択した物理ディスクの追加または削除実行後の仮想ディスクの新規容量を反映しています。

メモ: PERC S100 および S300 コントローラでは RAID レベルを変更できません。

3. 続行 をクリックして次のページに進むか、キャンセルする場合は ウィザードの終了 をクリックします。

関連概念

仮想ディスクの再設定
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仮想ディスク容量拡張のための仮想ディスクの再設定：手順 2/3

メモ: RAID 10 パーシャル仮想ディスクでは、ディスクサイズまたは容量を増やす方法は 2 とおりのみ
です。

• パーセント値を大きくすることで、容量を拡張する。

• 元の RAID 10 仮想ディスクにディスクを追加する。

1. 拡張する仮想ディスク容量分、使用できる空きディスクサイズの割合を入力する。

このページには、使用可能な最大空きディスクサイズと、選択した RAID レベルの説明が表示されます。

2. 続行 をクリックして次の画面に進むか、キャンセルする場合は ウィザードの終了 をクリックします。

仮想ディスクタスク：再設定（手順 3/3）
お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ
い。

仮想ディスク再設定手順 3 ページでは、仮想ディスク再設定を完了する前に行った変更を確認することがで

きます。

1. 変更を確認します。新しい仮想ディスク設定 表に仮想ディスクに行った変更が表示されます。以前の
仮想ディスク設定 には再設定前の仮想ディスクが表示されます。

2. 終了 をクリックして仮想ディスクの再設定を完了します。元の仮想ディスクに変更を行わずに終了す
るには、ウィザードの終了 をクリックします。

メモ: 一部のコントローラでは、再設定進行中に 再スキャン を実行すると、仮想ディスク設定と物

理ディスク状況が正しく表示されない原因となります。例えば、仮想ディスクの RAID レベルへの

変更が表示されなかったり、仮想ディスクに追加された物理ディスクの状態がオンラインではなく

準備完了と表示される場合があります。

関連概念

仮想ディスクの再設定

低速および高速初期化

高速初期化の考慮事項

高速初期化 タスクは、仮想ディスクにあるすべての物理ディスクを初期化します。高速初期化 タスクは、物

理ディスクのメタデータをアップデートして、すべてのディスク容量が今後の書き込み操作に使用できるよ

うにします。この初期化タスクは、物理ディスク上の情報が消去されてないので迅速に終了しますが、物理

ディスク上の情報は今後の書き込み操作で上書きされます。

注意: 高速初期化を実行すると既存のデータにアクセスできなくなります。このタスクはデータ破壊で
あると考えてください。

低速初期化 タスクと比較した場合、高速初期化 タスクには以下の利点があります。

• 高速初期化 タスクは短時間で完了します。

• 高速初期化 タスクは物理ディスク上のディスクブロックにゼロを書き込みません。これは、高速初期化 
タスクが書き込み操作を実行せず、低速初期化 タスクよりもディスクの劣化が少なくなるからです。
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物理ディスクに問題があった、またはディスクに不良ディスクブロックが存在する可能性がある場合は、低

速初期化 タスクの実行をお勧めします。このタスクは、不良ブロックを再マップし、すべてのディスクブロ

ックにゼロを書き込むからです。

関連概念

フォーマット、初期化、低速および高速初期化

低速初期化の考慮事項

フォーマット、初期化、低速および高速初期化

低速初期化の考慮事項

低速初期化 タスクは、仮想ディスクにあるすべての物理ディスクを初期化します。低速初期化 タスクは物理

ディスク上のメタデータをアップデートし、すべての既存データおよびファイルシステムを消去します。

高速初期化 タスクと比較して、物理ディスクに問題があった、またはディスクに不良ディスクブロックが存

在する可能性がある場合は、低速初期化 タスクの使用をお勧めします。低速初期化 タスクは不良ブロックを

再マップし、すべてのディスクブロックにゼロを書き込みます。

低速初期化 タスクは一度に 1 台ずつ物理ディスクを初期化します。初期化中、各物理ディスクはクリア状態

と表示されます。物理ディスクがクリア状態にある間は、物理ディスクの クリアのキャンセル タスクを使用

できます。物理ディスクで クリアのキャンセル タスクを実行すると、仮想ディスク全体およびすべてのメン

バーの物理ディスクに対して 低速初期化 タスクがキャンセルされます。

メモ: T10 PI 対応になっている RAID 6 および RAID 60 の仮想ディスクは、低速初期化 をサポートしま
せん。

関連概念

フォーマット、初期化、低速および高速初期化

ディスクのフォーマットまたは初期化

ディスクをフォーマットまたは初期化するには、以下の手順を実行します。

1. フォーマットまたは初期化で破壊される仮想ディスクを確認し、重要なデータが失われないようにしま
す。ページの最下部の 点滅 をクリックして、仮想ディスクに含まれている物理ディスクを点滅させま
す。

2. 開始するタスクに応じて、準備完了時に次のオプションをクリックします。

• フォーマット

• 初期化

• 低速初期化

• 高速初期化

仮想ディスクをフォーマットまたは初期化しないで終了するには、仮想ディスクページに戻る をク

リックします。

Storage Management での仮想ディスクタスクの見つけ方

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. 仮想ディスクオブジェクトを選択します。
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4. 起動するタスクに応じて、使用できるタスクドロップダウンメニューから以下のいずれか 1 つを選択し
ます。

• フォーマット

• 初期化

• 低速初期化

• 高速初期化

5. 実行 をクリックします。

仮想ディスクの削除

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

仮想ディスクを削除すると、仮想ディスク上に存在するファイルシステムおよびボリュームを含む情報がす

べて破壊されます。

メモ: 仮想ディスクを削除する場合、コントローラに関連する最後の仮想ディスクが削除された時点で、
割り当てられているすべてのグローバルホットスペアが自動で割り当て解除される場合があります。
ディスクグループの最後の仮想ディスクを削除すると、割り当てられている専用ホットスペアすべてが
自動的にグローバルホットスペアになります。

関連概念

仮想ディスク上のデータの削除

仮想ディスク

仮想ディスクの削除

仮想ディスクにどの物理ディスクが含まれているかを識別するには、点滅 をクリックします。物理ディスク

上の LED ライトが 30～60 秒間点滅します。

仮想ディスクを削除する場合は、以下の考慮事項が適用されます。

• クラスタが有効になっているコントローラからの仮想ディスクの削除には、特定の考慮事項があります。

• 仮想ディスクを削除後は、システムの再起動が推奨されます。システムの再起動により、オペレーティン
グシステムがディスク構成を正確に認識することを確実にします。

• 仮想ディスクを削除した直後に、削除したディスクと特性がすべて同じ新規仮想ディスクを作成した場
合、コントローラは最初の仮想ディスクが全く削除されなかったかのようにデータを認識します。このよ
うな状況では、新規仮想ディスクの作成後に古いデータが必要なければ、仮想ディスクを再初期化しま
す。

Storage Management での削除の見つけ方

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. 仮想ディスクオブジェクトを選択します。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから 削除 を選択します。

5. 実行 をクリックします。
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仮想ディスクの名前変更

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

仮想ディスクの名前変更では、仮想ディスク名を変更することができます。仮想ディスクの番号付け形式は

変更されません。

お使いのコントローラによって、コントローラ BIOS に関する異なった考慮事項が存在します。

仮想ディスク名には、英数字の他、スペース、ダッシュ、アンダースコアのみを使用することができます。

名前の最大文字数はコントローラにより異なります。多くの場合、名前の最大文字数は 15 文字です。仮想デ

ィスク名の始めと終わりにスペースを使用したり、仮想ディスク名を空白のままにすることはできません。

関連概念

仮想ディスクの名前変更

仮想ディスク名の変更

1. テキストボックスに新しい名前を入力します。

2. 名前変更 をクリックします。

仮想ディスクの名前を変更せずに終了するには、仮想ディスクページに戻る をクリックします。

Storage Management での名前変更の検索方法

Storage Management でこのタスクを検索するには、次の手順を実行します。

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. 仮想ディスク オブジェクトを選択します。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから 名前変更 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

仮想ディスクのポリシーの変更

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ
い。

ポリシーの変更 タスクを使って、仮想ディスクの読み取り、書き込み、またはキャッシュポリシーを変更し

ます。

関連概念

RAID コントローラの読み取り、書き込み、キャッシュ、およびディスクキャッシュポリシー
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仮想ディスクの読み取り、書き込み、またはディスクキャッシュポリシーの変更

1. 読み取りポリシー、書き込みポリシー、および ディスクキャッシュポリシー ドロップダウンメニューか
ら新しいポリシーを選択します。

2. 変更の適用 をクリックします。

仮想ディスクポリシーを変更せずに終了するには、仮想ディスクページに戻る をクリックします。

Storage Management でのポリシーの変更の見つけ方 

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. 仮想ディスクオブジェクトを選択します。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンボックスから ポリシーの変更 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

ミラーの分割

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

ミラーの分割 タスクを使って、当初 RAID 1、RAID 1 連結、または RAID 10 仮想ディスクとして設定された

ミラーデータを分割します。RAID 1 または RAID 1 連結ミラーを分割すると、2 つの連結された非冗長仮想デ

ィスクが作成されます。RAID 10 ミラーを分割すると、2 つの RAID 0（ストライプ）非冗長仮想ディスクが

作成されます。この操作中にデータが失われることはありません。

メモ: Linux オペレーティングシステムでは、マウントされた仮想ディスクでミラーの分割を実行する
ことはできません。そのため、ミラーの分割は起動ドライブでは実行できません。

ミラーの分割

ミラーの分割 をクリックします。 ミラーを分割せずに終了するには、仮想ディスクページに戻る をクリッ
クします。

注意: ミラーの分割操作後は、お使いの仮想ディスクの冗長性が失われます。

Storage Management でのミラーの分割の見つけ方 

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. 仮想ディスク オブジェクトを選択します。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから ミラーの分割 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

関連概念

ストレージ設定変更をアップデートするための再スキャン
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設定変更を表示する際の時間の遅延

ミラーの解除

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

ミラーの解除 タスクを使用してミラーされたデータを分離し、その半分を復元して容量を解放します。RAID 

1 または RAID 1 連結仮想ディスクをミラー解除すると、単一の非冗長連結仮想ディスクが生成されます。

RAID 10 仮想ディスクをミラー解除すると、単一の非冗長 RAID 0 （ストライプ）仮想ディスクが生成されま

す。この操作中にデータが失われることはありません。

メモ: Linux オペレーティングシステムを実行するシステムでは、マウントされた仮想ディスクで ミラ
ーの解除 を実行することはできません。

ミラーを解除するには

ミラーの解除 をクリックします。ミラー解除を行わずに終了するには、仮想ディスクページに戻る をクリッ

クします。

注意: 仮想ディスクからは冗長性が失われています。

Storage Management でのミラーの解除の見つけ方

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. 仮想ディスク オブジェクトを選択します。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから ミラーの解除 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

関連概念

ストレージ設定変更をアップデートするための再スキャン

設定変更を表示する際の時間の遅延

専用ホットスペアの割り当てと割り当て解除

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

専用ホットスペアは、単一の仮想ディスクに割り当てられた未使用のバックアップディスクです。仮想ディ

スク内の物理ディスクが故障すると、ホットスペアがアクティブ化されて故障した物理ディスクと交換され

るため、システムが中断したり、ユーザー介入が必要になることもありません。

サイズの要件を含むホットスペアの情報に関しては、「ホットスペアでの仮想ディスクの保護」を参照してく

ださい。コントローラ BIOS を使用して作成された RAID 10 および RAID 50 仮想ディスクに関する考慮事

項に関しては、「専用ホットスペアに関する考慮事項」を参照してください。

関連概念

専用ホットスペア保護ポリシー
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専用ホットスペアに関する考慮事項

専用ホットスペアの割り当て

専用ホットスペアの割り当て解除

専用ホットスペアの割り当て

1. コネクタ（チャネルまたはポート）表から専用ホットスペアとして使用するディスクを選択します。一
部のコントローラでは、複数のコントローラを選択することができます。専用ホットスペアとして選択
したディスクは、現在専用ホットスペアとして設定されているディスク 表に表示されます。

2. 準備が完了したら、変更の適用 をクリックします。

メモ: PERC H310 アダプタ、PERC H310 ミニモノリシック、PERC H310 ミニブレード、PERC 

H700、PERC H710 アダプタ、PERC H710 ミニブレード、PERC H710 ミニモノリシック、PERC 

H710P アダプタ、PERC H710P ミニブレード、PERC H710P ミニモノリシック、PERC H800、お

よび PERC H810 アダプタコントローラでは、選択した物理ドライブのいずれかがスピンダウン状

況である場合、スピンダウン状況にあるドライブの ID と、それらのドライブでのタスク実行に遅

延があることを知らせるメッセージが表示されます。

専用ホットスペアの割り当て解除

1. 専用ホットスペアとして現在設定されているディスク 表内のディスクをクリックし、割り当てを解除し
ます。 コントローラによっては、複数のディスクを選択できる場合もあります。ディスクをクリックす
ると、現在専用ホットスペアとして設定されているディスク 表からディスクが削除され、コネクタ（チ
ャネルまたはポート）表に戻されます。

2. 準備が完了したら、変更の適用 をクリックします。

Storage Management での専用ホットスペアの割り当てまたは割り当て解除の
見つけ方

1. ストレージ ツリーオブジェクトを展開して、コントローラオブジェクトを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. 仮想ディスク オブジェクトを選択します。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから 専用ホットスペアの割り当て または 専用ホットスペア
の割り当て解除 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

仮想ディスクタスク：メンバーディスクの交換（手順 1/2）
メモ: この機能はファームウェアバージョン 6.1 以降がインストールされた SAS および SATA コントロ
ーラでのみサポートされています。

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

メンバーの交換設定オプションを使用することによって、仮想ディスクのメンバーである物理ディスクから

別の物理ディスクにデータをコピーすることができます。異なるアレイグループから複数のデータコピーを

開始できます。
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ソース物理ディスクは、仮想ディスクの一部であり、オンライン状態である必要があります。また、仮想デ

ィスクが完全劣化していないようにしてください。

メモ: また、メンバーディスクの交換 タスクを使用するには、復帰可能なホットスペア オプションを有
効化する必要もあります。

宛先物理ディスクは準備完了状態であり、書き込みが可能で、適切なサイズとタイプであるようにしてくだ

さい。

メモ: 宛先物理ディスクは、使用可能ホットスペアも利用できます。

関連概念

メンバーディスクの交換

メンバーディスクの交換：（手順 1 / 2）

1. コネクタ 表から交換する物理ディスクを選択します。

2. メンバーの交換操作に使用できるディスク 表から宛先ディスクを選択します。

注意: ホットスペアを宛先物理ディスクとして選択する場合、お使いの仮想ディスクに別のホット

スペアを割り当てない限り、ホットスペアのない状態となります。

メモ: ソースまたは宛先物理ディスクは 1 度に 1 台のみ選択できます。

3. 変更の適用 をクリックします。

メンバーディスクを交換せずに終了するには、仮想ディスクページに戻る をクリックします。

物理ディスクの詳細 ページでは、メンバーディスクの交換 タスクの進行状況を表示できます。

メモ: PERC H310、H330、 H700、H710、H710P、H800、H810、H730、H730P、H830、およ

び FD33xD/FD33xS コントローラでは、選択したドライブのいずれかがスピンダウン状態である場

合、「The below listed physical drive(s) are in the spun down state. 
Executing this task on these drive(s) takes additional time, because the 
drive(s) need to spun up」（以下にリストされた物理ドライブはスピンダウンの状態です。

これらのドライブでこのタスクを実行するには、ドライブがスピンアップする必要があるため、さ

らに時間がかかります）というメッセージが表示されます。このメッセージには、スピンダウンさ

れたドライブの ID が表示されます。

関連概念

物理ディスクまたは物理デバイスのプロパティ

物理ディスクまたは物理デバイスのタスク

Storage Management でのメンバーディスクの交換の見つけ方

1. Server Administrator ウィンドウのシステムツリーで、ストレージ を展開してコントローラオブジェク
トを表示します。

2. コントローラ オブジェクトを展開します。

3. 仮想ディスク オブジェクトを選択します。

4. 使用可能なタスク ドロップダウンメニューから メンバーディスクの交換 を選択します。

5. 実行 をクリックします。
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仮想ディスクタスク：メンバーディスクの交換（手順 2/2）
このページには、メンバーディスクを交換した仮想ディスクの属性の概要が表示されます。仮想ディスクの
メンバー交換タスクを完了する前に、このページで変更内容を確認してください。

メンバーディスクを交換するには、次の手順を実行します（手順 2/2）。

1. 変更内容を確認します。ソース 物理ディスク 表にはソース物理ディスクの詳細が表示されます。宛先 
物理ディスク 表には、宛先物理ディスクの詳細が表示されます。

2. 終了 をクリックしてメンバーの交換タスクを完了します。

交換メンバーを変更する場合は、前のページに戻る をクリックします。 変更せずに終了する場合は、キ

ャンセル をクリックします。

関連概念

メンバーディスクの交換
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15
システム間の物理ディスクおよび仮想ディ
スクの移動
本項では、システム間で物理と仮想ディスクを移動させる方法について説明します。

 
関連概念

SAS 仮想ディスクの別のシステムへの移行

必要条件

SAS コントローラ

仮想ディスクは、同じテクノロジを使用しているコントローラにのみ移行可能です。たとえば、SAS コント

ローラ上の仮想ディスクは、SAS コントローラに移行する必要があります。

関連概念

RAID コントローラテクノロジ：SATA および SAS

SAS コントローラ 

• SAS コントローラでは、ひとつのコントローラから別のコントローラへ物理ディスクを移動し、さらに移
動先のコントローラへ外部設定をインポートすることで、仮想ディスクを移行することができます。

• SAS コントローラのエンクロージャを移動するときは、エンクロージャを任意のコネクタ番号に移動させ
てから、移動先コントローラに外部設定をインポートすることができます。

関連概念

外部設定操作

SAS 仮想ディスクの別のシステムへの移行

仮想ディスクとボリュームを 1 つのシステムから別のシステムに移行するには、次の手順を行います。

1. 物理ディスクの移動元のシステムの電源を切ります。

2. 移行先コントローラに既存の仮想ディスク設定がない場合は、そのサーバーの電源を切ります。

3. 物理ディスクを新しいエンクロージャ内に配置します。

4. 移行先コントローラに接続されたシステムを起動します。

5. 外部設定操作 タスクを使用して、移行先コントローラで移行された仮想ディスクをインポートします。

メモ: 外部設定操作は PERC S100、S110、S130、および S300 コントローラではサポートされてい

ません。

移行が完了しました。これで仮想ディスクは Storage Management を使った管理が可能になりました。
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16
ホットスペアでの仮想ディスクの保護
RAID コントローラを用いて仮想ディスクを作成すると、ディスクの故障中でもシステムを引き続き機能させ

ることが可能になります。この機能は仮想ディスクにホットスペアを割り当てることによって有効化できま

す。ディスクが故障すると、システムの動作を中断させることなく、冗長データがホットスペアに再構築さ

れます。

 
関連概念

専用ホットスペアに関する考慮事項

専用ホットスペア保護ポリシー

ホットスペアについて

ホットスペアとは、冗長仮想ディスクからのデータの再構築に使用できる未使用のバックアップ物理ディス

クできます。ホットスペアはスタンドバイモードを維持します。冗長仮想ディスク内で使用されている物理

ディスクが故障すると、割り当てられたホットスペアがアクティブ化され、システムを中断したりユーザー

の介入を必要とすることなく、故障した物理ディスクと置き換えられます。故障した物理ディスクを使用し

ている仮想ディスクに冗長性がない場合、データは恒久的に失われ（バックアップがある場合を除く）、デー

タを復元する方法はありません。

ホットスペアの実装はコントローラによって異なります。ホットスペアの詳細については、以下を参照して

下さい。

• PERC S100 および PERC S300 コントローラ上のホットスペアに関する考慮事項

• SAS 6/iR のグローバルホットスペアに関する考慮事項

次の項では、ホットスペアを割り当てる手順が説明されています。

• グローバルホットスペアの割り当てと割り当て解除

• 専用ホットスペアの割り当てと割り当て解除

ホットスペア保護ポリシーの設定

ホットスペア保護ポリシー はシリアル接続 SCSI（SAS）コントローラでのみサポートされています。

ホットスペア保護ポリシー は、仮想ディスク / コントローラに割り当てられる専用 / グローバルホットスペ

アの数を指定できるようにすることにより、仮想ディスクのためにより優れた保護レベルを提供します。保

護ポリシーの重大度のレベルを指定することもできます。Storage Management は、ホットスペア保護ポリ

シーの違反が発生するとアラートメッセージを送信します。

Storage Management にはデフォルトのポリシーはありませんが、お使いの環境に最適なホットスペア保護

ポリシーを決定することができます。
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関連概念

専用ホットスペアの割り当てと割り当て解除

グローバルホットスペアの割り当てと割り当て解除

専用ホットスペア保護ポリシー

表 31. ホットスペアプロパティ

プロパティ 定義

RAID レベル ホットスペア保護ポリシーの設定対象となる RAID 
レベルを示します。

最小ディスク数 選択した RAID レベルに専用ホットスペアとして割
り当てる物理ディスクの最小数を示します。

重大度レベル このポリシーの違反があった場合に生成されるアラ
ートに割り当てる重大度を表示します。

メモ: 仮想ディスクの状態は、このポリシーに指
定する重大度レベルによって決まります。

関連概念

ホットスペア保護ポリシー

ホットスペア保護ポリシーの設定

グローバルホットスペア保護ポリシー

ホットスペア保護ポリシーのリセット

専用ホットスペアの保護ポリシーをリセットするには、RAID レイアウト をクリアします。

グローバルホットスペア保護ポリシー

表 32. グローバルホットスペア保護ポリシーのプロパティ

プロパティ 定義

グローバルホットスペアの有効化 グローバルホットスペア保護ポリシーを有効にしま
す。

最小ディスク数 コントローラ用にグローバルホットスペアとして割
り当てられる物理ディスクの最少数を表示します。

重大度レベル グローバルホットスペアポリシーに違反があった場
合に、生成されたアラートに割り当てる必要がある
重大度レベルを表示します。

仮想ディスク状態判定時のグローバルホットスペア
ポリシーの考慮

Storage Management では、仮想ディスクの状態を
判定するためにグローバルホットスペアポリシーを
考慮します。仮想ディスクの状態は、このポリシー
に指定した重大度レベルによって決まります。

メモ: グローバルホットスペアを割り当てるときは、対象ディスクよりも容量の多い物理ディスクを用
いることを検討してください。これにより、コントローラのディスクが故障した時に、そのディスクを
置き換えることができます。
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ホットスペア保護ポリシーに関する考慮事項

• 専用ホットスペア保護ポリシーは SAS/iR、PERC、 および H200 コントローラには適用されません。

• RAID 0 は、ホットスペアまたは保護ポリシーをサポートしません。

• SAS/iR および PERC H200 シリーズのコントローラでは、割り当てる事が可能なグローバルホットスペ
アは 2 台のみです。

• ホットスペア保護ポリシー違反のために仮想ディスクの状態が 劣化 または エラー として表示されてい
る場合、状態を正常性と表示させるには保護ポリシーで指定された数のホットスペアを割り当てます。

• PERC S100、S110、S130、および S300 コントローラには、ホットスペア保護ポリシーは適用されませ
ん。

エンクロージャアフィニティの考慮事項

• 専用ホットスペアのエンクロージャアフィニティ設定は、PERC 6 シリーズのコントローラにのみ適用さ
れます。

• グローバル / 専用ホットスペアのエンクロージャアフィニティ設定は、バージョン 6.1 へのアップグレー
ド時に自動設定されません。

グローバル / 専用ホットスペアのエンクロージャアフィニティ設定は、外部仮想ディスクのインポート時に

自動設定されません。

PERC 6/E および PERC 6/I コントローラ上のホットスペア
に関する考慮事項

PERC 6/E および PERC 6/I コントローラ上では、ホットスペアを割り当てることは、障害の発生した物理デ

ィスクを交換するために別の物理ディスクを割り当てることと同等の意味を持ちます。複数の冗長仮想ディ

スクが物理ディスクに存在する場合、物理ディスクの冗長部分のすべてが再構築されます。

メモ: 物理ディスクを再構築する場合、物理ディスクを再構築する前に、物理ディスク上に存在する非
冗長仮想ディスク（RAID 0 など）を削除します。

メモ: Storage Management に表示されるコントローラの順序は、ヒューマンインタフェース（HII）お
よび PERC オプション ROM に表示される順序と異なる場合があります。コントローラの順序が原因
で制限が生じることはありません。

仮想ディスクを作成する場合、仮想ディスクに含まれる物理ディスクは異なったサイズにすることができま

す。ホットスペアを RAID 1 または 5 仮想ディスクに割り当てるときは、ホットスペアをその仮想ディスクに

含まれる最小サイズの物理ディスクと同じ（またはそれより大きい）サイズにする必要があります。

PERC 6/E および PERC 6/I コントローラを使用するときは、異なるサイズの物理ディスクを仮想ディスクに

割り当てることができます。仮想ディスクが物理ディスクに割り当てられると、仮想ディスクによって使用

されない物理ディスクの部分はすべて使用不能になります。従って、物理ディスクの未使用部分にあるデー

タは再構築されません。冗長仮想ディスクもまた、メンバーの物理ディスク全体に等しくストライピングま

たはミラーリングされます。そのため、再構築を必要とするデータ量は、最も小さな物理ディスクより大き

くなることはありません。

RAID 10 または 50 の仮想ディスクは違うサイズの物理ディスクのスパンを含む場合があります。その場合、

最も低容量物理ディスクを持つスパンを識別します。ホットスペアには、この物理ディスクを再構築するた

めの大きさが必要になります。例えば、1 つのスパンに、60 MB、60 MB、および 40 MB の 3 つの物理ディ

スクがあり、もう 1 つのスパンには、60 MB、60 MB、および 50 MB の物理ディスクがある場合、ホットス

ペアは 50 MB 以上である必要があります。
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専用ホットスペアは、同じ物理ディスクを共有する一連の仮想ディスクにのみ割り当てることができます。

グローバルホットスペアは、コントローラの冗長仮想ディスクすべてに割り当てられます。グローバルホッ

トスペアのサイズは、コントローラ上のすべての仮想ディスクの中で一番小さな物理ディスクのサイズと同

じかそれ以上である必要があります。

グローバルホットスペアを割り当てた後、コントローラに作成された新しい仮想ディスクのうち次の状況下

にあるものは、ホットスペアによって保護されません。

• コントローラが SAS コントローラであり、ディスクサイズがグローバルホットスペアより大きい。

この場合、新しい仮想ディスクを作成した後でグローバルホットスペアの割り当てを解除し、サイズの大き

い新しいホットスペアを割り当て直してコントローラ上にあるすべての冗長仮想ディスクに対応できるよう

にします。コントローラが SAS テクノロジを使用しているかを調べるには、「RAID コントローラテクノロ

ジ：SATA および SAS」を参照してください。

専用ホットスペアに関する考慮事項

次の考慮事項は専用ホットスペアに適用されます。

• RAID 10、RAID 50、RAID 60 に関する考慮事項 — メンバー物理ディスクすべてを完全に使用しない RAID 
10 または RAID 50 仮想ディスクを作成した場合、RAID 10 または RAID 50 仮想ディスクに専用ホットス
ペアを割り当てることができません。Storage Management では、部分的物理ディスクから RAID 10 お
よび RAID 50 仮想ディスクを作成することができないため、仮想ディスクの作成に Storage 
Management を使用する場合は、このような状況は発生しません。ただし、別のアプリケーションを使
用して RAID 10 または RAID 50 を作成し、これに部分的物理ディスクが含まれているという場合は、仮
想ディスクに専用ホットスペアを割り当てることができます。

メモ: PERC H700 および PERC H800 コントローラでは、RAID 10、RAID 50、および RAID 60 に
専用ホットスペアを割り当てることができます。

• 複数の専用ホットスペアに関する考慮事項 — Storage Management バージョン 3.1 以降では、ひとつの
仮想ディスクに複数の専用ホットスペアを割り当てることができます。

メモ: この機能は、PERC 6 シリーズのコントローラのみに該当します。

PERC S100 および PERC S300 コントローラ上のホットスペ
アに関する考慮事項

PERC S100 および PERC S300 コントローラでは、ホットスペアが仮想ディスクに割り当てられます。物理

ディスクが故障すると、仮想ディスクが含まれる物理ディスク部分だけがホットスペア上に再構築されます。

仮想ディスクに含まれない物理ディスク上のデータまたは容量は再構築されません。

PERC S100 および PERC S300 コントローラでは、各物理ディスクを複数の仮想ディスクに含める事ができ

ます。物理ディスクの一部を仮想ディスクに割り当てても、物理ディスクの残りの部分が別の仮想ディスク

による使用から除外されることはありません。ホットスペアが割り当てられている仮想ディスクのみが再構

築されます。Storage Management を使用するとき、PERC S100 および PERC S300 コントローラ上でホッ

トスペアとして割り当てられているディスクは、仮想ディスクのメンバーとして使用することはできません。

S100 および S300 コントローラ上のグローバルホットスペアのサイズ要件

S100 および S300 コントローラ上でグローバルホットスペアとして物理ディスクを割り当てる場合、物理デ

ィスクは、コントローラ上の最も大きな物理ディスクと同等あるいはそれ以上のサイズであるようにしてく

ださい。
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SAS 6/iR のグローバルホットスペアに関する考慮事項

SAS 6/iR コントローラでは、2 台のグローバルホットスペアを割り当てることができます。コントローラの

ファームウェアは、ホットスペアとして割り当てた物理ディスクが取り外された後も、ホットスペアの割り

当てを記憶しています。つまり、ディスクが取り外された場合、ホットスペアが存在していないにも関わら

ず、グローバルホットスペアが存在するとファームウェアが見なす可能性があります。このような場合、フ

ァームウェアがホットスペアは既に割り当てられていると認識するため、新しいグローバルホットスペアの

割り当てが不可能になる可能性があります。

冗長仮想ディスク内で物理ディスクが故障した場合、故障したディスクはホットスペア上に最構築されます。

この場合、コントローラのファームウェアは、故障したディスクを格納しているスロットをホットスペアと

して再割り当てします。このような状況下では、ディスクの故障や取り外し後に、以前グローバルホットス

ペアとして割り当てられていなかったディスクがホットスペアになります。

コントローラのファームウェアが常に正常な物理ディスクをグローバルホットスペアとして確保するように

するためには、次を行います。

• グローバルホットスペアとして割り当てられている物理ディスクの取り外しや再割り当てを行う前に、グ
ローバルホットスペアとして割り当てられているホットスペアの割り当てを解除し、別の物理ディスクを
グローバルホットスペアとして再割り当てする前にホットスペアの割り当てを解除します。

• 故障した、または取り外された物理ディスクを直ちに交換します。これにより、ファームウェアがホット
スペアであると見なす正常なディスクが確実にスロットに格納されることになります。
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17
ソリッドステートドライブを使用した 
CacheCade
CacheCade は、ソリッドステートドライブ（SSD）ベースの仮想ディスクのランダム読み取りパフォーマン

スを向上するために使用されます。ソリッドステートドライブ（SSD）は、永続的データの保存にソリッド

ステートメモリを使用するデータストレージデバイスです。SSD は、I/O パフォーマンス（IOPS）、および / 

またはストレージデバイスからの書き込み速度（Mbps 単位）を大幅に向上させます。ストレージコントロ

ーラを使用して、 SSD を用いた CacheCade を作成することも可能です。作成された CacheCade は、スト

レージ I/O 操作のより優れたパフォーマンスのために使用されます。CacheCade の作成には、シリアルアタ

ッチド SCSI（SAS）SSD または Serial Advanced Technology Attachment（SATA）SSD のいずれかを使用し

ます。

次のシナリオで、SSD を使用した CacheCade を作成します。

• アプリケーションの最大パフォーマンス — 容量を無駄にすることなく高パフォーマンスを実現するた
め、SSD を使用して CacheCade 作成します。

• アプリケーションの最大パフォーマンスと高容量 — CacheCade の容量と高性能 SSD とのバランスを取
るため、SSD を使用して CacheCade を作成します。

• 高容量 — HDD を追加する空きスロットがない場合、SSD を使用して CacheCade を作成します。これに
より、必要な HDD 数が削減され、アプリケーションパフォーマンスが向上されます。

CacheCade 機能には、次の制限があります。

• CacheCade の作成には認定 SSD のみを使用できます。

• SSD を使用して CacheCade を作成する場合、SSD のプロパティはそのまま保持されます。その SSD は、
後ほど仮想ディスクを作成するために使用できます。

• CacheCade には、SAS ドライブまたは SATA ドライブのいずれかを含むことができますが、両方を含む
ことはできません。

• CacheCade 内の各 SSD は同じサイズである必要はありません。CacheCade サイズは、CacheCade サ
イズ = 最も小さい SSD の容量 × SSD 数で自動的に計算されます。SSD の未使用部分は無駄となり、追加 
CacheCade、または SSD ベースの仮想ディスクとして用いることはできません。

• CacheCade でのキャッシュプールの総容量は 512 GB です。512 GB を越える CacheCade を作成して
も、ストレージコントローラは 512 GB しか使用しません。

• CacheCade は、1 GB NVRAM を搭載した PERCl H710P、PERC H800、および PERC H810 コントロー
ラでのみサポートされます。

• ストレージエンクロージャでは、仮想ディスクおよび CacheCade を含む論理デバイスの合計数は 64 を
超えることができません。

メモ: 仮想ディスクに CacheCade を使用するには、HDD ベースの仮想ディスクの 書き込み ポリシー
を ライトバック または ライトバックの強制 に設定し、読み取り ポリシーを 読み取り先行 に設定する
必要があります。

 
関連概念

CacheCade の管理
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CacheCade の管理

CacheCade 操作を開始する前に、ストレージエンクロージャ内で SSD が使用可能であることを確認してく
ださい。

CacheCade を作成、サイズ変更、点滅、または削除するには、CacheCade ページに移動します。

CacheCade ページが表示されます。

1. Server Administrator ウィンドウの システム ツリーで、ストレージ を展開します。

2. ストレージコントローラ（例：PERC H710P アダプタ）をクリックします。

3. ストレージコントローラコンポーネントをクリックします。

4. 使用可能なタスク から CacheCade の管理 を選択します。

5. 実行 をクリックします。

CacheCade ページが表示されます。

関連概念

ソリッドステートドライブを使用した CacheCade

CacheCade のプロパティ

CacheCade ページには、各 CacheCade のプロパティ表が表示されます。

表 33. CacheCade のプロパティ

プロパティ 定義

ステータス これらのアイコンはストレージコンポーネントの重大度または正常性

を示します。

•  — 正常 /OK

•  — 警告 / 非重要

•  — 重要 / 致命的

詳細については、「ストレージコンポーネントの重大度」を参照してく

ださい。

名前 CacheCade の名前を表示します。リンクから CacheCade を構成する

物理ディスクにアクセスすることができます。

タスク ドロップダウンリストに、CacheCade 用に使用可能なタスクが表示さ

れます。

Size（サイズ） CacheCade のサイズを表示します。

バスプロトコル 物理ディスクが使用しているテクノロジーを表示します。可能な値は 

SAS と SATA です。

ディスクキャッシュポリシー CacheCade の一部である物理ディスクのディスクキャッシュポリシ

ーが有効または無効であるかを表示します。「RAID コントローラの読

み取り、書き込み、キャッシュ、およびディスクキャッシュポリシー」

を参照して下さい。
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CacheCade の作成

CacheCade を作成するには、以下の手順を行います。

1. CacheCade ページで、CacheCade の作成 をクリックします。

CacheCade の作成 ページが表示されます。

2. お使いのシステムに SAS と SATA SSD の両方が搭載されている場合は、CacheCade グループ セクショ
ンで、SATA SSD または SAS SSD を選択します。

3. CacheCade の名前を入力します。サイズは次のように計算します。

CacheCade サイズ = 最小サイズの SSD 容量 × SSD の数

4. 表示される利用可能なディスク空き容量から、CacheCade に含める SSD を選択します。選択したディ
スクは、選択した物理ディスク セクションに表示されます。

5. 終了 をクリックします。

メモ: CacheCade の作成中における物理ディスクの選択手順は、仮想ディスクの作成中における

ディスクの選択に似ています。

関連概念

CacheCade のプロパティ

CacheCade の管理

CacheCade のサイズ変更

CacheCade のサイズを変更するには、次の手順を実行します。

1. CacheCade ページで、サイズを変更したい CacheCace に移動し、タスク ドロップダウンメニューか
ら サイズの変更... を選択します。

CacheCade のサイズ変更 ページが表示されます。

2. 利用可能な CacheCade から 必要に応じて追加の CacheCade を追加または削除します。選択したディ
スクが 選択された物理ディスク セクションに表示されます。

メモ: CacheCade に含める SSD を選択またはクリアする間は、元の SSD を少なくとも 1 台残して

おきます。

3. 終了 をクリックします。

CacheCade の名前変更

CacheCade の名前を変更するには、次の手順を実行します。

1. CacheCade ページで、名前を変更する CacheCace に移動し、タスク ドロップダウンメニューから 名
前の変更 を選択します。

2. 名前の変更 ページで、CacheCade の新しい名前を入力し、終了 をクリックします。

CacheCade の点滅および点滅停止

CacheCade ページで、点滅させる CacheCade に移動し、使用可能な タスク ドロップダウンリストボック

スから 点滅... を選択します。

CacheCade に含まれている物理ディスクの LED が点灯します。
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CacheCade ページで物理ディスクの点滅を停止するには、点滅停止する CacheCade ディスクに移動し、使

用可能な タスク ドロップダウンリストボックスから 点滅停止... を選択します。

CacheCade の削除

CacheCade を削除するには、次の手順を実行します。

1. CacheCade ページで、削除する CacheCade に移動し、使用可能な タスク ドロップダウンリストボッ
クスから 削除... を選択します。

次の警告が表示されます：警告! CacheCade のプールサイズが減少します。削除操作を続行します

か? 
2. 削除 をクリックします。
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18
トラブルシューティング
本項には、一般的な状況のトラブルシューティングの他、特定の問題に対するトラブルシューティング手順

が記載されています。

 
関連概念

一般的なトラブルシューティング手順

仮想ディスクのトラブルシューティング

特定の問題の状況と解決方法

PCIe SSD のトラブルシューティング

一般的なトラブルシューティング手順

本項では、トラブルシューティングで使用できるコマンドや手順について説明します。対象トピックは以下

のとおりです。

• 正しく接続されたケーブル

• システム要件

• ドライバとファームウェア

• ハードウェア問題の特定

• SCSI コントローラの情報をアップデートするための再スキャン

• 故障したディスクの交換

• 間違った物理ディスクを取り外してしまった場合のリカバリ

• Microsoft Windows アップグレード問題の解決

正しく接続されたケーブル

電源コードとアダプタケーブルが正しく接続されていることを確認します。システムに特定の仮想ディスク

または非 RAID 物理ディスクに対する読み取り書き込み操作の問題がある場合（たとえば、システムがハン

グするなど）、エンクロージャまたはバックプレーンにケーブルがしっかりと接続されいることを確認してく

ださい。問題が解決されない場合は、ケーブルの交換が必要である可能性があります。

SAS コントローラでは、ケーブル構成が正しいことを確認してください。正しいケーブル構成については、

SAS のハードウェアマニュアルを参照してください。ケーブルの構成が正しくない場合は、アラート 2182 

またはアラート 2356 が表示されることがあります。

アラートメッセージの詳細に関しては、『Server Administrator メッセージリファレンスガイド』を参照して

ください。

関連概念

読み取りおよび書き込み操作で問題が発生する
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システム要件

システムがすべてのシステム要件を満たしているようにしてください。特に正しいレベルのファームウェア

とドライバがシステムにインストールされていることを確認してください。

関連概念

ドライバとファームウェア

ドライバとファームウェア

ストレージ管理は対応コントローラのファームウェアとドライバを用いてテストされます。正常に機能する

には、コントローラに必要最低限のバージョンのファームウェアとドライバがインストールされている必要

があります。最新バージョンはサポートサイトから取得することができます。

メモ: どのファームウェアとドライバがインストールされているかを確認するには、ツリービューで ス
トレージ オブジェクトを選択し、情報 / 設定 をクリックします。また、アラートログ で非対応のファ
ームウェアとドライババージョンに関するアラートを確認することもできます。

最新の改良機能を活用することができるように、最新のサーバーシステム BIOS を定期的に取得して適用す

ることも推奨されます。サーバーシステム BIOS の詳細については、システムのマニュアルを参照してくだ

さい。

ハードウェア問題の特定

ハードウェアデバイスに関する タイムアウト アラートを受信したり、それ以外にシステムに接続したデバイ

スにハードウェアエラーが生じていると考えられる場合は、次の操作を行って問題を確認してください。

• ケーブルが正しく接続されているか確認します。

• ケーブルが正しく接続されているにもかかわらず問題が発生する場合は、デバイスケーブルを外してから
システムを再起動してください。システムが正常に再起動する場合は、デバイスの 1 つに欠陥がある可能
性があります。ハードウェアについての詳細は、ハードウェアデバイスのマニュアルを参照してくださ
い。

関連概念

読み取りおよび書き込み操作で問題が発生する

SCSI コントローラの情報をアップデートするための再スキャン

SCSI コントローラでは、再スキャン コントローラタスクを使用してコントローラと接続デバイス用の情報を

アップデートします。コントローラに多数のデバイスが接続されている場合は、この操作に数分かかる場合

があります。

再スキャン でディスク情報が正しくアップデートされないときは、システムを再起動する必要がある場合が

あります。

故障したディスクの交換

次の状況では、故障したディスクを交換する必要がある可能性があります。

• 冗長仮想ディスクの一部になっている故障ディスクの交換

• 非冗長仮想ディスクの一部になっている故障ディスクの交換
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冗長仮想ディスクの一部になっている故障ディスクの交換

故障したディスクが冗長仮想ディスクの一部である場合、ディスクの故障でデータが失われることはありま

せん。ただし、追加のディスクが故障するとデータ損失の原因となることがあるので、エラーディスクは即

座に交換する必要があります。

冗長仮想ディスクにホットスペアが割り当てられている場合、故障したディスクのデータはホットスペア上

に再構築されます。再構築後、これまでホットスペアだったディスクは通常の物理ディスクとして機能し、

仮想ディスクはホットスペアがなくなります。この場合、故障したディスクを交換して、代替ディスクをホ

ットスペアとして割り当てる必要があります。

メモ: 冗長仮想ディスクにホットスペアが割り当てられていない場合は、「SMART アラートを受けた物
理ディスクの交換」で説明されている手順に従って故障したディスクを交換します。

関連概念

データの再構築

ディスクの交換

冗長仮想ディスクの一部になっている故障ディスクを交換するには、次の手順を実行します。

1. 故障したディスクを取り外します。

2. 新しいディスクを挿入します。新しいディスクには、故障ディスクのメモリ容量と同じ、またはそれ以
上の容量があるようにしてください。一部のコントローラでは、より大きなサイズのディスクを挿入し
ても、追加ディスク容量を使用できない場合が’あります。

仮想ディスクは冗長であるため、再構築が自動的に開始されます。

関連概念

コントローラの仮想ディスクに関する考慮事項

ホットスペアの割り当て

仮想ディスクにホットスペアがすでに割り当てられている場合、故障したディスクからのデータがすでにホ
ットスペアに再構築されている可能性があります。この場合、新しいホットスペアを割り当てる必要があり
ます。
関連概念

専用ホットスペアの割り当てと割り当て解除

グローバルホットスペアの割り当てと割り当て解除

非冗長仮想ディスクの一部になっている故障ディスクの交換

故障した物理ディスクが非冗長仮想ディスク（RAID 0 など）の一部である場合、単一物理ディスクの故障に

よって仮想ディスク全体が不具合を起こすことがあります。続行するには、前回のバックアップ取得時間を

確認し、それ以降に新しいデータが仮想ディスクに書き込まれていないかどうか確認する必要があります。

バックアップが最近行われ、ディスクに必要な新しいデータがない場合は、バックアップからデータを復元

できます。

ディスクの交換

1. 障害状態にある仮想ディスクを削除します。

2. 故障した物理ディスクを取り外します。

3. 新しい物理ディスクを挿入します。

4. 新しい仮想ディスクを作成します。

5. バックアップから復元します。
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一部のコントローラにおける物理ディスクオンラインコマンドの使用

お使いのコントローラがこの機能をサポートするかどうかを確認するには、「対応機能」を参照してくださ

い。

適切なバックアップがなく、故障したディスクが オンライン 物理ディスクタスクをサポートするコントロー

ラ上の仮想ディスクの一部である場合、故障したディスクのドロップダウンタスクメニューから オンライン 

を選択してデータの取得を試行することができます。

オンラインコマンドは、故障ディスクをオンライン状態へ強制的に戻そうとします。ディスクをオンライン

状態に強制できた場合、個々のファイルを回復できる可能性があります。回復できるデータの量はディスク

の損傷の度合いによって異なります。ファイルのリカバリは、ディスクの損傷が限られている場合にのみ可

能です。

ただし、この方法を使ってもデータをまったく回復できない場合があります。強制 オンライン は故障したデ

ィスクを修復しません。新しいデータを仮想ディスクに書き込もうとしないようにしてください。

ディスクから存続可能なデータを取得した後、前述の「冗長仮想ディスクの一部になっている故障ディスク

の交換」または「非冗長仮想ディスクの一部になっている故障ディスクの交換」で説明されているとおり、

故障ディスクを交換してください。

関連概念

オンラインまたはオフライン状態での物理ディスクの設定

間違った物理ディスクを取り外してしまった場合のリカバリ

間違えて取り外した物理ディスクが、ホットスペアを持つ冗長仮想ディスクの一部である場合には、仮想デ

ィスクは即時に、または書き込み要求時に自動再構築されます。再構築の完了後、データは以前にホットス

ペアとして割り当てられたディスクに再構築されるため、仮想ディスクのホットスペアがなくなります。こ

の場合は、新規のホットスペアを割り当てます。

取り外した物理ディスクがホットスペアを持たない冗長仮想ディスクの一部である場合、物理ディスクを交

換して再構築タスクを実行します。

物理ディスクの再構築およびホットスペアの割り当てについては、「ホットスペアについて」を参照してくだ

さい。

取り外す物理ディスクの LED ディスプレイを点滅させることにより、間違った物理ディスクの取り外しを防

ぐことができます。LED ディスプレイの点滅についての詳細は、「物理ディスクの点滅および点滅停止」を参

照してください。

Microsoft Windows アップグレード問題の解決

Microsoft Windows のオペレーティングシステムをサーバー上でアップグレードした場合、アップグレード

後に Storage Management が機能しないことがあります。インストールプロセスでは、ファイルをインスト

ールし、サーバー上でオペレーティングシステム固有のレジストリエントリをアップデートします。オペレ

ーティングシステムの変更は Storage Management を無効化する可能性があります。

この問題を回避するには、アップグレードする前に Storage Management をアンインストールする必要があ

ります。
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Storage Management をアンインストールしてアップグレードを完了したら、Storage Management インス

トールメディアを使用して Storage Management を再インストールします。

仮想ディスクのトラブルシューティング

次の項では、仮想ディスクに関するトラブルシューティングの手順を説明しています。

• 冗長仮想ディスクの一部になっている故障ディスクの交換

• 再構築が上手くいかない場合

• 再構築のエラーを伴う完了

• 仮想ディスクを作成できない

• Linux を実行するシステムでの仮想ディスクエラー

• 冗長仮想ディスクおよび非冗長仮想ディスクに同じ物理ディスクを使用することに関連する問題

再構築が上手くいかない場合

再構築は次のような状況では機能しません。

• 仮想ディスクが非冗長 — 例えば、RAID 0 はデータの冗長性を提供しないため、RAID 0 仮想ディスクは
再構築できません。

• 仮想ディスクにホットスペアが割り当てられていない — 仮想ディスクが冗長化されている場合に限り、
次の手順を実行して再構築します。

– 故障した物理ディスクを取り外して交換します。新しいディスクで再構築が自動的に開始されます。

– ホットスペアを仮想ディスクに割り当ててから再構築を実行します。

• 小さすぎるホットスペア上で再構築しようとしている — 異なるコントローラには、異なるホットスペア
用サイズ要件があります。

• ホットスペアが仮想ディスクから割り当て解除されている — この問題は、ホットスペアが複数の仮想デ
ィスクに割り当てられており、それが別の仮想ディスク用の故障物理ディスクの再構築に使用されている
場合、一部のコントローラで発生します。

• 仮想ディスクに故障または破損した物理ディスクが含まれている — この状況は 2083 のアラートを生成
する場合があります。 アラートメッセージについての情報は、『Server Administrator メッセージリファ
レンスガイド』を参照してください。

• 再構築率設定が低すぎる — 再構築率設定が非常に低く、かつシステムが多数の操作を処理している場合、
再構築に異常に長い時間を要することがあります。

• 再構成がキャンセルされた — 開始した再構成は、別のユーザーによってキャンセルされる場合がありま
す。

関連概念

再構築率の設定

PERC 6/E および PERC 6/I コントローラ上のホットスペアに関する考慮事項

PERC S100 および PERC S300 コントローラ上のホットスペアに関する考慮事項

再構築のエラーを伴う完了

冗長（パリティ）情報を含むディスクの一部が破損している場合、再構築がエラーを伴って完了します。再

構築プロセスは、ディスクの正常な部分からデータを復元することはできますが、破損している部分からの

復元はできません。
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再構築が破損している部分以外のすべてのディスクのデータを復元できる場合は、作業の正常な完了を表示

すると同時にアラート 2163 も生成されます。アラートメッセージに関する情報は、『Server Administrator 

メッセージリファレンスガイド 』を参照してください。

再構築はセンスキーエラーも報告することがあります。その場合は、次の処置を実行して最大限のデータを

復元します。

1. 劣化した仮想ディスクを新しい（未使用の）テープドライブにバックアップします。

• バックアップが正常に完了した場合 — バックアップが正常に完了した場合、仮想ディスクのユーザ
ーデータは破損していないことになります。その場合は、手順 2 へ進みます。

• バックアップ中にエラーが発生した場合 — バックアップ中にエラーが発生した場合は、ユーザーデ
ータが破損しており、仮想ディスクから復元することはできません。この場合におけるリカバリの唯
一の可能性は、仮想ディスクの前回のバックアップからの復元になります。

2. テープドライブにバックアップした仮想ディスクに対して、整合性チェック を実行します。

3. テープドライブから正常な物理ディスクに仮想ディスクを復元します。

仮想ディスクを作成できない

コントローラでサポートされていない RAID 設定を行っている可能性があります。次の項目を確認してくだ

さい。

• コントローラ上に既に存在する仮想ディスク数は? 各コントローラでは、最大数の仮想ディスクがサポー
トされています。

• ディスク上に十分な使用可能容量があるか? 仮想ディスクを作成するために選択した物理ディスクには
十分な使用可能空き容量がある必要があります。

• コントローラは物理ディスクの再構築などのほかのタスクを実行している可能性があり、コントローラが
新しい仮想ディスクを作成する前に、それらのタスクを完了する必要があります。

関連概念

コントローラごとの仮想ディスク数

最小サイズの仮想ディスクが Windows Disk Management で認識されない

Storage Management で最小許容サイズを使って仮想ディスクを作成した場合、初期化した後でも Windows 

Disk Management に認識されないことがあります。これは、Windows Disk Management が非常に小さい仮

想ディスクを認識できるのは、仮想ディスクが動的である場合に限られるために起こります。Storage 

Management を使用するときは、大きなサイズの仮想ディスクを作成することが推奨されます。

Linux を実行するシステムでの仮想ディスクエラー

Linux オペレーティングシステムの一部のバージョンでは、仮想ディスクのサイズが 1TB に制限されていま
す。1TB を超える仮想ディスクを作成すると、システムが次の不具合を起こす場合があります。

• 仮想ディスクまたは論理ドライブへの I/O エラー。

• アクセス不能な仮想ディスクまたは論理ドライブ。

• 想定したサイズよりも小さい仮想ディスクまたは論理ドライブ。

1TB の上限を超える仮想ディスクを作成した場合は、次の手順に従ってください。

1. データをバックアップします。

2. 仮想ディスクを削除します。

3. 1TB より小さい仮想ディスクを 1 つ、または複数作成します。
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4. バックアップからデータを復元します。

Linux オペレーティングシステムによって仮想ディスクのサイズが 1TB に制限されているかどうかに関

わらず、仮想ディスクのサイズは、オペレーティングシステムのバージョン、および実施したアップデ

ートまたは変更に基づきます。オペレーティングシステムに関する詳細は、お使いのオペレーティング

システムのマニュアルを参照してください。

冗長仮想ディスクおよび非冗長仮想ディスクに同じ物理ディスクを使用すること
に関連する問題

仮想ディスクの作成時には、同じ物理ディスクを冗長仮想ディスクと非冗長仮想ディスクの両方に使用しな

いようにします。これはすべてのコントローラで同様です。冗長仮想ディスクと非冗長仮想ディスクの両方

に同じ物理ディスクを使用すると、データ損失を含む予期しない不具合の原因となる場合があります。

メモ: SAS コントローラでは、同じ物理ディスクセット上に冗長と非冗長仮想ディスクを作成すること
はできません。

特定の問題の状況と解決方法

本項では、追加のトラブルシューティング情報について説明します。 次のトピックが含まれます。

• 物理ディスクがオフラインまたはエラー状態と表示される

• 置換、センス、またはメディアエラーで不良ブロックアラートを受信する

• 読み取りおよび書き込み操作で問題が発生する

• タスクメニューオプションが表示されない

• 再起動中に破損ディスクまたはドライブメッセージによって自動チェックの実行が提案される

• Windows が休止状態になった後で間違った状態とエラーメッセージが表示される

• Storage Management で温度プローブ状態のアップデート前に遅延が生じる

• Storage Management で再起動後にストレージデバイス表示の遅延が生じる

• リモートシステムにログインできない

• Microsoft Windows Server 2003 を実行するリモートシステムに接続できない

• Mozilla ブラウザでの仮想ディスク表示エラーの再設定

• 物理ディスクがエンクロージャオブジェクトではなくコネクタオブジェクト下に表示される

物理ディスクがオフラインまたはエラー状態と表示される

物理ディスクは、破損していたりオフラインになっている場合、または削除されたか初期化された仮想ディ

スクのメンバーであった場合、エラー状態と表示されることがあります。このエラーは次の処置によって解

決できる場合があります。

• ユーザーが状態を オフライン にした場合は、オンライン ディスクタスクを実行することによってディス
クを オンライン 状態に戻します。

• コントローラを再スキャンします。この処置は、コントローラに接続されているストレージオブジェクト
の状態をアップデートします。エラー状態の原因が仮想ディスクの削除または初期化であった場合は、コ
ントローラを再スキャンすることにより、この問題は解決します。

• ディスクによるコントローラとの通信を妨げるケーブル、エンクロージャまたはコントローラの問題がな
いかを調べます。問題を発見して修正した際には、ディスクを オンライン または 準備完了 の状態に戻
すために、コントローラを再スキャンする必要がある場合があります。ディスクが オンライン または 準
備完了 状態に戻らない場合は、システムを再起動します。

• ディスクが損傷している場合は交換します。
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関連概念

故障したディスクの交換

置換、センス、または メディア エラーを伴う 不良ブロック アラートの受信

次のアラートまたはイベントは、一部の物理ディスクが破損すると生成されます。

• 2146

• 2147

• 2148

• 2149

• 2150

この破損は、コントローラがディスクのスキャンを必要とする操作を実行するときに検出されます。これら

のアラートを引き起こす可能性のある操作の例は次のとおりです。

• 整合性チェック

• 再構築

• 仮想ディスクフォーマット

• I/O

再構築を行った結果、または仮想ディスクが劣化状態にある間にアラート 2146～2150 を受信する場合、バ

ックアップから復元することなく破損ディスクからデータを回復することはできません。再構築以外の状況

でアラート 2146～2150 を受信する場合は、データ回復が可能である場合があります。これらの状況のそれ

ぞれについて次に説明します。

再構築中または仮想ディスクが劣化中にアラート 2146～2150 を受信した場合

次の手順を実行します。

1. 破損した物理ディスクを交換します。

2. 新しい仮想ディスクを作成し、仮想ディスクを完全に再同期化させます。

再同期化が行われている間、仮想ディスクの状態は 再同期中 です。

3. データをバックアップから仮想ディスクに復元します。

I/O、整合性チェック、フォーマット、またはその他の操作中にアラート 2146～
2150 を受信した場合

再構築以外の操作を実行中にアラート 2146～2150 を受信した場合は、データ損失を防ぐために破損ディス
クをただちに交換します。

次の手順を実行します。

1. 劣化した仮想ディスクを新しい（未使用の）テープドライブにバックアップします。

2. 破損ディスクを交換します。

3. 再構築を行います。

読み取りおよび書き込み操作で問題が発生する

システムがハングする、タイムアウトする、または読み取りと書き込み書き操作でその他の問題が起きる場

合、コントローラケーブルまたはデバイスに問題がある可能性があります。
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関連概念

正しく接続されたケーブル

ハードウェア問題の特定

タスクメニューオプションが表示されない

タスクメニューは同じタスクオプションを常に表示するとは限りません。一部のタスクは特定タイプのオブ

ジェクトや特定の時点にのみ有効です。例えば、整合性チェックタスク は冗長仮想ディスクでのみ実行でき

ます。同様に、ディスクが既にオフラインの場合、オフラインタスクオプションは表示されません。

特定の時点でタスクを実行できない理由が他にある場合があります。たとえば、追加のタスクを実行する前

に、オブジェクトで既にタスクが実行されていることがあります。

再起動中に破損ディスクまたはドライブメッセージによって自動チェックの実行
が提案される

メッセージを無視して自動チェックを実行することができます。再起動は、自動チェックの完了後に完了し

ます。お使いのシステムのサイズに応じて、これには約 10 分かかる場合があります。

Windows が休止状態になった後で間違った状態とエラーメッセージが表示され
る

Windows の休止機能のアクティブ化は、Storage Management が間違った状態情報とエラーメッセージを表

示する原因となる場合があります。この問題は、Windows オペレーティングシステムが休止状態から回復す

ると解決されます。

Storage Management で温度プローブ状態のアップデート前に遅延が生じる

エンクロージャ温度および温度プローブ状態を表示するため、Storage Management は一定の間隔でエンク

ロージャファームウェアをポーリングして温度および状態情報を取得します。一部のエンクロージャでは、

エンクロージャファームウェアが現在の温度と温度プローブ状態を報告するまでに短い遅延が生じます。こ

れにより、現在のエンクロージャ温度および温度プローブ状態の表示前に遅延が発生する場合があります。

関連概念

温度プローブの警告しきい値の変更

Storage Management で再起動後にストレージデバイス表示の遅延が生じる

Storage Management では、再起動後に接続されているすべてのストレージデバイスの検出とインベントリ

のための時間が必要です。この操作が完了するまで、ストレージコントローラの表示に遅延が生じることが

あります。

リモートシステムにログインできない

管理者権限でシステムに接続しており、正しいログイン情報を入力したことを確認してください。リモート

システムの電源が切れている、またはネットワークに問題がある可能性があります。

Microsoft Windows Server 2003 を実行するリモートシステムに接続できない

Windows Server 2003 を実行するリモートシステムに接続する場合は、 管理者権限のあるアカウントを使用

してリモートシステムにログインします。デフォルトで、Windows Server 2003 は匿名（null 値）接続元か
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らの SAM ユーザーアカウントへのアクセスを許可しません。したがって、空白または null 値のパスワード

を持つアカウントを使用して接続を試行すると、接続に失敗することがあります。

Mozilla ブラウザでの仮想ディスク表示エラーの再設定

Mozilla ブラウザを使用して仮想ディスクを再設定する場合、次のエラーメッセージが表示されることがあり
ます。

このページは暗号化されていますが、入力された情報は暗号化されていない接続で送信されるため、第三者
が簡単に閲覧できるおそれがあります。

ブラウザの設定を変更することにより、このエラーメッセージが表示されないようにすることができます。

このメッセージを無効化するには、次の手順を実行します。

1. 編集 → プリファレンス を選択します。

2. プライバシーとセキュリティ をクリックします。

3. SSL をクリックします。

4. フォームデータを非暗号化ページから非暗号化ページへ送信する オプションの選択を解除します。

物理ディスクがエンクロージャオブジェクトではなくコネクタオブジェクト下に
表示される

Storage Management は頻繁に物理ディスクの状態をポーリングします。物理ディスクがエンクロージャに

ある場合、SCSI エンクロージャプロセッサ（SEP）によって報告されたデータを使って、物理ディスクの状

態が確認されます。

SEP が機能していない場合、Storage Management は物理ディスクの状態をポーリングできますが、それら

をエンクロージャ内にある物理ディスクとして識別することはできません。この場合、ツリー表示にあるコ

ネクタオブジェクトの下に物理ディスクが表示され、エンクロージャオブジェクトの下には表示されません。

この問題は、Server Administrator サービスを再起動またはシステムを再起動することによって解決できま

す。Server Administrator サービスの再起動の詳細については、『Server Administrator ユーザーズガイド』を

参照してください。

PCIe SSD のトラブルシューティング

次の項では、PCIe SSD に関するトラブルシューティングの手順を説明しています。トピックは以下のとおり

です。

• Peripheral Cponent Interconnect Express（PCIe）ソリッドステートドライブ（SSD）がオペレーティン
グシステムに表示されない

• PCIe SSD がオペレーティングシステムのディスク管理に認識されない

Peripheral Cponent Interconnect Express（PCIe）ソリッドステートドライブ
（SSD）がオペレーティングシステムに表示されない

考えられる原因：ハードウェアが正しく取り付けられていない。

解決策：次のコンポーネントをチェックして、接続されていることを確認します。

• デバイス：PCIe SSD が PCIe SSD バックプレーンに取り付けられている。

• バックプレーン： PCIe SSD バックプレーン用のケーブルが接続されている。
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• ケーブル: PCIe ケーブルの構成は他とは異なります。バックプレーンケーブルコネクタがバックプレー
ンに接続され、エクステンダカードケーブルコネクタがエクステンダカードに接続されていることを確認
します。

• エクステンダカード：PCIe エクステンダカードがサポートされている正しいスロットに差し込まれてい
る。

PCIe SSD がオペレーティングシステムのディスク管理に認識されない

考えられる原因：デバイスドライバがインストールされていない。

解決方法：

1. サポートサイトから最新の PCIe SSD ドライバをダウンロードします。

2. Device Manager を開き、PCIe デバイスが黄色いマークを表示している その他のデバイス をダブルク
リックします。

3. 右クリックしてそのインスタンスにドライバをインストールします。

お使いの PCIe SSD で考えられるエラー状態の詳細については、システム固有のオーナーズマニュアル

を参照してください。
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19
よくあるお問い合わせ（FAQ）
本項では、ストレージ環境でよく発生する状況を扱ったよくあるお問い合わせについて説明しています。

• 構築が上手くできない理由

• 間違ったディスクの取り外しを防ぐ方法

• 物理ドライブの安全な取り外しまたは取り替え方法

• 間違った物理ドライブを取り外してしまった場合の回復方法

• インストールされているファームウェアバージョンの特定方法

• 接続されたコントローラの識別

• アラームをオフにする方法

• 最適 RAID レベルの特定方法

 

構築が上手くできない理由

詳細については、「再構築が機能しない」を参照してください。

間違ったディスクの取り外しを防ぐ方法

取り外したいディスクの LED 表示を点滅させることによって、間違ったディスクの取り外しを防ぐことがで

きます。LED 表示を点滅させるには、次の手順を実行します

• 物理ディスクの LED 表示を点滅させるには、「物理ディスクの点滅および点滅停止」を参照してくださ
い。

• 特定の仮想ディスクに含まれているすべての物理ディスクの LED ディスプレイを点滅させるには、「仮想
ディスクの点滅および点滅停止」を参照してください。

誤ったディスクをすでに取り外してしまった場合は、「誤った物理ディスクの取り外しからのリカバリ」を参

照してください。

物理ドライブの安全な取り外しまたは取り替え方法

次の項には、正常な物理ディスクを安全に取り外す方法に関する情報が含まれています。

• エンクロージャ内のディスクについては、PCIe SSD の取り外し準備 タスクを使用してエンクロージャ内
のディスクを見つけ、取り外す前に非アクティブ化します。

• 仮想ディスクに含まれる物理ディスクでは、オフライン タスクを使ってディスクを取り外す前に非アク
ティブ化します。エンクロージャ内のディスクを特定できない場合は、ディスクの LED を点滅させるこ
とができます。

関連概念

システム間の物理ディスクおよび仮想ディスクの移動
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間違った物理ディスクを取り外してしまった場合のリカバリ

ホットスペアでの仮想ディスクの保護

オンラインまたはオフライン状態での物理ディスクの設定

物理ディスクの点滅および点滅解除

故障したディスクの交換

SMART アラートを受けた物理ディスクの交換

間違った物理ドライブを取り外してしまった場合の回復方法

詳細については、「誤った物理ディスクの取り外しからのリカバリ」を参照してください。

インストールされているファームウェアバージョンの特定方
法

コントローラのプロパティ情報には、コントローラにインストールされているファームウェアのバージョン

が表示されます。ストレージ ツリービューのオブジェクトから、システムに接続されているコントローラす

べてのファームウェアバージョンを表示することができます。また、この情報は、コントローラの 情報 / 設
定 ページでも表示できます。

すべてのコントローラのファームウェアバージョンを表示するには、次の手順を実行します。

1. ツリービューで ストレージ オブジェクトを選択します。 

2. 情報/設定 サブタブをクリックします。 情報/設定 サブタブの ファームウェアバージョン の列に、シス
テムに接続されたすべてのコントローラのファームウェアバージョンが表示されます。 

接続されたコントローラの識別方法

システムに接続された各コントローラは、ツリービューの ストレージ オブジェクトに表示されます。

さらに、ストレージの正常性 と 情報 / 設定 画面には、各コントローラの情報が表示されます。

システムに接続されたコントローラを識別するには次の操作を行います。

1. ツリービュー表示のストレージオブジェクトを選択します。正常性 ページに、システムに接続されてい
る各コントローラの名前と状態が表示されます。

2. 情報 / 設定 サブタブをクリックして、各コントローラの詳細情報を表示します。 

3. 特定のコントローラについて、タスクを含む詳細情報を表示するには、情報 / 設定 サブタブの 名前 の
列でコントローラ名をクリックします。この処置により、コントローラの 情報 / 設定 サブタブが表示さ
れます。情報 / 設定 サブタブにはコントローラのコンポーネントに関する情報が表示され、コントロー
ラタスクを実行することができます。

関連概念

コントローラ

コントローラプロパティとタスク

コントローラの正常性
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アラームをオフにする方法

ストレージコンポーネントの中には、エラー状態を示すアラームが備わっているものがあります。アラーム

をオフにするための詳細については、次を参照してください。

• コントローラアラームをオフにする

• コントローラアラームの無効化

• エンクロージャアラームの無効化

最適 RAID レベルの特定方法

詳細については、「RAID レベルと連結の選択」および「RAID レベルと連結のパフォーマンス比較」を参照し

てください。
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20
対応機能
それぞれのコントローラは、異なる機能をサポートしています。Storage Management のメニューに表示さ

れるタスクとその他の機能は、コントローラがその機能をサポートするかによって異なります。本項では、

コントローラがサポートする機能をリストしています。コントローラの詳細については、お使いのハードウ

ェアのマニュアルを参照してください。

メモ: Storage Management に表示されるコントローラの順序は、ヒューマンインタフェース（HII）お
よび PERC オプション ROM に表示される順序と異なる場合があります。コントローラの順序が原因
で制限が生じることはありません。

 
関連概念

PERC 6/ コントローラの対応機能

PERC ハードウェアコントローラの対応機能

SAS 6iR および PERC H200 コントローラの対応機能

PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラにおける対応機能

サポートされる非 RAID コントローラ

エンクロージャとバックプレーンの機能

PERC 6/ コントローラの対応機能

本項では、コントローラ対応機能と、エンクロージャを PERC 6/E、PERC 6/I、および PERC 6/I モジュラー

コントローラに接続できるかどうかを説明します。

• コントローラタスク

• バッテリタスク

• コネクタタスク

• 物理ディスクタスク

• 仮想ディスクタスク

• 仮想ディスクの仕様

• 対応 RAID レベル

• 読み取り、書き込み、キャッシュ、およびディスクキャッシュポリシー

• エンクロージャサポート

エンクロージャ対応のタスクについては、「エンクロージャおよびバックプレーンの機能」を参照してくださ

い。
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PERC 6/ コントローラ対応のコントローラタスク

表 34. PERC 6/ コントローラ対応のコントローラタスク

コントローラタスク名 PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

アラームの有効化 いいえ 該当なし 該当なし

アラームの無効化 いいえ 該当なし 該当なし

アラームの消音 いいえ 該当なし 該当なし

アラームのテスト いいえ 該当なし 該当なし

設定のリセット はい はい はい

再構築率の設定 はい はい はい

バックグラウンド初期化
率の設定

はい はい はい

整合性チェック率の設定 はい はい はい

再構成率の設定 はい はい はい

コントローラの再スキャ
ン

いいえ いいえ いいえ

仮想ディスクの作成 はい はい はい

ログファイルのエクスポ
ート

はい はい はい

外部設定のクリア はい はい はい

外部設定のインポート はい はい はい

外部設定のインポート / 
リカバリ

はい はい はい

巡回読み取りモードの設
定

はい はい はい

巡回読み取りの開始 はい はい はい

巡回読み取りの停止 はい はい はい

メンバーの交換 ファームウェア 6.1 以降
で対応

ファームウェア 6.1 以降
で対応

ファームウェア 6.1 以降
で対応

外部設定 ファームウェア 6.1 以降
で対応

ファームウェア 6.1 以降
で対応

ファームウェア 6.1 以降
で対応

外部設定のインポートプ
レビュー

ファームウェア 6.1 以降
で対応

ファームウェア 6.1 以降
で対応

ファームウェア 6.1 以降
で対応

エンクロージャのホット
プラグ 

ファームウェア 6.1 以降
で対応

いいえ いいえ

コントローラプロパティ
の変更 

ファームウェア 6.1 以降
で対応

ファームウェア 6.1 以降
で対応

ファームウェア 6.1 以降
で対応
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コントローラタスク名 PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

インテリジェントミラー
リング 

ファームウェア 6.1 以降
で対応

ファームウェア 6.1 以降
で対応

ファームウェア 6.1 以降
で対応

冗長パス設定 ファームウェア 6.1 以降
で対応

いいえ いいえ

ディスクキャッシュポリ
シー 

はい はい はい

保持キャッシュの管理 ファームウェア 6.1 以降
で対応

ファームウェア 6.1 以降
で対応

ファームウェア 6.1 以降
で対応

コントローラレポート

巡回読み取りレポート はい はい はい

整合性チェックレポート はい はい はい

スロット占有レポート はい はい はい

物理ディスクファームウ
ェアバージョンレポート

はい はい はい

PERC 6/ コントローラ対応のバッテリタスク

表 35. PERC 6/ コントローラ対応のバッテリタスク

バッテリタスク名 PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

バッテリの修正 いいえ いいえ いいえ

学習サイクルの開始 はい はい はい

学習サイクルの遅延 はい はい はい

PERC 6/ コントローラ対応のコネクタタスク

表 36. PERC 6/ コントローラ対応のコネクタタスク

コネクタタスク名 PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

コネクタの再スキャン いいえ いいえ いいえ

PERC 6/ コントローラ対応の物理ディスクタスク

表 37. PERC 6/ コントローラ対応の物理ディスクタスク

物理ディスクのタスク名 PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

点滅 / 点滅停止 はい はい はい

グローバルホットスペア

の割り当てと割り当て解

除 

はい はい はい

取り外しの準備 いいえ いいえ いいえ

オフライン はい はい はい
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物理ディスクのタスク名 PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

オンライン はい はい はい

初期化 いいえ いいえ いいえ

再構築 はい はい はい

再構築のキャンセル はい はい はい

無効ディスクセグメント

の削除

いいえ いいえ いいえ

ディスクのフォーマット いいえ いいえ いいえ

Clear（クリア） はい はい はい

クリアのキャンセル はい はい はい

メンバー交換のキャンセ

ル

ファームウェア 6.1 以降

で対応

ファームウェア 6.1 以降

で対応

ファームウェア 6.1 以降

で対応

PERC 6/ コントローラ対応の仮想ディスクタスク

表 38. PERC 6/ コントローラ対応の仮想ディスクタスク

仮想ディスクのタスク名 PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

専用ホットスペアの割り

当てと割り当て解除

はい はい はい

仮想ディスクの作成 はい はい はい

仮想ディスク作成の詳細

設定ウィザード

はい はい はい

仮想ディスク作成の簡易

設定ウィザード

はい はい はい

名前の変更 はい はい はい

点滅 / 点滅停止 はい はい はい

再設定 はい はい はい

ポリシーの変更 はい はい はい

ミラーの分割 いいえ いいえ いいえ

ミラーの解除 いいえ いいえ いいえ

最後の仮想ディスクの削

除

はい はい はい

仮想ディスクタスク（任

意）の削除

はい はい はい

整合性のチェック はい はい はい
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仮想ディスクのタスク名 PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

整合性チェックのキャン

セル 

はい はい はい

整合性チェックの一時停

止 

いいえ いいえ いいえ

整合性チェックの再開 いいえ いいえ いいえ

バックグラウンド初期化

（BGI）のキャンセル 

はい はい はい

仮想ディスクのフォーマ

ット

いいえ いいえ いいえ

仮想ディスクフォーマッ

トのキャンセル 

いいえ いいえ いいえ

無効ディスクセグメント

の復元 

いいえ いいえ いいえ

仮想ディスクの初期化 いいえ いいえ いいえ

仮想ディスクの高速初期

化 

はい はい はい

仮想ディスクの低速初期

化 

はい はい はい

仮想ディスク初期化のキ

ャンセル 

はい はい はい

メンバーの交換 ファームウェア 6.1 以降

で対応

ファームウェア 6.1 以降

で対応

ファームウェア 6.1 以降

で対応

PERC 6/ コントローラ用仮想ディスクの仕様

表 39. PERC 6/ コントローラ用仮想ディスクの仕様

仮想ディスクの仕様 PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

コントローラあたりの仮

想ディスク最大数

64 64 64

仮想ディスクの最小サイ

ズ

100 MB*

RAID 10、RAID 50、およ
び RAID 60 には該当し
ません。

100 MB*

RAID 10、RAID 50、およ
び RAID 60 には該当しま
せん。

100 MB*

RAID 10、RAID 50、およ
び RAID 60 には該当し
ません。

仮想ディスクの最大サイ

ズ 

なし なし なし

仮想ディスクあたりのス

パン最大数

8 8 8
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仮想ディスクの仕様 PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

スパンあたりの物理ディ

スク最大数

32 32 32

最小ストライプサイズ 8 K 8 K 8 K

最大ストライプサイズ 1MB 1MB 1MB

ディスクグループあたり

の仮想ディスク最大数 

16 16 16

連結できる物理ディスク

の最大数

該当なし 該当なし 該当なし

RAID 0 の物理ディスク

最大数 

32 32 32

RAID 1 の物理ディスク

最大数 

2 2 2

RAID 5 の物理ディスク

最大数 

32 32 32

RAID 10 の物理ディスク

最大数

256 （ファームウェアバ

ージョン 6.1 の場合）

16 16

RAID 50 の物理ディスク

最大数 

256 256 256

連結できる物理ディスク

の最小数 

該当なし 該当なし 該当なし

RAID 0 の物理ディスク

最小数 

1 1 1

RAID 1 の物理ディスク

最小数 

2 2 2

RAID 5 の物理ディスク

最小数 

3 3 3

RAID 10 の物理ディスク

最小数 

4 4 4

RAID 50 の物理ディスク

最小数 

6 6 6

RAID 6 の物理ディスク

最大数 

32 32 32

RAID 60 の物理ディスク

最大数 

256 256 256

RAID 6 の物理ディスク

最小数 

4 4 4
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仮想ディスクの仕様 PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

RAID 60 の物理ディスク

最小数 

8 8 8

PERC 6/ コントローラ対応の RAID レベル

表 40. PERC 6/ コントローラ対応の RAID レベル

RAID レベル PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

連結 いいえ いいえ いいえ

RAID 0 はい はい はい

RAID 1 はい はい はい

RAID 5 はい はい はい

RAID 10 はい はい はい

RAID 50 はい はい はい

RAID 6 はい はい はい

RAID 60 はい はい はい

PERC 6 コントローラ対応の読み取り、書き込み、およびキャッシュポリシー

表 41. PERC 6/ コントローラ対応の読み取り、書き込み、およびキャッシュポリシー

読み取り、書き込み、お
よびキャッシュポリシー

PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

キャッシュ設定 はい はい はい

読み取りポリシー はい はい はい

先読み（有効） はい はい はい

先読みなし（無効） はい はい はい

書き込みポリシー はい はい はい

ライトバック（有効） はい はい はい

ライトスルー（無効） はい はい はい

ライトバックの強制（常

時有効）

はい はい はい

書き込みキャッシュ有

効、保護

いいえ いいえ いいえ

キャッシュポリシー いいえ いいえ いいえ

ディスクキャッシュポリ

シー

はい はい はい
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読み取り、書き込み、お
よびキャッシュポリシー

PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

キャッシュ I/O いいえ いいえ いいえ

ダイレクト I/O いいえ いいえ いいえ

PERC 6/ コントローラでのエンクロージャサポート

表 42. PERC 6/ コントローラでのエンクロージャサポート

エンクロージャサポート PERC 6/E PERC 6/I PERC 6/I モジュラー

エンクロージャをこのコ

ントローラに接続できま

すか？

はい いいえ いいえ

PERC ハードウェアコントローラの対応機能

本項では、コントローラ対応の機能、およびエンクロージャを次のハードウェアコントローラに接続できる

かどうかを示します。

• PERC FD33xD/FD33xS

• PERC H830 アダプタ

• PERC H730P アダプタ、PERC H730P ミニモノリシック、PERC H730P ミニブレード、PERC H730P ス
リム

• PERC H730 アダプタ、PERC H730 ミニモノリシック、PERC H730 ミニブレード

• PERC H330 アダプタ、PERC H330 ミニモノリシック、PERC H330 ミニブレード、PERC H330 内蔵

• PERC H800 および PERC H810 アダプタコントローラ

• PERC H700 アダプタ、PERC H700 内蔵、および PERC H700 モジュラーコントローラ

• PERC H710 アダプタ、PERC H710 ミニブレード、および PERC H710 ミニモノリシックコントローラ

• PERC H310 アダプタ、PERC H310 ミニモノリシック、および PERC H310 ミニブレードコントローラ

メモ: Storage Management に表示されるコントローラの順序は、ヒューマンインタフェース（HII）お
よび PERC オプション ROM に表示される順序と異なる場合があります。コントローラの順序が原因
で制限が生じることはありません。

機能には以下が含まれています。

• コントローラタスク

• バッテリタスク

• コネクタタスク

• 物理ディスクタスク

• 仮想ディスクタスク

• 仮想ディスクの仕様

• 対応 RAID レベル

• 読み取り、書き込み、キャッシュ、およびディスクキャッシュポリシー

• エンクロージャサポート
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エンクロージャ対応のタスクについては、「エンクロージャおよびバックプレーンの機能」を参照してくださ

い。

PERC ハードウェアコントローラ対応のコントローラタスク

表 43. PERC ハードウェアコントローラ対応のコントローラタスク

コントロー
ラタスク名

PER
C 
H80
0

PE
RC 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 
アダプ
タ / 内
蔵

PER
C 
H70
0 モ
ジュ
ラー

PERC 
H710 
アダ
プタ / 
ミニ
モノ
リシ
ック / 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H710
P ア
ダプ
タ

PER
C 
H31
0 ア
ダプ
タ / 
ミニ
ブレ
ー
ド / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PERC 
H730
P ア
ダプ
タ / 
ミニ
モノ
リシ
ック / 
ミニ
ブレ
ード / 
スリ
ム

PERC 
H730 
アダ
プタ / 
ミニ
モノ
リシ
ック / 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PERC 
H830 
アダ
プタ

PERC 
FD33x
D/
FD33x
S

アラームの
有効化

該当
なし

い
い
え

該当な
し

該当
なし

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いいえ いい
え

いいえ

アラームの
無効化

該当
なし

い
い
え

該当な
し

該当
なし

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いいえ いい
え

いいえ

アラームの
消音 

該当
なし

い
い
え

該当な
し

該当
なし

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いいえ いい
え

いいえ

アラームの
テスト

該当
なし

い
い
え

該当な
し

該当
なし

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いいえ いい
え

いいえ

負荷バラン
ス

いい
え

は
い

いいえ いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いいえ はい いいえ

設定のリセ
ット 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

再構築率の
設定

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

バックグラ
ウンド初期
化率の設定

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

整合性チェ
ック率の設
定

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

再構成率の
設定 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

コントロー
ラの再スキ
ャン 

いい
え

い
い
え

いいえ いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いいえ いい
え

いいえ
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コントロー
ラタスク名

PER
C 
H80
0

PE
RC 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 
アダプ
タ / 内
蔵

PER
C 
H70
0 モ
ジュ
ラー

PERC 
H710 
アダ
プタ / 
ミニ
モノ
リシ
ック / 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H710
P ア
ダプ
タ

PER
C 
H31
0 ア
ダプ
タ / 
ミニ
ブレ
ー
ド / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PERC 
H730
P ア
ダプ
タ / 
ミニ
モノ
リシ
ック / 
ミニ
ブレ
ード / 
スリ
ム

PERC 
H730 
アダ
プタ / 
ミニ
モノ
リシ
ック / 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PERC 
H830 
アダ
プタ

PERC 
FD33x
D/
FD33x
S

仮想ディス
クの作成

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

ログファイ
ルのエクス
ポート 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

外部設定の
クリア 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

外部設定の
インポート

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

外部設定の
インポート / 
リカバリ 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

巡回読み取
りモードの
設定 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

巡回読み取
りの開始

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

RAID から非 
RAID への変
換

該当
なし

い
い
え

該当な
し

該当
なし

いい
え

いい
え

はい はい はい はい はい はい

非 RAID から 
RAID への変
換 

該当
なし

い
い
え

該当な
し

該当
なし

いい
え

いい
え

はい はい はい はい はい はい

メンバーの
交換 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

外部設定の
インポート
プレビュー 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

エンクロー
ジャのホッ
トプラグ 

はい は
い

いいえ いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いいえ はい いいえ

コントロー
ラプロパテ
ィの変更 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい
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コントロー
ラタスク名

PER
C 
H80
0

PE
RC 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 
アダプ
タ / 内
蔵

PER
C 
H70
0 モ
ジュ
ラー

PERC 
H710 
アダ
プタ / 
ミニ
モノ
リシ
ック / 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H710
P ア
ダプ
タ

PER
C 
H31
0 ア
ダプ
タ / 
ミニ
ブレ
ー
ド / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PERC 
H730
P ア
ダプ
タ / 
ミニ
モノ
リシ
ック / 
ミニ
ブレ
ード / 
スリ
ム

PERC 
H730 
アダ
プタ / 
ミニ
モノ
リシ
ック / 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PERC 
H830 
アダ
プタ

PERC 
FD33x
D/
FD33x
S

インテリジ
ェントミラ
ーリング

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

冗長パス設
定

はい は
い

いいえ いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いいえ はい いいえ

ディスクキ
ャッシュポ
リシー 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

保持キャッ
シュの管理 

はい は
い

はい はい はい はい いい
え

はい はい いいえ はい はい

暗号化キー
の管理 

はい は
い

はい はい はい はい いい
え

はい はい いいえ はい はい

CacheCade 
の管理 

はい は
い

はい いい
え

いい
え

はい いい
え

いい
え

いい
え

いいえ いい
え

いいえ

永続的なホ
ットスペア

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

未設定ドラ
イブおよび
ホットスペ
アドライブ
用の物理デ
ィスク電源
の管理 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

設定済みド
ライブ用の
物理ディス
ク電源の管
理 

該当
なし

は
い

該当な
し

該当
なし

はい はい いい
え

はい はい いいえ はい はい

RAID0 の自
動設定

該当
なし

該
当
な
し

該当な
し

該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

はい はい いいえ はい はい

非 RAID 
HDD ディス
クキャッシ
ュポリシー

該当
なし

該
当
な
し

該当な
し

該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

はい はい はい はい はい
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コントロー
ラタスク名

PER
C 
H80
0

PE
RC 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 
アダプ
タ / 内
蔵

PER
C 
H70
0 モ
ジュ
ラー

PERC 
H710 
アダ
プタ / 
ミニ
モノ
リシ
ック / 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H710
P ア
ダプ
タ

PER
C 
H31
0 ア
ダプ
タ / 
ミニ
ブレ
ー
ド / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PERC 
H730
P ア
ダプ
タ / 
ミニ
モノ
リシ
ック / 
ミニ
ブレ
ード / 
スリ
ム

PERC 
H730 
アダ
プタ / 
ミニ
モノ
リシ
ック / 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PERC 
H830 
アダ
プタ

PERC 
FD33x
D/
FD33x
S

コントローラレポート

巡回読み取
りレポート 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

整合性チェ
ックレポー
ト 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

スロット占
有レポート 

はい は
い

はい はい はい はい はい はい* はい* はい はい はい

物理ディス
クファーム
ウェアバー
ジョンレポ
ート

はい は
い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい

スロット占有レポート — PERC H730 および H730P は、フレキシブルバックプレーンゾーニング機能をサポ

ートします。フレキシブルバックプレーンゾーニング機能は、24 スロット( PowerEdge R630 および 

R730xd）がサポートされているバックプレーンでのみ使用できます。フレキシブルバックプレーンゾーニン

グの詳細については、「バックプレーン」を参照して ください。

PERC ハードウェアコントローラ対応のバッテリタスク

表 44. PERC ハードウェアコントローラ対応のバッテリタスク

バッ
テリ
タス
ク名

PE
RC 
H8
00

PERC 
H810 
アダ
プタ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵

PER
C 
H70
0 モ
ジュ
ラー

PERC 
H710 ア
ダプタ / 
ミニモ
ノリシ
ック / 
ミニブ
レード

PERC 
H710P 
アダプ
タ

PER
C 
H310 
ミニ
モノ
リシ
ッ
ク / 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PER
C 
H83
0 ア
ダ
プ
タ

PER
C 
FD3
3xD
/
FD3
3xS

バッ

テリ

該

当

いい

え

該当なし 該当

なし

いいえ いいえ 該当

なし

いいえ いいえ 該当な

し

い

い

え

い

い

え
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バッ
テリ
タス
ク名

PE
RC 
H8
00

PERC 
H810 
アダ
プタ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵

PER
C 
H70
0 モ
ジュ
ラー

PERC 
H710 ア
ダプタ / 
ミニモ
ノリシ
ック / 
ミニブ
レード

PERC 
H710P 
アダプ
タ

PER
C 
H310 
ミニ
モノ
リシ
ッ
ク / 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PER
C 
H83
0 ア
ダ
プ
タ

PER
C 
FD3
3xD
/
FD3
3xS

の修

正 

な

し

学習

サイ

クル

の開

始 

は

い

いい

え

はい はい いいえ いいえ 該当

なし

いいえ いいえ 該当な

し

い

い

え

い

い

え

学習

サイ

クル

の遅

延

は

い

いい

え

はい はい いいえ いいえ 該当

なし

いいえ いいえ 該当な

し

い

い

え

い

い

え

PERC ハードウェアコントローラ対応のコネクタタスク

表 45. PERC ハードウェアコントローラ対応のコネクタタスク

コント
ローラ
タスク
名

PE
RC 
H8
00

PER
C 
H81
0 ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 
アダ
プタ / 
内蔵

PER
C 
H70
0 モ
ジュ
ラー

PERC 
H710 
アダプ
タ / ミ
ニブレ
ード / 
ミニモ
ノリシ
ック

PER
C 
H71
0P 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H310 
アダプ
タ / ミ
ニブレ
ード / 
ミニモ
ノリシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミニ
モノリシ
ック / ミ
ニブレー
ド / スリ
ム

PERC 
H730 ア
ダプタ / 
ミニモノ
リシッ
ク / ミニ
ブレード

PERC 
H330 ア
ダプタ / 
ミニモノ
リシッ
ク / ミニ
ブレー
ド / 内蔵

PER
C 
H83
0 ア
ダプ
タ

PER
C 
FD3
3xD/
FD3
3xS

コネク

タの再

スキャ

ン 

い

い

え

い

い

え

いい

え

いい

え

いいえ い

い

え

いいえ いいえ いいえ いいえ いい

え

いい

え
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PERC ハードウェアコントローラ対応の物理ディスクタスク

表 46. PERC ハードウェアコントローラ対応の物理ディスクタスク

物理デ
ィスク
のタス
ク名

PE
RC 
H8
00

PER
C 
H81
0 ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵

PERC 
H700 
モジ
ュラ
ー

PERC 
H710 
アダプ
タ / ミ
ニブレ
ード / 
ミニモ
ノリシ
ック

PER
C 
H71
0P 
アダ
プタ

PERC 
H310 
アダプ
タ / ミ
ニブレ
ード / 
ミニモ
ノリシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PERC 
H830 
アダ
プタ

PER
C 
FD3
3xD
/
FD3
3xS

点滅 / 
点滅停

止 

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい は

い

グロー

バルホ

ットス

ペアの

割り当

てと割

り当て

解除

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい は

い

取り外

しの準

備

い

い

え

い

い

え

いいえ いい

え

いいえ いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ いい

え

い

い

え

オフラ

イン 

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい は

い

オンラ

イン 

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい は

い

初期化 い

い

え

い

い

え

いいえ いい

え

いいえ いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ いい

え

い

い

え

再構築 は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい は

い

再構築

のキャ

ンセル 

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい は

い

無効デ

ィスク

セグメ

ントの

削除 

い

い

え

い

い

え

いいえ いい

え

いいえ いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ いい

え

い

い

え
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物理デ
ィスク
のタス
ク名

PE
RC 
H8
00

PER
C 
H81
0 ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵

PERC 
H700 
モジ
ュラ
ー

PERC 
H710 
アダプ
タ / ミ
ニブレ
ード / 
ミニモ
ノリシ
ック

PER
C 
H71
0P 
アダ
プタ

PERC 
H310 
アダプ
タ / ミ
ニブレ
ード / 
ミニモ
ノリシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PERC 
H830 
アダ
プタ

PER
C 
FD3
3xD
/
FD3
3xS

ディス

クのフ

ォーマ

ット 

い

い

え

い

い

え

いいえ いい

え

いいえ いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ いい

え

い

い

え

Clear
（クリ

ア）

は

い

い

い

え

はい はい いいえ いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ いい

え

い

い

え

クリア

のキャ

ンセル

は

い

い

い

え

はい はい いいえ いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ いい

え

い

い

え

メンバ

ー交換

のキャ

ンセル

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい は

い

RAID 
対応デ

ィスク

への変

換 

該

当

な

し

い

い

え

該当なし 該当

なし

いいえ いい

え

はい はい はい はい はい は

い

非 

RAID 
ディス

クへの

変換

該

当

な

し

い

い

え

該当なし 該当

なし

いいえ いい

え

はい はい はい はい はい は

い

即時暗

号化消

去

は

い

は

い

はい はい はい はい いいえ はい はい いいえ はい は

い

復帰可

能なホ

ットス

ペア　

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい はい はい は

い
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PERC ハードウェアコントローラ対応の仮想ディスクタスク

表 47. PERC ハードウェアコントローラ対応の仮想ディスクタスク

仮想ディス
クのタスク
名

PE
RC 
H8
00

PE
RC 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵 / モ
ジュラ
ー

PERC 
H710 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H710
P アダ
プタ / 
ミニ
ブレ
ード / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PERC 
H310 
アダプ
タ / ミ
ニブレ
ード / 
ミニモ
ノリシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PE
RC 
H8
30 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
FD33xD
/
FD33xS

専用ホット

スペアの割

り当てと割

り当て解除

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい

仮想ディス

クの作成

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい

仮想ディス

ク作成の詳

細設定ウィ

ザード

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい

仮想ディス

ク作成の簡

易設定ウィ

ザード

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい

名前の変更 は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい

点滅 / 点滅

停止

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい

再設定 は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい

ポリシーの

変更

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい

ミラーの分

割

い

い

え

い

い

え

いいえ いいえ いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ い

い

え

いいえ

ミラーの解

除

い

い

え

い

い

え

いいえ いいえ いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ い

い

え

いいえ

仮想ディス

クの削除

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい
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仮想ディス
クのタスク
名

PE
RC 
H8
00

PE
RC 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵 / モ
ジュラ
ー

PERC 
H710 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H710
P アダ
プタ / 
ミニ
ブレ
ード / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PERC 
H310 
アダプ
タ / ミ
ニブレ
ード / 
ミニモ
ノリシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PE
RC 
H8
30 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
FD33xD
/
FD33xS

整合性のチ

ェック

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい

整合性チェ

ックのキャ

ンセル

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい

整合性チェ

ックの一時

停止

い

い

え

い

い

え

いいえ いいえ いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ い

い

え

いいえ

整合性チェ

ックの再開

い

い

え

い

い

え

いいえ いいえ いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ い

い

え

いいえ

バックグラ

ウンド初期

化（BGI）の

キャンセル

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい

仮想ディス

クのフォー

マット

い

い

え

い

い

え

いいえ いいえ いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ い

い

え

いいえ

仮想ディス

クフォーマ

ットのキャ

ンセル

い

い

え

い

い

え

いいえ いいえ いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ い

い

え

いいえ

無効ディス

クセグメン

トの復元

い

い

え

い

い

え

いいえ いいえ いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ い

い

え

いいえ

仮想ディス

クの高速初

期化

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい

仮想ディス

クの低速初

期化

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい

メンバーの

交換

は

い

は

い

はい はい はい はい はい はい はい は

い

はい
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仮想ディス
クのタスク
名

PE
RC 
H8
00

PE
RC 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵 / モ
ジュラ
ー

PERC 
H710 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H710
P アダ
プタ / 
ミニ
ブレ
ード / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PERC 
H310 
アダプ
タ / ミ
ニブレ
ード / 
ミニモ
ノリシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PE
RC 
H8
30 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
FD33xD
/
FD33xS

仮想ディス

クの暗号化

は

い

は

い

はい はい はい いいえ はい はい いいえ は

い

はい

仮想ディス

クの不良ブ

ロックのク

リア

は

い

は

い

はい はい はい はい いいえ いいえ はい は

い

はい

PERC ハードウェアコントローラ用仮想ディスクの仕様

表 48. PERC ハードウェアコントローラ用仮想ディスクの仕様

仮想デ
ィスク
の仕様

PER
C 
H8
00

PE
RC 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵 / モ
ジュラー

PERC 
H710 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H710 
アダ
プタ / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PER
C 
H71
0P 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H310 
アダ
プタ / 
ミニ
ブレ
ード / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PE
RC 
H8
30 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
FD33xD
/FD33xS

コント

ローラ

あたり

の仮想

ディス

ク最大

数

64 64 64 64 64 64 16 64 64 32 64* 64

仮想デ

ィスク

の最小

サイズ 

100
MB

10
0M
B

100MB 100M
B

100M
B

100
MB

100M
B

100MB 100MB 100MB 10
0M
B

100MB

仮想デ

ィスク

の最大

サイズ

なし な

し

なし なし なし な

し

なし なし なし なし な

し

なし

仮想デ

ィスク

あたり

のスパ

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8
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仮想デ
ィスク
の仕様

PER
C 
H8
00

PE
RC 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵 / モ
ジュラー

PERC 
H710 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H710 
アダ
プタ / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PER
C 
H71
0P 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H310 
アダ
プタ / 
ミニ
ブレ
ード / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PE
RC 
H8
30 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
FD33xD
/FD33xS

ン最大

数 

スパン

あたり

の物理

ディス

ク最大

数

32 32 32 32 32 32 8 32 32 8 32 32

最小ス

トライ

プサイ

ズ 

8 K 64 
K

8 K 64 K 64 K 64 
K

64 K 64 K 64 K 64 K 64 
K

64 K

最大ス

トライ

プサイ

ズ 

1MB 1M
B

1MB 1MB 1MB 1MB 64 K 1MB 1MB 64 K 1M
B

1MB

ディス

クグル

ープあ

たりの

仮想デ

ィスク

最大数

16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16

連結で

きる物

理ディ

スクの

最大数

該当

なし

該

当

な

し

該当なし 該当

なし

該当

なし

該

当

な

し

該当

なし

該当な

し

該当な

し

該当な

し

該

当

な

し

該当なし

RAID 0 
の物理

ディス

ク最大

数

32 32 32 32 32 32 16 32 32 16 32 32

RAID 1 
の物理

ディス

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
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仮想デ
ィスク
の仕様

PER
C 
H8
00

PE
RC 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵 / モ
ジュラー

PERC 
H710 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H710 
アダ
プタ / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PER
C 
H71
0P 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H310 
アダ
プタ / 
ミニ
ブレ
ード / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PE
RC 
H8
30 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
FD33xD
/FD33xS

ク最大

数 

RAID 5 
の物理

ディス

ク最大

数

32 32 32 32 32 32 16 32 32 16 32 32

RAID 
10 の
物理デ

ィスク

最大数 

256 25
6

16 該当

なし

16 16 16 256 256 16 25
6

256

RAID 
50 の
物理デ

ィスク

最大数 

256 25
6

256 該当

なし

256 256 該当

なし

256 256 該当な

し

25
6

256

連結で

きる物

理ディ

スクの

最小数 

該当

なし

該

当

な

し

該当なし 該当

なし

該当

なし

該

当

な

し

該当

なし

該当な

し

該当な

し

該当な

し

該

当

な

し

該当なし

RAID 0 
の物理

ディス

ク最小

数 

1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1

RAID 1 
の物理

ディス

ク最小

数 

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

RAID 5 
の物理

ディス

ク最小

数 

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
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仮想デ
ィスク
の仕様

PER
C 
H8
00

PE
RC 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵 / モ
ジュラー

PERC 
H710 
ミニ
ブレ
ード

PERC 
H710 
アダ
プタ / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PER
C 
H71
0P 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H310 
アダ
プタ / 
ミニ
ブレ
ード / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H330 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
内蔵

PE
RC 
H8
30 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
FD33xD
/FD33xS

RAID 
10 の
物理デ

ィスク

最小数

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

RAID 
50 の
物理デ

ィスク

最小数 

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

RAID 6 
の物理

ディス

ク最大

数 

32 32 32 32 32 32 該当

なし

32 32 該当な

し

32 32

RAID 
60 の
物理デ

ィスク

最大数 

256 25
6

256 該当

なし

256 256 該当

なし

256 256 該当な

し

25
6

256

RAID 6 
の物理

ディス

ク最小

数 

4 4 4 4 4 4 該当

なし

4 4 該当な

し

4 4

RAID 
60 の
物理デ

ィスク

最小数 

8 8 8 8 8 8 該当

なし

8 8 該当な

し

8 8

メモ: PERC H830 ハードウェアコントローラ上での RAID0 の自動設定操作の実行時にサポートされる

物理ディスクの最大数は 192 台です。
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PERC ハードウェアコントローラ対応の RAID レベル

表 49. PERC ハードウェアコントローラ対応の RAID レベル

RAID 
レベル

PE
RC 
H8
00

PER
C 
H81
0 ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵 / モ
ジュラー

PE
RC 
H7
10 
ミ
ニ
ブ
レ
ー
ド

PERC 
H710 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク

PER
C 
H71
0P 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H310 
アダプ
タ / ミ
ニブレ
ード / 
ミニモ
ノリシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミニ
モノリ
シック / 
ミニブ
レード / 
スリム

PERC 
H730 ア
ダプタ / 
ミニモ
ノリシ
ック / ミ
ニブレ
ード

PERC 
H330 ア
ダプタ / 
ミニモノ
リシッ
ク / ミニ
ブレー
ド / 内蔵

PER
C 
H83
0 ア
ダ
プ
タ

PER
C 
FD3
3xD/
FD3
3xS

連結 い

い

え

い

い

え

いいえ い

い

え

いいえ い

い

え

いいえ いいえ いいえ いいえ い

い

え

いい

え

RAID 0 は

い

は

い

はい は

い

はい は

い

はい はい はい はい は

い

はい

RAID 1 は

い

は

い

はい は

い

はい は

い

はい はい はい はい は

い

はい

RAID 5 は

い

は

い

はい は

い

はい は

い

はい はい はい はい は

い

はい

RAID 
10

は

い

は

い

はい は

い

はい は

い

はい はい はい はい は

い

はい

RAID 
50

は

い

は

い

はい は

い

はい は

い

はい はい はい はい は

い

はい

RAID 6 は

い

は

い

はい は

い

はい は

い

いいえ はい はい いいえ は

い

はい

RAID 
60

は

い

は

い

はい は

い

はい は

い

いいえ はい はい いいえ は

い

はい
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PERC ハードウェアコントローラ対応の読み取り、書き込み、キャッシュ、およ
びディスクキャッシュポリシー

表 50. PERC ハードウェアコントローラ対応の読み取り、書き込み、およびキャッシュポリシー

読み取
り、書
き込
み、お
よびキ
ャッシ
ュポリ
シー

PE
R
C 
H
8
0
0

PE
RC 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵 / モ
ジュラー

PERC 
H710 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PE
RC 
H7
10
P 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H310 
アダ
プタ / 
ミニ
ブレ
ード / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC H330 
アダプタ / 
ミニモノリ
シック / ミ
ニブレード / 
内蔵

PERC 
H830 ア
ダプタ

PERC 
FD33x
D/
FD33x
S

キャッ

シュ設

定 

は

い

は

い

はい はい は

い

いい

え

はい はい いいえ はい はい

読み取

りポリ

シー 

は

い

は

い

はい はい は

い

いい

え

はい はい いいえ はい はい

先読み

（有効） 

は

い

は

い

はい はい は

い

いい

え

はい はい いいえ はい はい

先読み

なし

（無効）

は

い

は

い

はい はい は

い

いい

え

はい はい いいえ はい はい

書き込

みポリ

シー 

は

い

は

い

はい はい は

い

いい

え

はい はい いいえ はい はい

ライト

バック

（有効）

は

い

は

い

はい はい は

い

いい

え

はい はい いいえ はい はい

ライト

スルー

（無効）

は

い

は

い

はい はい は

い

いい

え

はい はい いいえ はい はい

ライト

バック

の強制

（常時

有効）

は

い

は

い

はい はい は

い

いい

え

はい はい いいえ はい はい

書き込

みキャ

ッシュ

有効、

保護

い

い

え

い

い

え

いいえ いいえ い

い

え

いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ
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読み取
り、書
き込
み、お
よびキ
ャッシ
ュポリ
シー

PE
R
C 
H
8
0
0

PE
RC 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵 / モ
ジュラー

PERC 
H710 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PE
RC 
H7
10
P 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H310 
アダ
プタ / 
ミニ
ブレ
ード / 
ミニ
モノ
リシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード

PERC H330 
アダプタ / 
ミニモノリ
シック / ミ
ニブレード / 
内蔵

PERC 
H830 ア
ダプタ

PERC 
FD33x
D/
FD33x
S

キャッ

シュポ

リシー 

い

い

え

い

い

え

いいえ いいえ い

い

え

いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

ディス

クキャ

ッシュ

ポリシ

ー 

は

い

は

い

はい はい は

い

はい はい はい はい はい はい

キャッ

シュ 

I/O 

い

い

え

い

い

え

いいえ いいえ い

い

え

いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

ダイレ

クト 

I/O 

い

い

え

い

い

え

いいえ いいえ い

い

え

いい

え

いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

PERC ハードウェアコントローラでのエンクロージャサポート

表 51. PERC ハードウェアコントローラでのエンクロージャサポート

エンクロージ
ャサポート

PE
RC 
H8
00

PER
C 
H8
10 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H700 ア
ダプタ / 
内蔵 / モ
ジュラー

PERC 
H710 ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミニ
ブレー
ド / アダ
プタ

PER
C 
H71
0P 
ア
ダ
プ
タ

PERC 
H310 
アダプ
タ / ミ
ニブレ
ード / 
ミニモ
ノリシ
ック

PERC 
H730P 
アダプ
タ / ミ
ニモノ
リシッ
ク / ミ
ニブレ
ード / 
スリム

PERC 
H730 ア
ダプタ / 
ミニモ
ノリシ
ック / 
ミニブ
レード

PERC 
H330 ア
ダプタ / 
ミニモノ
リシッ
ク / ミニ
ブレー
ド / 内蔵

PER
C 
H8
30 
ア
ダ
プ
タ

PER
C 
FD3
3xD
/
FD3
3xS

エンクロージ

ャをこのコン

トローラに接

続できます

か？

は

い

は

い

いいえ いいえ い

い

え

いいえ いいえ いいえ いいえ は

い

いい

え

SAS 6iR および PERC H200 コントローラの対応機能

本項では、コントローラ対応の機能、およびエンクロージャをコントローラに接続できるかどうかを示しま

す。

• コントローラタスク
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• バッテリタスク

• コネクタタスク

• 物理ディスクタスク

• 仮想ディスクタスク

• 仮想ディスクの仕様

• 対応 RAID レベル

• 読み取り、書き込み、キャッシュ、およびディスクキャッシュポリシー

• エンクロージャサポート

エンクロージャ対応のタスクについては、「エンクロージャおよびバックプレーンの機能」を参照してくださ

い。

SAS 6/iR および H200 コントローラ対応のコントローラタスク

表 52. SAS 6/iR および H200 コントローラ対応のコントローラタスク

コントローラタスク名 SAS 6/iR PERC H200

アラームの有効化 いいえ いいえ

アラームの無効化 いいえ いいえ

アラームの消音 いいえ いいえ

アラームのテスト いいえ いいえ

設定のリセット はい はい

再構築率の設定 いいえ いいえ

バックグラウンド初期化率の
設定 

いいえ いいえ

整合性チェック率の設定 いいえ いいえ

再構成率の設定 いいえ いいえ

コントローラの再スキャン いいえ いいえ

仮想ディスクの作成 はい はい

ログファイルのエクスポート いいえ いいえ

外部設定のクリア はい はい

外部設定のインポート はい はい

外部設定のインポート / リカ
バリ 

はい はい

巡回読み取りモードの設定 いいえ いいえ

巡回読み取りの開始 いいえ いいえ

巡回読み取りの停止 いいえ いいえ

コントローラレポート

巡回読み取りレポート いいえ いいえ

整合性チェックレポート いいえ いいえ
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コントローラタスク名 SAS 6/iR PERC H200

スロット占有レポート はい はい

物理ディスクファームウェア
バージョンレポート

はい はい

SAS 6/iR および H200 コントローラ対応のバッテリタスク

表 53. SAS 6/iR および H 200 コントローラ対応のバッテリタスク

バッテリタスク名 SAS 6/iR PERC H200

バッテリの修正 いいえ いいえ

学習サイクルの開始 いいえ いいえ

学習サイクルの遅延 いいえ いいえ

SAS 6/iR および H200 コントローラ対応のコネクタタスク

表 54. SAS 6/iR および H200 コントローラ対応のコネクタタスク

コネクタタスク名 SAS 6/iR PERC H200

コネクタの再スキャン いいえ いいえ

SAS 6/iR および H200 コントローラ対応の物理ディスクタスク

表 55. SAS 6/iR および H200 コントローラ対応の物理ディスクタスク

物理ディスクのタスク名 SAS 6/iR PERC H200

点滅 / 点滅停止 はい はい

グローバルホットスペアの割

り当てと割り当て解除 

最大 2 つのグローバルホットスペ

アまで対応

最大 2 つのグローバルホットスペ

アまで対応

取り外しの準備 いいえ いいえ

オフライン いいえ いいえ

オンライン いいえ いいえ

初期化 いいえ いいえ

再構築 該当なし

再構築はコントローラによって自
動的に開始されます。

該当なし

再構築はコントローラによって自
動的に開始されます。

再構築のキャンセル いいえ いいえ

無効ディスクセグメントの削

除 

いいえ いいえ

ディスクのフォーマット いいえ いいえ

Clear（クリア） いいえ いいえ
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物理ディスクのタスク名 SAS 6/iR PERC H200

クリアのキャンセル いいえ いいえ

SAS 6/iR および H200 コントローラ対応の仮想ディスクタスク

表 56. SAS 6/iR および H200 コントローラ対応の仮想ディスクタスク

仮想ディスクのタスク名 SAS 6/iR PERC H200

専用ホットスペアの割り当てと

割り当て解除

いいえ いいえ

仮想ディスクの作成 はい はい

仮想ディスク作成の詳細設定ウ

ィザード

はい はい

仮想ディスク作成の簡易設定ウ

ィザード

いいえ いいえ

名前の変更 いいえ いいえ

点滅 / 点滅停止 はい はい

再設定 いいえ いいえ

ポリシーの変更 はい はい

ミラーの分割 いいえ いいえ

ミラーの解除 いいえ いいえ

最後の仮想ディスクの削除 はい はい

仮想ディスクタスク（任意）の削

除 

はい はい

整合性のチェック いいえ いいえ

整合性チェックのキャンセル いいえ いいえ

整合性チェックの一時停止 いいえ いいえ

整合性チェックの再開 いいえ いいえ

バックグラウンド初期化（BGI）
のキャンセル

いいえ いいえ

仮想ディスクのフォーマット いいえ いいえ

仮想ディスクフォーマットのキ

ャンセル 

いいえ いいえ

無効ディスクセグメントの復元 いいえ いいえ

仮想ディスクの初期化 いいえ いいえ

仮想ディスクの高速初期化 いいえ いいえ
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仮想ディスクのタスク名 SAS 6/iR PERC H200

仮想ディスクの低速初期化 いいえ いいえ

仮想ディスク初期化のキャンセ

ル 

いいえ いいえ

SAS 6/iR および H200 コントローラ対応の RAID レベル

表 57. SAS 6/iR および H200 コントローラ対応の RAID レベル

RAID レベル SAS 6/iR PERC H200

RAID 0 はい はい

RAID 1 はい はい

RAID 10 いいえ はい

SAS 6/iR および PERC H200 コントローラの仮想ディスク仕様

表 58. SAS 6/iR および PERC H200 コントローラの仮想ディスク仕様

仮想ディスクの仕様 SAS 6/iR PERC H200

コントローラあたりの仮想ディスク最大数 2 2

仮想ディスクの最小サイズ 100 MB* 100 MB*

仮想ディスクの最大サイズ なし なし

仮想ディスクあたりのスパン最大数 1 1

スパンあたりの物理ディスク最大数 10 10

最小ストライプサイズ 64 K 64 K

最大ストライプサイズ 64 K 64 K

ディスクグループあたりの仮想ディスク最

大数 

1 1

連結できる物理ディスクの最大数 該当なし 該当なし

RAID 0 の物理ディスク最大数 8 10 — アダプタ

10 — 内蔵

4 — モジュラー

RAID 1 の物理ディスク最大数 2 2

RAID 5 の物理ディスク最大数 該当なし 該当なし

RAID 10 の物理ディスク最大数 該当なし 10 — アダプタ

10 — 内蔵
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仮想ディスクの仕様 SAS 6/iR PERC H200

4 — モジュラー

RAID 50 の物理ディスク最大数 該当なし 該当なし

連結できる物理ディスクの最小数 該当なし 該当なし

RAID 0 の物理ディスク最小数 2 2

RAID 1 の物理ディスク最小数 2 2

RAID 5 の物理ディスク最小数 該当なし 該当なし

RAID 10 の物理ディスク最小数 該当なし 4

RAID 50 の物理ディスク最小数 該当なし 該当なし

RAID 6 の物理ディスク最大数 該当なし 該当なし

RAID 60 の物理ディスク最大数 該当なし 該当なし

RAID 6 の物理ディスク最小数 該当なし 該当なし

RAID 60 の物理ディスク最小数 該当なし 該当なし

設定された状況下での最大ディスク数（仮

想ディスクまたはホットスペアの一部）

8 14

* — 近似値

SAS 6/iR および H200 コントローラ対応の読み取り、書き込み、およびキャッシ
ュポリシー

表 59. SAS 6/iR および H200 コントローラ対応の読み取り、書き込み、およびキャッシュポリシー

読み取り、書き込み、およびキ
ャッシュポリシー

SAS 6/iR PERC H200

キャッシュ設定 いいえ いいえ

読み取りポリシー いいえ いいえ

先読み（有効） いいえ いいえ

先読みなし（無効） いいえ いいえ

書き込みポリシー いいえ いいえ

ライトバック いいえ いいえ

ライトスルー いいえ いいえ

ライトバックの強制（常時有

効）

いいえ いいえ

書き込みキャッシュ有効、保護 いいえ いいえ

キャッシュポリシー いいえ いいえ
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読み取り、書き込み、およびキ
ャッシュポリシー

SAS 6/iR PERC H200

ディスクキャッシュポリシー はい はい

キャッシュ I/O いいえ いいえ

ダイレクト I/O いいえ いいえ

SAS 6/iR および H200 コントローラでのエンクロージャサポート

表 60. SAS 6/iR および H200 コントローラでのエンクロージャサポート

エンクロージャサポート SAS 6/iR PERC H200

エンクロージャをこのコント

ローラに接続できますか？

いいえ いいえ

PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コント
ローラにおける対応機能

この項では、コントローラ対応機能、およびエンクロージャをコントローラに接続できるかどうかを示しま

す。

• コントローラタスク

• 物理ディスクタスク

• 仮想ディスクタスク

• 仮想ディスクの仕様

• 対応 RAID レベル

• 読み取り、書き込み、キャッシュ、およびディスクキャッシュポリシー

• エンクロージャサポート

PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラでサポートさ
れるコントローラタスク

表 61. PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラでサポートされるコントローラタスク

コントローラタ
スク名

PERC S100 PERC S110 PERC S130 PERC S300

仮想ディスクの
作成 

はい はい はい はい

メモ: ソフトウェア RAID S130 コントローラに接続された物理ディスクでは、512 MB のディスク領域

はデフォルトでメタデータ用に、コントローラによって使用されます。
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PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラでサポートさ
れる物理ディスクタスク

表 62. PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラでサポートされる物理ディスクタスク

物理ディスクの
タスク名

PERC S100 PERC S110 PERC S130 PERC S300

点滅 / 点滅停止 いいえ はい はい いいえ

グローバルホッ

トスペアの割り

当てと割り当て

解除 

はい はい はい はい

ディスクキャッ

シュポリシーの

設定

いいえ いいえ はい いいえ

メモ: ソフトウェア RAID S130 コントローラに接続された物理ディスクでは、512 MB のディスク領域

はデフォルトでメタデータ用に、コントローラによって使用されます。

PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラでサポートさ
れる仮想ディスクタスク

表 63. PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラでサポートされる仮想ディスクタスク

仮想ディスクの
タスク名

PERC S100 PERC S110 PERC S130 PERC S300

専用ホットスペ

アの割り当てと

割り当て解除

はい はい はい はい

仮想ディスクの

作成 

はい はい はい はい

仮想ディスク作

成の詳細設定ウ

ィザード 

はい はい はい はい

仮想ディスク作

成の簡易設定ウ

ィザード 

はい はい はい はい

名前の変更 はい はい はい はい

点滅 / 点滅停止 いいえ はい はい いいえ

再設定 はい はい はい はい

ポリシーの変更 はい はい はい はい

最後の仮想ディ

スクの削除 

はい はい はい はい
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仮想ディスクの
タスク名

PERC S100 PERC S110 PERC S130 PERC S300

仮想ディスクタ

スク（任意）の削

除 

はい はい はい はい

整合性のチェッ

ク 

はい はい はい はい

ディスクキャッ

シュポリシー

いいえ いいえ はい いいえ

PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラの仮想ディス
ク仕様

表 64. PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラの仮想ディスク仕様

仮想ディスクの仕様 PERC S100 PERC S110 PERC S130 PERC S300

コントローラあたりの

仮想ディスク最大数 

8 8 10 8

仮想ディスクの最小サ

イズ 

100MB 100MB 105MB 100MB

仮想ディスクの最大サ

イズ 

なし なし なし なし

仮想ディスクあたりの

スパン最大数 

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

スパンあたりの物理デ

ィスク最大数 

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

最小ストライプサイズ 64 K 64 K 64 K 64 K

最大ストライプサイズ 64 K 64 K 64 K 64 K

物理ディスクあたりの

仮想ディスク最大数 

8 8 10 8

連結できる物理ディス

クの最大数 

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

RAID 0 の物理ディスク

最大数 

8 4 10 8

RAID 1 の物理ディスク

最大数 

2 2 2 2

RAID 5 の物理ディスク

最大数 

8 4 10 8

RAID 10 の物理ディスク

最大数 

4 4 10 4
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仮想ディスクの仕様 PERC S100 PERC S110 PERC S130 PERC S300

連結できる物理ディス

クの最小数 

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

RAID 0 の物理ディスク

最小数 

2 2 2 2

RAID 1 の物理ディスク

最小数 

2 2 2 2

RAID 5 の物理ディスク

最小数 

3 3 3 3

RAID 10 の物理ディスク

最小数 

4 4 4 4

メモ: ソフトウェア RAID コントローラを使用して仮想ディスクを作成するときは、その仮想ディスク

にリンクされている物理ディスクに関連する情報が、短時間の遅延後、Storage Management に列挙ま

たは表示されます。情報表示の遅れは、機能制限の原因にはなりません。パーシャル仮想ディスクを作

成している場合は、Storage Management で、各パーシャル仮想ディスクの作成プロセスの間に十分な

時間の余裕を持たせることが推奨されます。

PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラでサポートさ
れる RAID レベル

表 65. PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラでサポートされる RAID レベル

RAID レベル PERC S100 PERC S110 PERC S130 PERC S300

RAID 0 はい はい はい はい

RAID 1 はい はい はい はい

RAID 5 はい いいえ はい はい

RAID 10 はい いいえ はい はい

RAID 50 いいえ いいえ いいえ いいえ

RAID 6 いいえ いいえ いいえ いいえ

RAID 60 いいえ いいえ いいえ いいえ
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PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラでサポートさ
れる読み取り / 書き込みキャッシュおよびディスクキャッシュポリシー

表 66. PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラでサポートされる読み取り、書き込み、

およびキャッシュポリシー

読み取り、書き込
み、およびキャッ
シュポリシー

PERC S100 PERC S110 PERC S130 PERC S300

キャッシュ設定 はい はい はい はい

読み取りポリシ

ー 

はい はい はい はい

先読み（有効） はい はい はい はい

先読みなし（無

効）

はい はい はい はい

書き込みポリシ

ー 

はい はい はい はい

ライトバック（有

効）

はい はい はい はい

ライトスルー（無

効）

はい はい はい はい

ライトバックの

強制（常時有効）

いいえ いいえ いいえ いいえ

書き込みキャッ

シュ有効、保護 

いいえ いいえ いいえ いいえ

キャッシュポリ

シー 

いいえ いいえ いいえ いいえ

ディスクキャッ

シュポリシー 

いいえ いいえ いいえ いいえ

キャッシュ I/O いいえ いいえ いいえ いいえ

ダイレクト I/O いいえ いいえ いいえ いいえ

PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラでのエンクロ
ージャサポート

表 67. PERC S100、PERC S110、PERC S130、および S300 コントローラでのエンクロージャサポート

エンクロージャ
サポート

PERC S100 PERC S110 PERC S130 PERC S300

エンクロージャ

をこのコントロ

いいえ いいえ いいえ いいえ
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エンクロージャ
サポート

PERC S100 PERC S110 PERC S130 PERC S300

ーラに接続でき

ますか？

非 RAID コントローラの対応機能

本項では、コントローラ対応の機能、およびエンクロージャをコントローラに接続できるかどうかを示しま

す。

• コントローラタスク

• バッテリタスク

• コネクタタスク

• 物理ディスクタスク

• 仮想ディスクタスク

• エンクロージャサポート

エンクロージャ対応のタスクについては、「エンクロージャおよびバックプレーンの機能」を参照してくださ

い。

非 RAID コントローラ対応のコントローラタスク

表 68. 非 RAID コントローラ対応のコントローラタスク

コントローラタスク名 非 RAID SCSI 非 RAID SAS

アラームの有効化 いいえ いいえ

アラームの無効化 いいえ いいえ

アラームの消音 いいえ いいえ

アラームのテスト いいえ いいえ

設定のリセット いいえ いいえ

再構築率の設定 いいえ いいえ

バックグラウンド初期化率の設
定 

いいえ いいえ

整合性チェック率の設定 いいえ いいえ

再構成率の設定 いいえ いいえ

コントローラの再スキャン いいえ いいえ

仮想ディスクの作成 いいえ いいえ

ログファイルのエクスポート いいえ いいえ

外部設定のクリア いいえ いいえ

外部設定のインポート いいえ いいえ

外部設定のインポート / リカバ
リ 

いいえ いいえ
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コントローラタスク名 非 RAID SCSI 非 RAID SAS

巡回読み取りモードの設定 いいえ いいえ

巡回読み取りの開始 いいえ いいえ

巡回読み取りの停止 いいえ いいえ

非 RAID コントローラ対応のバッテリタスク

表 69. 非 RAID コントローラ対応のバッテリタスク

バッテリタスク名 非 RAID SCSI 非 RAID SAS

バッテリの修正 いいえ いいえ

学習サイクルの開始 いいえ いいえ

学習サイクルの遅延 いいえ いいえ

非 RAID コントローラ対応のコネクタタスク

表 70. 非 RAID コントローラ対応のコネクタタスク

コネクタタスク名 非 RAID SCSI 非 RAID SAS

コネクタの再スキャン いいえ いいえ

非 RAID コントローラ対応の物理ディスクタスク

表 71. 非 RAID コントローラ対応の物理ディスクタスク

物理ディスクのタスク名 非 RAID SCSI 非 RAID SAS

点滅 / 点滅停止 はい はい

グローバルホットスペアの割り

当てと割り当て解除 

いいえ いいえ

取り外しの準備 いいえ いいえ

オフライン いいえ いいえ

オンライン いいえ いいえ

初期化 いいえ いいえ

再構築 いいえ いいえ

再構築のキャンセル いいえ いいえ

無効ディスクセグメントの削除 いいえ いいえ

ディスクのフォーマット いいえ いいえ

Clear（クリア） いいえ いいえ

クリアのキャンセル いいえ いいえ
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非 RAID コントローラ対応の仮想ディスクタスク

表 72. 非 RAID コントローラ対応の仮想ディスクタスク

仮想ディスクのタスク名 非 RAID SCSI 非 RAID SAS

専用ホットスペアの割り当てと

割り当て解除 

いいえ いいえ

仮想ディスクの作成 いいえ いいえ

仮想ディスク作成の詳細設定ウ

ィザード 

いいえ いいえ

仮想ディスク作成の簡易設定ウ

ィザード 

いいえ いいえ

名前の変更 いいえ いいえ

点滅 / 点滅停止 いいえ いいえ

再設定 いいえ いいえ

ポリシーの変更 いいえ いいえ

ミラーの分割 いいえ いいえ

ミラーの解除 いいえ いいえ

最後の仮想ディスクの削除 いいえ いいえ

仮想ディスクタスク（任意）の

削除

いいえ いいえ

整合性のチェック いいえ いいえ

整合性チェックのキャンセル いいえ いいえ

整合性チェックの一時停止 いいえ いいえ

整合性チェックの再開 いいえ いいえ

バックグラウンド初期化（BGI）
のキャンセル 

いいえ いいえ

仮想ディスクのフォーマット いいえ いいえ

仮想ディスクフォーマットのキ

ャンセル

いいえ いいえ

無効ディスクセグメントの復元 いいえ いいえ

仮想ディスクの初期化 いいえ いいえ

仮想ディスクの高速初期化 いいえ いいえ

仮想ディスクの低速初期化 いいえ いいえ

仮想ディスク初期化のキャンセ

ル

いいえ いいえ
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非 RAID コントローラでのエンクロージャサポート

表 73. 非 RAID コントローラでのエンクロージャサポート

エンクロージャサポート 非 RAID SCSI 非 RAID SAS

エンクロージャをこのコントロ

ーラに接続できますか？

はい いいえ

エンクロージャとバックプレーンの機能

この項では、エンクロージャまたはバックプレーン対応機能を示します。

• エンクロージャとバックプレーンのタスク

コントローラ対応機能についての情報は以下を参照してください。

• PERC 6/ コントローラの対応機能

• SAS 6iR および PERC H200 コントローラの対応機能

• PERC H310 アダプタ（A）、PERC H310 ミニモノリシック（MM）、PERC H310 ミニブレード（MB）コ
ントローラの対応機能については、「PERC ハードウェアコントローラの対応機能」を参照してください。

• PERC H700、PERC H710 A、PERC H710 MB、PERC H710 MM、PERC H710P A、PERC H710P MB、
PERC H710P MM、PERC H730P A、および PERC H730P S コントローラの対応機能については、「PERC 
ハードウェアコントローラの対応機能」を参照してください。

• PERC H800、PERC H810 A、PERC H830 A コントローラの対応機能については、「PERC ハードウェア
コントローラの対応機能」を参照してください。

• PERC FD33xD/FD33xS の対応機能については、「PERC ハードウェアコントローラの対応機能」を参照し
てください。

エンクロージャおよびバックプレーンタスク

表 74. コントローラ用のエンクロージャタスク

エンクロージャタスク MD1000 
ストレー
ジ

MD112
0

MD1200 
ストレー
ジ

MD1220 MD1400 
ストレー
ジ

MD1420

アラームの有効化 はい はい はい はい いいえ いいえ

アラームの無効化 はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ

温度プローブ値の設定 はい はい はい はい いいえ いいえ

資産データの設定（資産タグおよ

び資産名を含む）

はい はい はい はい はい はい

エンクロージャの点滅 はい はい はい はい はい はい

コントローラレポート

スロット占有レポート はい はい はい はい はい はい
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SAS コントローラの対応最大構成

表 75. SAS コントローラの対応最大構成

対応最大構成 SAS（MD 1000、MD 
1120）

SAS（MD 1200、MD 
1220）

SAS（MD 1400、MD 
1420）

各サーバー上の外付けコ
ントローラ数（a）

2 2 2

各コントローラ上の外付
けコネクタ数（b）

2 2 2

コネクタあたりのエンク
ロージャ数（c）

3 4 4

サーバー上のエンクロー
ジャ総数（a x b x c）

12 16 16
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21
ストレージコンポーネントの正常性状態の
特定
本項では、下位レベルのストレージコンポーネントの状態が、コントローラやその他の上位レベルのコンポ

ーネント用に表示される複合状態に「ロールアップ」される方法を説明しています。これらの表に示される

例は、すべてのシナリオを対象とするものではありませんが、所定のコンポーネントが正常、劣化、故障状

態にあるときに、状態がロールアップされる方法を示しています。

 
関連概念

ストレージコンポーネントの重大度

正常性状態のロールアップ：バッテリが充電中または切れて
いる

表 76. 正常性状態のロールアップ：バッテリが充電中または切れている（エンクロージャを含まない）

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

バッテリー コネクタ 物理ディス
ク

ファームウ
ェア / ドラ
イバ

仮想ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

正常性ロー
ルアップ

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

正常性状態のロールアップ：仮想ディスク内の物理ディスク
が故障または取り外し済み

表 77. 正常性状態のロールアップ：仮想ディスク内の物理ディスクが故障または取り外し済み（エンクロージャを
含まない）

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

バッテリー コネクタ 物理ディス
ク

ファームウ
ェア / ドラ
イバ

仮想ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

正常性ロー
ルアップ
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ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

バッテリー コネクタ 物理ディス
ク

ファームウ
ェア / ドラ
イバ

仮想ディス
ク

正常性状態のロールアップ：仮想ディスク内の物理ディスク
が非対応、部分的または恒久的に劣化

表 78. 正常性状態のロールアップ：仮想ディスク内の物理ディスクが非対応、部分的または恒久的に劣化

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

バッテリー コネクタ 物理ディス
ク

ファームウ
ェア / ドラ
イバ

仮想ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

正常性ロー
ルアップ

正常性状態のロールアップ：仮想ディスク内のすべての物理
ディスクが外部状況

表 79. 正常性状態のロールアップ：仮想ディスク内のすべての物理ディスクが外部状況（エンクロージャを含まな
い）

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

バッテリー コネクタ 物理ディス
ク

ファームウ
ェア / ドラ
イバ

仮想ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

該当なし

正常性ロー
ルアップ

該当なし

正常性状態のロールアップ：仮想ディスク内の一部の物理デ
ィスクが外部状況

表 80. 正常性状態のロールアップ：仮想ディスク内の一部の物理ディスクが外部状況（エンクロージャを含まな
い）

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

バッテリー コネクタ 物理ディス
ク

ファームウ
ェア / ドラ
イバ

仮想ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

正常性ロー
ルアップ
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正常性状態のロールアップ：仮想ディスクが劣化、物理ディ
スクが故障または再構築中

表 81. 正常性状態のロールアップ：仮想ディスクが劣化、物理ディスクが故障または再構築中（エンクロージャを
含まない）

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

バッテリー コネクタ 物理ディス
ク

ファームウ
ェア / ドラ
イバ

仮想ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

正常性ロー
ルアップ

正常性状態のロールアップ：仮想ディスクが失敗

表 82. 正常性状態のロールアップ：仮想ディスクが失敗（エンクロージャを含まない）

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

バッテリー コネクタ 物理ディス
ク

ファームウ
ェア / ドラ
イバ

仮想ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

正常性ロー
ルアップ

正常性状態のロールアップ：非対応のファームウェアバージ
ョン

表 83. 正常性状態のロールアップ：非対応のファームウェアバージョン（エンクロージャを含まない）

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

バッテリー コネクタ 物理ディス
ク

ファームウ
ェア / ドラ
イバ

仮想ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

正常性ロー
ルアップ
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正常性状態のロールアップ：エンクロージャ電源装置が故障
または電源接続が取り外された

表 84. 正常性状態のロールアップ：エンクロージャ電源装置が故障または電源接続が取り外された

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

コネクタ Enclosure
（エンクロ
ージャ）

エンクロー
ジャ電源装
置

仮想ディス
ク

物理ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

正常性ロー
ルアップ

該当なし 該当なし 該当なし

正常性状態のロールアップ：エンクロージャファンの 1 つが
故障

表 85. 正常性状態のロールアップ：エンクロージャファンの 1 つが故障

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

バッテリー コネクタ 物理ディス
ク

ファームウ
ェア / ドラ
イバ

仮想ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

正常性ロー
ルアップ

該当なし 該当なし 該当なし

正常性状態のロールアップ：エンクロージャ EMM の 1 つが
故障

表 86. 正常性状態のロールアップ：エンクロージャ EMM の 1 つが故障

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

コネクタ Enclosure
（エンクロ
ージャ）

エンクロー
ジャ EMM

仮想ディス
ク

物理ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

正常性ロー
ルアップ

該当なし
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正常性状態のロールアップ：エンクロージャ温度プローブの 
1 つに不具合が発生

表 87. 正常性状態のロールアップ：エンクロージャ温度プローブの 1 つに不具合が発生（エンクロージャを含まな
い）

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

コネクタ Enclosure
（エンクロ
ージャ）

エンクロー
ジャ温度プ
ローブ

仮想ディス
ク

物理ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

正常性ロー
ルアップ

該当なし

正常性状態のロールアップ：エンクロージャへの両方の電源
接続を喪失

表 88. 正常性状態のロールアップ：エンクロージャへの両方の電源接続を喪失

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

コネクタ Enclosure
（エンクロ
ージャ）

すべてのエ
ンクロージ
ャコンポー
ネント

仮想ディス
ク

物理ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

該当なし 該当なし

正常性ロー
ルアップ

該当なし 該当なし 該当なし

正常性状態のロールアップ：1 つ以上の物理ディスクが故障

表 89. 正常性状態のロールアップ：1 つ以上の物理ディスクが故障

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

コネクタ Enclosure
（エンクロ
ージャ）

エンクロー
ジャの物理
ディスク

仮想ディス
ク

物理ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

正常性ロー
ルアップ

該当なし 該当なし
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正常性状態のロールアップ：物理ディスクが再構築中

表 90. 正常性状態のロールアップ：物理ディスクが再構築中

ストレージ
サブシステ
ム

コントロー
ラ

コネクタ Enclosure
（エンクロ
ージャ）

エンクロー
ジャコンポ
ーネント

仮想ディス
ク

物理ディス
ク

コンポーネ
ントの状態

正常性ロー
ルアップ

該当なし 該当なし
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